




末日聖徒イエス・キリスト教会

第157回 年次総大会報告

1987年4月4，5の 両日，ユタ州ソ

ルトレークシティー，テンブルスク

ウェアのタバナクルにおいて開かれ

た年次総大会の説教とその模様

「家轍瓢議礁難
語 り合 い，r自分 たちのためと見立 てて，

どのようにその教 えを生活の中に生かす

かを決めるな らば，どれほどすばらしい

祝福 が得 られるでしょうか。」4月 の総大

会 における土曜 日午前 の部会 で，エズラ

タフ ト・ベ ンソン大管長 はこのように

語った。

大管長はさらに，「二一ファイ第三書 は

私たちが繰 り返 し読むべき書です」 と話

した。

この主題 を再 び取 りあげて，ベンソン

大管長 は日曜 日の最後の説教の中で末 日

の聖典の大切 さを強調 し，次のように語

った。「モルモン経 は人々をキ リス トのみ

もとへ導き，教義 と聖約 は神の王国， す

なわち末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会，
おもて お

『全地 の面に於 ける唯一の真 にして命 あ

〔る〕教会』 に人々を導 きます。」

また，末 日の聖典 を読んで，その真理

を生活 の中に生かすというこの霊感あふ

れ る勧告に加 え，ベ ンソン大管長 は神権

者 にホームティーチングに関 するチャレ

ンジを与えている。「兄弟の皆 さん，ホー

ムティーチングはありきた りのプログラ

ムではありません。聖徒たちを見守 り，

教会の使命 を達成 するための神権 による

手段なのです。ホームティーチングは単

なる割 り当てではなく，聖 なる召 しなの

です。

ホームテ ィーチングを軽 く考 えてはな

りませ ん。 ホームティーチングの召 しは

主 イエス ・キリス トがみずから親 しく皆

さんを召 されたかのように受 け入れる必

要 があ ります。…… ホームティーチャー

ほど偉大な教会の召 しはほかにあ りませ

ん。」

2日 間にわたる総大会 をベ ンソン大管

長 が管理 し， ゴー ドン ・B・ ヒンク レ

ー第一副管長 と トーマス ・S・ モン'ノン

第二副管長 が各部会の司会 を担 当した。

マ リオン ・G・ ロムニー十二使徒定員会

会長 と七十人第一定貝会名誉会員の ジョ

ン ・H・ バ ンデンバーグ長老が病気で欠

席した以外，教会幹部は全貝出席 した。

今大会 の管理上のおもな決定 には，8

人 の新 しい七十人第一定員会会員の支持
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があげられる。任期 は5年 であることが

モンソン副管長 から発表 されて いる。ま

た，若い女性中央会長会 に新 しい副会長

が召された。

支持 を受 けたのは， ジョー ジ ・R・ ヒ

ルIII長老， ジ ョン ・R・ ラサター長老。

両者 ともユタ州 出身である。さらに，ダ

グラス・J・マーティン長老，ニュー ジー

ラン ド出身。ア レクサンダー ・B・ モリ

ソン長老，カナダ出身。L・ アルディン・

ポーター長老，アイダホ州出身。ユタ州

出身のグレ ン ・L・ ラッド長老， ダグラ

ス ・H・ スミス長老， リン ・A・ ソレン

セン長老である。この決定により現在七

十人第」定員会で働 く会員の数は62人 に

なった。

アーデス ・G・ カップ会長 の副会長 と

して若い女性 中央会長会 に召されたのは，

第一副会長のジェイン ・B・ マラン姉妹

(マラン姉妹 はこれまで第二副会長の任

にあった)と ，新たに召された第二副会

長のイレイン ・L・ ジャック姉妹 である。

モー リー ン ・J・ ターリー姉妹 は伝道部

長 に召されたご主人と共に働 くために，

解任された。

大会の模様は衛星中継を通 じ，合衆国

とカナダの全土におよぶ教会の集会所 に

テレビ放映 された。そのほかの地域 に住

むほとんど全世界の会員 には，大会のビ

デオテープが送 られる予定である。

なお，4月3日 の日中には地区代表セ

ミナーが開かれ， 夕方には指導者会が開

かれた。
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本書は「エンサイン」「ニューエラ∫フレンド」の記事

を抜粋 した，末日聖徒イエス ・キリスト教会の公式

刊行物です。本書は以下の言語で出版されています。

月干1ト イタリア語，英語，オランダ語，サモア語

スウェーヂン語，スペイン語，中国語，韓国語，デ

ンマーク語，ドイツ語，トンが語，日本語，フィン

ランド語，フランス語，ポルトがル語，ノルウェー

語。隔月刊一一インドネシア語，タイ語，タヒチ語。

季干1ト アイスランド語。
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レ ク ・A・ カ ス バ ー ト
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子供 の 頁 編 集 ：ダ イ ア ン ・ブ リン ク マ ン

レイ ア ウ ト/デ ザ イ ン ：N・ ケ イ ・ス テ ィ ー プ
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制 作 ：レジ ナ ル ド ・J・ ク リス テ ン セ ン

マ ーケ テ ィ ン グ ・マ ネ ー ジ ャー ： 卜一 マ ス ・

L・ ピー タ ー ソ ン
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●各 部 会 の 祈 りは 以下 の人 々 が担 当 し た。土

曜 日午 前一 デ ィー ン ・L・ ラー セ ン長 老，

ボ ー ン ・J・ フ ェザー ス トー ン長 老 。 土 曜 日

、午 後 十 ジ ぜ ック ・H・ ゴー ズ リン ド長 老，

ロ バー ト ・E・ ウ エル ズ長老 。 神 権 部 会門

ジ ェー ム ズ ・M・ パ ラモ ア長 老 ， ジ ョー ジ ・

p… リー長 老 。 日曜 日午前 一 リチ ャー ド ・

G・ ス コ ッ ト長 老 ，、ロナ ル ド ・E・ ポ ー ル マ

ン長 老 己 日曜 日午 後一 ヤ コ ブ ・デ ィヤ ガ ー

長 老 ， デ レク ・A・ カ ス バ ー ト長 老。

病 気 の た め総 大会 に 出席 で き なか っ た教 会

幹 部 は，+二 使徒 定員 会 会 長 の マ リオ ン ・G・

ロ ム ニ ー長 老 お よび七 十 人 第 一 定貝 会 名 誉会

員 の ジ ョン ・H・ バ ン デ ンバ ー グ長 老 のふ た
9

りで あ る。
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●1987年4自4日(‡)午 前の部会

アメリカヘの

キリストの訪れ
大管長

工ズラ ・タフ ト・ベンソン

「家族そろって二一ファイ第三書を読んで，その神聖な内容について語 り合い，

自分たちのためと見立てて，どのようにその教えを生活の中に生かすかを決め

るならば，どれほどすばらしい祝福が得られるでしょうか。J

兄
弟姉妹の皆さん，再 びこのすば ら

しい総大会 を始 めるにあた り，私

の胸の中には全世界の末 日聖徒 に対する

愛 と感謝の、思いが満 ちあふれています。

きょうまでの6カ 月間，モルモ ン経 に

書かれた主のみ言葉 を繰 り返 し読むよう

にとの勧告 にこたえて くださった教会員

の方々を見て，私 は深 い感銘 を受けてき

ました。それよって私たちは，霊性 を高

め，器の内側を清める助 けを得 ることが

できました。

大人も若人 も， また小さい子供たちも，

モルモン経 によってどう生活が変わった

かを力肇 く証 してきました。私 自身の生

活も， この神聖 な記録 によって，今なお

変わ りつっあ ります。

最近 も，復活された救い主のアメリカ

大陸への訪れ にっいて述べた，モルモン

経のすばらしい記録 を読み直 していまし

た。復活祭 が近づくにっれ，私 は二一フ

ァイ第三書の記述の美 しさと力強さ， ま

たそれが今の時代 と今 の世 の人々にとっ

て偉大な価値 を持 つものであることに，

深い感動 を覚 えています。

二一フ ァイ第三書 には，救 い主が訪れ

る直前の時代 の二一ファイ人の歴史が記

されていますが，当時 と私たちが再臨を

待ち望んでいるこの時代の間には，数多

くの共通点が見 られます。当時二一ファ

イ人の文明は最盛期 にあ り，民は繁栄 し，

勤勉 に働 いていました。 多くの町が建設

され，それを結ぶ道路が造 られました。

海上交易 が行 なわれ，神殿や宮殿 も建て

られました。

しかし，例にもれず，彼 らも主 を拒み

ました。 多くの人々が高慢 にな り，不正

直 と不道徳がはびこりました。 そして秘

密結社 も隆盛 を極めるようにな りました。

それはヒラマンが述 べているように， ガ

デアン トン強盗団が 「義人の大部分 さえ

も誘惑 して結社 のすることを賛成 させ，
かす

結社が掠め取 った物を配分」するように

さえなったからです。(ヒ ラマン6：38〉

また 「民 はついにその財産 と学問 を修 め

る便宜の多少 とによって階級 に差別をつ

け始め」 ました。(III二 一 ファイ6：12〉

こうして現代 と同じように，「サタンが民

4

せんどう

の心を煽動 してあ らゆる悪事 をさせ，高
いさな

ぶらせ，その心を誘 って権力と威勢と財産
むな むさぽ

とこの世 の空 しいものを貧 らせることに

非常に力」 を奮 ったのです。(15節)

モ ルモ ンは二一ファイ人について，彼

らは 「知 らずに罪を犯 したのではない。

自分 らに関する神 のみこころはとうに教

えられてよく知 っていた」と書いてい ま

す。(18節)

義 人はわずかしかいな くなって しまい

ました。(14節 参 照)二 一ファイが大 きな

力をもって教会を導 き，数々の奇跡を行

ないましたが，「心 を改 めて主 を信ずるよ
わずか

うになった者 は僅 だけで」 した。(皿 二

一ファイ7：21〉 民 のほとんどが主を拒

んだのです。彼らは予言者を石で打 ち，

キリス トに従おうとする人々を迫害 しま

した。

この時にあた り， 自然をつかさどる神，

すなわちイエス ・キ リス トはご自身の手

を差 し伸べられました。かつてない激 し

い嵐が全地を襲 いました。稲妻が走 り，

雷鳴が地を震わせ ました。荒れ狂う風に

吹 きさらわれ，二度 と姿を見せな くなっ

てしまった人々もいました。

「沈んでしまった名高い大都会 も多く

あり，焼けてしまった都会 も多くあり，

また家屋が地 に倒れ，住民が死」んで し

まいました。(III二 ～ フ ァイ8114〉
かわ

「地の全面が変 って」 しまったのです
。

(12節)

この自然の猛威は3時 間にわたって続

きましたが，やがて稲妻，雷鳴，嵐，大

風 地震がやみ，暗黒が地 を覆いました。

3日 聞，光がなく， ろうそくに火 をつけ

ることもできませんで した。 この暗黒の

霧は非常に濃 く，手で触れ ることがで き

るほどで した。「すべての民の中に……ひ
なけ

どい悲しみと歎 きと泣 き叫ぶ声」 があり

ました。

そして 「この大きな恐ろしい時が来ない
くいあらた

前に，悔 改めをして予言者 らを殺 さず，
う

石でこれを撃たず， また追 い出 さなけれ

ばよかったものを」 と言 って民が泣 き叫

ぶ声が聞こえました。(23，25節)

そのとき，天からひ とつの声があ り，

全地に聞こえました。

その声は恐ろしい滅亡 につ いて語 り，

それは民の罪悪 といまわ しい行ないが招

いた結果 にほかにな らない と告 げ まし
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その声が，「われが汝 らを医すを得 るた

めに，汝 らは今われに立ち帰 りて罪を悔

いまた心を改めざるか」 と告げるのを聞

いたときの，民の気持ちを想像 してみて

ください。(III二 一 ファイ9：13)

そ れか ら，その声 の主がだれであるか

が知 らされました。 「われは神 の子 イエ

ス ・キ リストな り。」(15節)そ れはご自

身も罪ある者たちにあざけられ，否 まれ

た方の声でした。予言者たちはこの声 の

主すなわちイエス ・キ リス トを宣 べ伝 え，

キリス トのために石で打 たれ，死んでい

ったのです。民 に聞 こえたその声は主の

み声 だったのです。

主 はご自身が贈いの業 を成 し遂げ，モ

ーセの律法 を成就 されたこと
， また神へ

の犠牲 として， へりくだる心 と悔いる精
ささ

神を捧 ぐべきことを宣言され ました。

やみが消 え去 ると， 多くの人々がバウ

ンテフルの地の神殿 の周 りに集 まってき

ました。その数 は男 も女 も子供 も入れて

約2，500人 で した。民が，すでにその死

のしるしが現われたイエ ス ・キリス トに

ついて話 し合 っているときに，再 び先の

声が聞こえてきました。

モルモンは次のように書いています。

「この声 は荒々 しい声でもなく， また高

い声でもなかったが，小さな声であ りな
ずい

が らもこれを聞 いた者たちの骨の髄 まで

つき通るようであって，かれらは全身こと

ごとく、孟・るえおののいた。 この声はまこ
し

とにかれ らの中心 にまで浸 みわたり心が

燃えるような感 じを与えた。」(m二 一フ

ァイ11：3)民 は1度 ならず2度 までも

それ を聞 きましたが，何 を言 っているか

理解することができませんでした。

モルモンはこう書 き続けています。「こ
み たひ きこ

の声は三度まで聞えたが，かれらはこの

たびはよく聞き分 けるように心を注いで
わか

・その声の意味が解った
。その声 は，

よ

『わが喜 ぶ愛子 を見よ。われはこれ に由

聖徒の道/1987年 ア月号 5



りてすでにわが名の栄光 を示 しぬ。 わが
おう

愛子に聞け』とかれらに仰せになってい

た。」(5-7節)

世 界の歴史を見ても， 自分たちに語 り

かける父なる神 のみ声 を実際 に聞 いた民

はごくわずかです。彼 らが天 に目を向け
くだ

ていると，「天か ら一人の男の方が降 りた

もうのが見えた。 このお方は白い衣 を召

して，降 ってきて群衆の中に立 ちたもう

た。」(8節)

栄 光ある，復活されたお方， また神会

の一員であり，無数の世界の創造主，ア

ブラハム，イサク， ヤコブの神が彼 らの

目の前 に立たれたのです。

「時にそのお方は手を伸 して群衆に話

しかけて仰せになった。

『見よ，われはイエス ・キ リス トな り。

予言者らがこの世 に来 ると証 をしたるそ

の者な り。
い の ち

われは世の光 にしてまた世 の生命 なg。

われは御父がわれに授 けたまいしかの苦

き杯 をすでに飲み，世 の人の罪をわが身

に引き受 けて御父の栄光 を示 した り。世
おい

の人の罪をわが身に引き受 くることに於

て， われは最初 よりすべて御父のみここ

ろに従え り』 と。」(9-11節)

群 衆はひとり残 らず地 にひれ伏 しまし

た。イエスは彼らに，立ち上がってご自

分 に近づ くようにと命 じられ ました。 そ

顯

漆贈

一[獣

灘

騨

「

融

して，そのあば らに手を差 し入れ，手足

にある釘跡に触れるようにと言われ まし

た。そこにいた2，500人 の人々は順 に一人

一人進み出 ました
。

そして実際 に 「各々みな目で見，手で

触れて， この御方が予言者たちによって
しる

この世に来 ると誌されたお方であること
たしか

を確 に知 り， また証 を」したのです。(15

節)

最 後のひとりが救い主と顔 を合わせて

立 ち，主の復活が疑いもなく真実である

ことを理解 すると，「みな一せ いによばわ

って，『ホザナよ。いと高 き神の御名を讃

美 す』 と言い，イエスの足下 にひれ伏 し

てイエスを拝 し」 ました。(16-17節)

主 は忠実な予言者二一ファイをはじめ

とする人々を呼び寄せ，彼 らにご自分 の

み名 によってバプテスマを施 す権威 と権

能を授けられました。

主は民にこう教え られました。「汝らは

悔い改め， わが名によりてバプテスマを

受け，幼児のごとくにならざるべか らず。

しか らずば， とうてい神の王国に住むこ

とを得ず。」(38節)

そ して，現在 山上の垂訓 と呼 ばれてい

るすばらしい教 えを話 されたのです。

それから主は こう言われました。

「汝らは理解 力弱 く
，御 父が今汝 らに

説 き伝 えよとわれに命 じた まいし教 えが，

ことごとく汝らに了解 されざること明ら

かなり。
す ま い

されば，汝らは各々その住居 に帰 りて

後，われが これ まで汝 らに語 リしことを

よくよく考 えて，汝 らの理解 できるため

に， また明 日教 えを聞 く準備 をするため

に，わが名 によ りて御父に祈 るべ し。わ

れは明 日再 び汝 らのところに来 らん。」

(IH二 一 ファイ17：2-3)

民 の もとを去 る時が近づいたことを告

げたときに，主 が 「もう一度群衆を見 ま

わしてごらんになる と，群衆は涙を流 し

てイエスに今 しばらく自分 らと共 に居 り

たまえと言わんばか りにイエスをじっと

眺めてい」ました。(III二一 ファイ17：5)
あわ

このとき復活 された主 は，憐れみの情

に動かされ，病んでいる者，障害を持 つ

者たちを連れてくるようにと，民に命 じ

られました。

「イエスがこう仰せになると，群衆は

一同 してその中にある病人
，悩 んでいる

者，あしなえ， めくら，お し， またはど

のような病気であれ悩 んでいる者たちを

つれてイエスのみもとに近 よってきたか

ら，イエスはその来た順序に従 ってみな
いや

これを医 したもうた。」(9-11節)

次 に救 い主 は幼 な子たちを呼 び寄せ，

ご自分 が御父に祈 っている間， ひざまず

いているようにと群衆に命 じられました。

モルモンは， その祈 りは 「これを口で

言いあらわせる者 もなく，筆で書 きあら

わせる者 もなく， また人間の心で想像で

きぬほど偉大で驚嘆 すべ きものである」

(17節)と 述べてい ます。 イエ スは喜 び

の涙 を流 しなが ら，子供たちを一人一人

近寄 せ，祝福を与 えました。 そして最後

に，群衆の方を向 いて，「汝 らの子供 たち

を見 よ」(23節)と 言われたのです。

民が天 を仰 ぎ見ると，「天が開 けて天使

らが火の中に取 り巻かれているような有
あまくだ

様で天降 リ，子供 たちを取 りかこんだの

で子供たちもまた火 に取 りかこまれ，天

使 らは子供たちに祝福 を与 え」 ました。

(24節)

この栄 えある日と，それに続 く幾 日か

の間に起 こった出来事をすべて語 り尽 く

す時間はありませんが， 二一 ファイ第三

書 に書かれていることが，すべての聖典

の中でも特 に感動的で力強 いものである

ことは確かです。二一フ ァイ第三書はイ

エス ・キ リストとその予言者，救 いの教

えを証 しています。この復活祭 の時期に

あた り，家族 そろって二一ファイ第三書

を読 んでその神聖 な内容 につ いて語 り

合い， 自分たちのためと見立てて， どの

ようにその教 えを生活の中に生かすかを

決めるな らば，どれほどすばらしい祝福

が得 られるでしょうか。

二一ファイ第三書は私たちが何度 も繰

り返 し読 むべき書です。そこには， アメ

リカでの復活されたキ リス トヘの証 が，

純粋 なままに美 しく語 られています。救

い主は，弟子 たちの もとを去 る時が近づ

いたときに， こう言われ ました。

「見 よ
，われはすでにわが福音を汝 ら

に授けたるが，その福音 を言 い換 うれば

次のごとし。 まずわが父われをつかわし

たまいたれば，われは父のみこころを行

わんとてこの世に来れ り。

わが父のわれをつかわした まい しは，

われが十字架 にかけられて，後 にあらゆ
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る人々をわれに引 きよせんがためな り。
ゆえ

また人がわれを十字架 に上 げたる故 に，

今度 は御父が世の中の人を必ずひき上 げ

て， これを各 々の行 いの善悪に応 じて裁

判 するためにわが前に立たせたもう。・・…・

悔 い改めてわが名 によりてバプ テスマ
みた

を受 くる者は聖霊 に満 さる。またその者

が終 りまで忍 ばば，われが世 の中の人々

を裁判する日に，御父の前 にてこれを罪

無 き者とせん。……

そもそも，清か らざるものは御 父の王

国に入ることを得 ず。信仰をし，すべて

の罪を悔 い改 め，終 りまで誠をっ くし，

以 てわが血によりてその衣を洗い し者の

ほかには御父 の安息 に入 り得 る者なし。

さて，世界 の隅々 に至 る者 たちよ。汝

らは聖霊を受 けて聖め られ， また終 りの

日にわが前に罪な しとせられんために今

悔 い改め，われに来てわが名 によりてバ

プテスマを受 けよ。 これ汝 らに与うる命

令 なり。

われまことに， まことに汝らに告 ぐ，

以上 はわが福音 な り。」(III二 一 ファイ

27：13-14，16，19-21)

復活 されたキリス トの働 きは，聖地 や

古代アメリカの民への訪れで終わったわ

けではありません。奇跡は続 き， キリス

鐵rF ，騒

難 灘

隣

漿1了

トは現代 において もみ姿 を人に示 してお

られるのです。

教義 と聖約第76章 で予言者ジ ョセフ ・

スミスはシ ドニー ・リグ ドンと共に受け

た示現について記録 し， こう宣言 してい

ます。
つ な

「さて
，この子羊 に就 きて為 されたる
あ げ く

様々の証の挙句，われらの為す最後の証

はすなわち 『主 は実 に生 きた もう』 こと
これ

是な り。

われ らは，彼がすなわち神 の右に座 し

たもうを見たり。 また，御父の生みたも
ひとりご

う独子な りと証 した もう声 を聞けり。

すなわち諸々の世界は彼の手 によ り，
よ

彼の手を経て， また彼に因りて先に作 ら

れ， また現に作 られ， これに住 む者 たち

も皆神よ り生れたる、息、子 と娘 なることを

証 したもう。」(22-24節)

さて， これまで述べてきたことは，私

たちにとってどのような意味を持つので

しょうか。それは， キリス トが今復活 し

た肉体を もって実在 しておられるように，

私たちも復活 し，生 き続 けることができ

るということを教えて くれています。 ま

た， この人生は試 しの時であ り，やがて

死と復活 と裁きとがあることを示 してい

ます。

聖徒 の道/1987年7月 号

私たちの宗教 のかなめ石であるモルモ

ン経にはこう書 かれています。「肉体の死

は，すでにすべての人々に及んでいる。

しか しながら，人が悔改めをすることが
ゆ う よ

できるように猶予が与 えられたか ら， こ
あ

の世 の生涯 は試 しの時期 とな り，神 に逢

う用意 をする時期 となり， またわれわれ

が話す死者 の復活の後 にくる永遠の生命

を受ける用意をなすべ き時期 となった。」

(アルマ12：24)

人 は皆死 からよみがえるのです。霊 と

体 は再 び合 して完全 な形となり，手足 も

骨の関節 も本来の形に返 ります。そして

私 たちは神 の御前 に引き出され，その行
よ あ

ないの善 し悪 しに応 じて裁判を受けるた

め，御子イエス ・キ リス トと父なる神 と

聖霊の法廷 に召 され ます。(ア ルマ11：

42-44参 照)

この試 しの生涯，将来に待 ち受 ける復

活，最後 の裁きについて考 えると，復活

された主がモルモ ン経の二一ファイ第三

書の中で弟子たちに向けられた質 問を，

心 に留めておく必要があることがわか り

ます。

主は弟子 たちに 「汝 らはいかなる人物

にてあるべきか」 と尋ねられました。 そ

れ に対 して，主 はみずからこう答 えられ

たのです。「まことに汝 らはわれと同じ人

物 ならざるべ からず。」(III二 一 ファイ

27：27)

キ リス トは私 たちの模範であり， また

瞭い主 にして，主なるお方です。

二一フ ァイ第三書が，復活 したキリス

トの古代 アメ リカヘの訪れを記 した真実

の記録 であり， その教 えを最初に語 られ

たままの姿でとどめていることを証 しま

す。

イエスがキ リス トであり，現在 ご自身

の教会 すなわち末 日聖徒イエス ・キリス

ト教会 の頭 として立 ってお られることを

証 します。

また，キ リス トが力と大いなる栄光 と

をまとって再臨 され，私たちの永遠の幸

福 のためにすべてのことを してくださる

ことを証 します。

皆 さんが 日々， キリス トにならって生

きることにより， キリス トにまみえ，共

に住 む備 えをなさいます ように。イエ

ス ・キ リス トのみ名によってお祈 りしま

す。アーメン。

7



死後の生活
十二使徒定員会会員

ラッセル ・M・ネル、ノン

「古代から現代に至るまでの間に，数多くの人々が，復活されたイエスはまこ

とに世の救い主であると証 しています。イエスによって，すべての人が復活

できるようになったのです。」

き
ょうこの壇上 にて，エズラ ・タフ

ト・ベ ンソン大管長 に続 いてお話
ヤ

しできることを光栄 に思 います。私 は大

管長を神 の生ける予言者として支持 いた

します。ベンソン大管長は，1943年 ， す

なわち私が医学部 に入 る前 に使徒 として

聖任を受けられました。大管長 はこの地

上 における先任使徒 です。予言者 に対す

る， また予言者の指示 と霊感のメッセー

ジに対 する私の感謝の気持 ちを申し加 え

させていただきます。

大管長 は，復活 されたイエスが古代 ア

メリカ大陸の人々に教 えと導 きを施され

たことについて話 されました。モルモ ン

経 に記 されているこの尊 い知識は，すべ

ての人にとって，非常 に重要 な意味を持

つものです。モルモン経 は，真 に，イエ

ス ・キ リス トについてのもうひとつの証

です。

ベンソン大管長のお話 を聞きながら，

数年前 にある出版社 の方と話 したときの

ことを思い出 しました。その人 は， いわ

ゆる死 というもののあとにも生活が存続

するのかということについて，関心 を持

っていました。重い病気で，生 と死の境

をさまようような経験 をしてから意識が

戻った人の体験談について述べて くれな

いか， ということで した。 このテーマに

人々が興味 を引かれることを察 してか，

その書物 には 「死後 の生活」(Lifeafter

Life)と い う題 がつ けられ る との ことで

した。

その依頼 について考 えるにつけ， それ

までに内密 に打 ち明けられた多くの出来

事を思 い起 こしました。 しか し私は， そ

れ らはいずれ も神聖 な出来事 であって，

この世的な方法，特 に金銭的な利益 のた

めには分 かち合 うことはできないと思 い

ました。さらに，そのようなことを体験

した証人たちの証が伴わない限 り，「死後

の生活」に関する例だけを述べても無意

味であると思いました。

それよりも，死後の生活 についてすで

に立証 され， また慎重 に検証された証拠

について研究することの方が論理的であ

り，説得 力があるのではないかと思われ

ます。

ベ ンソン大管長は， こうしたかけがえ

のない記録 のひ とつについて話 して くだ

さいました。イエスは，死 からよみがえ

ると， アメ リカ大陸において生けるキ リ

ス トとしての活動 を行 なわれました。 ベ

ンソン大管長が話 された復活の出来事 と

前後 して，様々な場所 で，大勢 の人が復

活された主を目撃 しました。
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聖地にて親 しくしていた人々と

1.復 活された救い主 を最初 に見 た人

は，マグダラのマ リヤで した。(ヨ ハネ

20：16-17参 照)

2.復 活 された主がほかの女 たちに現

われたことについても記録 されています。

ヤコブの母マ リヤ， ヤコブお よびヨハネ

の母 サロメ， ヨハ ンナ， スザ ンナ，ほか

にも多くの女がこの出来事 を目にしまし

た。(マ ルコ16：1;ル カ8：3参 照)

3.イ エ スはシモ ン ・ペテロにもみ姿

を現わされました。(1コ リン ト15：5参

照)ペ テロは先任の使徒 であって，今 日

のベンソン大管長のように， その当時に

おける神権 の権能の鍵 を持 っていました。

4.そ の夜遅 く， クレオパと，ル カと

思われるふた りの使徒 は，エマオに向か

う途中で，復活された主 に会 いました。

救い主は彼 らと共に食べ物を口にされま

した。(ル カ24：30，33参 照)

5.主 は，二階の広間にいた使徒 たち

にもみ姿 を現わされ ました。主はご自分

の手 と足 をお見せにな りました。「彼 らが

焼いた魚の一 きれをさしあげると， イエ

スは……みんなの前で食べ られた。」(ル

カ24：42-43)

6.使 徒 たちにみ姿を現 わされてから

8日 後， イエスは再び彼 らの前に立 たれ

ました。 そのときは，疑 い深 い トマスが

そこにいました。イエスは トマスに言わ

れ ました。「あなたはわたしを見たので信

じたのか。見ないで信ずる者 は， さいわ

いである。」(ヨ ハネ20：29)

7.イ エ スは1テ ベ リヤの海べにおい

て，夜通 し漁をして，何の獲物 も得 るこ

とのできなかった7人 の使徒 に現 われ ま

した。主 は彼 らの網を魚で満 たしました。

その後， ペテロは，神の羊を飼うよう戒

め られ ました。(ヨ ハネ21：1-24参 照)

8， パ レスチナでは，復活 された主を

大勢 の人々が目撃 しています。それは，

ガリラヤの海べの近 くの山における出来

事でした。このときは，500人 以 上の兄弟

たちが一度にイエスを見ています。(1コ

リント1516参 照)

9.主 はその後再 び 「彼 らに行 くよう

に命 じられた山」に11人 を連 れて行 かれ

ました。 そして，使徒 たちに 「それゆえ

に， あなたがたは行 って，すべての国民

・に教えよ」(マタイ28：16，19-20)と い



う，あの尽 きることのない責任 を与 えら

れました。

10.イ エ スは，特別 な弟子のひとりと

なった， 自分の弟のヤコブにもみ姿を現

わされました。(1コ リン ト15：7参 照)

11， パ ウロは 「そ して最後 に，……わ

たしにも，現れたのである」(1コ リン ト

15：8。 使徒9：4-5も 参照〉 と言 っ

ています。

12.イ エ スは，オ リブ山での昇天に先

立ち，アジアにおける教会の指導者 たち

に別れを告げ，こう予言 されました。「あ

なたがたは……地 のはてまで，わたしの

証人 となるであろう。」(使 徒1：8)

13.ス テパノはエルサレムの門のとこ

ろで石 で打たれて殉教 したとき，「天 を見

つめていると，神の栄光が現れ， イエス

が神の右 に立 ってお られ るのが見 え」ま

した。(使 徒7：55)

二 一 ファイ人に対 して

M.復 活 された主 が，アメリカ大陸 に

住んでいた二一ファイ人に対 して施 され

た導 きと教えの業は，ベ ンソン大管長の

言葉で力強く語 られています。 そこでは

少 なくとも2，500人(III二 一 ファイ17：25

参 照)が 主のみ声を聞 き，そのみ手とみ

足にある釘の しるしに触れ， そのあば ら

に手 を差 し入れ ました。(m二 一 ファイ

11：7-17参 照)こ の とき， 多くの人が

喜 びの涙でみ足をぬらしたであろうと思

います。

死者に対 して

15.主 の導 きと教 えの業 は，ほかの世

界で も続けられました。イエスは，死後

の霊 の世 界において，死者たちに教 えと

導 きを施 され ました。(m二 一ファイ23：

9-10参 照)ペ テロは次のように述べて

います。「死人にさえ福音が宣べ伝 えられ

たのは，彼 らは肉においては人間 として

さばきを受けるが，霊 においては神 に従

って生 きるようになるためである。」(1

ペ テロ4：6。3119-21も 参 照)

これについてはヨハネも次のように教

えています。「死んだ人たちが，神の子の声

を聞 く……そして聞 く人は生 きるであろ

う。」(ヨ ハネ5：25)生 ける主が死者の

間で導きと教 えの業 を施 されたことに対

する証 は，現代において，教義 と聖約 に
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つけ加 えられました。(教 義 と聖 約138
あがな

参照。邦訳聖典では 「死者の貝賓いに関す

る示現」として高価 なる真珠 に収められ

ている)

失 われた支族に対 して

16。 モルモン経には， イエスがイスラ

エルの家の失われた支族 を訪れ られた こ

とが載 せられています。主はおそらく，

ほかの人々になされたのと同じことを彼

らのためになされたと思われます。(II二

一 ファイ29：131111二 一 ファイ17：4;

21：26参 照)

この神権時代の人々に対して

2，000年 た った今，イエスが復活 された

ことへの新 たな証人が， この偉大 な真理

に対 して彼 ら自身の証 をつけ加 えていま

1饗灘 饗
、1

議

、簗

繍
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斥個 言、「

雛

す。

17.予 言者 ジョセフ ・ス ミスは，1820

年， 天父 と復活 された主なる御子の訪れ

を受 けました。 ジ ョセフはおふたりのみ

姿を拝 し， そのみ声を聞 きました。 ジョ

セフは， イエスが神 の御子であることに

ついて，天父 ご自身による証を受けまし

た。こうあ ります。「御父 は，人間の有す

る肉体 と同じく触知 し得 る骨肉の体 を有
しか

し た も う。 御 子 ま も た 然 り。」(教 義 と聖

約130：22)

18。 そ れ か ら12年 後 に， 救 い 主 は 再 び

ジ ョ セ フ ・ス ミス と シ ドニ ー ・リグ ド ン

に み 姿 を 現 わ さ れ ま した 。「わ れ ら は，彼
ざ

がすなわち神の右 に座 したもうを見 たり。
ひと

また，御 父の生 みた もう独 り子 なりと証

した もう声 を聞け り」(教 義 と聖約761

23)と 彼 らは言っています。

9



19.1836年4月3 、日(昨 日 か ら ち ょ う

ど151年 前 の こ とで す 〉，予 言 者 ジ ョ セ フ

は， カ ー トラ ン ド神 殿 で オ リ ヴ ァ ・カ ウ

ド リ と共 に，再 び 主 に ま み え ま し た 。「わ
きようらん

れ らは，われらに面 して教壇 の胸 欄 に立

ちたもう主を見た り。……
ごと

その眼 は燃ゆる炎の如 く，頭髪 白きこ
ごと

と清き雪の如 く，その顔は 日の輝 きにも

勝 りて光 り輝 き，その声は洪水の激する

音の如 し。誠 にエホバの御声言いたもう。

われは始 めな り終 りなり。 われは生け

る者な り殺 されたる者なり。父 と汝 らの

閲の仲保者な り。」(教義 と聖約110：2-

4)

そ うです。 イエス ・キ リス トの復活 は，

歴 史上，最 も入念に立証 された出来事 な

のです。 イエスが現われたもうたことに

ついて多くの事例をあげましたが，ほか

にも多くのことが記 されています。

これ にも増 して さらに驚くべきことは，
あがな

貝費い，復活 というイエスの使命が，私 た

ち一人一人が罪から清 められ，栄光 に満

ちた復活にあずかるという特権に も影響

を及ぼしているという事実です。神の業

にして神の栄光は，至高のお方 にしか完

全 に理解 しがたいすば らしい方法をもっ

て 「人に不死不滅 と永遠の生命 とをもた

らす」ことなのです。(モ ーセ1：39)

教 会 の教師の皆さん，生徒 たちには，

老若男女 を問わず，以上のように教 える

必要があ ります。 これは，時にはユーモ

ラスな結果 を生じることがあります。 あ

る指導者は次のように言いました。

「ある母親が，初等協会 から帰 った幼

い息子 にクラスで何 を学んだのか尋ね ま

した。『ぽくは前にちりだったから，また

ち りになるって， ママ，本 当P』

『そうよ
。「あなたは， ちりだか ら， ち

りに帰る」(創 世3：19〉 って聖典に書か

れているわ。』

この幼 い少年 はそれ に感嘆 したようで

した。翌朝，彼 は学校へ行 くために靴 を

探 していました。はってベ ッドの下にも

ぐりこむ と，驚いたことに， ちりとほこ

りのかたまりが見 えました。 その子は走

って行 って，母親 に言いました。『ママ，

だれかがぼ くのベッ ドの下にいるよ。あ

の人，これから生まれてくるのか， もう

死んじゃったのか， どっちなの。』」
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復活の本質

そうです・ ちり すなわち土の元素

から成る混合物は，組み合わされて，人

の体 の生 ける細胞となります。復活 とい

う奇跡は，私 たちがまず造 られたという

奇跡 に匹敵 します。

どのように してふたつの胚細胞がひと

つの細胞 になるかについて，はっきりと

理解 している人はい ません。 それから生

じた細胞が， どのようにして増殖 した り

分裂 した り， それらが身の回 りのすばら

しいもの を見 る目とな り，聞く耳 となり，

感 じる指 となるのかについて もわかって

お りませ ん。 それぞれの細胞には，何千

という遺伝子 を持った染色体 が含 まれて

お り，それらの細胞 は科学的にそれぞれ
そな

独立 し，独 自の特質 を具 えています。人

の体 は， 人それぞれの遺伝 因子に従って，

絶えず再生 され るものです。お風呂に入

ると，そのたびに汚れが落 ちるばか りで

なく，死 んだ細胞や死 につつある細胞が

失 われて，新 しいもの に置 き換 えられて

いきます。 この再 生お よび新生の過程 こ

そ，復活という来るべ き約束 された現象

の先ぶれです。

ヨブは 「人がもし死ねば， また生きる

で しょうか」(ヨ ブ14114)と 問 いまし

た。 ヨブはそれに対 して，信仰をもって，

自分 で次のように答えています。

「わたしは知 る
，わたしをあがなう者

は生きておられる，後 の日に彼は必ず地

の上に立たれ る。

わたしの皮が このように滅ぼされたの

灘

.嚢 羅
霧灘 難灘1

醐麗
灘 隔 携

灘 慧

ち，わちしは肉にあって神 を見 るであろ

う。」(欽 定訳 ヨブ19：25-26)

復活 の時が来ると， 人は不死不 滅の体

を持ちます。今でこそ年 をとり，衰弱 し，

朽 ちる体 も復活すると，再 生の過程 の対
く

象でなくなるのです。「この朽 ちるものは

必ず朽 ちないものを着」 る(1コ リント

15：53)よ う になるのです。

復活 をもたらすこの偉大な神権 の力 は，

この世 を創造 された主 に託 されています。

「わた しは，天においても地においても，

いっさいの権威 を授 けられた」(マ タイ

28118)と イエスは教 えられ ました。 イ

エスはこの世での最後の時 を迎 え，助 け

を求めて御父に嘆願 こそされ ましたが，

死に勝る最終的な勝利は御子の上 にあ り

ました。イエスは次のように言われ ました。

「父は
，わたしが自分 の命を捨て るか

ら，わたしを愛 して下 さるのである。命

を捨 てるのは， それを再 び得 るためであ

る。

だれかが，わた しか らそれ を取 り去る

のではない。わた しが， 自分か らそれを

捨てるのである。わたしには， それを捨

てる力があり， またそれを受 ける力 もあ

る。これはわたしの父 から授 かった定め

である。」(ヨ ハネ10117-18)

この力について，イエスはユダヤ人た

ちに次のような微妙な表現で語 られ まし

た。

「『この神殿をこわ したら，わたしは三

日のうちに，それを起 すであろう。』……

イエ スは自分のからだである神殿の こと



を言われ たのである。」(ヨ ハネ2：19-

21)

神 殿 の鍵 は主に託 されています。主は

言われました。

「わたしはよみがえ りであ り
，命であ

る。わたしを信 じる者 は，たとい死んで

も生 きる。

また，生 きていて，わた しを信 じる者

は， いつ まで も死なない。」(ヨ ハネ11：

25-26)

人 が 日の光栄 の体 をもって復活す るに

は，神の戒めに従順 でなければな りませ

ん。 人を日の栄光に導 く様々な戒めにつ

いては， この大会において，教会幹部 の

方々からお話があると思います。私 たち

に与 えられたチャレンジは，それについ

て学 び，従 うことです。

私は，御子 イエス ・ギ リストに感謝 し，

また， この世 における イエスの使命，お

よび復活 されてからなされた導 きと教 え

の業 について神 に感謝 します。イエスは，

ご自身で復活をされました。古代か ら現

代に至 るまでの間 に，数多くの人々が，

復活 されたイエスはまことに世 の救い主

であると証 しています。イエスによって，

すべての人が復活できるようになったの

です。「アダムにあってすべての人が死 ん

でいるの と同 じように，キ リス トにあっ

てすべての人が生 かされるのである。」

(1コ リント15：22。 モ ーサヤ3：16も

参照)

イエスの犠牲 と栄光 によって 「霊 と体

とは再 び合 して完全な形 とな り，手足 も

骨の関節 も私たちが今持 っている本来の

形 に返」 ることがで きるようになったの

です。(ア ルマ11：43)

私 は感謝の気持 ちと断固たる確信 を持

って，死後 にも命があると申しあげます。

人は皆 まず霊の世界において存在 し， ま

た，死か ら復活 して存在 し続けるのです。

神が生 きてまします こと，救い主イエス

が神 の御子であることを私 は知 ってお り

ます。救い主 こそ 「よみがえりであ り，

命」です。(ヨ ハネ11：25)主 は生 きてお

られます。主は私の主人であって，私 は

その僕です。心 から主 を愛 しております。

私は主を証 します。尊 きイエス ・キ リス

トのみ名 によって申 しあげます。アーメ

ン。
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聖徒とは
七十人第一定員会会長会

W・ グラン ト・バンガーター

「聖徒というのは，永遠の生命を目指して，聖く，献身的にキリストに従う人々

のことを指 します。」

私
は，「聖徒 とは」ということについ

てお話 ししたいと思 います。ある

人々は私 たちをモルモ ンと呼んでいます。

また，「セク ト」(分 派)あ るいは 「カル

ト」(邪 教集団)と 呼ぶ人々 もいます。私

たちはみずからを 「聖徒」 と呼んでいま

す。では， これ らの言葉 にはどんな意味

があるので しょうか。

モルモンという呼 び名 は，この教会の

会員であればだれにで も通用するもので

す。

セク ト(分 派)と いうの は，特定の原

則や教義 に従 って生活 して いる人々の集

まりです。初期の時代 に，救い主に従 っ

た人々はセク トと呼ばれて いました。

カル ト(邪 教集団)と いうのは，ある

個 人を崇拝する独特の宗教組織 を言いま

す。

聖徒 というのは，永遠 の生命 を目指 し

て，聖 く，献身的 にキ リス トに従 う人々

の ことを指 します。

このように正 しい意味が理解 されてい

れば， これらの言葉 は何 ら悪いものでは

ありません。 しか し， いったんこれらが

あざけりや中傷の意味で使われると，不

快感 を与えて しまいます。

これらの言葉が教会 を非難する人々に

よって使 われた場合 は，ことさら当惑す

る教会員 も多くいます。人を中傷 したり，

あざける 目的でこれらの言葉を使うのは，

昔ながらの子供 っぽい幼稚 な習慣です。

石や棒で打たれるならまだしも，悪口を

言われるだけなら痛 くもかゆくもないこ

とは，子供 にでもわか りそうなことです。

礼儀のない人々が， この教会や会員を

どう呼ぼうと大 して問題 ではあ りません。

悪口というのは，昔 から信心深 いと自称

する人々が楽 しみ とするところだからで
ぽうとく

す。 かつては，異教徒， 冒漬者，迷信家，

ユダヤ人，偽善者などの言葉 で呼ばれた

ことさえありました。

大切なのは，私たち自身が何 を信 じ，

何 をするかということであ り，中でも私

たちが何者であるかということが大 きな

意味 を持 ってくるのです。「あなたはクリ

スチャンとして生まれ変 わりましたか。」

この問いかけが，俗 に救 いの唯一の条件

と言われる 「キ リス トヘの信仰 を告 白し

たか」どうかを意味する ものであるとし

たら，私 はおそらく 「いいえ」 と答 える

でしょう。 しかし， この問いかけを文字

どおりに，一また教義的な意味 で捕 らえた

場合は，「はい」と返事するのではないで

しょうか。

ほかの教会 からの改宗者で我が家の近

所 に住むカーメン ・ブライア兄弟は， ソ

ーシャルワーカー として刑務所の囚人た
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ちの世話を していました。刑務所内で，

あるひとりの若 い囚人が福音に興味 を持

つようになったのです。 ほかの教会の牧

師 をしているその少年の父親 は，面会 に

来て，息子が囚人であるということ以上

に，モルモンの教 えを学んでいることに

当惑 して しまいました。

ブライア兄弟がこの父親 に，なぜそん

なに当惑 し，悩むのかを尋ねました。 す

ると父親は 「あなた方 は救われない」 と

きっぱ り言うのです。

「どうしてですか」 とブライア兄弟 が

聞 き返 しました。

すると彼はこう言 ったのです。「あなた

方はキリス トを自分の救 い主として受 け

入れて もいなければ，キ リス トによって

生 まれ変 わってもいない。」

ブライア兄弟が言いました。「私 に少 し

説明させてください。私 たちの言い方 は

あなた方のとは少 し違 うかもしれ ませ ん

が，私 たちはイエス ・キリス トを通 して

文字 どおり救われることを信 じています。

またキ リス トを私 たちの救 い主 として受

け入れています し，キ リス トのみ名を身

に受 け，確 かにキ リストにあって生 まれ

変わっています。」

パウロはこう言っています。「わたした

ちは，その死にあずかるバプテスマによ

って，彼と共に葬 られたのである。 それ

は，キリス トが父の栄光 によって，死人

朧

「

脇 仔

，灘 …

鰯 鞭

硝

の中からよみが えらされたように，わた

したちもまた，新 しいいのちに生きるた

めである。」(ロ ーマ6：4)

教 会 の会員たちは，予言者アルマの言
あがな

葉にあるように，「神 に腰われて」生 まれ

変わっていること，また，「第一 の復活 に

あず かる者 の数 に入 って永遠 の生命 を

得」られることを知 るべきです。(モ ーサ

ヤ18：9)

ベ ンジャミン王 はこう言っています。

「お前 たちの結んだ誓約のためにお前 た

ちはキ リス トの子 と呼 ばれ， キリス トの

息子や娘 と呼 ばれる。それは今 日キ リス
あらた

トがお前たちの精神 を新 に生みたもうた

からである。 お前たちはキリ トの御名を

信ずるから自分の心が改 まったと言 う。

従 って， お前たちはキリス トにより生れ

て その息子 や娘 とな った。」(モ ーサヤ

5：7)

さて， キ リス トのみ名 を身に受けて生

まれ変わったことがわか った今，私 たち

が次に問われ るのは，「それにふさわ しい

行 ないをしているか」ということです。

聖徒 というのは，聖 く献身的にキリス

トに従 う人のことを言います。末 日聖徒

が特 に心 しているのはこのことです。

そして次に来るのは，「私たちは完全 だ

ろうか」 という問いです。 この問いかけ

に対 する答 えとして，私 は聴衆 に向かっ

て次のように言ったある話者の話をした
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いと思 います。彼 は聴衆 に向かってこう

言ったのです。「この中に完全 な方がいら

っしゃったら， どうぞお立 ちください。」

立ちあがったひとりの男の人 に，話者 は

こう尋ね ました。「ご自分 を本当に完全 で

あると信 じて いらっしゃるんですね。」

するとその男の人が言 いました。「いい

え，違 います。 自分のことで立 ったので

はありません。私の妻の最初 の夫の代理

として立 ったのです。」

完全になることは，私 たちの目標 であ

るはずですが，実際 に完全であると主張

する教会員はほとんどいません。私 たち

は，永遠 の生命 を得 るために，信仰を持

ち完成に向かって努力 していかなければ

なりません。

これに反 して，不完全 になる道 は実 に

数 多くあるのです。 ベンジャ ミン王は長

い説教 をしたあとで， このように言いま

した。「私 は罪を犯す手段 をみなあげてお

前 たちに話す ことはできない。罪を犯す

手段 方法はいろいろあって数 えつくす こ

とができないほど多いからである。

しかし，これだけは言 えると言うのは，

もしもお前たちが自分 自身 と自分 の思想

と自分 の言葉 と行 いに注意をせず，神の

命令を守 らず，私 たちの主が降臨 したも

うことについて聞 いていることを生涯の

終 りまで信 じないならばお前 たちは必ず

亡びると言うことである。それであるか

ら世の人々よ，記憶をせよ，亡びるな。」

(モーサヤ4129-30)

日常生活において私 たちを悩 ます不完

全 さは，私たちに悔い改 めを し，悔 い改

めの民 とならなければならないことを教

えてくれます。私 たちは響 きわたる大 き

な忠告だけでなく， ささやかな忠告 にも

心 を留め，耳をすまさなければな りませ

ん。

1975年10月 の総大会の最後 にスペンサ

ー ・W・ キンボール大管長 はこのように

言われ ました。

「私は自分 の席に座 っていなが ら
，今

夜 この大会 を終 えて帰宅 してからのこと

を心に、思い巡 らしていた。私 の生活 には，

完全にする余地のある事柄 が非常 に多く

ある。私 は心の中でそのリス トを作 って

いた。 そして今，大会 を終えたらすぐに

それを始めたいと思っている。」(「聖徒 の

道」1976年2月 号，p.145)



永遠の生命の中にあって， この世での

生活 は試 しの時期 と言えます。私 たちは

この世 に来る前に， それらの試 しを受け

ることを望 んだのです。 そして今，私た

ちは大いなる試 しの真っただ中にいます。
しか
「而 して

， これによりて彼 らを試 し，何

にてもあれ，主なる彼 らの神 の命 じたま
な いな

わんすべてのことを彼 らが為 すや否やを

見ん。」(ア ブラハム3：25)主 は このよ

うに言われ ました。

世界中の多くの聖徒たちは，非常 に立

派な生活 を送 っています。彼 らは試 しを

真剣 に受 け留 めながら，正 しく幸福 な家

庭を築いています。また，子供 たちは「主
いましめ

の愛 と誠命 と」の中で(イ ノス1：1)

立 派 に育 っています。讃美歌の 『家庭 の

中に』が彼 らのテーマソングになってい

るのです。家庭の夕べや聖典 に対する愛，

集会 での兄弟姉妹 との交わ り，什分の一

を払うこと，教育や伝道の計画などは，

彼 らにとって，神殿にしっか り向きを定

め努 力していく際の大きな指針 となって

います。

これは，救いを得 る唯一 の条件 として

「キ リス トヘの信仰を告 白する」 ことと

はずいぶん違 っています。聖徒 とは， マ

タイ伝25章 の裁 きの 日に関するたとえを

文字 どお り理解 している人々です。(31-

46節 を参照の こと)彼 らはお互 いに助 け

合い，貧 しい人や悩 める人に助 けの手を

差 し伸べる人々です。 このようにして，

彼 らは知 らない間 に，神 の右 に座 してい

る自分 に気づ くのです。皆 さんがだれで

あろうと，何 を考 えていようと，神 はご

自分 のみ もとに戻 って来 られ るようにと

一定 の条件 を定 めてくださっているので

さら つ

す。「最初 の位 を保つ者 は更に附け加 えら

れ……第二の位 を保 つ者は， とこしえに

栄光 をその頭に附け加 えられ」るのです。

(アブラハム3：26)

聖 徒 とは，誓約 を交わ し，福音の儀式

を受 けるために，求 められている以上 に

正 しい生活 をする人々です。それらの誓

約や儀式は，聖 なる神権 の力 によ り権能

を与えられた者 を通 して教 えられ，施 さ

れ ます。聖なる神権 は，人間 によって作

られたものではありません。儀式や誓約

はこの神権 に属 するものです。主が， こ

れなくしては 「神の国にはいることはで

きない」(ヨ ハネ3：5〉 と言われたバプ

聖徒 の道/1987年7月 号

テスマのほかにも，神殿で受 けられる祝

福がい くつかあります。神殿 において，

私 たちは神 と聖なる誓約 を交わ します。

そして再び主のみ前 に帰れるよう，神権

を通 して幕のかなたに導 いてくれる儀 式

を受けます。

もちろん，私たちはその儀式だけで聖

徒 になれるわけではあ りません。行ない

が伴わなければな りません。また，たとえ

聖徒 といえども， キ リス トの測 り知れな

い贈いがなければ，神 のみ前 に帰ること

はできないのです。私 たちが誓約 を交わ

すのはそのためです。

この第二の位 において，私 たちは目先

のことに目を向けてはいないでしょうか。

それ とも永遠 に目を向けているで しょう

か。1968年 に，当時十二使徒定員会の会

員 であったスペンサー ・W・ キンボール

大管長は，私 たちにこのような話をされ

ました。「ある 日，友達が私 を自分 の牧場

に連れていきました。彼 は大きな新 しい

車 の ドアの鍵 を開け，ハン ドルの前に座

ると誇 らしげにこう言いました。『新車な

んだ。いいだろう。』私たちは快適な乗 り

心地の この車に乗って……造園されて間

もない彼の美しい家 に着きました。する

とまたまた彼は誇 らしげに言いました。

『これがぼくの家だ
。』

それから彼は芝生の生えた丘 に車をつ

けました。太陽 ははるかかなたの丘の陰

に入 りかけていました。彼 はこの広大 な

自分の所有地を見渡 しながら，大 きく手

を広 げ，自慢 して言いました。『この森 か

ら湖，絶壁，牧場小屋 まで， またこの中

にあるすべての物は私の ものだ。あの牧

場に黒 く点在する家畜 もね。』……

その後，私は御殿のような家 で豪華 な

家具 に取 り囲 まれながら死の床 にいる彼

の姿を見ました。彼の残 した財産は莫大

なもので した。私は彼の手 を胸 のところ

で組 ませ，顔を布でおおってあげました。

私 は彼 の葬 式で話 を し，行 列 に加 わ り

一墓 まで行 きました
。その墓 は，背 の

高い，大柄 の人がひ とリ入 れるだけの小

さな もので した。

昨 日私は，その同 じ牧場 を見てきまし

た。黄色の麦，緑色のムラサキウマゴヤ

シ，白い綿 が，かつての所有者にはおか

まいなしに咲 きほこり，実をつけていま

した。」(「イ ンプルーブメン ト・エラ」1986

年6月 号，pp.81-82)

この地は主のものです。私たちは管理

を任 されているにすぎないのです。

誓約 を交わした人の中にも，誓約 を真

剣 に考 えていない人々がいます。 また，

バプ テスマを誓約 としてではなく，形式
せいさん

として受 けた人々は，聖餐にあずかるこ

とさえしていません。 しか し聖徒 と呼ば

れる人々は， それらを真剣に考えます。

神殿で交 わされる誓約や神権の儀式は，

神 がイエス ・キ リス トのみ名 を身に受 け

た人々に望んでお られる献身的な生活へ

と導 いてくれるものです。

エズラ ・タフ ト ・ベンソン大管長 は，

1984年 ， ローガン市 における話の中で，

アダムとその子孫は 「神 の御子の儀式に

入るよう」 に命 じられていると語 り，さ

らにこう言われました。「神の御子の儀式

に入るということは，今 日では，主 の宮

居 においてのみ受けられる完全なメルケ

ゼデク神権 にあずかることを意味 してい

る。」(「エンサイン」1985年8月 号，p.8)

「そ はこれなくしては，何人も神の御

顔 すなわち御父の御顔を見て生き得 る者

なければなり。」(教 義と聖約84：22)

聖徒 たちがこの神権を受け入れ，その

儀式 を受 け，誓約 を守ることができます

ように， イエス ・キ リス トのみ名 によ り

お祈 りいたします。 アーメン。
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人生の求めに

バランスよく応じる
十二使徒定員会会員

M・ラッtzル ・バラー ド

「まず墓本的な：事柄を重視 しておけぱ，人生が私たちに求めてくる多くのもの

にも対処 しやすくなります。」

愛
する兄弟姉妹の皆 さん，前 回の総

大会以来，私は 自分 自身の生活の

中に，神権の祝福 の力と会員 の方 々の信

仰 と祈 りの力を感 じてまいりました。私

は長年にわた り，人々に祝福 を授 け，彼

らの幸福 を願 っては断食し，祈 り，健康

が回復するようにと自分 の信仰 を行使 し

てまい りました。 しかし最近，重い病 に

伏 した折，私はそのような信仰 と祈 り，

祝福 を受 ける側 に立つことになってしま

いました。兄弟姉妹の皆 さん，皆 さんが
ささ

私のために捧げて くださった祈 りに感謝

申しあげます。

同僚のひとりが私 に，この病気 を通 し

て何か良いことがあるに違 いないと言 い

ました。そしてだれにとって も，時折逆
あ

境 に遭 うことは良 いことであり， それが

正直に， オープンに自己の人生 を評価 さ

せ，内省 させてくれる場合 はなおさらで

あると言いました。確かに，私 はみずか

らを省みる機会があ りました。

手術 の前夜，医者 は私 に，がんの可能

性 があることを告 げました。ひとりきり

になったとき，私 の心は家族 のことと召

しのことでいっぱいになりました。 しか

し，私 は忠実である限 り，家族 にしっか

り結び合 わせてくれる福音 の儀式 に，慰

めを見いだすことができました。同時に

私は 自分 にとって最 も重要 な事柄 を達成

するには， ここで優先順位 を決め直す必

要があることに気づきました。

時 として，私 たちは，内心重視 してい

ることや大切に思 っていることにさらに

心 を向けるようになるために，個人的な

危機が必要 とされることがあります。聖

典 には，危機に出会い，それか らの ち今

まで以上に神 と人々によく仕 えるように

なった人々の例 がた くさん出ています。

おそ らく皆 さん も， 自分の心の中をさぐ

り，勇敢 に も人生の優先順位 を評価 して

みるなら，私のように，それらをもっと

バランスのとれたものにしていかなけれ

ばな らないことに気づかれるで しょう。

私たちは皆， 自分が何を し， どんな人

にな りたいのかを正直に自己診断し，認

識 していかなければな りません。

ご存じのように， 日常生活の複雑で込

み入 った様 々なチャレンジに対処 してい

くこと(こ れは決 してたやすいことでは

あ りませんが)，それが私たちの望む生活

のバ ランスや調子 を狂 わせてしまってい
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ます。心ある多くの善良な人々は，その

バラ ンスを保 とうと一生懸命なのですが，

彼 らは往々にして圧倒 され， くじけてし

まうのです。

4人 の小 さな子供 を抱えたある母親が

言いました。

「私の人生にバランスなんてあったも

んじゃないわ。子育 てで精 いっぱい。 ほ

かのことを考える余裕 なんてないわ。」

家族 を養 うことで頭がいっぱいのある

父親 はこう言いました。

「今 は全時間を新 しい仕事 に費やさな

くちゃならないんだ。家族 のことも教会

の責任 もなおざりにしてしまっているけ

れど， あと1年 すれば経済的にもゆとり

ができるし，落ち着 くと思 うんだ。」

ある高校生が言いました。

「あま りにも多くの対照的な意見があ

るから，何が正 しくて何 が間違 っている

のか，いつも正 しい判断をするのはむず

かしいな。」

また次 のような言葉を，私たちは何度

耳に してきたことで しょうか。

「運動 がどんなに大事 か
， 自分が一番

良く知 っているんだが，運動する時間が

ないんだ。」

ある片親の人が言いました。「家庭の管
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理や子育てで 自分 に課せ られていること

すべてを達成するのは不可能 に近 いこと

です。 ときどき世間は私 にあまりにも多

くのことを求めすぎているんじゃないか

と思って しまいます。 どんなに一生懸命

働 いても， みんなの期待 にはとても添 え

ないように思 うんです。」

4人 の子供を持 つまた別 の母親 が言い

ました。

「私の気持ちの中では
， 自尊心， 自己

信頼が，罪悪感や挫折感，失意 と戦 って

います。昇栄 に必要だ と教 えられている

すべてのことを 自分が していないからで

す。」

兄弟姉妹 の皆さん，私たちは皆しば し

ばこうした悩みを抱えます。 これらはだ

れもが経験 することです。多くの人々が，

親 として，家族 として， また 仕事 や教会，

社会において重要 な責任 を受 けています。

これ らすべてにおいてバランスを保つの

は，並大抵 なことではありません。

しかし，私たちが主 と交わした誓約 を

定期的 に思 い起 こすようにすれば，優先

順位 を決めたり，生活にバランスを保 た

せることは容易になってくるはずです。

誓約に思いをはせることにより，私たち

は，交 わした誓約 と聖 なる儀式 に伴 う約

束 にふさわ しくなるために， どんな点を

反省 し，生活 をどう変 えていった らよい

かがわかってきます。 自分 自身の救 いを

達成するには， しっか りした計画と，慎

重なが ら雄 々しい努力が必要 なのです。

人生 の求めにバランスよく応 じたいと

考 えておられる方々に， ここでいくつか

提案 してみたいと思 います。きっとお役

に立てると思 います。 ここで提案するこ

とは，非常に基本的 な事柄 です。 したが

って注意 していないと，大切 な概 念を見

逃 しかねません。また，生活の中にそれ

らを取 り入れて いくには， よほど強い決

心と自己訓練が必要であるということも

心に留めておいてください。

まず1番 目は，自分の人生について考

え，優先順位 を決めるということです。

定期的に静かな時間を見つけ， 自分 はど

こへ行 こうとしているのか，また目的地

に着 くためには何を しなければならない

のかを深く考 えて ください。私 たちの模

範であられるイエスは， しばしば 「寂 し

い所 に退 いて祈」られました。(ル カ5：

聖徒の道/198ア 年 ア月号

，駈

購

16)私 たちもみずからを霊的 に活気づけ

るために， たびたび救い主がされたと同

様の ことをする必要があ ります。毎 日達

成 したいと思 うことを書 き留 めて くださ

い。そしてその 日の計画 を書 き込むとき

に，主と交わした神聖 な誓約 を思い起 こ

して ください。

2番 目は，達成可能な短期間の 目標を

決 めるということです。 多すぎも少なす

ぎもせず，高すぎも低すぎもしないバラ

ンスの取れた 目標を定めるのです。自分

に達成可能な 目標を書 き留め，重要 なも

のから順次努力 していくのです。 目標設

定にあたっては，神 に導きを願 ってくだ

さい。

皆 さんはアルマが，天使 になって 「神

のラッパのように地 を震わせる声で話 し，

万民 に悔改めをすすめ」たい(ア ル マ291

1〉 と言った ことを覚 えておられるでし

ょう。彼 はこう続けています。「しか しご

らん，私 はただの人であるからこのよう

に願 うのさえも罪である。私 は主が私 に

許 したもうたことだけで満足 しなくては

ならないからである。

私 は自分が任ぜ られた務 めをするほか

に何 も望 むことはないはずである。」(ア

ルマ29：3，6)

3番 目は，人生 にあ ってはだれ もが経

済的な問題に直面 するということを認識

することです。賢明な予算 を立て，真 に

必要な もの と欲 しいものとをはっきり区

別 することが大切 です。あまりにも多く

の人々，家族 が負債 を負いすぎています。

撫

縣

雛萎

・鑛

.

撚
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私 たちに差 し伸べ られている魅力的にも

見える借金の機会に十分注意を払 ってく

だ さい。支払いをするよりも，借金 をす

る方がはるかに容易 だからです。経済的

な安心を得 るのに，近道 や一獲千金的な

方法 はないのです。この世の物質的な も

のに目がくらんで しまった人ほど，人生

におけるバ ランスの原則を必要 とする人

はいないのではないでしょうか。

いかなる投資の誘 いがあって も，十分

な評価 をしないまま他人に財産 を託すよ

うなことはしないで ください。他人に財

産 を託 したために多額のお金を失 ってし

まった人々がいます。経済的な管理が上

手にできないうちは， バランスの取れた

生活を送ることができないというのが私

の意見です。

予言者ヤコブは民に向かいこう言って

います。「それであるから，価値 のないも

の に金 を使 うな。満足させることのでき

ぬものに労力 を費すな。勉 めて私 の言う

ことを聞 き，私のこれまでに言 ったこと

を記憶せ よ。 そしてイスラエルの聖者 の

もとに来て腐 りもせず汚れることもでき

ぬものを飽 くまで食べて，あなたたちの
こや

霊 を肥せ。」(ll二 一 ファイ9151)兄 弟

姉妹の皆 さん，常 に完全な什分の一 を納

めるようにして ください。

第4は ，皆 さんの伴侶や子供たち，親

戚，友人たちと親密 な関係 を築 くという

ことです。 このような人々 は，皆さんが

生活のバランスを保 つ手助けをしてくれ

る人々です。最近教会で，合衆国の成人
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を対象 に，非常 に幸福 に感 じるときはど

んなときか，その経験 について， また反

対 に非常 に不幸であると感 じるのはどん

なときかについて調査が行 なわれました。

ほとんどの人々に幸福である，あるいは

不幸であると感 じさせているものに人問

関係があげられていました。健康 や仕事，

お金 や物質的なものもそれには及ばなか

ったのです。腹 を割 った正直なコミュニ

ケーションを通 して家族 や友人 とよ りよ

い関係 を築 いてください。

すばらしい夫婦関係，家族関係は，や

さしく思いや りのあるコ ミュニケー ショ

ンによって保たれるのです。 ちょっとし

た目くばせやうなず き，頭をなでるなど

の行為 がしばしば言葉以上のものを伝 え

て くれることを覚 えていて ください。ユ

ーモアのセンスや良 い聞き手になること

もすばらしいコ ミュニケーションを保つ

簸驚

纒

擬

うえで欠かせません。

5番 目は，聖典 を学ぶ ということです。

私 たちは聖典 を学ぶ ことによって，常 に

主のみたまに近 くあることができます。

私が， イエスはキリス トである という確

かな知識を得 られたのも，聖典を通 して

で した。エ ズラ ・タフ ト・ベンソン大管

長 は教会員に，モルモ ン経の探究を日々

の習慣に， また生涯の課題 にするように

と呼 びかけられました。使徒 パウロがテ

モテに与えた忠告 は，私 たちにもあては

まります。彼はこう書 き送 っています。

「また幼い時から
，聖書に親 しみ，それ

が， キリス ト・イエスに対する信仰 によ
すくい

って救 に至 る知恵を，あなたに与えうる

書物であることを知っている。聖書は，

すべて神の霊感を受けて書 かれたもので

あって，人を教 え，戒 め，正 しくし，義

に導 くのに有益である。」(IIテ モ テ3：

16
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6番 目は，私 を含め十分 な休息や運動，

リラックスする時間を取れないでいる人

が多いということです。健康でバランス

の取れた生活 をしたいと思 うならば， 日

日の スケジュールの中に， これ らを取 り

入れていくようにしなければなりません。

肉体的な健康があって こそ，威厳や自尊

心が高められるのです。

7番 目は，予言者 たちが家族 に対 して，

お互 いに福音を教え合 うように，できれ

ばそれを毎週の家庭 の夕べの中で行 なう

ようにと繰 り返 し説いておられるという

ことです。十分 に注意 していないと， こ

のような家族の習慣 は次第に私 たちから

離れていってしまいます。家族 を永遠の

生命 へと導 いて くれる「王国の教義」(教

義 と聖約88：77)を 教 え合 う， この特別

な機会 を失 ってはな りません。

サタンは常 に私 たちの証 を打ち砕 こう

としています。 しか し，私 たちが福音を

学び，戒めに添った生活 をしていれば，

サタンに対抗する力を超えて私 たちを誘

惑 し，混乱 させることはできないのです。

最後 に提案 したいことは，個人で，ま

た家族でたびたび祈るということです。

両親は，みずか らを訓練 し，子供 たちが

定期的な家族の祈 りに積極的に加 わるよ

う導 き，動機づけていかなければな りま

せん。若人はいつも熱心 に祈 ることによ

って，何が正 しいかを 日々の生活の中で

判断できるようになります。

予言者 アルマは，祈 りの大切 さを次の

ような言葉 で要約 しています。「主の御前

にへ りくだ り，その聖 い御名 を呼び， 自

分 に堪 えられない誘惑に逢 わないようた
さま

えず 目を覚 して祈 り， これによって聖霊

の導 きを得，謙遜，柔和，従順であって

忍耐強く勘忍 と愛情 とに富み……。」(ア

ルマ13：28)本 当 に霊的 な生活 をするな

らば，生活のあらゆる面 でもっと楽 にバ

ランスを保 つことがで きるようにな りま

す。

兄弟姉妹 の皆 さん， これ以外 にも提案

したいことは数 多くあります。 しか し私

は， まず基本的な事柄を重視 しておけば，

人生が私 たちに求めてくる多くのものに

も対処 しやすくなると思 うのです。何事

も多すぎると，バランスをくずして しま

います。反対 に重視 すべきものが少なす



ぎても同 じことです。 ベンジャミン王 は

こう勧告 しています。「すべてこれ らの こ

とが賢 く秩 序正 しく行われ るよ うにせ

よ。」(モ ーサヤ4：27)

私 た ちの 目標や方向が明確 でないと，

費 やす時間や労力が無駄 にな り，生活の

バランスが くずれやす くなります。バ ラ

ンスの取れていない生活は，空気圧がば

らばらな車のタイヤに似 ています。その

ような車 の動 きは荒々 しく，安全性 に欠

けます。 タイヤのバ ランスが完全 な車 は，

走 りがスムーズで乗 り心地 も快適です。

人生 において も同 じことが言 えます。人

生のバ ランスを保つように心がけていけ

ば， この世での生活はずっとスムーズに

なるのです。私 たちの目的 とするところ

は，「不死不滅 と永遠の生命」(モーセ1：

39)を 得 ることでなければな りません。

これが私たちの 目的だ としたら，私たち

は自分の生活の中から，時間を浪費させ

た り， 目標達成に役立たないようなこと

は取 り除 く必要があ ります。

指導者の皆 さんにひと言 申しあげたい

と思 います。会員たちに求めることが，

彼 らを永遠の生命 に向かわせる ものであ

るよう十分 に配慮 してください。会貝 た

ちが各々の生活の中にバランスを保てる

よう，指導者の方々は彼 らに個人的な 目

標や家族 の目標 を達成 する時間が取れな

くなるほど多くのことを要求 しないよう

に気をっけてください。

少 し前のことですが，私の娘がこの よ

うに言ってきた ことがあ りました。「お父

さん，私 自分でそれが本当 にやれるのか

わからなくなることがあるの。」彼女 に与

えられた答えを，同じような思 いを して

おられる方々に差 しあげたいと思います。

毎 日最善 を尽 くして，基本的な事柄にあ

たってみてください。 そうすれば皆さん

の生活 は，知 らない間に，天父が愛 して

くださっている とい う確信 を与 えてくれ

る霊的 な理解力で満たされることで しょ

う。 このことがわかると，人生 はさらに

目的のある意義深いものとな り，バラン

《も保 ちやすくな ります。

兄弟姉妹の皆 さん， 日々，心 に喜 びを

持って生活 してください。人生 はすばら

しいものであることをへ りくだ り，証 し

ます。すべてをイエ ス ・キ リス トのみ名

によ り申しあげます。 アーメン。

聖徒 の道/1987年7月 号

「生 ける」教会員

十二使徒定員会会長代理

パワー ド・W・パンタ ー

「もうひとつ考えなければならないことがあります。『自分は不動の決意をもっ

て献身的に働く，真の生ける教会員だろうか・』」

ワ
ーテルローの戦いが重大な局面を

迎 え，兵士 たちの沈着 さに戦いの

成 り行 きがすべてかか って いたそのとき

に，不安 な面持 ちの急使 がウェリン トン

公爵のもとへ駆 けつけ，すぐさま援軍 を

送 るか退却 しない限 り，イギリス軍は今

にも始 まるフランス軍の攻撃の前 に敗北

は必至であると言いました。ウェリン ト

ン公はそれに対 して 「落ち着け」 と答 え

ました。

その急使 が 「しか し， このままでは我

が軍は敗北です」と反論すると，鉄の心

を持つと言われていたウェリン トン公は

再 び，「落ち着け!」 と答えました。

そして，その急使は，「持 ち場 を守 りま

す!」 と答 え，大急 ぎで馬を飛 ばして行

きま した。

言 うまでもなく，忠誠心 と固い決断に

よってイギ リス軍 はその 日勝利を収めま

した。(ウォルター・バクサン ドール編「逸

話辞典」p.225参 照)

今 この時代 に，ワーテルローよりもも

っと重大 な意味 を持 つ戦いが行 なわれて

います。それは人の身 と霊 を守るための

戦 いです。この戦いの結果 も同 じように，

一人一人の兵士の不動 の決意 にかかって

います。サダンの激 しい攻撃のさ中 にあ

っても，指揮官の声 ははっきりと聞 こえ

て きます。「固く立 て!忠 実であれ!」

と。

兄弟姉妹 の皆 さん。今私 の声 を聞いて

おられる方々のほとんどが， しっか りと

立ち，神の王国に忠実であることに感謝

して います。皆 さんはヒラマンに率いら

れた勇敢 な兵士 たちの ようです。彼 らは

「神がかれ らを自由なものになしたもう

たその自由の道 を堅 く守 り，毎 日必ず自

分の神である主を思い，慎 んでたえず神
お き て

の律法 と裁決 と命令 とに服従 し，将来 に

かかわる予言を固く信 じてい」ました。

(アルマ58140)私 は・， 日々の平凡な生

活の中で，ク リスチャンとしての信仰に

従 っている教会員の方々についてお話 し

したいと思います。

1831年 の11月 に，オハイオ州ハ イラム

で開かれた教会の大会において，主は教義

と聖約のはしがきとして与えられた啓示の
おもて お

中で， この教会は 「全地の面 に於 ける唯
いの ち

一の真 にして生命」ある教会であると言

われ，さらに次のようにつけ加え られま
よろこ

した。「主 なるわれの悦ぶこの教会……わ

れ悦、§叱 は一 人一人を指 すにあらずして，
つ

わが教会員全体 に就 きて言 えるな り。」

(教義 と聖約1：30)こ れ は私 たちにひ

とつの問いかけをしています。それは，

変わることのない重要 な意味 を持 つ問い

かけです。「全体的に見れば，これが真実
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の命 ある教会であることはわかる。 しか

し，私 自身は真実の生ける教 会員だろう

か」というのが質問です。

この教会が真実の命ある教会であると

いう主のみ言葉 を茶化 していると受 け取

られるか もしれませんが， この質問は，

自分は主 と交わした誓約を全身全霊を尽

くして守 っているだろうかという意味 で

す。 また，それは，はたして自分 は全力

を出して福音 に従 い，み言葉 を聞くだけ

でなく行 なう者 となっているだろ うか，

自分の信仰を実践 しているだろうか，今

も忠実だろうか，サタンの誘惑 に負けず

にしっか りと立っているだろうか，とも

言い換 えられ ます。サタンはあざけりや
き へ ん

読弁を用いて，私 たちに道 を踏みはずさ

せようとしていますが，「固く立て!」 と

心の内に呼 びかける声 に従 うことによっ

て，私 たちは勝 つことができます。

自分 は生ける教会員 だろうかと自問 し

て，そうであるとはっきり言 える人は，

強い確信を持 っている人です。生 ける教

会員 とは，今 もこれから先 も，常 に神 と

隣人を自分 自身のように愛 し， 自分が何

者 であ り，何 を信 じているかを行ないで

示 し， 日々キ リス トが望 んでおられる生

活をする人です。
ささ

生 ける教会員 とは， 自分のすべてを捧

げようとする人です。 そのような人は，

二一ファイの次の勧告 に従 います。

「さて私の愛 する兄弟たちよ
，私は尋

まつ す

ねたい，あなたたちはこの真直 ぐで狭 い

道に入 ったら， それで万事終 りであるか。

ごらんそうではない。 あなたたちが もし
かた

もキ リス トの言葉 によってキ リス トを確
ち か ら

く信仰 し，人を救 う大 きな能力のあるキ

リス トの功徳 に全 く頼 らなかったなら，

あなたたちはここまで進んでくることさ

えで きなかったのである。

それであるか ら， あなたたちはこれか

らもキ リス トを確 く信 じて疑わず，完全

な希望 の光 を抱 き，神 とすべての人とを

愛して強く進 まなければならない。 それ

であるから，この後 もたえずキ リス トの

言葉 をよく味わいながら強 く進 み，終 り

まで堪え忍ぶならば 『永遠の生命を受け
ごと

る』， か くの 如 く天 の 御 父 が 言 い た も う

た。」(II二 一 フ ァ イ31：19-20)

生 ける教会員は自分が遂行すべき義務

をよく知 っています。福音を実践する人

は， 人生 という旅の第一段階 として， ま

ずバプテスマを受 けます。それ は神 と天

使 と天に対 して，神のみこころに従 うと

の意志 を示すことです。特に私 たちは，

最近 この誓約 を身に受けた全世界の人々

に，歓迎の意 を表わしたいと思 います。

私 たちは皆さんを愛 し，皆 さんをはじめ

とする全世界のすべての教会員に対する

私たちの関心 を知 っていただきたいと思

います。末 日聖徒の兄弟姉妹の交 わりの

中に皆 さんをお迎 えしたいと思います。

「聖徒」 という言葉 は
，私たちが皆完全

であることを意味する ものではありませ

ん。それは，信仰の上に固く立つように

努力 し，奉仕 し，決心 している者 という

意味です。

福音を実践 する教会貝は，決 して 自分

が進 もうと決意 した道 からそれることが

あ りません。ある人が救い主の もとに来

て， このように言 いました。

「『主 よ，従 ってまい りますが，まず家

の者 に別 れを言いに行 かせてください。』
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イエスは言われた，『手をす きにかけて

から， うしろを見る者は，神の国 にふさ

わ しくな い者であ る。』」(ル カ9：61-

62)

す き を使 って， まっす ぐなうねを掘 る

ためには，前方 のある一点に目を向けて

そらさないようにします。 そうすると，

まっすぐに進むことがで きます。 しか し，

もし後 ろを振 り返 った りすると，曲がっ

た方向へ進む可能性が強 くな ります。曲

が りくね った不規則なうねになってしま

うのです。新 しい会員の皆さんにお願い

します。新 たな 目標 にしっか りと目を向

けて， 自分 の成長ぶ り，真価，神 からの

祝福 を思い起 こすため以外 には，過去 の

問題 や過ちを振 り返 らないようにして く

ださい。私 たちのエネルギーを，後 ろで

はな く前方 に， すなわち永遠の生命 と救

いの喜びに集中させるなら，確 かにそれ

らを得 ることができます。

生 ける教会員 は， 内なる命 を生かすみ

たまに心を向けて，絶 えずその導 きを求

め，力が与 えられるように祈 り，様 々な

障害 を克服 していきます。彼 らの心はこ

の世的な ものではなく，永遠の価値 を持

つ ものに向 けられています。肉体的な喜

びを得るために，霊 の再生 を犠牲 にする

ようなことは決 して しません。

生 ける教会員 は，命 と成長の源が何か

を理解 し，キ リス トを最 も重要視 して日

日の生活を送 ります。人間 には， 自分 を

宇宙の中心 に据 え， 自分 の望 み，欲求 に

ほかの人を従 わせようとする傾向があり

ます。 しかし， 自然の摂理 はそのような

誤った考 えと相 いれ るものではありませ

ん。私 たちが人生の中で果 たすように求

められている最 も大切なものは，神 から

与えられたものです。私 たちは，神 を自

分 の意、のままに動かそうとするのではな

く，神 のみ こころに自分 を従 わせようと

努力する必要があ ります。そうする人は

生 ける教会員 として進歩 し続けることが

できます。

最 も大切 な第一 の戒 めは，「心をつ く

し，精神 をつくし，思いをっくして，主

なるあなたの神 を愛」することです。(マ

タイ22137)神 を愛するには，神 に求め

られていることをす る必要 があ ります。

神の ようにな りたいという望 みを，行 な

いで示さなければならないのです。

聖徒の道/1987年7月 号

生ける会員 はひとたび改宗 すると，兄

弟姉妹 を力づけなさいとの戒 めに従い，

また， 自分の喜びを人々に分 かち合おう

と熱心 に努め，決 してその望 みを捨てた

りはしません。パ トリック ・ヘンリーは

この世 を去る直前 にこう言いました。「こ

れで家族へ の財産相 続は終わ ったが，

・もうひとつ彼 らに与 えたいものがあ

る。それはキリス トヘの信仰である。……

キ リス トヘの信仰 さえあれば，私 から1

シ リングも受 けなかったとしても，彼 ら

は富める者 となるだろう。逆 にその信仰

がなければ，私か らこの世のすべての富

を もらったとして も，彼 は貧 しい者 とな

るだろう。」(タ イロン・エ ドワーズ編 「新

思想辞典」p.561)

生 け る教会員は，信仰 を行 ないで示 さ

な くてはならないことを理解 しています。

そのような聖徒 は自分 の自由意志によっ

て， 多くの善 をな し， よい働 きをしよう

と熱心に努めます。 ヒーバー ・J・ グラ

ン ト大管長があるときこう言いました。

「私たちはみずか らの内に自由意志 を持

ち， 自分の ことを自分 でします。 どの よ

う なことでも命令 され るまで待 っている

ようではいけません。すべてのことをや

むを得ずにする人は怠惰 であ り，賢いし

もべとは言 えません。私 たちは熱意，望

みを持ち，全能の主から授 けられた力の

限 りを尽 くして，人生の戦 いを精いっぱ

い戦 い抜く決心 をする必要があ ります。

この地上 で， 自分 の能力に応 じてほかの

だれにも劣 らぬ働 きをし，神 のみ業 を推

し進めることがで きれば， それは非常 に

誉 れあることです。」(「インプルーブメン

ト・エ ラ」1939年10月 号 ，p.585)

福 音 の教 えに従 う教会 員は，互 いに愛

し合 います。父親や夫 を失 って悲 しんで

いる人を見舞い，みずからは世の汚れ に

染まることがあ りません。

生 ける教会 の会員 として，私 たちは生

ける神を信 じています。ヨシュアはヨル

ダン川を渡 るに先立ち，イスラエルの民

を集めてこう言 いました。「あなたがたは

ここに近 づいて，あなたがたの神，主の

言葉 を聞きなさい。……生 ける神があな

たがたのうちにおいで にな 〔ることを〕

・あなたがたは知 るであろう。」(ヨ シ

ュア3：9-10)少 年 ダビデも， ゴリア

テに戦いを挑 まれたとき，勇敢 にもかた

わらにいる人々に次のように言いました。

「この割礼なきペ リシテびとは何者なの

で，生 ける神の軍をいどむのか。」(サ ム

・エル上17：26)エ レ ミヤも同じように，

主 を真の神，生ける神 と呼 んでいます。

(エ レミヤ10：10参 照)

私 たちは， この教 会が生 ける真の神が

建て られた真実 の命ある教会であると強

く信 じています。 しかし， もうひとつ考

えなければな らないことがあ ります。「自

分は不動の決意をもって献 身的に働 く，

真の生ける教会 貝だろうか。」

皆 さんが固 く立ち，真の生ける教会員

とな り，約束の恵みを受けられますよう

に。 その約束の恵みとは，教義 と聖約の

中に 「これらの者は， シオンの山にまた
まち きた

生 ける神 のい と聖 き神 聖 なる市 に来 り

ぬ」(教 義 と聖約76：66)と 書 かれている

人々の中に数え入れられることです。こ

れ らをイエス ・キリス トのみ名 によって

お祈 りします。 アーメン。

麗 簸・
一灘

雛

羅

薫

● 七 十 人 第一 定 員 会 会 員 のF・ パ ー トン ・

パ ワ ー ド長老
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●1987年4月4日(士)午 後の部会

教会役員の支持
第二副管長

トーマス ・S・モンソン

灘'

麟1

議

瑳一

黙

角 ・ゴ槻

灘

畿

潮

藩

』蠕

轍
裁 廿

灘 顯

騒 欝，羅
・ ・ 峯

兄
弟 姉 妹 の 皆 さ ん ， こ れ か ら教 会 幹

部 ， お よ び 中 央 役 員 を 支 持 し て い

た だ け る よ う提 議 い た し た い と思 い ま す 。

私 た ち は， エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン

大 管 長 を 予 言 者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 を 受 け る

者 と し て ， ま た末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リ ス

ト教 会 の 大 管 長 と して ， ゴ ー ドン ・B・

ヒ ン ク レ ー を大 管 長 会 第 一 副 管 長 と し て ，

ま た トー マ ス ・S 、・モ ン ソ ン を 大 管 長 会

第 二 副 管 長 と して 支 持 す 資 よ う 提 議 い た

し ま す 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ し て く

だ さ い 。 反 対 の 方 は そ の 意 を 表 わ し て く

だ さ い 。

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー を 十 二 使 徒 評

議 員 会 会 長 と し て ， ハ ワ ー ド ・W・ ハ ン

タ ー を十 二 使 徒 評 議 員 会 会 長 代 理 と し て ，

ま た 同 評 議 員 会 会 員 と し て マ リ オ ン ・

G・ ロ ム ニ ー ， ハ ワ ー ド ・W・ ハ ン タ ー ，

ボ イ ド ・K・ パ ッ カrマ ー ビ ン ・J・

ア シ ュ ト ン，L・ トム ・ペ リー ， デ ビ ッ

ド ・B・ ヘ イ ト， ジ ェー ム ズ ・E・ フ ァ

・
ゴ冠一弼

・魔

寮

醜 羅
鐸 甑

鎚

引萄 一

ウ ス ト， 二 一 ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ ル ，

ラ ッ セ ル ・M・ ネ ル ソ ン， ダ リ ン ・H・

オ ー ク ス，M・ ラ ッ セ ル ・バ ラ ー ド， ジ

ョセ フ ・B・ ワ ー ス リ ン を支 持 す る よ う

提 議 い た し ま す 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表

わ し て く だ さ い。 反 対 の 方 は そ の 意 を表

わ し て く だ さ い 。

大 管 長 会 の 副 管 長 お よ び 十 二 使 徒 を，

予 言 者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 を受 け る 者 と し て

支 持 す る よ う提 議 い た し ま す 。 賛 成 の 方

は そ の 意 を 表 わ し て く だ さ い 。 も し反 対

の 方 が あ れ ば 同 じ く そ の 意 を 表 わ し て く

だ さ い 。

次 の 兄 弟 の 方 々 を新 た に七 十 人 第一 定

員 会 会 員 と し て，5年 の 間 ， 働 い て い た

だ け る よ う提 議 い た し ます 。 ジ ョー ジ ・

R・ ヒ ル111， ジ ョ ン ・R・ ラ サ タ ー ， ダ

グ ラ ス ・」 ・マ ー テ ィ ン， ア レ クサ ン ダ

ー ・B・ モ リソ ン
，L・ ア ル デ ィ ン ・ポ

ー タ ー
， グ レ ン ・L・ ラ ッ ド， ダ グ ラ ス ・

H・ ス ミ ス， お よ び リ ン ・A・ ソ レ ン セ
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ンです。賛成 の方はその意 を表わ してく

ださい。反対 の方 もその意 を表わ してく

ださい。

モー リーン ・J・ ター リー姉妹は，ア

ーカンサス ・リトル ・ロ ック伝道部長 と

して責任 を受 けられたご主人 と共に任地

へ行かれ ます。そのため，彼女 を中央若い

女性会長会第一副会長の責任 より解任 し

たいと思 います。 同様に第二副会長の ジ

ェイン ・B・ マラン姉妹 も解任 したいと

思 います。これ らの姉妹 のそれぞれの責

任 に対 する献身的な働 きに感謝 を示 して

くださる方は挙手をもってその意 を表わ

してください。 ありがとうございます。

若 い女性のアー デス ・G・ カップ姉妹

は， ジェイン ・B・ マラン姉妹 に第一副

会長 として， イレイン ・ロウ ・ジャック

姉妹 に第二副会長 として働 くよう依頼さ

れ ました。賛成の方はその意を表わして

ください。反対の方 も同様に示 してくだ

さい。

そのほかの教会幹部， 中央管理役員の

方 々を現状のままで支持 して くださるよ

う提議 いたします。賛成の方はその意 を

表わしてください。反対の方 もその意 を

表わしてください。

ベンソン大管長，提議は全会一致で承

認 されました。

新たに支持 されました兄弟たちとジャ

ック姉妹は壇上の席へお着 きください。

灘鍵灘灘

麟
簿 ・ 灘1・

、灘 羅　
雛 講

難 詐 ・ 葭



教会監査委員会報告
教会監査委員会委員長

ウイルフォー ド・G・エ ドリング提出

末日聖徒イエス ・キリスト教会大管長会への報告

㎡

、蕩

撃

羨

砦

撚

「

躍

繊

私
たちは，教会の中央基金の収支管

理 と， その管理下 にある組織の妥

当性を評価 するために，予算編成，会計

および監査 の方法， またそれにかかわる

1986年12月31日 現在 の教会の年次財政報

告書，および基金の収受，支出の管理の

方法 を検討いたしました。

年度内の教会中央基金の支出は，大管

聖徒の道/1987年7月 号

長会の承認を受けたものであ り，予算手

続 きに従 ったものであ りました。予算案

は，大管長会，十二使徒評議会および管

理監督会で構成される什分 の一配分評議

会で承認 され ます。 また主要な支出は，

毎週開かれる予算承認委員会で，予算案

に基づいて行なわれるよう管理 されます。

急速 に発展 し， また変化 している教会

の動向に立 ち遅れることのないよう，教

会の中央基金の会計 は財務部により，最

新 の会計技術 と施設 を駆使 して管理 され

ております。

管理部 は， ほかのあらゆる部門から独

立しており，財政監査，運営監査，教会

が導入しているコンピューター システム

の監査 を行 なっています。監査 はこれか

らも引き続 き，教会 の各部 門， および全

世界にわたる教会管理の組織に対 してな

されます。 その中には，伝道部，学校，

教会管理事務所 および各部門の活動が含

まれます。教会 の発展 と活動の拡大 に伴

って，教会の資産を守るための監査部 の

役割 も大きくなっています。

ワー ド部，ステーキ部 などへの基金 の

監査 は， ステーキ部監査委員 によって行

なわれ，監査報告書 は教会監査部で検査

され ます。教会財務部が銀行 口座 を維持

しない，教会所有 または管理の法人組織

の事業 については，公認会計士 の資格 を

持つ内部の専門家，独立 した専 門の監査

会社， または政府の監査機関が監査 を行

なうようになっています。

財務部，監査部，教会の法務顧問が一

同に会 して，教会内の財務運営 の方法 を

検討 した結果，私たちは，予算編成，会

計，および監査方法が教会の必要 と目的

にかなってお り， また1986年12月31日 現

在 の教会 中央基金の収支 に関するすべて

の事柄 が，教会の定 められた方針と手続

きに従 って運営 され，会計処理 されてい

るとの見解 に達 しました。以上謹 んでご

報告 申しあげます。

教 会 監 査 委 員 会

ウ イ ル フ ォ ー ド ・G・ エ ド リ ン グ

デ ビ ッ ド ・M・ ケ ネ デ ィ ー

ウ ォ ー レ ン ・E・ ピ ュー

メ リ ル ・J・ ベ イ トマ ン

テ ッ ド ・E・ デ ー ビ ス
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1986年 度統計記録
大管長会秘書

F・マ イケル ・ワトソン提出

● エ ズラ ・タ フ ト・ベ ン ソ ン大管 長(左)と トー マ ス ・S・モ ン ソ ン 第二 副 管長

22

教
会員 に情報 を与 えるために，大管

長会は1986年12月31日 付 で，教会

の成長 と現況 を示す統計記録 を発表 した。

(会員数 には，大会前 に入手 した1986年

の報告に基づく推定が含まれている)

教 会ユニ ット

ステーキ部数

地方部数

伝道部数

1，622

346

193

ワー ド部数10，527

ステ ーキ部内の支部数2，792

伝道 部内の支部数2，070

ワー ド部/支 部が

組織されている独立国98

ワー ド部/支 部の組織 されている

未編入地域，植民地，属領………24

(以上 の統計 から，1986年1年 間にス

テーキ部 が40，ワー ド部/支 部が379増 え

たことがわかる)

教会員数

1986年 末現在，総会員数

1986年 度の教会の成長

記録上の子供の増加

バプテスマを受けた

・・6
，170，000

記録上の子供

93，000

改宗者数

72，000

神権者数

メルケゼデク神権者

216，210

アロン神権者

宣教師数

専任宣教師

745，000

844，000

31，803

1986年4月 以 降 に 世 を 去 っ た ， 著 名 な 教

会 員

A・ セ オ ドア ・タ トル 〔七 十 人 第 一 定 員

会 会 員)， ヘ ン リー ・D・ テ イ ラ ー(七 十

人 第 一 定 員 会 名 誉 会 員)， ジ ェ ー ム ズ ・

A・ カ リ モ ア(七 十 人 第 一 定 員 会名 誉 会

員)，0・ レ ス リ ー ・ス トー ン(七 十 人 第

一 定 員 会 名 誉 会 員)
， メ イ ・」 ・ダ イヤ ー

(ア ノレビ ン ・R・ ダ イ ヤ ー 長 老 未 亡 人)， ○

ビ バ リー ・」 ・コ ー ル(ウ ォ ル ド ・P・

コ ー1レ長 老 夫 人)，G・ カ ー ロ ス ・ス ミ ス ・

ジ ュニ ア(元 中 央YMMIA会 長)
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「儀式と契約は，神のみもとに行くための資格証明書になります。ふさわしく

なってそれを受けることは，生涯の目標であり，最後までそれを守ることは，

この世におけるチャレンジです。J

私
は前回の大会の記録 を完全 なもの

とする ために，せ ん越 かとは思

いますが，今大会の記録 に， ひいては教

会歴史の中に，ひとつの話をつけ加 えた

いと思います。

昨年10月 の総大会 の最後の部会 におい

て，A・ セオ ドア ・タ トル長老 は，信仰

について霊感 あふれる感動的な説教 をさ

れました。原稿 を準備せずに，聖典 を持

って真心 から話 されたのです。 タ トル長

老の話が終わると，司会者の ヒンクレー

副管長は次のように言われ ました。

「軽率であると言 われるか もしれませ

んが，あえてお話 ししたいと思 います。

タ トル兄弟は重い病気にかかっていて，

今話 され たばかりの信仰，私 たちの信仰

を必要 としています。タ トル兄弟の話を

聞かれた教会員の方々が，今述べ られた

ような信仰をもって，タ トル兄弟のため

に天父に祈 ってくださったら， どんなに

うれ しいことでしょうか。」(「大会報告」

1986年10月 ，p，93)

最後 の話者であるエズラ ・タフ ト・ベ

ンソン大管長は， ヒンクレー副管長の言

葉 を支持 し， タ トル兄弟の快復のため断
ささ

食と祈 りを捧げるようにみずか ら訴えら

れ ました。

しかし， タ トル兄弟 は快復 しませんで^

した。 それから7週 間後に他界されたの

です。

ここで，祈 りがこたえられなかったと

思い込んで皆さんの信仰が揺 らぐことが

ないように，あるいはタ トル兄弟のため

に断食と祈 りをするよう予言者 自身が全

教会 員に呼びか けたに もかかわ らず，

兄弟が亡 くなったことで当惑することが

ないように，私が経験 したことをお話 し

したいと思 います。

私はこの経験を葬儀 のときに話 すつも

りで したが， その 日は胸がいっぱいで話

せませんで した。

ある 日曜 日，タ トル兄弟はほとんど寝

たきりで家 にいました。 ご家族が教会 に

行 って留守の間，私はタ トル兄弟 と数 時

間一緒 に過 ごしました。

タ トル兄弟 は，世界中か ら寄 せられた

愛の便 りに深 く感動 していました。 どの

手紙にも， タ トル兄弟の快復 を願 った信

仰の祈 りが記 されていました。その多く

は，タ トル家族 が長年 にわたって奉仕 し

た南アメリカか ら寄せられたもので した。

その日私 たちは， タ トル兄弟の半生 を

振 り返 ってみました。 ユタ州 マンタイの

聖徒 の道/1987年7月 号

平凡な末 日聖徒 の家庭 に生まれたときか

ら始めて，私 もよく知 っている彼のお父

さんや，熱心 に神殿で奉仕 されたお母 さ

んについて話 しました。

タ トル長老は伝道，大学生活，マーン・

ウィテイカー姉妹 との結婚，海兵隊での

勇敢 な働 きにっいて話 しました。

ブ リガムシティーで一緒にセ ミナ リー

を教 えた ときのことや，セ ミナ リー ・イ

ンスティテユー トを管理 したときの思い

出 について話 しました。

信仰の範つい7人 のお子さんのことや，

いつも兄弟が 「世界一の子供たち」と呼

んでいたお孫 さんたちのことも話 しまし

た。

それか ら，七十人第一定員会 に召され

たことと， その後の割 り当てについて話

しました。 タ トル家族はすぐに南アメリ

カヘ召 されました。 そして米国 に帰 って

落ち着 く間もなく，南アメリカヘ再び戻

るようにという面接 を受 けました。

ほかの人な らこう答えたかもしれ ませ

ん。「どうして も召されるのでしたら，も

ちろん行 きます。」しか し，タ トル兄弟姉

妹 はそのようなことは言 いませんで した。

誓約 を交 わしていたか らです。タ トル姉

妹 と子供 たちは一言 も文旬を言わずに兄

弟 に従い，何度 も南米に戻 って，通算7

年 余 リの年月をそこで過 ごしました。

南米に最初 に召されたときに始 まった
ち ゆ

重 い病が治癒 しなくても，それは問題で

はなかったのです。ある日タ トル兄弟は，

ラテンアメリカの謙遜 な人々について思

いや りを込 めて話 しました。わずかなも

の しか持 たない人々が， タ トル兄弟の生

涯にすば らしい祝福 をもたらしたのです。

タ トル兄弟は， 自分 にはこれ以上 の祝

福にあずかる資格がないし，必要 もない

と言いました。 もっと祝福 を必要 とする

人がほかにいたのです。タ トル長老 は，

次のように話 して くれ ました。「私の快復

のために捧げ られたこれ らの祈 りについ

て，主にお話 ししました。そ して，私 の

思うままにこの祝福 を使 えるかどうか，

お尋ね しました。 もし許 されるな ら，祝

福 を私 から取 りあげて， それをもっと必

要 とする人々に差 しあげて くださるよう

にお願 いしました。」

タ トル長老 はさらに続 けて言いました。

「私 は主 に
， これらの祝福 を取 りあげて，
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ほかの人に与え るように嘆願 したので

す。」

タ トル兄弟 は，私 たちの祈 りがもた ら

す祝福 を，人知れず苦 しんでいる人々の

ために使 いたいと思 ったのです。それ は，

私たちの多くが忘 れて も， タ トル兄弟 に

は決して忘れることのできない人々でし

た。

聖典 は次のように教 えています。「義 人

の祈は，大いに力があ り，効果のあるも

のである。」(ヤ コブ5：16)

主 は，快復 を願 う私たちの祈 りよりも，

この聖め られた人の願 いを聞かれたのか

もしれません。皆 さんはそう思いません

か。

すべての ことがわかるわけではあ りま

せんが，私たちの祈 りが無駄ではなかっ

たと考 えるのは，間違 っているでしょう

か。南 アメ リカ大陸のあちこちで， この

偽 りのないタ トル兄弟 から謙遜 な人々に

思いがけない祝福が もたらされることを，

だれが否定できるで しょうか。

もし従順 であれば，この ような気高い

目標が私 たちの生活の中で成就するので

はないで しょうか。

さて，疑 い深 い人はそのようなことを

あざ笑うかもしれません。 しか し少なく

とも私 は，聖徒 たちの祈 りが受け入れ ら

れ，記録 されて， タ トル兄弟が願 ったよ

うに， その祝福 が絶望 に沈んだ人々に振

り分けられたと信 じ，満足 しています。

いずれにして も，すべての祈 りは 「主

のみこころが行 われますように」(使 徒

21：14)と い う思いで締 めくくるべきで

はないで しょうか。

タ トル兄弟は最後 の数週間，常 に明る

い態度 をとり，見舞いに来てくれた人々

一蝦
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をいつも慰 めていました。私が会 いに行

ったとき，兄弟は担当の医師たちをベ ッ

ドの側 に呼んで，これまで治療 してくれ

たことについて一人一人に感謝 を述べて

いました。

タ トル兄弟は，感謝祭の日が過 ぎるま

では生 きようと決意 しました。家族 が毎

年その祭 日を悲 しい気持ちで過 ごす こと

のないようにするためです。 その夜，タ

トル兄弟 は子供 たち一人一人と会って，

遠 くにいる子供 には電話 をかけて，愛 と

祝福 を与 え，別れを告げました。アラス

カに住む娘のクレア リーと連絡 が取れた

のは，夜遅 くなってからでしたが，それ

が済 むまでは， この世 を去 るわけにはい

かなかったのです。

翌朝早 く， タ トル兄弟 は苦 しむことな

く，静 かな期待 を胸 に抱 いてこの世 を去

りました。その瞬間，部屋全体が言 いよ

うのない平安 に包まれ ました。

マーン姉妹 は，以前 も，そのときも，

それから後 も，心の平静 と受容の面 で完

壁な模範 を示 して きました。

それでは， この経験 から得た教訓をま

とめてみ ましょう。

タ トル兄弟 は，教会幹部 として28年 間

仕 えました。世界中を旅 し， ヨーロッパ

でしば らくみ業の管理 もしました。 しか

し， タ トル兄弟が何度 も語 っていたよう

に， いかなる場所を訪れようとも，また

いかなることを行なおうとも，タ トル兄

弟 にとって主 に仕 えた最高の経験 は，愛

するマーン姉妹 と共にプロボ神殿 の神殿

長 を務 めたことで した。

神殿長の多忙なスケジュールについて

知 っている人は，ほとんどいません。 日

によっては，早朝の3時 から始 まって，
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翌 日のほぽ同 じ時刻 まで働 き続けること

もあ ります。

タ トル兄弟 は，神殿を管理 していたの

ではなく，召しによって神殿で働いてい

たのです。 ほかの人の下でも喜んで働 い

たことで しょう。タ トル兄弟が この割 り

当てについて感 じた喜 びは，召 しそのも

のに対する理解 よりも，誓約 に対する理

解 によるものです。

誓約 とは，神聖 な約束，すなわち聖典

の中にあるように，神 と人との間で交わ

される厳粛な永遠の約束です。完全 なる

福音 その ものが，新 しくかつ永遠の誓約

と定義 されて います。(教 義 と聖約22：

1;66：2参 照)

数 年前，私 は英国で ステーキ部長の任

命 を行 ないました。 その人は後に別の召

しを受 けて， きょうこの会場 に集 ってい

ます。彼 はすぐれた方向感覚の持 ち主で

す。 まるで，星の位置 から方角を知 る，

六分儀 を持った船長のようで した。その

ステーキ部長 が大会に来るたびに，私 は

会 って話 をしましたが，彼 自身 とステー

キ部が正 しい進路を保 っていることに，

いっも感心 させられました。

ステーキ部長が解任 されるとき，私は

幸 いにも， そのステーキ部 を再組織する

割 り当てを受 けました。 そしてそのとき

に， ステーキ部長の 「六分儀」が何であ

るのか， また彼がそれ をどのように使 っ

て自分の位置を確認し，自分 や会員たち

の進むべき方向 を定 めてきたのか知 りま

した。

ステーキ部長 は解任 を受 け入れて， こ

う言いました。「私 はステーキ部長として

働 く召しを喜 んで受け入れましたが， こ

の解任 も同 じように受 け入れます。私 は

召されたという理由だけで働 いたのでは

ありません。誓約を交わしているから働

いたのです。私 はステーキ部長 として仕

える ときも，ホームティーチャー として

仕 えるときも， まったく同 じように誓約

を守 ることができます。」

このステーキ部長 は，「誓約」という言

葉を理解 していました。

彼 は聖書の研究家でも学者 でもありま

せんが， ともかく大切 なことを学び取っ

ていました。すなわち，昇栄 というもの

は，高い地位によってではなく，誓約 を

守ることによって達成 されるのです。



船乗 りは，天体 の光，すなわち昼 には

太陽，夜 は星から放 たれる光を頼 りに方

角を知 ります。 あのステーキ部長は，進

むべき方向 を定めるのに，船乗 りの六分

儀 を必要 とはしません。心の中に，航海

用のどんな計器 より精密で確 かな 「六分

儀」があったのです。

だれ もが持 っている霊 の 「六分儀」 は，

日の光栄 から放 たれる光 の原則 にのっと

って働 きます。皆さんの心の中のこの六

分儀 を，「誓約 」という言葉や 「儀式」と

いう言葉 に合 わせてください。 そうすれ

ば，光が入 ってきますか ら，それ によっ

て自分 の位置を調整 し，人生の進むべき

道を定める響ことができます。

国籍や人種，性別，職業，学歴を問わ

ず， また生 まれ た時代にかかわらず，す

べての人にとって人生 とは， 日の光栄の

王国 におられる神 のみもとへ帰 る，故郷

への旅なのです。

儀式と誓約 は，神のみもとに行 くため

の資格証明書 にな ります。ふさわしくな

ってそれを受 けることは，生涯 の目標で

あ り，最後 までそれを守ることは， この

世 におけるチャレンジです。

自分 自身と家族のために儀式 と誓約 を

受 けた人は，亡 くなった親族のために，

ひいては全人類のために，身代わ りの儀

式 を行 なう責任があります。

しかし中には，死者 の救いのために身

代 わ りの儀 式 を行 な う と い う教 義 を
ちようしよう

嘲 笑す る人がいます。非常 に奇妙な教

えだと思 っているのです。

思慮深いク リスチャンであれば， その

ような教義に驚かないはずです。 キリス

トの犠牲は，すべての人類のための身代

わ りの捧げ物ではなかったでしょうか。
しよくざい

まさに貝費罪 は身代わ りによって行 なわ

れたのです。

主は，私たちが自分 ではできないこと

を，私 たちに代わって して くださいまし

た。ですか ら， 自分ではで きない人々の

ために，神殿 で身代わ りの儀式 を行 なう

のは， ク リスチャンらしい行為ではない

でしょうか。

私は 「家族 の歴史」 と呼ぶ方が好 きで

すが，系図は神殿 の業 に欠かすことがで

きません。神殿 には名前が必要です。系

図がなければ，生者のための儀式 しか執

行 できないでしょう。亡 くなった親族の

名前を探求 することは， きわめて重大な

義務 なのです。この業 には，神殿 に参入す

るときとまったく同 じみたまが伴 います。

伝道中の人や小さな子供のいる人は，

今 はこの業に多くの時問を費やすことが

できませ んが，系図の もたらすみたまを

保 つことはできます。年輩の人々に話 し

かけ，彼 らの言葉 を記録 し，家族 の記録

を作成 し，神殿 に参入することができる

のです。

一部 の教会員 には
，系図を退屈で煩わ

しい負担であると見なす傾向があ ります。

彼 らは系図を年 輩の人や 「その ようなも

のに興味のある」人 に任せて，満足 して

います。

気をつけてください。「そのようなもの

に興味 のある」人は， よい方 を選 んだと

言えるかもしれないからです。皆 さんに

あえて申しあげますが，ほかの責任に召

された人や，系図に興味のない人 は，系

図を行 なっている人を軽視 した り， その

じゃまをしたりしないで ください。 あら

ゆる励 ましを与えて，で きる限 り助 けて

ください。

予言者 ジョセフ ・スミスは，次のよう
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に語 っています。「エライジャの教義，す

なわち結 び固めの権能 とは，次の とおり

である。 もし地上 において も天 において

も結 び固める権能 を持 っているな ら，私

たちは賢くなるべきである。まず第一 に

することは， この地上で息子や娘を自分

に結 び固め， それから自分 自身を永遠の

栄光の中にいる先祖の人々 に結 び固める

ことである。」(「予言者 ジョセフ・スミス

の教 え」p.340)

予 言者 たちが語ったエライジャのみた

まは，確 かに実在 し，亡 くなった親族の

記録 を探 し求 める人々に伴 います。

系図の業 に携われば携 わるほど，私 は

「死者」という言葉 に違和感を覚えてき

ます。それに代わる適切 な言葉が見つか

りませんが，「この世 を去った人」という

表現の方が私 にはしっくりきます。私は，

軽々しく口にで きない神聖 な事柄 を非常

に多く経験 して きたので，幕のかなたに

行った人々を 「死者」 という言葉 で表わ

せるとは思えないのです。

神殿と系図の業 は，主イエス ・キ リス

トの復活 と貝費罪 とを信 じる信仰 の明 らか

な証です。幕のかなたで再 び生 きること

を疑うなら，私 たちが行なっているこの

業 にどのような理由があると言うのでし

ょうか。

この業は，主 イエ ス ・キ リス トの犠牲

の持つ貝費いの力に対する私 たちの証なの

です。

さて，タ トル兄弟やご家族は どうでし

ょうか。私 たちと霊界 を隔てているのは，

壁ではなく幕であることを思い出してく

ださい。タ トル兄弟は誓約 を守 りました。

幕 は薄 くな り，裂けることもあ り得 ます。

残 された私 たちだけでこの業 を行な うの

ではないのです。

先駆者 となって系図を行 なpた 人々や，

幕のかなたの先祖たちが，時 として，私

ちのすぐそばにいます。私 はこの業が主

の教会 における天のみ業であることを証

します。幕 のかなたに行 った人々が生 き

続け， この世 に導 きと恵みを施 し，最後

にはこの業 が完結 されることを証 します。

願わくば， この業 に参加 する機会のあ

る人々が，その機会 をみずから求 め，全

力を尽 くして働 くことがで きますように。

イエス ・キ リス トのみ名 によって祈 りま

す。 アーヌン。
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霊的な安らぎ
七十人第一定員会会員

チャールズ ・A・ディデ ィエ

「主に立ち帰り主の啓示を儒じるとは，疑念や不安の渦巻く時代 にあって，そ

れらに押し流されない生き方を意味します。J

時
の初めから，人類 は自分 自身と自

分 を取 り巻 く環境 についての知識

や真理 を追求 し，偉大な科学上の発見を

もたらしましたが，検討の余地を残した

、理 論 も作 り出しました。人間の探求心は

際限がないように見 えます。昨 日まで真

理 と見なされていた答 えが きょうは違い，

明 日はさらに変わるか もしれません。

こうした探求は科学 のみならず，生活

のあらゆる面 に及 んでいます。以前にも

増 して，男性 や女性，子供の価値 と役割

が問い直 されつつあります。 おそらくそ

うして個人を不安，束縛，恐れ，偏狭か

ら解放 し，確固 とした ものを与えようと

しているのでしょう。まるで人は常に，

自分の真理や知識 で安心 を得 ようとして

いるかのようです。

ありとあ らゆる価値観が頻繁に見直 さ

れ，矛盾 した結果 を生み出す状況の中に

置かれれば，大衆の生活は絶 えざる変化

のために安心どころか不安 が絶えずっき

まとっているのも不思議ではあ りません。

その ために多くの人々，特 に若者がみず

からの責任 を放棄し，生命 を断つまでに

至 ることも多く見られ ます。何 という矛

盾でしょうか。

試練や苦難，変化の絶えない人生にあ

って，だれもがある程度の安心 や保障を

求めているのは明らかです。 つまり何ら

かの安定 して変わらない， よりどころと

なるものを求めているのです。安心や保

障を振 りかざしたあらゆる種 類の品物や

組織が私 たちの周 りにあるの もそのため

です。たとえば，合衆国の家庭 で子供の

気持 ちを落ち着かせるのに柔 らかいお守

り毛布をよく使ったり，家屋 や個人の財

産を守るのに警備保障を利用 します。社

会保障制度は社会生活上の困難を救済す

るために考案されたものです。政治の世

界では，国連の安全保障理事 会が世界平

和を維持するだめに努力 して います。私

たちは，精力をすり減 らして，いわゆる

安全 を求める姿をときどき笑 った りしま

すが，私 たちは実際にそれを必要 として

お り，そのために喜んで投資 もしている

のです。しかし私たちの努 力の割 には，

本当に求 めている真の安全 をまだ手にし
よ

ているとは言えません。「人間の腕 に依 り

頼」 んで(II二 一ファイ4：34)い る か

らなので しょうか。

安心や保障は私たちの生活で重要な位

置 を占めています。それは真 の意味での

自己確認や，人生の目的 に対 する認識，

人とのかかわり方，日々の間題 や困難へ

の対処 の仕方といった問題 を含んでいる

からです。さらに生死の問題 にもかかわ

って きます。私たちは日々の生活で，善



悪，正邪 の選択 に迫られ ます。幼年時代

から老年 に至るまで， もし私 たちが安心

感 を得 られなかったり，偽 りの安全 によ

って生きるならば，生きる姿勢や 目標，

周囲の人との関係 に支障をきたすで しょ

う。幼児の ときか ら両親の愛によって安

心感を得，成長 とともに律法 に従 って得

られる心の平安 を持ち続けるな らば， 自

分 だけではなく周 りの人も幸せ にするこ

とができます。ですか ら問題 の核心 は常

に，偽 りの安 らぎを退けて正 しい安 らぎ

をどこで， どのように見いだすかという

点にあります。ここでは，正 しい安 らぎを

「霊的な安 らぎ」と呼ぶことにしましょ

う。

霊的な安 らぎには興味深 い利点があ り

ます。 まず，税金を払 う必要がありませ

ん。変わることがあ りませんし，人の 自

由，つまり自由意志を制限することもあ

りません。 それは建設的で心休 まる霊 的

な永遠の結果 をもたらします。

自由意志の行使 には不安や危険が伴 う

もので，安全が約束されているとは限 り

ません。また霊的な安 らぎの保 障が危険

や悩み，障害 を自動的に取 り除 いてくれ

る訳でもあ りません。

では霊的な安 らぎはどのように得 られ

るのでしょうか。答えは非常 に単純で，

簡単すぎると思 う人が大勢いるか もしれ

ません。第1に 主 に立ち帰ることです。

予言者ア ビナダイは次のように言 ってい
まごころ

ます。「しかしなが ら，お前たちが誠心か

ら主に立ち帰 り，主に頼 って熱心 に仕 え

るならば，主はみこころのままにお前た

ちを奴隷 の境涯 か ら救 い出 したもう。」

(モーサヤ7：33)

2番 目は主を信 じて頼 ることです。 い

にしえの二一ファイは語 っています。「お

お主よ，われ今 日まで主 を信 じて頼 りし

が， これ より後いつまでも主 を信 じて頼
よ

り奉る。われは人問の腕 に依 り頼む者は
ゆえ

のろわるることを知 る故 に，人間の腕 に

依 り頼むことなし。まことに人に信頼 を
な わざわい

置き，人間を依 り頼む腕 と為す者 は禍 な

るかな。

まことに神 は願 う者に惜 しまず与 えた

もうことをわれは知 る。」(II二 一 ファイ

4：34-35)

主 に立 ち帰 り，主を信 じて頼るとは，、

主の啓示から学ぶことです。霊的な安 ら

聖徒 の道/1987年 ア月号

測 「，1・ 与難

，

、騒 ……

，撚

纏，…1

一一躍

灘 灘

ぎは，神の性質を明 らかにする啓示か ら

生 じます。一般的に言 って， どのような

姿の神 を信 じるかによって，現在 と将来

のみずからの人間性が左右されます。神の

真 の性質が啓示 されなければ，肉欲 に従

う人間は，「おのが心 のままに振舞いおの

れらの神 の姿を求むれ ども，その姿は人
かたち

の世の像 にしてその本質は一個 の偶像 な

り」(教 義 と聖約1：16)と い う道 を歩 む

ことになります。

霊的 な安 らぎは，私 たちのために備 え

られた救いの計画の啓示か ら生 じます。

「神 は人々と話 し合 って創世の前から備

えて あ る購 い の計 画 を示 し た も うた

・。」(ア ルマ12：30)こ の救 いの計画

によって私たちは従 うべき指針 を得，世

の危険に対 してみずからを強める確 かな

道を知ることがで きるのです。

霊的な安 らぎとは，救いの計画の源で

あるイエス ・キ リス トについて教 える啓

示です。「私たちはキ リス トのことを話

し， キリストの ことを喜び， キリス トの

ことを説教 し， キ リス トのことを予言 し，
ゆる

また私たちの子孫 にどこに罪の赦 しを求

めるかを知 らせ るために自分 たちが予言

したことも書 くのである。」(II二 一 ファ

イ25126)こ の源は明 らかにされ，私た

ちの前に確 認されています。ほかを探す

必要 はないのです。

霊的な安 らぎは，死の恐れを和 らげる

啓示か らもたらされ ます。「しか しなが
たしか

ら，確に復活があるから墓 は勝 つことが

できず，死の苦痛 はキ リス トによって除

蓬 騨潜

羅辮

灘 黙

一醗 贈
かれ る。」(モ ーサヤ16：8)復 活 だけで

はなく永遠の生命がもたらされることを

知 って，何 と慰められるで しょう。

「あなたたちは何 を望むべきか。 よく

言っておく。あなたたちはキ リス トの身

代 りの贈 罪とその復活の力 とによって，

自分 たちがよみがえって永遠の生命を得

ることを望 むべ きで ある。」(モ ロナイ

7：41)

い つ までも変 わることのない永遠の生

き方 を約束する啓示が与えられた結果と

して，霊的な安 らぎは確かなものとなり

ます。「神は昨 日も今 日も，いつまで も同

じにましまして変 ることなく，また変 ろ

うとする様子 も見えないことは聖文に言

って あるではないか。」(モ ルモ ン9：

9)日 ごとに価値観 を改めた り，考 え直

して，悩む必要 はないのです。

啓示が私たちの真の姿 と神 との関係を

明 らかにして くれ るので，霊的 な安 らぎ

は深 いものとな ります。 この点は時の初

めか らアダムに啓示され ました。「見 よ，
なんじ

汝 はわれ にあ りてひとつなり。神 の子の
ごと

一 人な り
。かくの如 く一切の者はわが子

らとなるを得 ん。」(モ ーセ6：68)同 じ

啓示 はほかの人にも与 えられ ました。た

とえばモーセです。「見よ，汝 はわが子 な
ひとりご いぎうつ

り。……汝はわが生みたる独子の生写 し

な り。 わが生 みたる独子 は今も将来 も救

い主 とならん。」(モ ーセ1：4，6)近

代 においてもジョセフ ・ス ミスやオリヴ

ァ ・カウ ドリをはじめとする多くの人々

に同様 の啓示が与えられました。「見よ，
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わが子 よ，われ汝に告 ぐ。」(教 義 と聖約

9：1)

自分 の真の姿 を理解すると，誘惑 に直

面 したときその知識 を生 かして誘惑 を退

け，正 しし.】行動をとることができます。

自分が神の子 であると啓示によって知っ

ていたモーセは， サタ ンに次の ように宣

言 しています。「汝，退 け。サタンよ，わ
あざむ

れを欺かざれ。神われに汝はわが生みた
のたま

る独子の生写 しな りと宣いたればなり。」

(モーセ1：16)結 果 は言うまでもあ り

ません。主はモーセを呼んで言われまし

た。「祝福なるかな汝モーセよ，そは全能
しか

の神なるわれ汝を選 びたればな り。而し

て汝は多 くの海 よりも強 くせ られん。 そ

は海も汝が神 なるかの如 くその命 に従 え

げな り。」(モ ーセ1：25)次 の主のみ言

葉によって，霊的な安 らぎはより確実なも

のとなりました。「われは汝 と共 にあ り。

すなわち汝の命数尽 くる 日までも共 にあの

り。」(モ ーセ1：26)

男性 と女性 の役割 を示す啓示 によって，

霊的な安 らぎは揺るぎないものとな りま

す。堕落の後，天父はアダム とイヴにみ

ずから親 しく語 りかけられ，それぞれの

役割を教 えられました。相互 の関係， そ

れぞれの役割， とるべ き行動，結婚 など，

男性 と女性にかかわるすべてのことは，

過去 も現在 も明確 に定義 されています。

それは私 たちが天与の役割を通 して強め

られるためなのです。

鞭

騒
欝灘

戒めに従 った結果がどんなものである

かを教 える啓示 によっても，霊的な安 ら

ぎは保障 されます。「さらに私 はお前 たち

が神の命令 を守 る人々の受ける幸福 な楽

しい境涯 をよく考えるように望む。 ごら

ん，その人たちはこの世 に関係のあるこ

とで も霊 に関係 のあることでもすべてに

祝福を受けて， もし最後 まで耐 え忍んで

忠実であるならば天 に迎 えられ， とこし

えに幸福な有様 で神 と共 に住 めるのであ

る。」(モ ーサヤ2：41)

つ まるところ，霊的な安 らぎは啓示に

よって徐々 に深め られ，救 いの儀式 を一

っ一つ受 けていくときに，揺るぎないも

のになっていきます。この救いの儀式 と

は主 との誓約 を意味 します。ジ ョン・A・

ウイッツォー長老は次のように述べてい

ます。「儀式が施 され，祝福 が授けられる

と，人は力を与えられる。この力は現世

での 日常茶飯事 から来世 にまでかかわる

ものである。それは単 なる知識や献身で

はな く，名 目で もない。言 うならば，日々

の生活に使 われる力 を実際に付 与す るこ

とである。」(「教義 と聖約のメ ッセージ」

G・ ホーマー ・ダラム編，p.161)

過 去 ，人々は啓示 によってイエス ・キ

リス トの降臨 に対す る確信 を得，聖なる

予言者 によって語 られた主のみ言葉が必

ず成就す ると確信 しました。私は意図的

にこれまでモルモン経 を引用してきまし

たが， この近代 に与 えられた啓示 も同 じ
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約束を伝 えています。 ベンソン大管長 は

次のように宣言され ました。「神 は私たち

に，モルモン経を様々に活用するよう期

待 してお られ る。……

私 たちは……福音の教えの基としてモ

ルモン経 を使わなけれ ばならない。……

モルモン経 ……(を)『 私 たちの学問 と

利益 になるように』 見立てる必要がある。

(1二 一ファイ19：23)ま た，教会に反

対 する人々に対処 するときにも，モルモ

ン経を使わなければな らない。……

私たち教会員は，……このモルモン経

を世界の隅々にまでも響 きわたらせ，証

する者 とならなければならない。」(エ ズ

ラ ・タフ ト ・ベンソン 『モルモン経 は神

のみ言葉 です』「聖徒 の道」1975年8月

号，p.367)

モ ルモ ン経は現代 に向けて記 されたメ

ッセージです。 したがって，私 たちが霊

的な安 らぎを確保 して救いの計画におけ

る協 力者 となれるように，モルモン経は

神 と予言者からの召 しにこたえる助 けと

なります。 しか も，今 日の誤 った考 えや

悪の影響 力は不安や不幸をもたらし，私

たちの倫理感や道徳感 を打 ち壊 そうとし

てい ますが，モルモ ン経は私たちがそう

した諸悪に立ち向かうのにも役立 ちます。

いついかなるときも世界のどこにあっ

てもどのような人であっても，人類 に示

された主の見地，すなわち唯一 まことの

物の見方 によって人生の体験を正 しく理

解 し判断するには，啓示を通 して主に立

ち帰 り，主 を信 じてより頼 むことが助 け

にな ります。主 に立 ち帰 り主の啓示を信

じるとは，疑念や不安 の渦巻 く時代 にあ

って，それ らに押し流 されない生き方 を

意味 します。

それは，奉仕 し正 しく選択する という

私たちの決意の土台となる ものです。 ま

た真の安全 をもたらし，イエス ・キ リス、

トのみもとに行 くときに授 けられる約束

を与えてくれます。主の くびきは負いや

すく，その荷は軽 いのです。

私 はみずからの生活 をもって，個人が

受 ける啓示 と聖典の持 つ力 を証いたしま

す。私 は神が生 きてお られ，エ ズラ ・タ

フ ト・ベ ンソン大管長 が生 ける予言者で

あることを知 っています。 イエ ス ・キ リ

ス トのみ名によって申 しあげます。アー

メン。



イエス ・キ リス トについ

てのモルモン経の証
七十人第一定員会会員

J・ 卜一マス ・ファイア ンズ

「イエス ・キリス ト・についてのもうひとつの証であるモルモン経の中の真理を

絶えず吸収して，あなたの霊の肺を永遠の生命の成分で満たしてください。」

r》 の大会 に出席するために，私たち

』 は様 々な交通手段 を利用 しました。

車やバス，列車などの陸路で来 られた方

もあれば，飛行機で来 られた方 もあ りま

す。 しかし， どのような交通機関を選ん

だにしても，私たちは皆同 じ目的地 に到

着 しました。

ここに着 くまでの間， だれ もが共通 し

て旱堂 していたものがほかにもあります。

安全 な旅 をするためにだれもが必要 とす

るあるものです。旅客機 を利用 された方

は， それについて乗務員から丁寧な説明

を受 けたはずです。飛行機 に乗 ると， ま.

ず 「ご搭乗あ りがとうございます」とい

う心地よいあいさつに迎 えられ，それか

ら入念な説明を受けます。「機内の気圧が

下が りますと，酸素 マスクが 自動的に出

てまい ります。 まずお手元のマスクをご

自分の鼻 と口にお当てにな り，その後助

けを必要 とするお子様方 に手をお貸 しく

ださい。」

空気中の酸素は非常に大切 なもので，

私 たちの体 はこの貴重な物質の供給 を絶

えず受 ける必要があ ります。わずかな時

問でも酸素が欠乏すると私 たちの精神 と

肉体 に重大な損傷を与 えます。酸欠状態

が長 びくと生命 さえ失 いかねません。 し

か し，その大切 さを留意させ られたのは

航空機の利用者 だけでした。正常な状態

であれば，空気 は私 たちの周囲の至る所

にあるか らです。みずからすべきことと

言えば，必要な酸素を肺に送 り込み， 身

体の重要な器官 に供給することだけです。

こうした生命 を維持 する物質を十分 に

供給 して も，70年 かそこらで，死すべき

肉体 は機能 を停止 してしまいます。では

この現世を越えて何が存在 するのでしょ

撚

懸

一嚇

粥

灘灘醗

灘

講

うか。幕 のかなたに持 っていけるものは

何でしょうか。モルモン経の中で， アミ

ュレクは次のように教えています。

「あなたたちが この世 を去る時あなた

たちの肉体 を離れる霊は，永遠の来世に

於て再びあなたたちの身体 に宿 る力を持

っているからである。」(ア ルマ34：34)

空 気 が肉体 のために必要であれば，霊

のためには何 が必要 でしょうか。それは

御父と御子 を知 ることです。

「永遠 の命 とは
，唯一の， まことの神

でいますあなたと， また， あなたがつか

わされた イエ ス ・キ リス トとを知ること

であ ります。」(ヨ ハネ17：3)

肉体 が酸素 に依存 しているように，永

遠の生命 も霊 の栄養素 を必要 としていま

す。一番大切 な霊の栄養素 とは，神 に対

する知識であ り，御子 に対 する知識です。

御子について学ぶうえで， この地上で最

もよいよりどころとなるのは何で しょう

か。 それはモルモ ン経 として知 られてい

る， イエス ・キ リストについてのもうひ

とつの証 を学、忌に とです。これによって

聖霊 を受 け，モルモン経 が真実であると

いう証を得 るのです。

この大会では，イエス ・キリス トにつ

いての もうひとつの証であるモルモン経

か らの真理が数 多く証 されて きました。

そして さらに多くの証が生 まれることで

しょう。私 たちは恵まれて，予言者がイ

エ ス ・キ リス トの降臨 を予見 して語 った

言葉 を，旧約聖書の中に見いだす ことが

で きます。次 に主が肉体 を持 って来られ，

多くの人に知 られたことが新約聖書の中

に記されています。その うえ，イエス ・

キ リス トについての もうひとつの証，つ
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まりモルモン経 という三重の祝福 を受け

ています。妻 のヘ レンと私は，数カ月で

モルモン経を数回読みました。その間，

私たちは次のように自問 してきました。

「もしこの書物がイエス ・キ リス トにっ

いての もうひとつの証であるならば，そ

れはどのように証 しているのだろうか。」

そこで私たちはこの特別な証をもう一

度読むにあたって，祈 りの気持ちをもっ

てみずからを備 え，救い主に関する聖句

をすべて書き留めることにしました。す

るとこの神聖 な記録の最初 のページを開

いた途端 に幕が開け， イエスはキ リス ト

であるという証がパ ノラマのように広が

っていったのです。

最初の情景 を紹介 しましょう。一心 に

主 に祈 るリーハイが次のような体験 をし

ました。

「一すじの火柱 が現われて父の前 にあ

る岩の上 に立った。 そして父は多くのこ

とを見た り聞いた りした。

父はまた天 の真中からおりてくる一人

を見たが，その人は真昼 の太陽 よりもま

ばゆく光 り輝 いているのが見えた。 そし

てこのほかにこの人についてくる12人 の

人たちも見たが，その人たちはみな大空

に輝 く星 よりも光 り輝いていた。 この人

たちは天からお りてきて地上 を歩いて行

ったが，一番初めの人が私 の父の前 にき

て立 ち，父に一冊の本を与 えてこの本 を

読めと言った。」(1二 一フ ァイ1：6，

9-11)

この ように天から与えられた示現 にリ

ーハイはどのように反応 したで しょうか
。

「父が見たり聞いた りしたことや
， さ

きに授 かったあの本の中で読んだことな

どが，一人のメシヤが降臨になることと

この世 の人々が聴 われることとを， はっ

きりかくすことなく現 わしていると証 を

した。」(1二 一ファイ1：19)

私 た ちはまだ二一フ ァイ第一書の1章

から探究を始めたばか りなのに，節を追

い，章 を進 めるごとに後か ら後から主の

実在が証 されていくのです。

二一ファイ第～書第13章 では，別名 を

主，贋 い主，メシヤ，基督 イエスと呼 ば

れる神 の子羊に関する記述が， わずか16

節 の中で22カ 所 も出てきました。

時間の都合で， この神聖 な記録の中に

ある人類の救 い主 についての記述 を数百

カ所 も省略 しなければな りません。実 に

600年 の 歳月が過 ぎていったこ とにな り

ます。さて ここで時間を取 って，次の情

景 を霊的に深 く味わ ってみ ましょう。

「神殿のまわ りには
，多勢の二一ファ

イの民が集 まって……すで にその死の し
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るしが現われたイエス ・キリストにっい

て話 し合 った。」(III二 一 ファイll：1-

2)

民 は声 を聞きました。 その後彼 らは再

びその声 を聞きましたが，それが何 を言

っているかわかりませんでした。

「さて
，この声は三度 まで聞 えたが，

かれ らはこのたびはよく聞 き分 けるよう

に心 を注 いで声のする方向へ 目を向け，

その声が出てくる天 をじっと眺めた。す
わか

ると三度 目にはその声の意味が解 った。

その声は，『わが喜 ぶ愛子を見よ。われ は
よ

これに由 りてすでにわが名の栄光 を示 し

ぬ。わが愛子 に聞け』 とかれ らに仰せ に

なっていた。」(III二一 ファイ11：5-7)

そ こで御父の招 きに答 えて，救い主 は

次のように言われました。

「『見 よ
，われは イエ ス ・キ リス トな

り。予言者 らがこの世 に来ると証 をした

るその者 なり。われは世の光 にしてまた
い の ち

世 の生命 なり。われは御父がわれに授け
さかずき

たまいしかの苦 き杯 をすでに飲 み，世の

人の罪をわが身に引き受 けて御父の栄光

を示 した り。世の人の罪をわが身 に引き

受 くることに於て，われは最初 よりすべ

て御父のみこころに従え り』 と。
むらが

イエ スがこの言葉 を言いたもうと群 っ

ていた一切の者は，キ リス トが昇天して

か ら自分 らに現われたもうと言う予言が

自分たちの間に伝 えられていたことを思

い出して地 にひれ伏 した。
むか

その時主は群衆 に向って言いたもうた。
あばり

『汝らわが肋にその手 をさし入れ
，わ

が手足にある釘あとに触れて，われがイ

スラエルの神 にして全世界の神なること，

またわれが世の人の罪を負うて一度殺 さ
た

れたる を知 るために起 ちてわれに近づ

け』 と。
むらが

そこで群っている人々は近 よってその

手 をイエスの肋 にさし入れ， また イエス

の手足にある釘あとに触れた。かれらは，

一人一人みなイエスに近 よってこれをな

し，各々みな目で見，手で触れて，この

御方が予言者たちによって この世 に来る
しる たしか

と誌されたお方である ことを確に知 リ，

また証 をすることがで きた。」(m二 一フ

ァイ11：10-15)

天 は開かれ，確 かな知識が地にもたら

されたのです。 さらに救い主のみ言葉は

続きます。



「次 に述、言くるはわが教義 なれ ど，わが

教義 は御父がわれに授 けたまい しものな

り。……われは御父が世界いたる所の人

人に悔 い改むべ きことと，われ を信 ずべ

きこととを命 じた もうことを証 す。

故 にわれを信 じてバプテスマを受 くる

者は誰にても救わるべ し。かかる者は神

の王国 に住む ことを得 る者な り。」(m二

一フ ァイ11132-33)こ こで再び
，数百

年に及ぶ聖なる記録 の記述 をかな り省略

させていただかなければな りません。そ

してこの記録の最後のペー ジから， あの

なっかしい声が聞こえてきます。
み も と

「キ リス トの御許 に来てキ リス トによ

って全 くなれ。すべて神のみこころに背

くことを捨てよ。 もしこの ようにして勢

いと心と力 とをつ くして神 を愛するなら

ば，神が あなたたちに与 えた もう恵みは

充分である。恵みが充分 ならばあなたた

ちはこの恵みを受けてキ リス トにより全

くなる。 もし神の恵みを受 けキ リス トに
ちか ら

よ り全 くなるならば，決 して神 の能力と

権能 とを否定することができない。

もしあなたたちが神の恵みを受 けキ リ

ス トにより完全 な者となって，神 の能力
め ぐみ

と権能 とを否定せぬならば，神の、恩恵を
こうむ

蒙 りキリストによ り聖 められ，御父の誓

約の中にあること，すなわちキリストが

血 を流 したもうたことに'よりあなたた ち

は罪の赦 しを受 けて汚れを除かれ聖 くな

る。」(モ ロナイ10132-33)

飛行 機で， あるいは車 やバス，列車で，

私 たちはこの同 じ目的地 に着 きました。

私 たちを招いているもうひとつの共通の

目的地があります。天父と共にある永遠

の生命です。私たちの死すべ き体が酸素

に依存 しているごとくに，永遠の生命 も

霊的な糧 によって養われているのです。

永遠の生命への旅路にあって，皆様 に

心を込めて申しあげます。「ご搭乗 ありが

とうございます。」

イエス ・キリス トについての もうひと

つの証であるモルモン経の中の真理を絶

えず吸収 して， あなたの霊 の肺を永遠 の

生命 の成分で満 たしてください。 そうす

れば再 び御父のみ前にたどり着けるで し

ょう。

今 日，救い主は生 きてお られ ます。 こ

の証を聖なるイエス ・キリストのみ名に

よ り申 しあげます。 アーメン。

聖徒 の道/1987年 ア月号

忍耐
十二使徒定員会会員

ジョ'セフ ・B・ワース リン

幸福への鍵

「私たちは，努力がなければ得られないものかどうか，自分にとって良いもの

かどうか，正当なものかどうかにはまったくおかまいなしに，欲しいものをす

ぐに要求する傾向があります。」

人
類 に下 された最 も大いなる言葉 の

ひとつは，モルモン経の中の次の

一節ではないで しょうか。「アダムが堕落

したのは人類を生ずるためであ り，人類
あ

が現世 に在 るの は幸福 を得 んためで あ

る。」(II二 一 ファイ2：25)こ れ は，人

生の主要 な可能性 を捕 らえた言葉です。

私 はこれに，忍耐を学んでこそ人は真の

喜 びと幸福 を得 られるとつけ加 えたいと

思います。

辞書 には，忍耐 とは苦痛や悲 しみに文

句 を言わず静 かに耐 えること， あせらず

血気 にはやらないこと，逆境や困難，反

対に出会って も確固 とした態度 でいるこ

とと定義 されています。

モルモン経の中で，アルマは忍耐 につ

いて私 たちにわか りやすく説明 してくれ

ています。彼は地にまかれた種が大きな

木に生長 するたとえを用いながら，眼識

のある言葉を述べています。「種子か ら生

える木が生長 し始め……あなたたちがよ

く注意 してこの木を養い育てるならば，

根 を下 ろして成長 し実を結ぶであろう。
つ と

このように……勉めはげみ，厚い信仰
も つ

を以て気長に御言葉 を養い育てるならば，

やがてその言葉の実 をとって腹 に満ちる

までそれ を食い， もう飢 えることもなく

渇 くこともないであろう。 この言葉の実

は最 も貴重であってあらゆる甘いものよ

りも甘(く)… …あなたたちは……信仰

と勤勉 と忍耐に対する報 いを受けるであ

ろう。」(ア ルマ32：37，42-43〉

は たして，私 たち教会員 はモルモン経

を，神聖 な聖典 のひとつ として十分 に認

識 しているで しょうか。人生の様々な試

練 に対処 していくうえで，忍耐がなぜ必

要なのかを，二一ファイは次のように明

確な言葉 で説明しています。「それは，す

べての物事 には必ずその反対の ものがな

ければならぬからである。…… もしも物

事 にその反対 のものがないならば，正義
あわれ

も不正も聖潔 も憐 むべき様 も善 も悪 も生

ずることができぬ。 それであるか ら，す

べての物事 はみな合 して一つ とな らなけ

ればな らない。……
お きて

もしも律法がないと言うな らば また罪

もないと言わずばなるまい。 もしも罪が

ないと言うな らば， また義 もないと言わ

ずばなるまい。 しか して， もしも義がな

いならば幸福 はないであろう。義 も幸福

もないならば，罰 も不幸 もないであろう。

そして， もしもこれ らの事 がないならば

神 もまたないのである。従って， もし神
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がないならば我々もなくこの大地 もない。

何 となれば， これぞは作用するものも作

用せられるものもないか ら万物 の創造が

で きるはずもなく，従 って万物 はことご

とく消えうせていたに違 いないからであ

る。」(II二 一 ファイ2：11，13)

使 徒 パウロは，忍耐する目的 について

ローマの聖徒 たちに次のような書簡 を送
かんなん

っています。 「(わたしたちは)… …銀難

をも喜んでいる。なぜなら，蝦難は忍耐

を生 み出 し，忍耐は錬達 を生み出 し，錬

達は希望 を生 み出すことを，知 っている

か らである。」(ロ ーマ513-4)

今 か らちょうど40年 前，大管長会 の一

貝であったJ・ ルーベン ・クラーク ・ジ

ュニア副管長 は，「伝統的 な支 えを見失

う」というテーマで話を し，私 たちがい

かに十戒 の教 えか らそれてしまっている

かを指摘 しました。(「チャーチニ ューズ」

1947年3月8日 ，pp.8-9参 照)

40年 前 にそうした状態であったとした

ら，今 日はどうで しょうか。1947年 代 は，

テレビやコンピューターが誕生 したばか

りで，人工衛星による放送や ビデオもな

く， コンピューターによる詐欺行為 など

も存在 しない時代でした。当時 に比べ，

現在 は確 かに礼儀や慎みといった面 で道

徳が低下 しています。当時は赤面 し，恥

ずかしさのために顔 をそむけてしまうよ

うな卑わいな事柄やヌー ド，ポル ノグラ

フィーをあお り立てるような物が，今 日

では雑誌 やビデオ となって公然と私 たち

の 目に入 ってきます。十分 に気 をつけて

いないと， こうしたものは家の中にまで

自由に入 り込 んできて しまいます。私た

ちはひとつの民 として，今 日予言者 の言

葉に十分聞 き従 っていないために，伝統

的な支えからさらに遠ざかってしまって

います。

私 たちを奮 い立たせ，行動 へと駆 り立

ててくれるためには，ある程度のあせ り

や短気な気質 も必要か もしれません。 し

かし，今 日見られる困難 や不幸 は，忍耐

力のなさに起 因している場合 が多いので

す。 自分 自身に対 して，家族 や友人に対

して，さらには主に対 してまでも忍耐 を

欠いてしまうことがあまりにも多すぎる

ようです。私 たちは，努力がなければ得

られない ものかどうか， 自分 にとって良

いものか どうか，正 当な ものかどうかに
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はまったくおかまいなしに，欲 しい もの

をすぐに要求 する傾向があ ります。また

アルコールや麻薬に頼 ることであらゆる

欲求 を即座 に満足させた り，結果を考 え

ずに不正 を働 いたり，怪 しげな投資をし

た りして一時的な富を築 こうとする人 も

います。 ほかの どの時代 にも増 して，今

日ほど忍耐力の行使がむずか しく， かつ

必要 とされている時代はないのではない

でしょうか。

聖典か ら学ぶ忍耐

主は末 日聖徒 に，み業に従事 するに、§・

さわ しい神 の特質のひとつである忍耐心

を与えてくださいました。(教 義 と聖約

4：6参 照)そ して主 は，聖徒 たちに，

苦難の中にあっても忍耐することを忘 れ

ない よ うに(教 義 と聖 約24：8;31：

9;54：10;98：23-24参 照)，忍耐 を持

って物事の決断をするようにと勧告 して

おられます。(教 義 と聖約107130参 照)

さ らに救 い主 は私 たちに完全 になるよう
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に 教 え(マ タ イ5：481HI二 一 フ ァ イ

12：48参 照)， こ の よ う に 言 っ て お ら れ ま
なんじ とどま あたわ

す。「汝らは今神の前に留 ること能 わず，
ため

また，人の為 に導 きと恵みを施 す天使 と
お ゆえ

共に居ることも能わず。この故 に汝 ら全

くせ らるる まで引 きつずき耐 え忍 ぶべ

し。」(教 義 と聖約67：13)

忍 耐の模範

主イエ ス ・キ リストは，忍耐 の完全 な

模範です。真理 に関しては決 して妥協 さ

れることのない主 も，この世 にあってみ

業 についてお られたときはたびたび忍耐

を示 され ました。主 は，十二使徒を含め

弟子たちの信仰が薄 く，主 の神聖な召 し

をなかなか理解できないでいるときにも

忍耐 を持 って彼 らを導かれました。また

ご自分 を苦しめた群衆，罪 を犯 した女，
いや

癒 しの力 を求めた人々，幼な子たちにも

忍耐を示 され ました。そして最後には，

あざけりの中での裁判とはりつけの苦 し

みを も，忍耐を持 って身に受けられたの

藍雁



です。

改宗 してからローマで殉教 するまでの

約30年 問にわたる伝道中，使徒 パウロは

5度 もむち打たれ，少な くとも3度 は意

識を失 うほどのひどい打ち方をされてい

ます。また数 回にわたり投獄され，船 は

3度 にもわた り難破 し，あるときは石で

打 たれ，死んだようになって道 に横 たわ

っていたこともあ りました。このような

苦難 にもめげず，彼 は力強 く伝道の業を

推 し進 めたのです。彼はローマ人にこう

書 き送 っています。「神は，おのおのに，

そのわざにしたがって報 いられ る。

すなわち，一方では，耐え忍んで善 を

行 って，栄光 とほまれと朽 ちぬ ものとを

求める人に，永遠のいのちが与えられ，

他方では，党派心 をいだき，真理 に従 わ

ないで不義 に従 う人に，怒 りと激しい償

りとが加 えられる。」(ローマ2：6-9)

予 言 者 ジョセフ ・ス ミスの受 けた苦難

や苦悩は， 多くの点でパウロのそれに似

ています。 ジョセフ も投獄 され，暴徒 に

襲われ，打たれ ました。さらに彼は，背

信的な側近の裏切 りにも遭 い， ひどく心

を悩 ませました。 しかしジ ョセフは，反

抗 され裏切 られたあとも，彼 らに友情の

手を差 し伸 べることをやめませ んでした。

何年 も前のことですが， ドイツ ・オー

ストリア伝道部で伝道部長 をしていたロ

イ ・A・ ウェルカー兄弟 は， オース トリ

アのザル ツブルグにある支部の問題解決

のために， ひとりの宣教師を派遣 する必

要 を感 じていました。 この伝道部 には間

もなく8人 の新 しい宣教師が到着 するこ

とになっていました。彼はその中にひ と

りで も，オース トリアで働 けるような ビ

ザとお金を持っている人がいるようにと

祈 りました。彼 は答えを求 めて，2週 間

祈 り続けたのです。8人 の宣教 師が到着

する前の晩，伝道部長 は， ザルツブルグ

に派遣すべき宣教師の名前 を，主のみた

まのささやきによって知 らされました。

ささやきを通 して知 らされた人は，オー

ストリアに行 くための必要 な備 えがすっ

かりで きていました。 その宣教師 とは，

ほかならぬ私 でした。

伝道部長の見せた忍耐は，その支部の

問題解決 に寄与 しただけでなく，予期せ

ぬ方法で私 と私の家族 に祝福 を残すこと

とな りました。

聖徒 の道/1987年7月 号

私 がザルツブルグに着任 して間 もな く，

その地域一帯 は， ドイツ ・オース トリア

伝道部か らスイス ・オー ス トリア伝道部

に変 わったのです。その後 スイスのチュ

ーリッヒに転任 にな った私 は
， ジュリア

ス ・ビルター兄弟 という温厚で親 しみや

すい系図専門家 の会員 と知 リ合 うことに

なりました。彼は私 の先祖の系図 に関連

した記録 に詳 しく，6，000人に も及ぶ私の

先祖 の名前 を探 し出して くれたのです。

のちに，私 は彼 らのための神殿の儀式 を

すべて終 えることができました。

今日求め られる忍耐

私 たちは， 自分 自身に対 して忍耐強 く

なければなりません。 自分 自身の短所や

長所 をよく知 り，正 しい判断のもとに選

択 や決定 を下 し，あらゆる機会 を利用 し

ながら，従事 する仕事に最善 を尽 くして

いかなければなりません。最善 を尽 くし

ている限 り，不当に落胆 した り失望する

必要はないのです。 たとえゆっくりでは

あっても，得 られた進歩 に満足すべ きで

す。

また，証を強めて いくにも忍耐が必要

です。即座 に得 られ る劇的な示現 を期待

するのではなく(そ れも必要 に応 じて与

えられますが)，証 を求 めて祈 り，聖典 を

学び，予言者やほかの教会指導者の助言

に従 い，福音の原則に添 った生活をして

いくのです。そうすれば私 たちの証は自

然 に強 まっていき，気づかないときがあ

って も生活の原動力 とな ってくれるはず

です。

家族や身近な人々に対 する忍耐 は，幸

せな家庭 を築いてい くうえで欠かす こと

ができません。 しか し現実 は，家族 とい

った身内の人々に対 してよ りも，他 人に

対 しての方がよ り忍耐強かった り，丁寧

であった りということが多いようです。

そしてどうい うわけか，非難やとげ とげ

しい言葉， 口げんかなどは，外 よりも家

の中で聞かれることが多いのです。

夫 は妻 に対 して，妻は夫 に対 して忍耐

強 くあってください。完全 を求 めてはい

けません。生 じて くる相違点を解決する

ためにお互いに納得 のい く方法 を見いだ

してください。結婚生活に関するマ ッケ

イ大管長 の次の助言を思 い起 こして くだ

さい。「結婚前は目を大 きく開 け，結婚後

は半分 つぶりなさい。」(「大会報告」1956

年4月 ，p.9参 照 〉時にはあなたの妻が先

に車 に乗 り，子供の用意をしている夫を

せかせて，警笛 を鳴らすこともあり得る

のです。

親 である皆 さんは，子供 に対 して忍耐

強 くあってください。 たとえ同じことを

何度 も繰 り返す必要があっても，小さな

子供たちに本 を読んであげたり，宿題の

助 けを して あげてくだ さい。 リチ ャー

ド・L・ エバンズ長老 はこのように言 っ

ています。「子供たちは，どんなささいな

問題でも安心 して親にゆだねられること

がわかると，のちにより重大 な問題をも

ゆだねて くるよ うになる。」(「エ ンサイ

ン」1971年5月 号，p.12)子 供 たちの持 っ

ている自然の好奇心をうまく利用 しなが

ら，彼 らの学習意欲を高めてあげてくだ

さい。 また福音の原則を，やさしい，わ

か りやすい言葉で教 えてください。子供

たちが家庭の夕べや家族の祈 りを乱すよ

うなことがあって も，忍耐を忘れず， ひ

たすら福音や教会の指導者，救い主に対
けいけん

して，あなた方が抱いている敬慶な気持

ちを伝 えてください。

若人 に対 して，特に子供 から大人への

変換期 にある人々に対 して忍耐強 くあっ

てください。彼 らの多くは，外見や考 え

方では大人のようであって も，大人とし

ての判断 を下せるだけの経験 を積 んでは

いません。彼 らが必要 な経験 を積 み，危

害 を加 えるような落 とし穴にはまらない

よう導いてあげてくだ さい。

灘翻

灘

聯寿 躍
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子供の立場にある皆 さんにも申しあげ

たいと思います。両親 に対 して忍耐強く

あって ください。デー トや服装のこと，

また最近の音楽や家の車 を使 うことなど

の重要な事柄 について両親が少 しも理解

していないと感 じていても， とにかく彼

らの意見 を聞 いてください。皆さんの両

親は，皆 さんが まだしていない経験 をた

くさん積 んできているのです。皆 さんが

出会 う誘惑やチャレンジの中で，彼 らが

経験 していないものは， ほとんどないは

ずです。私が今述べたような重要 な事柄

を親 にはわかって もらえないと思い込ん

でいる人々は，ぜひとも両親の高校や大

学時代 の卒業記念アルバムを開いてみて

ください。大切 なことは，両親は皆 さん

を愛 してお り，皆 さんが真 の幸福 を得 る

ためにで きる限 りの ことをするつもりで

いるということです。
　

私はさらに，経済的な事柄 に関しても

忍耐強くあるよう勧 めたいと思います。

性急な経済上の決断は避けてください。

経済的な問題に決断を下すには，忍耐 を

もって入念に検討することが必要です。

一獲千金的な試 みが功 を奏することはめ

ったにあ りません。借金には十分注意 を

払ってください。利息 に税金がかか らな

いか らといって，容易 に入手できる貸付

金 には特 に気をつけてください。若 い夫

婦の皆 さんは，皆 さんの両親が長年 の努

力の末，手に入れ た家 や自動車，電気製

品， そのほかの調達 品のそろった中で結

婚生活のスター トを切 ろうなどと考える

べきではあ りません。

最後 に，天父 と永遠 の進歩 に関する計

画 に対 しての忍耐 について触れてみたい

と思います。 まず天父に対 して忍耐心を

失 うことは， まったく愚 かなことと言え

ます。なぜなら天父は全知全能のお方で

あ り，私 たちの霊 の父だからです。 また

そのみ業 と栄光 とは，御子イエス ・キ リ

ス トを通 して 「人に不死不滅 と永遠の生

命 とをもたらす」(モ ーセ1：39)こ とだ

か らです。二一ル ・A・ マックスウェル

長老は次の ように言 っています。「忍耐

は，天父に対 する我々の信仰に深 く結 び

ついている。我々が天父に対 して不 当に

忍耐に欠けるということは，神 ご自身よ

りも我々の方が知識が あることを示唆 す

るものであ り，少なくとも，我々の時間

表が神 ご自身のものよ りすぐれていると

自負 していることになる。いずれにせよ，

神が全知全能のお方であることを疑 うこ

とになるのである。」(「エンサイン」1980

年10月 号 ，p.28)

また リチャー ド・L・ エバンズ長老 は

このように言 っています。「かつて宇宙の

創造主がせわしく事 をなされたという証

拠 は，どこにもない。代わ りに，この豊

かな美 しい地球の至 る所 に，また天空の

34

端 に至 るまでも主の忍耐ある目的 と計画，

み業の証拠が満 ちている。」(「大会報告」

1952年10月 号 ，p.95)

次 にマービン ・」 ・アシュ トン長老の

言葉 を引用してみましょう。「我々は，神

が忍耐 してくださるかどうかを心配 する

には及ばない。 なぜなら，神は忍耐の権

化であられるか らである。我々の過去の

行動 や現在の 自分 に対す る考 え方が どう

であろうと……神 は 〔我々を〕見捨てら

れ ることはな い。」(「年度講話 ：ブ リガ

ム ・ヤング大学礼拝 説教1972-1973」 ユ

タ州プロボ，ブ リガム ・ヤ ング大学出版，

1973年 ，p.104)

私 は，主がご自分 の民 に忍耐を示 して

くださっていることに深 く感謝 していま

す。また私個人に示 して くださっている

忍耐 と，イエス ・キ リス トが神 であるこ

とを証する特別 な証 し人 として働 ける機

会 に心 から感謝 しています。

私 は世 界各地の教会 を訪れて， いかに

大勢の人が忠実に福 音の原則 に従 って生

活 しているかを目にし，喜 びでいっぱい

です。 そのような方々に，私 は次の主の

約束をお伝 えしたいと思 います。「そは生

くる者は地をつ ぐことを得，死ぬる者は

全 く働 きを休みて安息を得。……わが備
す まい おい かんむり

えたる父の住居に於て冠 を受 けしむれば

な り。
しか

然 り， その足 シオンの地の上に立ちて，
お さいわい

わが福音 に従 い居る者は幸福 なるかな。

その者は報いζして地の善 きものを受 け

・天よ り祝福を もて冠 を受 くべ〔し。〕」

(教義 と聖約5912-4)

私 はこの世 にあって，不安や試練，様

様 な圧力 や苦難 に直面し，逆境 の最 中に

立たされても忍耐強 くあるように祈 って

やみません。

忍耐は神の特質のひとつであることを

証 し，話 を終 えたいと思い ます。私 は天

父が生 きておられ，私 たち一 人一人を愛

してくださっていること， またイエスは

キ リス トであ り，私 たちの主，救い主で

あることを証 します。主はこの末日にジ

ョセフ ・スミスという予言者を通 じて福

音を回復 されました。エズラ ・タフ ト ・

ベ ンソン大管長 は， このみ業を指導 され

る主 の予言者 です。 これ らのことをイエ

ス ・キリス トのみ名により証 申しあげま

す。 アーメン。



一致 して神の王国を

建てる
十二使徒定員会会員

L・ トム ・ペ リー

「ねたみや陰口はないでしょうか。兄弟姉妹の成功を自分のことのように喜べ

るでしょうか。すべての人が私たちのように富んだ者となれるよう，持ち物を

分かち合っているでしょうか。そして最後に，私たちは兄弟姉妹の守 り手，『番

人」になっているでしょうか。J

記されています。 この中でヤコブは，民

の心に巣食 っている富や誇 りへの執着心

を非難 しています。彼 は民 に，心を再び

主に向けるように訴 え，こう話 していま

す。
ゆたか

「あなたたちは天の幸を豊に賜わって

多くの宝を手に入れたけれ ども，あなた

たちの中にはほかの兄弟たちよ りは沢山

に宝を手に入れたから心が高ぶ り，その
こ ろ も

衣服の値 が高いのを自慢 し，また自分 は

ほかの兄弟 たちよりもすぐれているから

と思ってこれを苦 しめる者がある。

しかし私の兄弟たちよ，あなたたちが
ただ

このようなことをして神 はこれを義 しい

としたもうであろうか。いや，かえって

あなたたちを罪ありとしたもうのである。

あなたたちが もしもかた くなであって，

このような行いをつずけたな らば，神の
すみやか

裁 きが必ず速 にあなたたちに下 るに違い

ない。」(モ ルモン経ヤコブ2：13-14)

人 は，往々 にして繁栄すると同時 に主

か ら離れていきます。繁栄 し，豊かにな

ると，人は高慢 にな り，貧 しい兄弟姉妹

を見下げ，彼 らを自分 より劣 っていると

考 えるのです。 ヤコブの言葉 にはあ りま

せんが， この逆 について も言 えます。裕

福でない人々が恵 まれていないと感じ始

め， 自分 の持 っていない物 に心を奪 われ

て しまうのです。そ して 自分がそのよう

な苦境に立たされていることで，他 人を

責 め，主 を責 めるのです。 こうしてつい

には，主 から離れていくのです。

大切なのは，富の多少にかかわらず，

主はこの世の財産 に対する執着心 と王国

建設への無関心 さをとがめ られるという

ことです。

ヤコブはさらに次の ように勧告 してい

ます。「あなたたちは自分 の兄弟を自分 自

身のように思 え。かれ らと皆親密にして，

あなたたちの ようにかれ らも富者になる
おし

ように惜 まずにあなたたちの財産を与え

大
管長，私 は大管長のお話 に非常 に

深 い感銘 を受 けています。私 もま

たモルモ ン経をテーマにお話 ししたいと

思います。モルモン経は，一千年 にも及

ぶ人類の歴史を振 り返ることによっての

み得 られる，将来への展望 を可能にさせ

てくれる偉大な古代 の記録です。 この記

録の中に，私 たちは，義 に舞い戻 っては

離れていく民の姿を見ることができます。

また，彼 らの神へ の信仰 と神 の王国建設

への願望 から来 る一致や，人々の心 が利

己的 な欲求， 肉欲的 な快楽，富 やこの世

の財産に向いたときに起 こる争 いをも見

ることができます。

古代アメリカ大陸 における予言者の最

初の警告 のひとつは，ヤコブ書の2章 に

暮

藤

躇

隷己}組

段

騨

難

聖徒 の道/1987年7月 号 35



1騒1

　-
-黙 』 　 -灘

「だ

鱗 謬嶺、鐸 鵠

麟 雛"』

?窪1

1蟹，灘灘雛 籍簸 麗 難.
灘 灘 懸 餐

恢， 売 .・ 鰍 一

灘 繍1懸 撚 鑛 、 濃 、 …麟r「

圏 闘灘.、.㎜.嚢 麗 灘
灘 醗 灘 灘灘…麟灘躍

、i

灘 購 麟
「，

鋤 蕪 鍵
.曜

麺

.譲脚 暫 一

箒 一

潜

郭

懸 懸

灘 　

　

蕩舗

撫 謝

，r己 マ 阻

纒欝
、欝灘鰹

些鰍

，歴灘 『一灘 『

　 て

、鱗 灘
にお が

、纒鑓
一 鍵

、鱗 匡 窯撃「 覗 ，

窺、 「 翻

鰻灘

簿菱鑛麟

調 雛

よ。」(モ ルモン経ヤコブ2：17)

「自分 を愛するように隣 り人 を愛せ よ」

というあの第二の大 いなる戒 めが， ここ

にもぴった りあてはまります。ヤ コブは

民に対 し， 自分 よりも貧しい兄弟姉妹 を

差別せず， 自分の持 っているものを彼 ら

と分かち合 うようにと説いています。

「財産を求める前にまず神の王国を求

めよ。

あなたたちがすでにキ リス トに望 みを

もってから宝を求めたならばその通 りに

宝が手 に入るであろう。 しかし， その時

あなたたちがその宝を求める目的 は，裸

でいる者に着物 を着せ，飢えている者 に
ゆ

食を与え，束縛されている者 を救 って自

由にし，病んでいる者 と悩 んでいる者 と
よ い こ と

を救 うなど， およそ善事 を行 うことであ

る。」(モ ルモン経 ヤコブ2：18-19)

主 か ら与えられる戒 めの中で，物事 の

優先順位が問題になる場合 がよくありま

す。主 は私たちに，繁 栄してはならない

と言 っておられるのではあ りません。 も

しそうだとした ら，それは富をもって民

を祝福 したという主に関する多くの記録

に矛盾 して しまいます。主 は，まず主 を
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求め，主を見いだし， そののちに富を求

めるようにと言われているのです。そう

することによって，私 たちの心は正 され，

第一 に主 を愛するようにな ります。そ し

てその結果，私 たちは得た富を神の王国

建設のために使 うようになるのです。

多くの予言者が語 っているように， モ

ルモン経の記録 が保管され，奇跡的な状

況の中で翻訳のためにジ ョセフ ・ス ミス

の手 に託 されたのは，何 よりも，今の時

代の人々に警告 を与 えるためで した。 し

たがって，私 たちも民に対するヤコブの

勧告 に十分心 を留め， この聖典を，今の

時代の私 たちに向けて書かれたものとし

て読む必要があります。主のみ言葉 は，

私 たちの心に深い反省を促 して くれ ます。

生活の中の優先順位 はどうだろうか。何

よりもまず，永遠に関する事柄 に最大の

投資 をしているだろうか。永遠 に目を向

けているだろうか。 この世 の事柄 に財産

をつぎ込 んでしまい，主の ことを忘れ去

るというわなにはまリ込んではいないだ

ろうか。

もちろん， これらはどれ も容易 に答 え

られる質問ではありません。 しかし，私

灘i

たちは具体的な実例から， はっきりした

理解を得 られ る場合 がよくあ ります。そ

れはほかの方法では見いだせないもので

す。教会の初期 の指導者たちの物語は，

神の王国 を第一に求めるということがど

ういうことかを，私たちに教えてくれる

すばらしい模範 となってきました。そう

した逸話が実際に私にとって大 きな意味

を持ち始めたのは，若い宣教師として伝

道 に出てからです。当時の宣教師たちは，

現在のような豊富な教材 には恵まれず，

持 ち物 と言えば，聖典 と 「時満 ちたる時

代」 という題 のレコー ド数枚 と蓄音器の

入った大 きな黒いケー スだけでした。私

はいつ も自分 より背の低 い人が同僚 にな

るようにと願 っていました。なぜなら，

この大 きな黒いケースをほうきの柄 につ

るし， それをふたりで運んでいくときに，

自分 の方が背が高ければ，重心が同僚の

方に移動 して くれるからです。 これらの

レコー ドには，最初 の示現からノーヴー

時代 に至 るまでの教会の初期の歴史が収

められていました。

その中に，聞 くたびに私 も同僚 も涙を

禁 じ得ない逸話が入っていました。 それ
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の人々と親 しくし，財産 を惜 しまず分か

ち合 うようにという彼の民に対 する言葉

の中に，一致の精神 を促すメッセージを

読みとることができます。(ヤコブ2：17

参照)

以 上のことから，私 は，教会の兄弟姉

妹に対する接 し方によって， 自分 が神 の

王国を第一に考えているか どうかがわか

るという確信 を得 ました。私 たちの間に

は，一致 を深 めてくれる特別 な絆がある

でしょうか。 ねたみや陰口はどうでしょ

うか。兄弟姉妹の成功を自分 のことのよ

うに喜べるで しょうか。 すべての人が私

たちのように富んだ者 となれるよう，持

ち物を分 かち合 っているでしょうか。 そ

して最後に，私 たちは兄弟姉妹 の守 り手，

「番人」 になっているで しょうか。

私は世界中の教会 を回 っていて，多く

の建設的な事柄 を目にし，驚かされてい

ます。 それでもなお，私たちはひとつの

民としてまだ十分に可能性 を発揮 して い

るとは言えません。必ずしも一致協力 し

ているとは言えないのです。個人的な名

誉 や成功の方に関心が行 き過 ぎて，神 の

王国建 設という共通の 目標 に対する関心

が薄すぎるようです。

主が私 たちに求 めておられるすべての

ことに目を向けると，圧倒 されてしまう

かもしれません。しか し言 うまでもなく，

多く与えられる者は， 多く求め られ るの

です。大 きなチャレンジを前 にしたとき

は，段階的に対処 していく方法を考える

とよいでしょう。 まず一歩を踏み出 し，

さらにまた一歩ずつ踏 み出 していくので

す。 どんなに小 さな歩みで も，主 は喜 ん

でくださるに違いありません。なぜなら，

主はその限 りない知恵によって， しばし

ば小 さなことから大 きなことが起 こるの

をご存 じだからです。

最初 の一歩 は，普通，主 と主の輝かし

いみ業 に対 する決意を深めることか ら始

まります。すなわち，主のみ業 を第一 に

考 えるという決意です。そのあとは， こ

の最初 の決意に従 って歩みを進 めていく

のです。 もちろん進む方向は様 々です。

私たちは，教会の兄弟姉妹に奉仕する

ことによって援助 を与えることができま

す。福音 を受 け入れていない人々のとこ

ろへ行 って，真理 に改宗 させることもで

きます。 また，神殿 に行 き，死者のため

の偉大な瞭いの業 をすることもできます。

主のみ業 に従事 する私 たちの熱意が深 ま

れば深まるほど∫主は私たちの能力を高

めて くださいます。 また同じ業 に働く民

としてさらに親近感が深 まります。主の

ため に， またお互 いのために払 う犠牲 を

通 して，私たちは神の子供 としての自分

の才能 に気づき，主の輝かしい最後の降

臨のために道 を備 えることができるので

す。

私 たち一人一人が， ほかの何 よりもま

ず神の国 を第一に求めるというチャレン

ジを受 け入れることがで きますように，

またそうすることによって，ひとつの民

としての親近感を深め，心と思 いにおい

てひとつ となれ ます ように， イエス ・キ

リス トのみ名 によ リヘ りくだりお祈 り申

しあげます。 アーメン。
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●1987年4月4日(士)神 権部会

神権の祝福
十二使徒定員会会員

ダ リン・H・オーク ス

「信仰を込めた熱心な求めに応じて，いつでも聖霊の導きのままに神権の祝福

を授けられるように備えてください。」

18
66年 の春， いわゆるブラック ・ホ

ーク戦争 と呼ばれる戦いで
，開拓

者たちは，ユタ州南部 の大勢の住民に襲

いかかるインディアンの激 しい攻撃 を撃

退 しようと，苦慮 していました。 ヒーバ

ー ・C・ キンボール副管長のふたりの息

子もこのとき，3カ 月間だけインデ ィア

ンの討伐隊に招集され ました。息子たち

の出発 に先立って， キンボール副管長 は

彼 らに神権 の祝福 を授けました。副管長

は明 らかに，息子たちが兄弟である レー

マン人の血を流すことを恐れて，神が こ

のイスラエルの一族 に立てた偉大な約 束

をまず述べ ました。 そして，息子たちを

祝福 し，行 く先々でひとりのインディア

ンとも出会わないことを約束 しました。

闘志 に燃え，硝煙のにおいにあこがれて

いた息子たちは， これを聞 いてがっかり

して しまいました。 しかし，祝福は成就

しました。3カ 月後に，彼 らは戻 ると次

のように当時の模様を伝 えました。

「私 たちは……敵意に満ちたインデ ィ

アンの様々なグループを追って，何マイ

ルも馬で旅をした。そ してあちこちで何

回もインディアンに接近 した。彼 らは，

私 たちの行 く先々で周辺 の村 々を襲い，

住民を殺害 して，家畜を追い散 らした。」

しか し，一行 はひとりのイ ンディアン

とも出会 うことがなか ったのです。(オル

ソン・F・ホ イッ トニー 「使徒 ヒーバー ・

C・ キ ンボールの生涯」pp.439-41)

神 権 の祝福 の中で，主の僕は，聖霊の

導きの ままに神権 を行使 し，祝福 を受け

る人の利益 となるように天の力を呼 び寄

せます。 そのような祝福 は，メルケゼデ

ク神権者 が施 すことができます。 この神

権 はあらゆる霊的な祝福 の鍵 を握 って い

ます。(教 義 と聖約107：18，67参 照)

神 権の祝福 には様 々な種類があります。

これから数 々の事例をあげるにあたって

は，神権の祝福 はそれを必要とするだれ

にで も与えられますが，要請がなければ

授 けられないという点 を心 に留めてくだ

さい。
いや

病人の癒 しの祝福 は，聖典にあるよう

に最初 に油 を注ぎます。(ヤコブ5：14-

15;マ ル コ6：13;教 義 と聖約24：13-

14;42：43-48;6619参 照)祝 福師の

祝福 は，聖任を受 けた祝福師が授けます。

大切な決定を下すために導 きを望 んで

いる人は，神権 の祝福 を受 けることがで

きます。個人的 な問題 を解決するために

霊的な力を特別 に必要 としている人も，

祝福 を受 けることがで きます。妊婦 も出

産の前 に祝福 を受 けられます。 ふさわ し

い父親が，結婚 を前 にした息子 や娘 に神

権の祝福 を授けた貴 い思 い出を，多くの

末 日聖徒 の家族 は記憶にとどめています。

また，子供 たちが何 かの理由で家庭 を離

れ るとき， たとえば学業や兵役，長期 の

旅行 の場合，父親の方から神権 の祝福 を

申し出ることもよくあ ります。

新 しく召 された宣教師も，出発の前 に，

父親 の祝福 をよく希望 します。私 には全

盲の友人がいますが，彼は父親から次の

ような祝福 を受 けたことを覚えています。

「あなたが持つ障害にもかかわらず
，伝

道を無事終 えることができるでしょう。

召 しを立派 に果 たし，人々に対する愛が

深 まるで しょう。」ひと りのすばらしい末

日聖徒の生活に， この祝福が成就 したこ

とを，私 は証 します。

以上のような状況の中で授 けられる祝
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福 は，時に 「慰 めと助言を与 える祝福」

と呼ばれ ます。これは普通，父親か夫，

または家族 の中のそのほかの長老が授 け

ます。 この祝福 は， それを受けた本人の

霊的な導 きとして，家族の記録 に残 し，

保存 しておくことができます。

10年 以上前のことですが，ある十代の

少年がエ ズラ ・タフ ト・ベンソン大管長

に祝福 を願 って来 ました。 その少年 の父

親 はあまり教会 に通 っていない長老でし

たが，ベ ンソン大管長 はこう質問 しまし

た。「折 を見 てお父毒んに話 してみてはど

うで しょうか。 そして父親 に祝福 を授 け

てもらえるかどうか頼んでみるのです。」

若者はいぶかりなが らも， そうすると約

束 しました。後 に彼 は次のように知 らせ

てきました。

「ベンソン兄弟
，実は私 たちの家族 に

すば らしいことが起 こったんです。 ……

父は，ぽ くに本 当にすばらしい祝福 を授

けて くれました。……そ して祝福が終わ

ったとき，ぼ くたちの家族 は今 までにな

い感謝 と喜 びと愛の絆で しっか りと結ば

れました。」(『若人 に贈 る言葉』「聖徒の

道」1978年2月 号，pp.46-47)

神 権 への聖任や，教会 の召 しへの任命

に関連 しても，神権の祝福 は授 けられ ま

す。おそらくこれが，最 も頻繁 に施 され

ている神権の祝福 でしょう。

仕事のうえで大きな責任 をこれから引

き受 けようとするときに祝福 を求めた人

が，私たちの中には大勢います。かつて

私 自身 も，何年 も前 にその ような祝福を

受け，直ちに慰めを覚 え，長 い期間にわ

たって導きを受けることができました。

ある教会幹部がラッセル ・M・ ネル ソ

ン博士をステーキ部長に任命す る際，心

臓外科医として緊迫 した時間の中で，困

難な問題 を解決する力が与えちれるよう

に祝福 しました。ネルソン長老 は，ある

心臓手術で危険が軽減 し，術後の快復が

早 まったことで，その祝福 がどのように

成就 したかを語 っています。8年 後，ネ

ルソン長老を祝福 した本人が，彼の患者

とな りました。 スペンサー ・W・ キンボ

ール長老がむずかしい心臓手術 を受 ける

ことになったのです。ハロル ド ・B・ リ

ー長老とN・ エル ドン ・タナー長老 は
，

ネルソン博士 を次の ように祝福 しました。

「手術は誤 りなく行 なわれ
， すべて順調
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に進 み，技術の不足を感 じる必要はあ り

ません。 それは，あなたがこの手術 を行

なうために主によって備 えられていたか

らです。」(「エ ンサイン」1984年5月 号，

pp.87-88)こ の祝福 は実現 しました。そ

の後少 ししてから，すっかり快復 した気

力あふれるネルソン長老の患者は，教会

の大管長 とな り，様々な出来事や歴史に

残 る教会の発展を通 して，指導力を発揮

しました。

神権 の祝福 にはどのような意義 がある

で しょうか。世の中の宝 を探 しに， ひと

りの若者が家庭 を離れ る準備をしている

と考えてみて ください。 もし父親がこの

若者 に磁石を与 えれば，息子は自分 の道

を知 るために， この道具 を利用するで し

ょう。金銭を与 えれば， この若者は世 の

物を得るために経済力を活用するでしょ

う。神権の祝福 とは，霊的な事柄 に対 す

る力 を授 けるごとなのです。 それは手で

触れた り，重 さを計 ったりすることはで

きませんが，永遠の生命への道に立ち、言・

さがる障害を私 たちが克服 しようとする

とき，大 きな意味 を持 つものなのです。

幼な子 たちが救い主のみそばに近寄 っ

ていけるように，主がどのように声 をか

けられたか忘れないでください。 そして

梛 、、 嚢 一， ・麟
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「彼 らを抱き
，手 をその上 において祝福

され」ました。(マ ルコ10：16)復 活 され

た主 がアメ リカ大陸の民を訪れられたと

きも，「イエスは……かれらの小 さい子供

たちを一人一人近よせてこれに祝福 を与

え，かれらのために御父 に祈 りたもうた」

(III二一 ファイ17：21)の で す。

神権の祝福 を授ける場合， メルケゼデ

ク神権者 にとって，主 に代 わって語るこ

とは， きわめて神聖 な責任 です。主が近

代の啓示の中で述べ られたように，「わが
ことば

言は……成就すべし。わが声 にて言わる

るも，僕 らの声 にて言わるるもみな一つ」

(教義 と聖約1：38)な の です。主の僕

が聖霊 に感じて語 るとき，その言葉 は「主
こ こ ろ

の意 となり，主の精神 とな り，主の言 と

なり，主の声 となり」ます。(教 義 と聖約

68：4)し か し，祝福の言葉が，聖霊の

導 きを受けず，単 に祝福 する神権者 の希

望や意見を述べただけであれば，祝福 は

主のみこころと一致 する場合にだけ成就

することになります。

ふさわ しいメルケゼデク神権者 は自分

の子孫に祝福 を残す ことができます。聖

典 にはその例が数 多く見 られます。 アダ

ム の 祝 福(教 義 と 聖 約107：53-57参

照)，イサクの祝福(創 世27：28-29，39一



40128：3-4;ヘ ブ ル11：20参 照)， ヤ

コ ブ の 祝 福(創 世48：9-22;49;ヘ ブ

ル11121参 照)， そ して リ ー ハ イ の祝 福 な

ど で す 。

ジ ョセ フ ・ス ミ ス ・シ ニ ア が 死 の 床 に

あ っ た と き， 子 供 た ち が 最 後 の 祝 福 を受

け る た め に彼 の 周 りに 集 ま っ て き ま し た 。

最 初 に妻 を祝 福 し た あ と ， 父 親 ス ミ ス は

長 男 の ハ イ ラ ム か ら始 め ， 子 供 た ち に 次

次 と 彼 の い わ ゆ る 「臨 終 の 祝 福 」 を 授 け

ま し た。(ル ー シ ー ・マ ッ ク ・ス ミ ス 「ジ

ョセ フ ・ス ミ スの 生 涯 」pp.308-13;ピ ア

ソ ン ・H・ コ ー ベ ッ ト 「祝 福 師 ハ イ ラ ム ・

ス ミ ス」pp240-41参 照)

近 代 の 啓 示 の 中 で ， 教 会 員 の 両 親 は，

そ の 子 供 た ち を教 会 員 の 前 に 連 れ て 来 る

よ う に命 じ られ て い ま す 。 そ こ で 長 老 た

ち は ， 「イ エ ス ・キ リ ス ドの御 名 に よ りて
か

按手を施 し，且つ御名 によりてこれに祝

福を授 くべきもの とす」(教義 と聖約20：

70)と 定 められて います。両親 が聖餐会

に乳児を連れて来て，長老(通 常 は父親)

が命名 し，祝福 を授けるのは，このため

なのです。

この神権会に集 っている青少年の中で

自分 はまだ神権の祝福 を受 けたことがな

いと思 っている人がいるならば， そのよ

うな人は，実 は過去に少なくとも2回 ，

またはそれ以上すでに祝福 を受けている

ことを知 っていただきたいと思います。

神権 の祝福 はひとりの人に与 えられる

だけではありません。 ときとして何人か

の集団に授けられることもあ ります。予

言者モーセは死の直前 に，すべてのイス

ラエルの人々を祝福 しました。(申命33：

1参 照)予 言者 ジ ョセフ ・ス ミスはカー

トラン ド神殿で働 く 「姉妹 たちに祝福 を

宣言 し」，「会衆」をも祝福 しました。(「教

会歴 史」2：399参 照)最 近 では昨年の4

月の年次総大会で，ベ ンソン大管長 は末

日聖徒 を祝福 して，また，「全地のすべて

の善良な人々 〔に〕……善を行ない悪 を

拒 む力がさらに増 し加 えられ， モルモン

経がさらに理解で きるように」祝福 しま

した。(『神聖な務め』「聖徒 の道」1986年

7月 号，p.78)

場 所 も神権の祝福 の対象 とな ります。

福音 を宣べ伝 えるために，様々な国が祝

福 され，奉献されています。神殿 と礼拝

の家 も神権 の祝福によって主に奉献され

聖徒 の道/1987年7月 号

ます。主 のみ業のために使用される場合

は，このほかの建物 も奉献 されます。「教

会員 は，聖霊がとどまることがで きる神

聖 な建物として， 自分の家庭 を奉献する

ことがで きます。」(「教会指導総合手引

き」〔1986年版 〕p.11-5)宣 教 師や神権

指導者 は， 自分 を受け入れてくれた家庭

に，祝福 を残すことができます。(教義 と

聖約75：191ア ル マ10：7-11参 照)青

少年の皆 さん，皆さんもあとしば らくす

れば，そのような祝福 を施すように依頼

されるで しょう。霊的 な備 えを してくだ

さるようにお願 いいたします。

さて，残 りの時間を用 いて， さらにい

くつかの神権 の祝福 の例 をあげてみまし

ょう。

およそ100年 前， サラ ・ヤング ・バー ン

スは助産婦の資格 を取 りました。彼女は

ア リゾナ州で仕事 を始める前 に，ある神

権指導者 から祝福 を受けました。彼女は

その中で，「常に正 しいことを行 ない，妊

婦 に とって最善 の事柄 を行 な えるよう

に」祝福 されま した。45年 間にわたって，

サラは1，500人 の子供 を取 りあげ，母親

と子供 をひ とりも死なせることはありま

せんでした。「むずか しい問題 に出会 った

ときはいつでも……」と彼女 は、愚い出を

語 っています。「何者 かが霊感を与えて く

れました。そして何 を行 なえばよいのか

を知 らせてくれたのです。」(L・ 」 ・ア

リン トン，S・A・ マ ドセ ン共著 「ボン

ネ ットをいただいた婦人一 モルモンの

女性 と開拓史逸話集」p，150)

1864年 ， ジョセフ ・A・ ヤングは，東

部における教会の問題 を処理 するという

特別 な使命 に召 されました。父親である

ブ リガム ・ヤ ング大管長は，彼が無事 に

旅を終 えて帰 って来 られるように祝福 し

ました。帰路， ジョセフ ・ヤングは大 き

な列車事故に遭 いました。彼 は次のよう

に伝 えています。「列車全体が破壊 され，

私 のいる車両の，私 の隣の席までそれが

及びました。 ところが私 自身はかす り傷

ひとつ負わずに脱出できたのです。」(デ

ィー ン ・C・ ジェシー 「ブ リガム ・ヤン

グの息子たちへの手紙」p.4)

少年 のころ，私はノーヴーでの勇気 あ

る物語に鼓舞されました。 その中には私

の祖 父のお じの話 も含 まれて います。

1844年 の春，予言者 ジョセフ・ス ミスを陥

れようとする者たちがいました。その指導

者のひとりであったウィリアム ・ローは，

ノーヴーの 自宅で秘密の集会を開きまし

た。招待者の中には，19歳 のデニソン ・

ロット ・ハ リスと友人のロバー ト・スコ

ッ トがいました。デニソンの父親 は私の

先祖 にあたりますが，彼 も招 かれていま

した。父親が予言者ジ ョセフ ・スミスに

相談 する と，集会 には出席せず，息子を

出席させるようにと助言を受けました。

● 左 か ら 十二 使 徒 定 員 会会 員 ダ リン ・H・オ ー クス 長 老 ，ラ ッセ ル ・M・ネ ル ソ ン長 老
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予言者 はふたりに，話を聞 き漏 らさず，

その内容 を報告するようにと指示 しまし

た。

この最初 の集会 の司会者 は， ジ ョセ

フ ・ス ミスを堕落 した予言者であると決

めつけ，殺害の意志 を表明 しました。予

言者はこの報告 を聞くと， もう一度集会

に出席するようふた りの青年 に依頼 しま

した。彼 らはそれを実行 し，予言者 に謀

略 を漏 らしました。

3回 目の会合が， その1週 間後に開か

れました。予言者はもう一度彼 らに出席

を依頼 しましたが， それが最後の集会で

あることをつけ加 えました。「用心 して，

何 も語 ってはな りません。彼 らと何 の誓

約 も約束も交わしてはな りません。」予言

者 はそう勧告 しました。彼 らの使命 が非

常 に大 きな危険を伴 うものであることも

忠告 しました。予言者 自身 はまさかと思

いましたが，ふたりが殺 される可能性 も

ないわけではあ りませんで した。そこで

予言者 ジョセフ ・ス ミズは，神権 の力 に

よってデニソンとロバー トを祝福 し，ふ

たりの命が奪 われることがあって も，大

いなる報いがあることを約束 しました。

この神権の祝福 に力 を得て，彼 らは3

度 目の集会 に出席 し，陰謀者たちの暗殺

計画に耳を傾 けました。そして，全員が

この策略に加 わ り，秘密を守る誓 いを終

えてから， デニソンとロバー トに順番が

回ってきました。彼 らは，誓いを立てな

ければ殺すと脅 したのです。ひとりでも

反対する者がいれば，秘密の計画が漏れ

る恐れがあるので，陰謀者 たちの半数 は，

ただちにふたりを殺 すことを主張 しまし

た。あちこちでナイフが引き抜かれ，怒

りに狂 った男たちがふたりを殺 そうと強

引に地下室へ連れて行 こうとしました。

そのときです。 ほかの陰謀者た ちが彼

らを呼 び止 めました。両親 がおそらくふ

た りの居場所を知 っているだろうと言 う

のです。 もし彼 らが戻 って来なければ，

村の警鐘が鳴 りわたって，少年たちの死

と，秘密の計画が知れてしまうであろう

とも言いました。長い言い争 いの間， ふ

たりは生死の境に立たされていたわけで

す。ついにこのグループは，集会の内容

を一言で もほかに漏らしたならば生かし

てはおかないと脅 したあとで，.言・た りを

解き放つ ことに決めました。そして解放
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されたのです。 こうした脅追に もかかわ

らず， また，陰謀者たちとどんな約束 も

してはな らないという予言者の勧告 に従

ったので， デニ ソンとロバー トはいち早

く予言者 ジョセフ ・ス ミスにすべてを報

告 しました。

ふたりを守るために，予言者 は，少 な

くとも20年 間 この出来事をたとえ父親 に

も明かさないように，勇気 あるふた りの

青年 に約束 させました。その2，3カ 月

後に， ジョセフ ・スミスは暗殺 されたの

です。

多 くの月日が流れました。教会員は西

部 に定住 しました。デニ ソン ・L・ ハ リ

スが，南ユタのモンローワー ド部の監督

を務 めていた際，エフライムにおける教

会の集会で大管長会 の一員 に会いました。

1881年5月15日 の 日曜 日，予言者 ジョセ

フ ・ス ミスが暴徒たちの復 しゅうか ら本

人を守 るために口を封 じた後，実 に37年

を経 てか ら，デニソン ・ハ リスは， この

時の体験をジョセフ ・F・ ス ミス大管長

に伝 えました。(末 日聖徒イエス・キ リス

ト教会歴史部所蔵 「1881年5月15日 ， デ

ニソン ・L・ ハ リス監督による口述書，

MS2725」 参照;こ の資料 は後 日 「コン

トリビューター」1884年4月 号，pp.251-

60に 掲 載された)デ ニソン ・ハ リス氏の

子孫からは，多 くの著名な末 日聖徒 が輩

出しました。そのひ とりが，ブ リガム ・

ヤング大学 で長期 にわたって学長 を務 め

たフランクリン ・S・ ハ リス氏です。

神権の祝福 について話そうとすると，

様々な思い出が走馬燈のように私の脳裏

によみがえってきます。私の息子や娘た

霧 「'』

灘
，灘 鍛麟
醐
纏，「馨 難 、
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ちが，人生 における最 も困難な時期を乗

り越 えられ るように祝福 を求めて来たの

を覚 えています。霊感 に満 ちた約束の数

数 と， それが実現 したときに強められた

信仰にっいて思 い出す と，喜びがわきあ

がってきます。私は息子のことを考える

と，新 しい世代 の持 つ信仰 に誇 らしい思

いが します。司法試験 を前 にして，遠 く

離れた父親 と会うことができないために，

息子は家族 の中で一番連絡 の取 りやすい

神権者 である義理の弟 に，神権の祝福 を

依頼 しました。混乱 した若 い改宗者が，

自虐的な生活態度 を改 められるように祝

福 を求めて来た ときのことを覚 えていま

す。 この青年 は普通 とは違 った祝福 を受

けました。私 自身が 自分の口をついて出

た言葉を聞いて驚いて しまいました。

兄弟の皆 さん，年齢 にかかわ りなく，

霊的な力の必要なときには，神権 の祝福

を受 けることをためらわないでください。

父親 やそのほかの長老の皆 さん， 自分の

子供 たちや天父のほかの子供たちを祝福

する特権 を大切 にし，喜 んで ください。

信仰 を込めた熱心 な求 めに応 じて，いつ

でも聖霊の導 きのままに神権 の祝福 を授

けられるように備 えて ください。

これは私 たちの救い主の真実の教会で

す。私 はイエス ・キ リス トが救 いの使命

を持 ってお られることを証 します。私た

ちはこのお方の神権 をいただいているの

です。神の祝福 があって， その導きの も

とにこの神権 を行使 し，神の子供たちを

祝福 す ることがで きますよ うに。イエ

ス ・キ リス トのみ名 によって申しあげ ま

す。 アーメン。
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ロバー ト・L・シンブソン

「気高い生まれの若人の皆さん，王国の神権者である若人の皆さん，信仰にお

いて現代の二一ファイのようになってください。もちろん，時には困難にぶつ

かることもあるでしょう。それはわかります。しかし，報いはきわめて大きな

ものです切

愛
する兄弟の皆 さん，そ してアロン

神権 を持つすばらしい若人の皆 さ

ん。 きょうの皆 さんの立派な様子は言葉

では言い表わせ ませ ん。皆 さんがこの場

におられ ること，言 い換 えれば，主 との

約束 を守 り， この大切 な神権会 に集われ

たことは，すば らしいことです。

若い人々の信仰がなければ，私 たちは

どうなっていることでしょう。私 は， 旧

約聖書の中のダビデという名前 の少年の

ことを考 えています。 またモルモン経の

歴史に登場する二一ファイという名前の

若者について考 えています。さらにジョ

セフ ・スミスという名前の15歳 の若者の

ことも考えています。この若者 には信仰

があ り， この神権時代 の頭 となったので

した。私 は，若 い人々の熱意と信仰，深

い洞察力 に心か ら感謝 しています。

短いお話 を紹介 しましょう。あるひ と

りの牧師がようやくのことで， 自分は水

の上を歩けるだけの信仰ができたと感 じ

るまでにな りました。 そこで，全国にそ

のことを知 らせると，至る所か ら人々が

見 にやって来 ました。数千人 も集 ったで

しょうか。 ところが一番前 の列に末 日聖

徒 の教会の執事 がひと りいたのです。 こ

の少年 はこの種 の信仰 には大いに関心 を

持 っていました。 日曜学校で も家庭 の夕

べでも聞いていたからです。こうしてこ

の少年は， この牧師から5メ ー トルと離

れていない一番前の列 に陣取ったのでし

た。

牧師は水辺 まで歩 いて来 ると，一瞬た

め らった様子でした。やがて，かがんで

ズボンをまくり上 げたとき， その少年が

こう言ったのです。「おじさん，絶対無理

だと思 うよ。」実際この牧師は失敗 したの

でした。

最近 のことですが，十代 のあるアロ ン

神権者 のグループにとても感銘を受けま

した。彼 らは非公式の福音勉強会 のため

に監督 やア ドバイザーたちと一緒 に集 っ

ていたのですが，会そのものは小 さく打

ち解けたもので， 自由に話 し合いができ

るものでした。最初の話 し合 いやあいさ

つを聞いただけでも， この若者たちが皆，

自分 の監督 を尊敬 し，定員会ア ドバイザ

ーに感謝の気持 ちを抱 いていることは明

らかでした。 また話 し合 いを聞いている

と，主 を愛 していることもはっきりわか

ります。ところが， こうしたことにもか
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かわ らず， いろいろと問題 を持 って悩ん

でいる少年 たち もいたのです。'その朝，

大 きな問題が3つ 浮かび上がってきまし

た。まず第一の問題は，「なぜ，人生 はこ

んなにつ らいものなのか」 ということで

す。

それか らしばらくすると，15歳 くらい

の男の子が言いました。その少年は，明

らかに学校の同級生 たちの様々な圧力に

悩 んでいる様子 でした。「学校がそれほど

価値 ある ものか どうか，わか らないん

だ。」

そして最後 に皆が知 りたがっていたの

が，これです。「この教会が真実であると

いう確信 を， どうやったら持 てるのだろ

うか。」

こうした疑問 は今 に始 まったことでは

ありません。人類の起源 と同じくらい古

くか らある疑問ですし，一部の人だけが

悩んでいる問題 でもありません。 この会

場 に集 う大勢の皆 さんの中に， こうした

同じ問題について，長い間悩 まされずに

きたなどと言 える人がひとりでもいるで

しょうか。
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人生はつ らいものであるという，第一

の問題から始 めてみましょう。私 は，あ

るセ ミナ リーの生徒の言った次の言葉が

気に入っています。 その生徒 はこう言 っ

たのです。「この現世 での生活は，ぽくた

ちが前世 にいたときに受 けてきた説明 と

変わ りはないよ。 日曜学校 の先生が言 っ

てたけれど，ぼくたちは喜び呼 ばわった

んだって。 そのうえ，地球 に来 ることに

賛成 しただけでなく，文字 どお りその機

会を与えてくださるよう，熱心 にお願い

したんだって。」ア ドバイザーのひとりが

聖典 を引用 して，私 たちが自分 の責任 を

果たせば，主は苦 しんでいるときにいつ

でも助けの手を差 し伸べてくださる と説

明しました。「見よ，わた しは戸 の外 に立

って，たたいている。だれでもわた しの

声 を聞いて戸をあけるな ら，わたしはそ

の中にはいって彼 と食 を共 にし，彼 もま

たわたしと食を共にするであろう」(黙示

3：20)と 救 い主は言われました。若人

の皆さん， おわかりいただけましたでし

ょうか。戸 を開けるかどうかということ

は，私たちにかかっているのです。救 い

主が 「わたしか ら離れては，あなたがた

は何一つできないからであ る」(ヨ ハネ

15：5)と 言 われたとき， もうひとっ重

要 な鍵 を与えて くださっているように思

えます。何 と力あるみ言葉で しょうか。

2番 目の問題 を覚 えていますか。「学校

がそれほど価値があるものかどうか， わ

からない」 というもので した。これに対

攣

し，監督のひとりがすぐに次のような質

問 をしました。「いつの 日か御父の持って

おられ るすべてのものを受 けるに、言・さわ

しい者 になるということは，価値 あるこ

とだと思いませんか。」さらに， その監督

は，御父の持 っておられるものをすべて

受けるということは， まさに神権の誓詞

と誓約の根幹 であると説明を続けたので

す。 ここで， この神聖な義務 について教

義 と聖約 第84章 に与え られている言葉 を

もう一度，一緒 に読 んでみましょう。 こ

の義務は私たちが皆同 じように負 ってい

るものです。心 して聞いてください。33

節 から始 めましょう。

「およそ忠実 にしてわが今語れ る二 つ
しか めし

の神権 を得，而 してその天 よ りの召 を

全力を尽 くして遂行す る者 たちは……聖

め られて……QJ

こ こから少 し飛ばして，38節 に行 きま

す。

「而 して
， わが父 を受 け入るる者 はわ

が父の王国を受 くるな り。 この故 にわが

父のもてるすべては彼に与え らるべし。
つ

而 してこは神権 に属 ける誓詞 と誓約に
しか

よりて然るな り。」(33，38-39節)

若 い友人の皆 さん，今読みあげたこう

した条件 は， すでに設定 されているので

す。 そのことを理解 してください。すで

に確認済 みのことなのです。私たちには

すでに神権の権能 が与えられています。

主 は神権の召しを全力を尽 くして遂行す

る者には皆， ある将来を保証 すると約束

.懲 欝 醐
撫
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してお られ ます。その将来 とは，永遠の

生命であ り， これは聖典 に従って表現す

れば，あらゆる賜の うち最大なるものな

のです。(教 義 と聖約14：7参 照)私 たち

はすでに聖任 されていますので， その道

を歩み始めています。 いや，歩み始めて

いるだけでなく， もう引 き返すことので

きない地点まで来ているのではないかと

思われます。救い主が，これは御父が「破
な

ることも変えることも為 したもうはずな

し」(教 義 と聖約84：40)と 言 われた誓詞

と誓約であると断言 しておられるか らで

す。

ここで，興味深い話をひとつ短 く紹介

しましょう。破 ることも変 えることもな

いという， あの誓詞 と誓約 に関する最後

の聖句 を読 み終 えたとき，ひとりの若者

がこう言いました。「みなそのとお りだと

すれば， 自分の自由意志 はどこにあるん

だろうか。」このとき，ちょうど祭司に聖

任されたばかりの少年がこう答えたので

す。「ぽくたちは，前世にいるときに自由

意志 を使 ったんだよ。だれでも，バプテ

スマの前には自分がバプテスマを受ける

ことに同意するし，ぽ くたちだって，毎

週聖餐式の ときにそのバプテスマの誓約

を新たにしているじゃないか。監督 から

面接 を受 けたときには，神権を受ける条

件 に同意 したんだ し，ぽくは別 に自分 た

ちの 自由意志が侵害 されているなんて思

わないよ。」

この少年の言ったことはまったくその

とお りです。いまだかつて，私たちの自

由意志が侵害されたことはありませんで

した。

神権 の神聖 な誓約 を引き受けている人

人が，それを投げ出 したり，「むずか し過

ぎて，私 にはで きません」 などと言った

りしないよう心から望 んでいます。 二一

ファイにもたくさんの問題がありました。

レーマン， レミュエル， レーバンといっ

た問題 が次 々に起 こったのです。 それで

も二一ファイは，必要なときには天の軍

勢が総力 を挙げて助 けてくれる ことを固

く信 じていました。二一ファイの次の言

葉 を思 い出 してください。

「私 は主の命 じたもうたことを行って

行 う。私は，主が命 じた もうことには，

人が それを為 しとげ るために前以てあ

る方法が備 えてあ り， それでなくては，



主 は何の命令 も人 に下 したまわないこと

を承知 しているからである。」(1二 一フ

アィ3：7)

ここ まで読んだとき，ひとりの若い執

事がこう言ってからかいました。 「でも，

二一ファイはぼくの行 っている学校へ行

かなくてもよかったでしょ。」この少年

は，自分が抱 えている間題 は多少形は異

なるものの， 二一ファイの問題 と同じく

らい大 きな間題 なのだと言いたかったの

です。 そのとおりかもしれ ません。 しか

し，重要な点 はこうです。主 は二一ファ

イを見捨て られなかったし， リバテ ィー

の牢獄 にいるジョセフ ・ス ミスを も見捨

てられませんでした。ですから，学校で

同級生 の圧 力 に苦 しん だ り，その ほか

様 々な問題で苦 しむ少年 を，主 は見捨て

てはおかれない， ということです。

私たちにはこの神権 の権能 が授けられ

ていますが， これに伴 う偉大な祝福 を求

めて準備 をしている私たちは皆，主のお

考 えの過程に従 い，折 に触れて清めを受

けなければな りません。私 たちがきょう

ここに集 っていることが確固 とした事実

であると同様，教会幹部であれ，監督で

あれ，長老であれ，執事 であれ， その過

程はまったく同じです。ですか ら逆境 が

訪れたときには， それは前進するための

準備 の一段階ではなかろうか， と考 える

ように努めることが必要 になってきます。

学校は確かに行く価値 のあるところです。

そうです，若人の皆 さん，学校 は確かに

行 く価値のあるところなのです。

さて，3つ 目の大 きな問題 に移 ってみ

ましょう。「この教会が真実であるという

確信 を， どうしたら持つことができるの

だろうか」 というものでした。 さて，地

上での生活 を送 っている間に， いわゆる

完壁な証 を得 ることのできる人がいるの

で しょうか。私 たちは皆， この現世 では，

証を強めていく果て しない過程 の途上 に

あるのだと思います。 シオ ンの若人の皆

さん，奇跡 を経験 したいとか， いわゆる

天か らの確 かな しるしを得 たいとか いっ

たことは，考えないでください。永遠 に

至 る道 には近道 はないのです。そうする

と，生涯 を通 じて証 を強めていくときに

は，最後まで忍耐するということが， も

うひとつ別の大切 な要素 になってきます。

これは，聖典で言っているように，「規則
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に規則を加 え，則に則を加 え， ここにも

すこしくかしこにも少 しく」(教義 と聖約

128;21)と い う過程です。

証 を深めていくためには，いつで も変

わらぬ基本的な原則が存在 しているので

す。

例 としてモルモン経 を使 ってみましょ

う。 モロナイ書 第10章4節 はだれで も知

っている聖句ですが， ここに書かれてい

る偉大 な約束 によれば， まずモルモン経

を読 み，次に誠心誠意で キリス トを信 じ

なが ら天父に尋ねることになっています。

そしてそれを行なった ときには，聖霊の

力によって一切のことが真実であるかど

うかがわかる， と教 えられています。

さて， それがモルモン経 についての証

であろうと，あるいはまた，什分の一や

知恵の言葉，断食の律法や安 息 日を聖 く

守ること，そのほかいかなる原則であろ

うと，その過程 はまった く同 じです。 ま

ず第一 に，聖典 を通 じてその教 えを理解

しなければなりませんし，次 にできる限

りその教 えに従 って生活 しなければな り

ません。そのあとで，誠心誠意でキリス

トを信 じなが ら天父に尋ねるのです。そ

うすれば，聖霊の力 によって，その教え

の真実であることが明らかにされること

でしよつ。

もし真理 を知 りたいと願うならば，知

識を深め，積極的になり，そ して備 えを

しておいて ください。

聖典を読むことにより， そして霊感あ

、§・れる指導者 たちの言葉 に耳を傾けるこ

とにより，真理 についての知識を深めて

擁F

ください。

力の限 りを尽 くして，積極的 にその真

理 に従 った生活をして ください。

そして，導 きを受 けることができるよ

う，また答 えが もたらされたときにはっ

き りとそれが認識できるよう， 自分でふ

さわしい生活 を送 り， みたまの賜を受け

る備えをしてください。

気高 い生 まれの若人の皆さん，王国の

神権者 である若人の皆さん，信仰 におい

て現代 の二一ファイのようになって くだ

さい。 もちろん，時には困難にぶつかる

こともあるで しょう。 それはわかります。

しかし，報 いはきわめて大 きなものです。

そして，次 のことを忘れないで ください。

皆 さんのように，前世 で予任 されていた

人たちは， そして皆さんのように，聖霊

の賜を受けている人たちは， さらに皆 さ

んの ように，神権の権能を授 けられてい

る人たちは，強い証 を得 る能力 を間違 い

なく秘 めています。絶 えず深 まりゆく証

を持つ ことができるのです。いにしえの

ヨシュアが言ったように，「あなたがたの

仕える者を， きょう，選びなさい。ただ

し，わた しとわたしの家 とは共 に主に仕

えます。」(ヨ ショア24：15)以 上 の こと

を断固として行なうならば，「神権 の教理
つゆ ごと

は天 よ り下 る露の如 くに汝 を うるおさ

ん」(教 義 と聖約121145)と い う状態に

なることでしょう。皆 さんがそのような

体験 をする ことが でき ます よう，イエ

ス ・キ リス トのみ名により，へ りくだっ

てお祈 りします。 アーメン。
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涙 ，試 練 ，信 頼 ，証

第二副管長

トーマス ・S・モ ンソ ン

「たゆみない信仰，変わらない信頼，熱心な：望み。心から主に仕える人々は，

いつもそのような特質を示 してきました。」

皆
さんは人の価値 について考 えたこ

とがあるでしょうか。人間一人一

人が持つ潜在的な能力 について考 えたこ

とがあるでしょうか。

私は，十二使徒評議員会会員 になって

間もないころ， ソル トレークシティーの

モニュメントパーク西 ステーキ部の大会

に出席したことがあ ります。教会中央福

祉委貝会のポール ・C・ チャイル ド兄弟
の

と一緒で した。 チャイル ド兄弟 は聖典 に

よく精通 しています。私がアロン神権者

の当時，管轄のステーキ部長 を務めた方

でした。私 とチ ャイル ド兄弟 とは大会訪

問者 として一緒に出席 していました。

チャイル ド兄弟 は， 自分 の番 が来ると

教義 と聖約 を取 り出 し，壇上か ら下 りて

彼の話 し相手である神権者 たちのいる場

所 に行 きました。そして第18章 を開け，

読み始め ました。
なんじ あたい
「汝ら1人 の値は神の前 に大 いなるこ

おぽ

と を 憶 え よ。 … …
しか むか

而 して汝 らもし生涯今の世 の人々に向
ただ

いて悔改 めを叫ぶことに力を尽 し，唯一

人の人た りともわれに導 かば，わが御父
おい よろこ い か

の国 に於 て彼 と共 に汝 らの悦 び如何ばか

りぞや。」(教 義 と聖約18：10，15)

チ ャイル ド兄弟は聖典 から目を離す と，

神 権者 の兄弟 たち に質問 をしま した。

「『人の値』 とは何で しょうか。」監督，

ステーキ部長，高等評議員 を指すのを避

け，長老定員会の会長を選びました。 そ

の兄弟は少 しうとうとしていたらしく，

質問の意味 を聞 きそびれたようです。

すっか り目の覚 めた兄弟が答 えました。

「チャイル ド兄弟
， もう一度質問 を言 っ

ていただけませんか。」質 問が もう一度繰

り返 されました。「『人の値』 とは何 でし

ようか。」

私 はチャイル ド兄弟のや り方 をよく知

っていました。ですから長老定員会会長

のために懸命に祈 りました。永遠 とも思

われそうな一瞬の沈黙の後，定員会会長

が 口を開 きました。「チ ャイル ド兄弟，

人の価値 とは，神のようになる能力です。」

その場 にいた人々は皆その答 えに考 え

させられました。チャイル ド兄弟 は壇上

に戻 ると，私 の方に身を傾けて言いまし

た。「深遠 な答え。深遠な答 えだ」と。そ

れから話 を続 けました。私はその霊感さ

れた答えについて考 えていました。

天父が教 えを授 けるために備えたもう

た貴い霊 に手 を差 し伸 べ，指導 し，心に

触れることは，非常 に大 きな責任 です。

簡単なことではあ りません。首尾 よくそ

れを果たすには，普通その前 に涙 や試練，

信頼，証が伴 います。

救い主が使徒 たちに与 えられた指示の
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意義 について考 えて ください。「それゆえ

に， あなたがたは行 って， すべての国民

を弟子 として，父 と子 と聖霊 との名によ

って，彼 らにバプテスマを施 し，あなた

がたに命 じておいたいっさいのことを守

るように教 えよ。見よ，わたしは世の終

りまで，いっもあなたがたと共 にいるの

である。」(マ タイ28：19-20)

主 が指示 を与えられた相手は，土地を

所有 するのでもなく，学識 を持 っていた

ので もあ りません。ただ信仰の人，献身

の人，神から召 された慎み深い人々で し

た。

パウロはコ リン ト人に次のように証 し

てい ます。「兄弟たちよ。あなたがたが召

された時のことを考 えてみるがよい。人

間的には，知恵のある者が多くはなく，

権力のある者 も多くはなく，身分の高い

者 も多くはいない。

それだのに神 は，知者 をはずかしめる

ため に， この世の愚 かな者を選び，強い

者 をはずか しめるために， この世の弱い

者 を選」ばれたのである。(1コ リン ト

1126-27)

この アメリカ大陸 において，アルマは

息子 ヒラマンに次の同じような勧告 を与

えました。「今お前はこのことを聞いて，

私の信 じているのを愚であると思うかも

知れぬ。 しか し見よ，お前 に言 うが，小

さくてや さしい事 から大 きな事 がでて く

る。 また小 さな手段で賢い人をうち破る

ことがたびたびある。」(ア ルマ37：6)

神 の僕 は昔 も今も，主のみ言葉か ら慰

めを得ることができます。「わたしは……
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いつもあなたがたと共にいるのである。」

(マタイ28：20)こ のすば らしい約束は，

執事，教 師，祭司の定員会指導者 として

召されたアロン神権者の支 えになってい

ます。 また，将来伝道 に出て働 く備 えを

するときの励 みにな ります。だれで も失

望 するときがあるのですが，その ような

ときにも慰めとな ります。同 じ確信 は，

メル ケゼデク神権者がワー ド部，ステー

キ部，伝道部で指導 し，管理 するときに

も，兄弟 たちを鼓舞 し霊感を与 えてくれ

ます。
ゆえ

「この故に善 を為 すにうむことなかれ
。

これ汝ら今偉大なる一事業の基礎 を置き

つつあればなり。 それ，小 なる事 より偉
おこ

大なる事起 る。

見 よ，主は真心 と喜 びて事 に従 う精神

とを求む。喜びて従順 に従 う者たちは，
よ

この末の世 に於 てシオンの地の善 きもの
く
を食わん。」(教 義 と聖約64：33-34)

た ゆみない信仰，変わらない信頼，熱

心な望 み。心から主 に仕 える人々は，い

つもそのような特質 を示 してきました。

これらの特質は，福音の回復 に続 いて

行 なわれた初期の伝道活動によく現われ

ています。早 くも1830年 の4月 ，フィニ

アス ・ヤングは予言者の弟サ ミュエル ・

ス ミスからモルモン経を1冊 受け取 りま

した。数カ月後に， フィニアス ・ヤング

は北方 のカナダヘ向かっています。キ ン

グス トンという場所で，回復 された教会

についての証 を述べ ました。合衆国の国

境を越 えた最初 の証です。

1833年 ， 予言者 ジョセフ ・スミス， シ

ドニー ・リグ ドン，フ リーマン ・ニ ッカ

ー ソンはカナダ北部のマウン ト・プ レザ

ン トヘ向かいました。 そこで，教 えを施

し，バプテスマを授け，支部を組織 しま

した。1835年6月 には，十二使徒の中の

6人 がカナダで大会 を開いています。

1836年4月 ， ヒーバー ・C・ キンボー

ル長老をはじめとする人々がパーレー ・

P・ プラッ トの家で予言のみたまに満た

され， プラッ ト兄弟の頭 に手を置いて次

のように宣言しました。「汝 は北方の地，

カナダの トロン トに行 き……人々が完全

なる福音のために備えているのを目にす

るであろう。彼 らは汝を受 け入れ，汝は

彼 らの間に教会を組織 し，'多くの者が真

理 の知識を得 て喜 びで満たされるであろ

う。その伝道部で生 じることから，完全

な福 音が英国 に広が り，かの地で偉大な

み業が行 なわれる基 となるであろう。」

今年の7月 ，英国でこのみ業が開始さ

れてから150年 経 たことを祝 して，記念行

事が行なわれ ます。初期 の宣教師， また

主がこの末 日の業を前進 させるために備

え られた人々の偉大 な業績 に対 して，私

たちはうれ しく思っています。

奉仕 の召 しは，主のみ業の特徴 を成 し

てきました。都合 のよいときに召しが来

ることはほとん どまれです。召 しは謙遜

さをもたらし，祈 りを生み，決意を持 た

せます。 この召 しはカー トラン ドにやっ

て来ました。啓示がそれ に続 きました。

召 しは ミズー リにも来 ました。迫害が起

きました。召 しはノーヴーにも来 ました。

予言者が殉教 しました。召 しはグレー ト

ソル トレーク盆地に もやって来 ました。

苦 しみが訪れました。

あのような困難な状況下で行 なわれた

長旅 は，信仰 の試 しで した。 しか し，試

練 と苦 しみの中か ら生まれた信仰は，信

頼 とな り証となりました。神 だけが犠牲

を知 っておられ ま、す。神だけが悲しみの

聖徒 の道/1987年7月 号
47



深 さを知 っておられます。神 だけが，神

に仕える人々の心を知 ってお られ るので

す。

過去の教訓 は私たちの記憶 をよみがえ

らせ，生活に影響 を及ぼ し，行動の指針

となります。 ここで主から授 けられた約

束を思い起こしてみましょう。「この故に
ようむき も

汝 らは……主 の用向を有てる者な り。 さ
こころ

れば，何事にまれ主の意 に従 いて汝 らの
な

為す ところはすなわち主の業務 な り。」

(教義と聖約64129)

こ う した教訓がラジオとテ レビで報道

されたことがあります。「死の谷の日々」

・という放送番組で， なつかしく思われる

方 も多いかと思います。 オール ド ・レン

ジャーと呼ばれるナレーターが昔の西部

の物語 を語 り出す と，彼がまさに我が家

にやって来たかのような感 じを覚 えたも

のです。

あるときオール ド・レンジャーは，セ

ン トジョージにあるタバナクルの窓 ガラ

スがどのように入手で きたかについて，

語 ったことがあります。

窓ガラスは合衆国の東部で製造 され ま

した。 ニュー ヨークで船 に積 まれ，時 に

は危険を伴 いながら， ホーン岬を経てア

メリカ西海岸 にたどり着 きました。箱詰

めされたこの貴重 なガラスは，カ リフ ォ

ルニア州サ ンバーナーディーノに運ばれ

て， セントジョー ジヘの旅を待 ったので

した。

デビッ ド・キャノンとセン トジョージ

に住む兄弟 たちはガラスを受け取 るため

に，荷馬車でサンバーナーディーノに行

く責任 を持 っていました。 それが到着 す

れば，主のタバナクルは完成です。 しか

し，問題がひとつあ りました。800ド ル と

いう大金がガラス代 に必要 だったのです。

その ような大金 はあ りませ ん。デ ビ ッ

ド・キ ャノンは妻子に向かってこうもら

しました。「タバナクルのガラスを買 うた

めに，お金がで きるだろうか。」

幼 い息子が答 えました。「お父さん，で

きるよ。」そう言 うと， 自分の持 っていた

2セ ントを取 り出 して，父 に差 し出しま

した。 デビッ ドの妻 ウィルヘルマイナ ・

キャノンも，女性に共通 の 「へそくりの

場所」を探 リ，金貨3ド ル50セ ン トを出

して きました。 こうして地域全体で募金

が始 まり1総 計200ド ル が集 まりました。
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それで も600ド ルの不足です。

全力は尽 くしたものの目標額を達成で

きず， デビッド ・キャノンは絶望 のため

息をつきました。家族 は疲 れ果て落胆 し

て，寝ることも食べることもで きないほ

どでした。そこで祈 りを捧げることにし

ました。夜が明けました。サンバーナー

ディー ノまでの長 い旅路 に向けて，荷馬

車や御者が集 まってきました。 しかし，

依 然として600ド ル が不足です。

その ときです。 ドアをたたく音が しま

した。近郊のワシントンという町に住 む

ピーター ・二一ルセンが入 って来 ました。

彼はデビッド・キャノンにこう告げまし

た。「デビッド兄弟，家 を増築するために

蓄えた資金 をあなたのところに持 ってき

たら， あなたに使 ってもらえるという夢

を何度 も見たんです。」

デビッ ドの幼 い息子 をは じめ， その場

にいた全員 がテーブルを囲む中で， ピー

ター ・二一ルセ ンは絞 り染 めの小 さな、ζ・

ろしきを取 り出すと，金貨を一枚一枚 テ

ーブルの上 に落 としました
。 デビッド・

キャノンが金貨を数えると， ガラス代金

に必要 なちょうど600ド ルです。1時 間と

たたないうちに男たちは別れを告げ，タ

バナクルのガラス調達のためにサンバー

ディー ノに向かって荷馬車で旅立ちまし

た。

この実話が 「死の谷の 日々」 で放送 さ

れたとき， デビッ ド・キ ャノンのあの幼

い息子は87歳 になっていました。彼 はう

っとりその話に耳を傾けていました。祈

りがこたえられ，人々が驚 きの目を見張る

中で，金貨が一枚一枚 テーブルに落ちて
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いくときの音 を，彼は心の中で聞 いてい

たのではないかと私は思 います。

タバナクルや神殿 は，石材，木材， モ

ルタル， ガラスだけでできているのでは

あ りません。使徒 パウロが神殿について

述 べた言葉を読む と，それが真実 である

ことがわかります。「あなたがたは神の宮

であって，神 の御霊が 自分のうちに宿っ

ていることを知 らないのか。」(1コ リン

ト3：16)こ の ような神殿 は信仰 と断食

によって築かれます。 また，奉仕 と犠牲

によって築かれます。試練 と証 によって

築かれ るのです。

もし今私の話 を聞いている兄弟 たちの

中で，召 しに応え，犠牲を払 い， ほかの

人々に祝福 を分 かち与 える準備ができて

いないと感じる兄弟がいれば，「神 が召さ

れ る者 には神が資格を与 えられる」 とい

う真理 を覚 えで ください。主 はスズメが

地 に落 ちるのさえもご存 じです。まして

や，主 に仕える人々を見捨てられるはず

がありません。

神権 を持つ兄弟 の皆 さんに，神 の祝福

がありますように。皆 さんは 「選 ばれた

種族」(1ペ テロ2：9)， 王 国の神権者

なのです。

予言者 ジョセフの次の言葉 に，私 たち

は確固 とした態度でこたえることができ
い

ま す よ う に。「兄 弟 よ，わ れ ら ま こ と に 偉
むか

なる大義 に向って進 まざらんや。進み行
た

き て 退 くこ と なか れ 。 奮 い 起 て よ ， 兄 弟

た ち 。 進 み 進 み て 勝 利 に 至 れ 。」(教 義 と

聖 約128：22)私 は へ り くだ り熱 心 に こ れ

を祈 リ ま す 。 イ エ ス ・キ リ ス トの み 名 に

よ っ て 申 しあ げ ま す。 ア ー メ ン。



敬虞さと道徳心
第一副管長

ゴー ドン ・B・ヒンク レー

「仲問の誘惑があってもきっぱりと断わって，皆さんの力と独立心を示 してく

ださい。その勇気が弱い人々の力となるで しょう。その模範が周囲の人々に決

意を促すでしょう。」

ベ
ンソン大管長 と幹部 の方々の依頼

によ り， すべての教会員 にかかわ

りのある2，3の 事柄 について話 したい

と，思います。
せいさん けいけん

最初 に，集会，特 に聖餐会での敬慶さ

についてです。 これは，アロン神権者 や

メルケゼデク神権者だけでなく，教会員

すべてにかかわ りのある問題です。

私 たちはなぜ聖餐会 に行 くのでしょう

か。 もちろん聖餐 にあずかることによっ

て誓約を新 たにするためです。 これは集

会の中で一番大切な要素です。 また，教

えを受け，神 につける事柄 について黙想

し，霊 とまこととをもって主を礼拝 する

ためで もあります。私たちが聖餐会 に出

席するのは，主が啓示の中で言われた次

のような戒めがあるか らです。
なんじ
「汝 誠 に真 にへ りくだ りたる心と悔い

もつ ささげもの

る精神 とを以て，汝の神 に義 しき捧 物 と

なすべ し。
そ

汝なおさら充分 に世の汚れに染 まざる

様，祈 りの家 に行 きてわが聖 日に汝の聖
ささ

式を捧 ぐべ し。

そは誠 にこの聖 日は，汝命 ぜられて働

きを休み，いと高き者に礼拝 を捧 ぐべ き

日なればなり。」(教義 と聖約5918-10〉

この世 の騒 がしい営みを離 れて，天の

神聖な事柄 に思 いを寄せるのは，私 たち

一人一人に必要な ことです
。50年 以上前

にな りますが，私が英国のロン ドンで宣

教師として働 いたときの ことです。当時

私たちはバタシー市の公会堂を借 りて集

会を開いていました。堅い床の上 にいす

を置 いて座 っていました。 いすが動くた

びに音がするのです。 しかし， それより

もっと悪 いことがあ りました。支部 の会

員たちのおしゃべ りです。

あるとき，私たちはチラシを配布 して

いて出会 った一軒の家族 を集会 に招待 し

ました。期待 に胸を膨 らませ，宣教師 と

して彼 らを歓迎するために，私 たちは入

り口の傍 らに立 っていました。会場 はい

つものようににぎやかで，会員たちは互

いに騒々しく話 に熱中 しています。 この

家族 は会場に入 って来ると，静かにいす

のある場所へ行 き，少 しの間ひざまずい
ささ

て目を閉じ，祈 りを捧げました。そして，

周囲の騒が しい中にあって敬康iな態度で

いすに腰 をかけたのです。

率 直に言って，私は困りました。 この

家族は礼拝行事 だと思 って訪問 し， その

とお りに行動 したのです。

彼 らは閉会後，静かに立ち去 りました。

聖徒の道/1987年 ア月号

私 たちが次 に訪問したとき， この家族は

どんなに失望 したかを語 ってくれました。

私 はそのときの経験 を忘れることができ

ません。

すべての神権者の皆さん，特に監督会

の皆 さん，美 しい礼拝の精神 が聖餐会 で

感 じられるよう熱心 に努 めてください。

また，教会の建物の中で敬慶な態度がさ

らに広 く見 られるように努力 して くださ

い。

礼拝堂の通路にはカーペッ トが敷 かれ，

多くの新 しい建物 には床全体 にカーペッ

トが敷 き詰 められていることをうれ しく

思います。固定式 の長椅子が折 り畳み式

の椅子 に取 って変 わりました。教会の建

物 を計画，修復，保全 する際 には，礼拝

の精神 に影響 を与 える物理的側面 の重要

性 を常に配慮する必要 があります。

音楽 も， もちろん大切 な要素です。教

会の大半 の建物にはオルガンが備 えつけ

られています。適切 に演奏 するなら，集

会で礼拝 の雰囲気を高めるのに役立 ちま

す。讃美歌 を歌 ったり，宗教曲の中から

曲 目を選 んでワー ド部聖歌隊が歌 った り

することも，すべて礼拝 の精神を高揚 さ

せるのに役立ちます。

社交 も教会のプ ログラムの大切な一面

轟

』薄

49



灘

です。楽 しい会話 を通 して多くの人々と

友情 をはぐくむようにお勧 めします。 し

かし，そうした ことはロビーで行 なうべ

きであって，礼拝堂 に入ればそこが神聖

な場所であることを理解 しなければなり

ません。 出エジプ ト記には，燃 える芝の

中で主がモーセに現われたと記 されてい

ます。主が呼ぶと， モーセは 「ここにい

ます」と答えました。(出エジプ ト3：4)

主 は言われ ました。「ここに近 づいては

いけない。足からくつを脱 ぎなさい。 あ

なたが立 っているその場所 は聖 なる地 だ

か らである。」(同5節)

礼 拝堂 に入 るとき，皆 さんに靴 を脱 ぐ

ようにお願いしているのではありません。

しかし，主の家に入 る人はすべて，聖な

る場所を歩 き聖なる場所 に立っているの

だ，という思いを持 っ必要があります。

そうすれば，ふさわしい行動が取れるで

しよう。

壇上に座 る人は，良い雰囲気作 りに大

きな役割 を果た します。事前 に準備を整

え，聖餐会の前に簡単 な祈 り会を持てば，

会が始まってか ら壇上で耳打 ちをする必

要はなくなるはずです。

アロン神権者は訓練を受けて， 自分た

ちの執行 する聖餐が神聖 なものであ り，

主のみ前に聖 いものであることを理解す

る必要があります。祈 りははっきりと，

また天父 と交わる気持 ちで捧げることが

できるように，励 ましと訓練を与 えてく

ださい。聖餐台の前の祭司は，そこに集

った会衆全員 を神聖な誓約 のもとに置 く

ことになります。祈 りは軽率 に捧 げるべ

騰

箕、 鍛 「

麟 、寮

幣鰯

きものではあ りません。 これは義務 を負

い約束を交わすという気持ちを表明する

ことなのです。聖餐 を執行する祭司には，

清 らかな心 を保 つと同時に手 も清潔 にす

る必要があることを教 えなければなりま

せん。

聖餐の執行が終 わると，祭司や執事 が

その場を離れて礼拝堂のあちこちに散 っ

ていく光景がよく見られます。祭 司たち

のいすの座 り心地がよくないのかもしれ

ません。 もしそうであれば，聖餐の儀式

が終わってから静かに最前列 に移動でき

るように，彼 らのために席を確保 しては

どうで しよう。
けいけん

最 も重要な点 は，礼拝堂の中で敬慶 に

振 る舞 うことの大切 さを，人々が，特 に

若 い人たちが理解できるように，彼 らを

訓練することなのです。

教会員の父親は皆，次回の家庭 の夕べ

で家族 とこの点について話 し合い， それ

以降 もときどき家庭の夕べの話題 に取 り

あげて ください。次の ようなテーマで話

し合 うとよいかもしれ ませ ん。「聖餐会の

雰囲気 をよくするために，私たち一人一

人に何ができるでしょうか。」これが実行

されれば，すばらしい結果 が生 じるでし

ょう。

現在統合化プログラムが実施 されてい

ますが，子供たちが集会中座 っているに

は3時 間は長い時間です。幼い子供たち

を抱える母親 にとっても長 い時間です。

しか し，配慮の行 き届いた訓練 を施 し，

置かれた環境の諸要素 を慎重 に考慮する

なら，改善 は可能です。た とえば幼い子

灘
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供 を持 つ母親 は， あらかじめ通路側 に席

を取 るとよいで しょう。必要 な場合 には

静 かに席 を立って子供の世話をできるよ

うにするためです。

エ ホバ は，いに しえの イ スラエル人

にこう言われました。「あなたがたはわた

しの安息 日を守 り，わたしの聖所 を敬 わ

なければな らない。わたしは主である。」

(レ ビ19130， 下 線付加)

兄弟 の皆 さん，家庭 の中でこの大切 な

問題について話 し合 ってください。役員

の皆 さんは，計画会の中で この問題 につ

いて検討 してください。まだまだ改善の

余地があ り， わずかな努力で事態は好転

します。敬慶な雰囲気が高 まれば，すべ

ての人が祝福 を受けます。皆 さんの働 き

を期待 します。

次 にきわめてデ リケー トな問題 につい

て取 りあげます。私 はこれを，昨晩の指

導者会で話 した方が よいか，この神権部

会で話すべきか しばらく迷いました。 し

かし，多くの人々の関心 を集めている話

題であ り，12，3歳 の少年少女 にまであ

る程度知れわたっている ところから， こ

の席上で取 りあげる方が適 当であると判

断 しました。 したがって問題の性質上，

慎重に話を進めていきたいと思います。

世 界中 に恐 ろしい悪疫が広が りつつあ

ります。公衆衛生関係の行政職員がきわ

めて憂慮 しており， だれ もが気 をつけな

ければならない問題 です。

米国公衆衛生局の局長は，今後わずか

4年 間で17万 人 のエイズ死亡者が出るだ

ろうと予告 してい ます。合衆国以外 では，

さらに深刻 な地域 もあ ります。

エイズ(後 天性免疫不全症候群)は 多

くの場合，命 にかかわる病気 です。お も

に性的な交渉 によって感染 し，次いで麻

薬 の乱用 から発生 します。不幸 なことに，
まんえん

病気が蔓延するときはいっもそうである

ように， 罪のない人々も犠牲になってい

ます。

私たちは周囲の人々と同様，医学的な
ち ゆ

発見によってこの恐ろ しい病気の治癒 と

予防が可能になることを望 んでいます。

しかしそうした発見 とは別に，神 から授

け られただれにもわかる規則 を守 る方が，

ほかの何 ものにも増 して感染 の波を食 い

止め られるのではないでしょうか。それ

は結婚前の純潔 と，結婚後の貞節です。



神 の予言者たちは昔から，同性愛，私
かんいん

通，姦淫が重大な罪であることを繰 り返

し教 えて きました。結婚 した相 手以外 と

の性的な交渉は主か ら禁 じられています。

私 たちはこの教 えをもう一度確 認します。

人は善悪を選び取 る自由意志 を与えられ

ています。予言者 リーハイはヤ コブに次

のように教 えました。
おい

「それであるから
，人はみな現世 に於

て自由であ り， およそ人間のためになる

ものは何でも与えられる。 そして万人に
な

為 したもうメシヤの大 いなる賢い仲裁 に

よって目由と永遠の生命 とを選 ぶか， ま

たは悪魔は万人が自分の ようにみじめに

なることを求めているから， その束縛 と
よ

力とに由 って定 まる束縛 と死 とを選ぶか，

これは全 く人間の自由である。」(II二 一

ファイ2：27)

繰 り返 します。人 には善悪 を選 ぶ権利

が与えられています。 しか し，選択の結

果 を選 ぶことはできません。神の戒めを

犯す人は，霊的および肉体 的な危険 にさ

らされます。使徒パウロは，「罪の支払 う

報酬は死である」(ロ ーマ6：23)と 宣 言

しています。

「肉欲 に迷 う心 は死を招 き霊のことを

思う心は永遠の生命 を招 くということを

記憶せよ」(II二 一フ ァイ9：39)と ヤ コ

ブは教 えています。

イエ スは，行ないだけではなく思 いも

制御 しなければならないとい う戒めを与

えています。「だれでも，情欲をいだいて

女を見る者は，心の中ですでに姦淫 をし

たのである。」(マ タイ5：28)

人間 の行動には責任 という原則が伴 い

ます。予言者アルマはこう語 ってい ます。

「われわれの言葉はわれわれを罪に定 め
，

われわれの行ないもまたみなわれわれを
たしか

確 に罪があるとする。われわれは潔 白な

者と認め られず，思 うことでさえもわれ

われを罪に定める。 この ような恐 ろしい

有様では，われわれは思い切 って自分 の

神を仰 ぎ見ることができ 〔ない〕…… し

か し……われわれは仕方なく進み出て神
ちか ら

が栄光，能力，威勢，荘厳，主権 をもち

たもう御前に立ち，尽 きぬ恥辱を抱 きな

がら，神の裁判がすべて正義 であること

・を認 めなくてはならない。」(ア ルマ

12：14-15)

肉欲 や欲望 に勝って思 いを制御 しなけ

「驚「

方船 謹鱗 鵬1「

「「 副

ればな りません。思いが，啓示 された真

理 と完全 に調和するようになると，行 な

いもそれに伴 って正 しくな ります。

時代 を超越 した箴言の言葉 は，最初 に

それが語 られたときと同様，今 日でも真

実 です。「人となりはその心に思 うそのま

まであるか らだ」(欽 定訳箴言23：7)と

あ ります。

私たち一人一人は自己を訓練 し，努力

を重ねるならば，思いと行動 を制御でき

るようにな ります。 これは霊的， 肉体的，

情緒的 に成熟する過程 の一部 なのです。

ある予言者 はこう教 えています。「肉欲

に従う人は神の敵であ……る。 しかし，

塀，

，聾 冠

rr葦 「イ

人がもし聖霊 の導 きに従 い肉欲 に従 うこ

とをすてて主キ リス トの身代 りの腰罪に
よ

由って聖徒 と 〔ならなければ〕……とこ

しえに神 の敵 となるであろう。」(モ ーサ

ヤ3：19)

私 たちは至る所の人々に対 して，創造

主の教えに従って生活 し，肉体的な誘惑

を退 け， しば しば悲劇 を招 く道徳的な背

罪を犯 さないように，強 く要望 します。

男女の結婚は神 によって定められたも
きずな

のであ り，信頼 と貞節の絆によって結ば

れた永遠の関係 でなければならないと主

は言われ ました。すべての末 日聖徒は，

この神聖 な目的を心 に抱 いて結婚 に臨む
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必要があります。結婚 を，同性愛の傾向
ち ゆ

や習慣 を治癒 するための一手段 と見なし

てはいけません。二度 とそうした傾向に

陥 らず習慣を繰 り返 さないという固い決

意 をもって，結婚 とは別 に克服 しなけれ

ばなりません。

以上の事柄 を申しあげたうえで，特 に

知 っていただきたいの は，私 たちは罪の

苦い結果について考 えるとき，罪のある

なしを問わずその犠牲者に対 してキリス

トと同 じ同情心を感 じるということなの

です。罪はとがめても罪人を愛 した主の

模範に従 ってください。苦 しんでいる人

には， いたわ りと慰め をもって手を差 し

伸べ，必要 を満 たし，問題 を解決できる

ように援助 しなければなりません。 しか

しここで再度申 しあげますが，安全な道，

幸福 に通 じる道 は，結婚前 の純潔 ど結婚

後の貞節 にあります。主はこの神権時代

に次 のように言われ ました。「絶えず徳 を
もつ お も い

以て汝 の想 を飾 るべ し。」(教 義 と聖約

121：45)注 目すべきすばらしい約束がこれ
しか

に続 きます。「然る時は，汝の 自ら信ずる

こと神の前 に強 くな り……，聖霊は常 に
と も しやく

汝の伴侶 となり，汝の笏は真理 と正義の

変ることなき笏 とな り，汝の支配 は永遠

の支配とな 〔る。〕」(同46節)

最 後に，以上 と関連 する事柄 について

話 したいと思います。それは世界中で疫

病のように広がっている 「セ ックスア ド

ベンチャー」 と呼ばれる ものです。

学校で行なわれている性教育 は，深刻

な問題である十代の妊娠，中絶，そのほ

かの悲しむべ き事柄 に対する解決策であ
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ると考 えている人が，大勢 います。

公立学校 における性教育の是非 をここ

で論 じるつもりはあ りません。しか し，

一言申しあげれば
，新聞 「U.S.A.ト ゥデ

イ」に掲載 されたある方の意見に，私 は

賛成 します。「公立学校 における性教育 に

これまで以上 に力 を入れたところで，婚

姻前の純潔と婚姻後の貞操 について， は

っきり教 えない限 り，性革命がもたらし

た有害な影響 を排除することはできない。

現今の性教育の課程 には多くの欠陥があ

る。その背後 にある思想は純潔をあざ笑

い，貞節 を軽ん じて， セックスア ドベ ン

チャーを美化 している。善悪 は存在 しな

いと教 えているのである。……

性の解放 が提唱 されて30年 ，性病は猛

威 を奮 い，十代の妊娠がはびこるように

なった。……公立学校 における性教育は，

性 に関 して正 しい選択ができるような倫

理観を育成するよ りも，青少年の道徳的

な感覚 を取 り去っている。・…一

現在 の性教育は人間本来の慎みや道徳

心 に反するものである。」(ト ティー ・エ

リス『性に潜む危険を子供 に教 える』「U.

S.A.ト ゥデイ」1987年3月16日 付 ，p.12

A)

私 た ちの中には， この筆者 が述 べた慎

みと道徳心が存在 します。今晩 この会場

に集 っている若い男性 に申しあげ ますが，

不道徳 の中 に幸福 はありません。純潔の

中にあるのです。主 はこの点を明言して

お られ ます。また，人間の歴 史がそれ を

実証 しています。教会は徳 を守 るように

呼びかけています。雄々 しく悪 を退 ける

ように呼 びかけています。性的な違背は

罪であると宣言 しています。それは主の

みこころに背き，教会の教 えに反 し，人

の幸せや福利 に逆 らうものです。

次の点を覚 えておく必要があ ります。

忘 れてはな りません。天の知恵と経験 は，

人格 を強め，心 の平安 を得，人生で幸福

に至 る道が，徳 と道徳的な清 さにあるこ

とを教 えているのです。数千年に及ぶ歴

史 を11冊 の大部 の書物 に著 わ した ウ ィ

ル ・ダラン トとア リエル ・ダラント夫妻

は，次の ように述べています。「思春期 の

若人は自分の性の欲求に完全 な自由を与

えてどこが悪 いのかと思 うであろう。 し

か し， もし習慣や道徳，法律などで規制

されなければ，彼 らは十分成熟する前 に

人生 を台無 しにして しまうに違いない。

性 とは火の川であって，個 人や社会がそ

のための破滅か ら免れるには制御 する必

要がある， ということを理解する前に人

生 を破壊 してしまうのである。」(「歴史の

教訓」pp.35-36)

若 い兄弟の皆 さん，皆 さんは主から実

に多くの恵みを授 かっています。歴史が

始 まって以来，主はこの大切な時代 に皆

さんを地上 に送 ってくださいました。主

は皆 さんのためにこの栄えある福音を地

上に回復 し，それにあずかれるようにし

てくださいました。 これほ ど豊富な知識，

経験，富，機会 を与えられた時代 はほか

にあ りません。

皆 さん自身のため に，皆 さんの現在 と

将来 にわたる幸せのために，皆 さんの次

の世代のために，ぴ疫病を避 ける場合 と同

じように性的な罪を遠ざけてください。

仲間の誘惑が あってもきっぱ りと断わ

って，皆 さんの力 と独立心 を示 して くだ

さい。その勇気 が弱い人々の力 となるで

しょう。その模範が周囲の人々に決意 を

促すでしょう。

貴い生得権 を持 ち，偉大な約束を受 け

た愛する兄弟の皆 さん，皆 さんの上 に神

の祝福 がありますように。「神 の命に従 っ

て生 き」て ください。(ア ルマ37：47)皆

さんにそのようにする力が与えられます

ように， へ りくだって祈 り，私 の愛 と祝

福を皆 さんに残 します。イエ ス ・キ リス

トのみ名 によって申しあげます。 アーメ

ン。



教会のホームティーチャーへ

大管長

工ズラ ・タ フト・ベンソン

「ホームティーチャーほど偉大な教会の召 しはほかにありません
。天父の子供

たちが教会から受ける援助の中で，謙遜で献身的な決意に満ちたホームティー

チャーの奉仕ほど大きな助けはほかにありません。」

こ よ い

愛
する神権者の皆 さん，今宵皆さん

と共 に集 い，神のみこころにかな

う優れた人々の話に耳を傾ける機会 を持

てるのは喜ば しいことです。私 は皆 さん

の持 っておられる力 と信仰を感 じていま

す。今晩 この会場 に集って くださった方

方に賛辞 を送 りたいと思 います。

今宵皆 さんにお話 しできるこの機会 を

うれ しく思っています。私 は施行 された

当初から神の霊感 を受σて進め られてき

た神権プ ログラムについてお話 しする必

要があると感 じてい ます。 このプログラ

ムによって心を揺 り動か し，生活 を改善

し，人を救 うことができます。 このプロ

グラムは天父の承認 の印を受けています。

これは非常 に重要なプログラムであって，

忠実 に実行するなら教会 の霊性 を一新 し，

個々の会員 と家族を昇栄 に導く助けとな

るで しょう。

そのプログラムは神権 ホームティーチ

ングを指 します。皆 さんがみたまを受け

て， ホームテ ィーチングに対 する私の思

いを正 しく理解 してくださるように，心

から願 っています。

兄弟の皆 さん，ホームティーチングは

ありきた りのプログラムではあ りません。

聖徒 たちを見守 り，教会 の使命 を達成す

るための神権による手段 なのです。ホー

ムティーチングは単 なる割 り当てではな

く，聖なる召 しなのです。

ホームティーチングを軽 く考 えてはな

りません。ホームティーチングの召 しは

主イエ ス ・キ リス トがみずか ら親 しく皆

さんを召 されたかのように受 け入れる必

要 があります。

救 い主 ご自身 も教師でした。地上 に生

を受 けたこの唯一完全なお方は，謙遜で

献身的な霊感 に満ちた教師であられまし

た。 ご自身に従 った人々には救 いと昇栄

をもたらされたのです。

私の願 いは，教会のすべての兄弟 たち

がホームティーチングの重要1生を理解す

ることです。

今晩私 は新 しい教義を取 りあげている

訳ではあ りません。 これまでにあった教

義を再確認 しているのです。教義 と聖約

第20章 を開けてみま しょう。予言者 ジョ

セフ ・ス ミスが1830年4月 に受 けたこの

啓示 の中で，主 は神権者 に次のように宣

言 してお られ ます。

「常に教会員 を守護 し，彼 らと共 にあ

りて彼 らを強 くすべきものとす。 また教
よこしま

会員 の中に邪曲なきよう……注意すべき

聖徒の道/1987年7月 号

ものとす。 また教会員のしば しば集会 す

ることをはか り， またすべての会員にそ

の義務 をつくすようになさしむ。」(53-

55節)

「また各会員 の家庭 を訪れて
，彼 らが

声 を挙 げてもひそかにて も祈 りを為 し，

すべて家庭の務 めにいそしむよう勧めを

なすなり。」(51節)

兄 弟の皆 さん， これが神権 ホームティ

ーチングなのです
。

この種 のホームティーチングは，初期

の弟子たちによってキリス トの時代 にも

行 なわれていました。モルモン経の時代

にも実践 されています。 モルモン経ヤコ

ブ書第1章 には次の ように記 されていま

す。

「私 ヤコブと私の弟の ヨセフとは
，す

でに二一ファイの按手 によってこの民 を

教 え導く祭司 と教師とに立て られていた。

私 たち二人は主 の御前にその職 をつくし

て責任 を負い，私たちがもしも一生 けん

めいに神 の道を民に教えなかったならば，

民の犯 した罪の責任 を私 たちが負わなく

てはならないことを認めた。」(18-19節)

この霊感 されたプログラムが近代に開

始されて以来，教会 の指導者は再三再四

ホームテ ィーチングの大切 さを強調 して

きました。

マ リオン ・G・ ロムニー会長 はかつて

総大会で次のように述べました。「正 しく

機能 を果 たして いるホームティーチング

の下では，神聖 な任務 を託され，神権指

導者 と監督から権能をもって召された2

名 のホームティーチャーが 『各会員の家

灘
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欝 灘，

灘灘 ，
講 繋瞬

灘
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庭』を訪れる。これ らのホームテ ィーチ

ャー， すなわち神権者 は，主イエス ・キ

リス トの代理 として，各教会員の福祉 に

心を配る，重要で栄えある責任を果たす

ものである。彼 らは，家庭 と教会 の両方

で義務 を果 たすように各会員を促 し，励

まさなければな らない。」(「ホームティー

チング集会」1966年4月8日)

デ ビッド・0・ マッケイ大管長 は次 の

ように語 っています。「ホームテ ィーチ ン

グは，天父の子供 たちを養 い，鼓舞 し，

助言 し，指導するために，最 も差 し迫 っ

た報いの大きいプログラムのひとつであ

る。……それは神聖な奉仕 の機会 であ り，

天よりの召 しである。 ホームティーチ ャ

ーとして
，天か らの霊感をあらゆる家庭

に，人々の心の中にもたらす務 めは，私

たちの義務 である。この務 めを愛 し，全

力を尽 くすなら，高貴で献身的な神の子

供たちのホームティーチャーに，計 り知

れない平安 と喜 びと満足がもた らされる

であろう。」(「指導者用手引き」前文)

メルケゼデク神権 およびアロ ン神権 を

持っておられる善良な兄弟 の皆さん， ホ

ームティーチングは啓示されたプログラ

ムなのです。

ホームティーチングは養 い，愛 し，活

発な会員 にもお休み会員に も個 人的に手

を差 し伸べるための原点なのです。

それは神権 による慈善奉仕です。

私たちの信仰を実際 の行 ないに示すた

めの手段です。

私たちが真の弟子であるか否かを試 さ

54

れるひとつの試験 です。

教会が行 なう活発化に中心的な役割 を

果たすものです。
おこ

「それ
，小なる事 よ り偉大なる事起 る」

(教義 と聖約64：33)と い う聖 句を成就

させる召 しなのです。

ホームティーチャーほど偉大な教会 の

召しはほかにあ りません。天父の子供 た

ちが教会から受 ける援助の中で，謙遜で

献身的な決意 に満 ちたホームティーチャ

ーの奉仕ほど大 きな助 けはほかにありま

せん。

効果的なホームティーチングに欠かせ

ない基本 となる3つ の事柄 があ ります。

それ らを簡単 に検討 してみましょう。

第1は ，ホームティーチングの担当家

族 をよく知 るということです。

本当に知 るのです。 よく知 りもしない

人のためによく奉仕することはできませ

ん。マ リオン ・G・ ロムニー会長 は次 の

のように強調 しています。

「各 ホームティーチャーは担当家族の

中の子供や青少年，大人一 人一人と 『個

人的に』親 しくなる必要がある。

ホーム ティーチャーとしての義務を申

し分 なく果 たすには，神権者 として， ま

た監督の代理 として世話を託 された家庭，

家族の中のすべての子供，青少年，大人，

つまり全員の態度や活動，興味，問題，

職業，健康状態，幸福度，計画 と目的，

肉体 的，物質的，霊的な必要や環境など

に常に心 を配 っていなければな らない。」

(「神権 ホームテ ィーチングセ ミナー」

1963年8月9日 ，pp.3-4)

そ して効果的に家族 に働 きかけるため

の鍵 は，父親 との連絡 を密にしておくこ

とです。家族 に対す る父親の正 しい望 み

を知 り， それを実現できるように父親を

助 けてください。ささいなこと，小 さな

ことであっても，家族 にとっては大 きな

意味 を持 つ事柄 を実行するように，ぜひ

とも皆さんに勧めます。 たとえば，家族

全員の名前を覚 えてください。誕生 日や

特別 な祝福を授 ける 日，バプテスマ，結

婚式 などに注意 してください。 ときには，

顕著 な業績をあげた り，功績を残 したと

きに電話 やカー ドで称賛 の言葉 を送 って

ください。

ホームテ ィーチングの同僚 と定期的 に

「メル ケ ゼ デ ク神 権 手 引 き」(PBCT

0044JA)の8ペ ージから10ペ ージまでを

検討 し，担当家族 に役立つ優れた提案 を

見つけてください。

とりわけ，担当の家族や個人 と真の友

情 を築 いて ください。 ちょうど救 い主が

「われ汝 らを友 と呼ばん。汝らはわが友

…な り」(教 義 と聖約93：45)と 私 たち

に言われたのと同 じです。友人は毎月義

務 で行なう以上り訪問 をします。友人は

割 り当てを果たす こと以上 に相手への援

助に関心を向けます。友人は愛を示 し，

耳 を傾 け，手を差 し伸べ ます。

ロムニー会長は，ある寒 い晩にロムニ

ー家を訪問 したいわゆるホームティーチ

ャーについてよく話 しました。私たちは

その話を覚えています。 このホームティ

ーチャーはいすに腰 を下 ろしてメッセー

ジを伝 えてくださいと勧 められても，帽

子を手にした まま， そわそわ していまし

た。そしてこう言ったのです。「ではお伝

えしましょう， ロムニー兄弟。外 はだい

ぶ寒いので，車のエ ンジンをかけたまま

にしてきましてね。実 は監督に報告でき

るようにち ょっと寄 っただけなんです

よ。」

兄弟 の皆さん，私たちにはこれ以上の

ことができるはずです。 もっとよくでき

るはずです。

効果的なホームティーチングの2番 目

の基礎 は，各家庭 に携 えていくメッセー

ジをよく知ることです。 そして，それは

主 が担当の家族や個人に伝えてほしいと

望 んでおられる特別 なメッセージである

ことを知 る必要があ ります。

ホームティーチャーは心の中に目標や

目的を持 ち，それを達成できるように毎

回の訪問を計画する必要 があ ります。訪

問の前 には同僚 と会って一緒に祈 り，指

導者からの指示を確認 し， これから家族

のところに携えていくメッセージについ

て検討 し，特別な必要がないか話 し合い

ます。

ホームティーチャーは， 自分たちで準

備 したものか， または神権指導者から受

けた大切 なメッセージを伝 えなければな

りません。毎月 「聖徒の道」に掲載され

る大管長会 メッセー ジを， ホームティー

チャーが利用 してくださるように強 くお

勧め します。家長が家族のために特別 な

メッセージを依頼す ることもできます。



また， メッセージを伝えるときに，忘れ

てはならない点ですが，で きる限 り担当

家族 と一緒に聖典 を読 んで ください。訪

問のたびにそれが習慣 となるようにして

ください。特 にモルモ ン経の中から，皆

さんが伝 えるメッセー ジを強調できるよ

うな聖句 を一緒 に読んでいただきたいと

思 います。その とき予言者の次の言葉 に

心を留めて ください。「人はその(モ ルモ

ン経の)教 えに従 うことにより，ほかの

どの書物 にも増 して神 に近づくことがで

きる。」(モ ルモン経 「序文」)皆 さんの担

当家族はモルモン経が持 つ力を絶えず必

要 としているのです。

私 たちの伝 えるメ ッセージが，アルマ

が当時の教師たちに与 えた命令 に添うも

のであるように願 ってい ます。「アル マ

は， 自分 が教 えたことと，聖い予言者 ら

が言ったことのほかは何 ごとも教 えては

ならないとこの祭司たちに命 じた。」(モ

ーサヤ18：19)

適 切 なメッセージを携えて訪問し， み

たまによって教 えて ください。みたまは

このみ業の中で唯一最 も大切な要素です。

担当の家族 は皆 さんの愛 と関心をみたま

を通 して知 り，メッセージが真実である

ことを理解 し，従 いたいという望 みを持

つのです。

ホームティーチャーとして皆 さん自身

がみたまを受 けられ るような生活を心が

けて ください。効果的に教 えられるよう

に福音にの っとった生活を送って くださ

い。

アルマは私 たちに次のように教えてい

ます。「『誰であっても神 の心にかない神

の道 を歩み神 の命令 を守る者でなければ，

その人を信 じて教師または教会 の指導者

にしないようにしてほしい。』……祭 司ら

と教師 らはみな(ア ルマの手を経て)聖

められたが，正 しい人でなくては何 人も

聖められなかった。 それであるから，祭
み ま も

司 らと教師 らはその民 を見護 り義 しさに

関わる教訓を与 えて民 を養 った。」(モ ー

サヤ23114，17-18)

次 の点 も忘 れてはなりません。すなわ

ち， できるときにはいつでも，訪問のた

びに家庭 で祈る必要があ ります。皆さん

が祈 るように指名された ときには，みた

まによって真心 から祈 り，担当の家族や

個人のために主の祝福 を求めてください。

聖徒 の道/1987年7月 号
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●十 二使 徒 定 員 会会 員 の ボ イ ド・K・パ ッカ ー 長老(左)， マ ー ビン ・J・ア シ ュ トン長 老 とあ い

さ っ を交 わ す 大 管長 会

そうです。効果的なホームティーチン

グのふたっ目の原則とは， 自分の伝 える

メッセー ジをよく知 り，みたまによって

教え， メッセージを伝 えるときには必ず

祈 り，聖典 を読む ことなのです。

では，効果的なホームティーチングの

ための最後の要素を紹介 しましょう。 そ

れはホームティーチャー としての召しを

全力を尽 くして遂行 するということです。

ホームティーチングというこの偉大な

神権プ ログラムに対 して，月並 な訪問で

満足していてはなりません。 どの点をと

っても優 れたホームティーチャー になっ

てください。群 れの真 の牧者 となってく

ださい。月の初旬 にホームティーチング

を行 ない，必要 に応 じてさらにフォロー

ができるように十分 な時間を取 っていた

だきたいと思います。

できれば毎回はっきりとした訪問の約

束を取ってください。担当家族 に訪問の

日時 を知 らせ，彼 らの時間 を尊重 してく

ださい。

メルケゼデク神権者の皆 さん， アロン

神権 を持 つ青少年が皆さんの同僚 である

場合 は，彼 らをよく訓練 してください。

担当家族 と接触 し， レッスンを行 なう際

に，青少年を効果的 に活用 してあげてく

ださい。ホームティーチ ングを尊ぶ気持
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ちをこうした若 い人々に知 らせてくださ

い。彼らが先輩同僚になったときには，

皆さんと同 じようにその召 しを愛 し，全

力を尽 くして働 くようになるで しょう。

忘れないでください。影響力のあるホ

ームティーチャーになるには
，質 と量の

双方が不可欠なのです。皆 さんは質の高

いレッスンを行 なう必要がありますが，

同時 に， どの家族 とも毎月ホームティー

チングを行 なう必要があるのです。担当

家族すべての牧者 として，活発な家族 に

も教会をお休み している家族 にも，99匹

の小羊に手を差 し伸べるだけで満足 して

はな りません。目標 はあ くまで も毎月100

パ ーセン トのホームテ ィーチングでなけ

ればな りません。

質の高 いホームティーチングが行なえ

るように，神権指導者は一組のホームテ

ィーチャーに3軒 か ら5軒 を越 えて担 当

家族 または個人を割 り当てないようにし

てください。 これがむずか しい場合 もあ

るで しょう。 しかし，祈 りの気持 ちをも

って， これらの割 り当てについて考慮 し

てくださるようにお勧 めしたい と思いま

す。

担当家族の一人一人 を大切に見守るこ

とが肝要です。 モルモン経 にはこの原則

が美 しく説かれています。 モロナイ書第

6章 には次 の ような聖 句が あ ります。

「人々はバプテスマを施 され
，……キリ

ス トの教会の会員の中に数 えられ， その
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名 を書 き留 められた。 それはこの人々を

忘れてなおざりにせず，神 の善 い教えで

この人々を養いたえず善 い道 を、言・ませ，

たえず慎 んで祈 ることをつとめさせ， ま

た この人々の信仰のもとであり信仰 を完

全 になしたもうたキ リス トの功徳 にだけ

頼 らせるためである。」(4節)

兄 弟の皆 さん，私 たちが担当の家族や

個 人全員 を心 に留 めて毎 月彼 らを 「数

え」，彼 らが正 しい道 を歩 めるように神の

良いみ言葉で担当家族を養えるように願

っています。

定員会の指導者 の皆さんは，毎 月霊的

なホームティーチング面接 を行 なって，

ホームティーチャーの働 きにっいて報告

を受 け，現在の必要 を評価 し，翌月の割

り当てを行 ない， ホームティーチャーが

神聖 な召 しを遂行できるように教 え，強

め，鼓舞 して ください。ホームティーチ

ャーとのこのような面接 は，指導者 にと

って進行状況を評価 し， 自分 が仕えるよ

うに召 された個人や家族 に， よ り一層奉

仕す るための機会 を もた らして くれ ま

す。

最後にホームティーチングに関する私

自身の証 を述べて， この話を終 えたいと

思います。私 はアイダホ州ホイッ トニー

で過 ごした少年時代 を， まるで昨 日の こ

とのように覚 えています。私 の家は農家

で した。子供 たちが外 で野良仕事 をして

いると，父が庭先から大声で私たちを呼

び集めたのを覚 えています。「馬 をつない

で，戻 ってくるんだ。 ワー ド部 ティーチ

ャーが来てくれたぞ。」私 たちが何 をして

いるときでも， それがワー ド部 ティーチ

ャーの話を聞 くために，居間に集 まるた

めの合図 になるので した。

このふた りの忠実な神権者は，徒歩 か

馬に乗 って毎月やって来たものです。私

たちは，ホームティーチャーは毎月来 る

ものだと思 っていました。彼 らの来 なか

った月を思 い出すことができません。そ

の訪問はすばらしい ものでした。ふたり

はいすの後 ろに立って，家族に話 しまし

た。 そして輪の中を回って一人一人の子

供 に声をかけ， 自分 の務 めを果 たしてい

るか尋ねるのでした。私 たちが正 しく答

えられるように， ときどき母や父がワー

ド部 ティーチャーの来る前 に心構えをさ

せてくれたものです。私 たち家族にとっ

てその時間は貴重なものでした。彼 らは

常 にメ ッセージを携えてきて，それ らは

必ず役立つものだったからです。

ホイッ トニーでのこうした初期の時代

か ら， ホームテ ィーチングについて数 多

くの改善 が加 えられてきました。 しかし

基本的な点では今なお変 わっていません。

そ こには同 じ原則が見 られ ます。思 いや

りを示 し，手を差 し伸べ，みたまによっ

て教 え，毎月大切 なメッセージを伝 え，

家族の一人一人 に愛 と関心を寄せること

です。

ホームティーチ ャーに神の祝福 があ り

ますように。皆さんは，個人と家族を強

め見守 るために，防衛 の最前線にいるの

です。

皆さんの召 しが神聖 であって，天よ り

授 けられた責任であることを理解 してく

ださい。

担当家族 をよく知 って ください。 また，

メッセー ジをよく知 り，みたまによって

伝 えてください。 そして最後 に，ホーム

ティーチ ャー としての召しを真 に全力 を

尽 くして果 たして ください。

そうするときに，人々の心 に触れ，生

活を変え，救いが得 られるように助 ける

ときに伴 う天の祝福 と，言葉 では表現で

きないほどの喜びが与えられることを約

束 いた します。イエス ・キリス トのみ名

によって申しあげます。 アーメン。



●1987年4月5日(日)午 前の部会

神のみ手に使われる僕
第一副管長

ゴー ドン ・B・ヒンクレー

r末日聖徒イエス ・キリス ト教会の歴史の中に，今日ほど輝かしい時代はあり

ませんでした。J

兄
弟姉妹 の皆さん， このすばらしい

大会 に共 に出席で き， うれ しく思

っています。主の力強いみ業が予言どお

りに成就 している様 を生 きて 目のあた り

にすることができ，感謝 しています。

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会の歴史

の中に，今 日ほど輝 かしい時代 はあ りま

せんでした。 また主 のみ業が今 ほど栄 え

た時代 もありません。

そして全世界の末 日聖徒が これほど大

きな喜び と感謝の念に.満たされた時代 も

あ りません。

昨 日は教会の年次統計報告が発表され

ましたが，退屈な数字の羅列 にしか思 え

なかった人もいるかもしれません。 しか

し私 にとっては，その数字 はまさに奇跡

の現 われでした。年度末現在の教会員数

は600万 を はるか に超 えました。1830年4

月6日 にピー ター ・ホイッ トマーの丸木

小屋で，6人 で始 まったときの ことを考

えると，実 にすばらしい成長ぶ りです。

1986年 の末におけるシオンの ステーキ

部数 は1，622で した。最初の小 さなステー

キ部がカー トランドで組織 されたのは，

1831年 で したが，当時と比 べる と考えら

れないほどのすばらしい成長 です。

また，昨年度末現在，植 民地などを含

め全世 界122力 国 に及ぶ15，000以 上 の場

所 で，この教会の集会 が開かれています。

また伝道部数 は193を 数 え，32，000人の 宣

教師がその中で働 いています。教会が組

織 される前に，サ ミュエル ・ス ミスがた

ったひとりで， リュックに数冊のモルモ

ン経 を入れて伝道 した ことがあります。

彼 はニ ュー ヨー ク州西部の道 を歩き， こ

こに1冊 あそこに1冊 とモルモン経 を置

き， それを読んだ人々の生活を神 に向け

させようとしました。

モルモ ン経の初版5，000冊 は，物惜 しみ

しないマーテン ・ハリスが自分 の農場 を

抵当にして得 たお金で出版 された もので

した。昨年印刷，発行 された英語版のモ

ルモン経 は164万3，000冊 で ，ほかの言語

の版 を含め ると全部 で約300万 冊 にもな

ります。

マーテン ・ハ リスはいろいろと弱点 も

あ りましたが，彼はこの神聖 な記録 を出

版 するために， 自分の土地 を抵当に入れ

てお金をつくりました。私 はそこまで し

た彼 を深 く愛しています。 この信仰 ある

行 ないによって，地上の数多くの人々が，

心を変え，主に対 して証 を持 ち，主を愛

するようになってきました。私 はさらに

神 に近づくことができるという約束 とと

もに，モルモン経を読むようにとの勧告

聖徒 の道/1987年7月 号

を現在の予言者か ら繰 り返 し与 えられて

いることに感謝 しています。

教会では毎週，支出承認委員会 が開か

れ，礼拝堂の建設などのために教会基金

を用 いることについて討議，承認がなさ

れます。 そこで提示 されるのは大体， ワ

ー ド部やステーキ部の名前
， それに金額

を示す数字です。

毎週行 なわれるこの会 の様子を部外者

の人が見 ていたら，何 と退屈 なことかと

思うか もしれませんが，私 には絶え間な

い奇跡の連続 と感 じられます。 ここで，

その会 のごく普通のアジェンダの中か ら

短く紹介 してみたいと、思います。

(1)ヘ ル シンキ ・フィンラン ドステー

キ部 ミッチリワー ド部，(2)ラ パ ス・ボリ

ビア ・ミラホーレステーキ部オラジェス

ワー ド部，(3)ブ エ ノスアイレス・アルゼ

ンチン ・キルメスステーキ部 キルメス ・

オエス トワー ド部，(4)サ ンパウロ・ブラ

ジル北 ステーキ部カンポ ・グラシデワー

ド部，(5)ブ リスベー ン・オース トラリア

ステーキ部 ギンピー ワー ド部，(6)ソ ウ

ル韓 国カンソーステーキ部ブチョンワー

ド部，(7)ボ ゴ タ・コロンビア ・ケネディ

ー ステーキ部ケネディー第1ワ ー ド部
，

(8)カ ラカ ス ・ベネズエラステーキ部 カ

ウリマエワー ド部。このほかにもまだあ

りますが， これらはこのみ業が世界各地

で進展 していることを示 しています。

このようにすばらしいことが教会 のユ

輩

蟹 、

講

齪
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ニットの集会場建設のために毎週毎週行

なわれているのです。

この神権 時代に教会 が最初 に建 てたの

はカー トランド神殿ですが，それか らま

だ151年 しかたっていません。何 とすばら

しい成長ではないで しょうか。

このタバナクルの一角を占めるテ ンプ

ルスクウェアについてもいろいろと考 え

ることがあ ります。テンプルスクウェア

は，アメリカでも有数の観光地 となって

います。昨年 ここを訪れた人の数 は，260

万 にのぼ ります。ある週にここを訪れた

人々が残 した証 の中から幾つか紹介 した

いと，恩います。'

ミシガン州から来た長老派教会の会員。

「モルモンのイエス ・キリス トに対する

強い信仰を見させていただきました。」

カリフォルニアのあるキ リス ト教徒 か

ら。「テンブルスクウェアは私 にとって大

変な衝撃でした。ぜひもっと勉強 したい

と思 います。」

カ リフォルニアか ら来たバプテス ト教

会の牧師。「本当 にすば らしい経験 でし

た。非常 に驚 さました。皆 さんの上に神

の祝福 があるように。」

アルゼンチンか らの観光客。「私 にはこ

の教会が必要 です。」

ウィスコンシン州のルーテル教会の会

員。「人生の目的を見失 っていましたが，

モルモ ン経 を読んで心 に強 く感ずるもの

があ りました。」

オー ス トラリアからの訪問者。「キ リス

トの生涯 について教 えてくださったガイ

ドの方 に感謝 しています。」

イ リノイ州からの観光客。「シカゴにも

この教会 があるとよいのですが。」

カナダから来たバプテス ト教会の会員。

「テンプルスクウェアで感 じた平安 をい

つも心の中に保 っていたいと思います。」

英国国教会の会員。「私 は，この教会 の

会員になりたいと思います。 それは可能

なことで しょうか。」

これらはみな，奇跡と呼ぶに値 する も

のではないでしょうか。ついでに もうひ

とつ，注 目に値するすばらしいことにつ

いて話 したいと思 います。 この7月 にイ

ギ リスに伝道 が開始 され て150周 年 を迎

え，英国諸島の教会員はその記念行事 を

行 ないます。英国への伝道 もまた，信仰

による行 ないのなせる業 でした。1830年

当時，末 日聖徒 はふたつの場所に集合 し

ていました。大半の教会員 は，カー トラ

ンドとその周辺に集まっていました。そし

て もうひとつは，カー トラ ン ドか ら約

1，200キ ロ離れた ミズー リ州で した。当時

は，経済的 に不況の時代で， たくさんの

銀行が倒産 し， 多くの人々が財産 を失い

ました。カー トラン ドの教会も例外では

ありませんで した。 あら捜 しや悪口が教

会に脅威を与えていた時代で した。 この

ような状況 にあったときに， ジョセフ ・

ス ミスが ヒーバー ・C・ キンボールに次

のように言いました。「ヒーバー兄弟，主

のみたまが私にささやきました。 わが僕

ヒーバーを英国に遣わし，わが福音を宣言

し，かの国 に救 いの門戸 を開 か しめよ

と。」(オ ルソン ・F・ ホイッ トニー 「ヒ

ーバー ・C・ キンボールの生涯」p .104)

この召 しは非常 に重要な意義 を持っも

ので した。 だれかごく普通 の人がほかの

人 に対 してこのような命令 を下すという

ようなことが，信 じられ るでしょうか。

その召しを引き受 けるということは，貧

しい家族 をあとに残 し， 自分 も一銭の金

も持 たず にニューヨークヘ行 き， さらに
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は大西洋 を越 えていくということを意味

しているのです。 また，辺境の地で学校

教育 もろくに受 けずに育 った人が，高い
そな

教育と知性 を具 えた人々が住 むイギリス

の大都市へ行 くということなのです。 ヒ

ーバー ・C・ キンボール もためらいを感

じました。そのような数々の問題が彼の

脳裏をよぎりました。それでも彼 は， 日

記の中にこう書いています。

「こうした問題 について考 えてみて も
，

自分の責任を避けることはできなかった。

天父のみこころを理解 すると， どんな困

難があろうとも， その召 しにこたえよう

という気持 ちになった。私 は神がその全

能の力をもって助 けてくださ り，必要 な

力 をすべて授 けてくださると信 じた。確

かに家族は私 にとってかけがえのない存

在で， ほとんど無一物 の状態で彼 らをあ

とにするのは忍びなかった。 しかし，キ

リス トの真理の教 えと福音は，何 にもま

して大切なものであった。」(「ヒーバー・

C・ キンボールの生涯」p.104)

7月 にはこのときのことについて数 多

くのことが語 られ ると思いますが， ジョ

セフ ・ス ミスか ら召 しを受 けた ヒーバ

ー ・C・ キンボールと6人 の同僚が
，家

をあとにし，陸地 を進み，海 を越 え，英

国諸島に力強いみ業 の基を据 えたと言う

だけで十分 だと思 います。 やがて福 音は

イギ リスからヨーロッパヘ広め られ， さ

らには全世界へ広め られていくようにな

ったのです。 これ らのことは，一体何 を

示 しているのでしょうか。 それは，神 の

み手の偉大 な現 われであり， また，予言

者 ジョセフ ・スミスの力強い影響力の現

われです。彼 は聖典 の中 に語 られたこの

時満ちたる神権時代を開 くように召され，

聖任された予言者です。今も昔 と同 じよ

うに， 多くの人々が彼のあら捜 しに多く

の時間を費やし， ジョセフ ・スミスが語
し
ったとはまったく無縁の事柄 をもとに し

て，彼 を批判 していま。す。

常に成長 し，常 に力を増 し加 えて きた

このみ業の基 を築 くために， ジョセフ ・

ス ミスと共に働 いた人々がいますが，彼

らの言葉 と比べてみた場合， このような

批評家たちの言葉 に，どれほどの真実性

があるので しょうか。ここで，ジ ョセフ・

ス ミスをよく知 り，彼と共に働 き，祈 り，

苦 しんだ人々， また彼が全能者 に油注が

聖徒 の道/1987年7月 号

れたこの時代 の予言者であることを確信

し， そのためにこの世的な喜びや富 を捨

てた人々の証 をいくつか紹介 したいと思

います。

，最初は，教会 に入 るまでに2年 間福 音

を研究 したブ リガム ・ヤングの言葉です。

彼はジョセフ ・スミスについて次のよう

に言 っています。「ジョセフ・ス ミスを非

難 してよしとされる人があるだろうか。

私 はほかの だれに もまして彼 を知 って

いる。彼の両親 でさえも私 ほどは彼のこ

とを知 らないであろう。 この地上 に生 を

受けている人の中で私以上 に彼 のことを

知 っている人はいない。私 は声を大にし

てこう言 う。イエス ・キリス トを除いて

彼ほ ど立派な人物 は存在 しなかったし，

これからも存在 することはないであろう。

私 は彼 の証 人である。」(ブ リガム ・ヤン

グ 「ブ リガム ・ヤング説教集」p.459)

ジ ョン ・テイラーはイギリス出身の才
そうめい

能 と学識 に恵まれた説教師であり，聡明

な人物 であった。彼 はこう言っている。

「私 は長年にわたって ジョセフ ・スミス

と親 しくしてきた。一緒に旅 をし，公の

場 でも私的な場で も共に時間を過ごし，

様 々な集会 に一緒に出席し，何百回も彼

の公開説教，また個人的に友人や仲間に

与えた助言などを聞いてきた。・…一私は

彼がカーセー ジの牢獄で顔 を黒 くぬった

雛 灘
蹴

撒 懸 譲

雑

一

謬
， 己臓底・

残忍な暴徒 たちに殺 されたときも，生 き

てその場に居合 わせた。その ときは私 自

身 も身に傷 を受 けた。 この ように私 は

様々な状況の中で彼を見てきた。私 は神

と天使 と人の前に，彼が善良，正直，高

潔な人物であることを証する。彼は私的

にも公的にも非の打ちどころのない人物

で，神 の人 として生 き，死んだのである。」

(エズラ ・C・ ダル ビーによる引用 『神

の予言者 ジョセフ ・スミス』1926年12月

12日 ， ソル トレークにおける話)

ウ イルフォー ド・ウ ッドラフは教会が

組織 された3，4年 後 にバプテスマを受

けた人です。彼 はカー トラン ドヘ行 き，

そこでジョセフ ・ス ミスに会 いました。

それからミズーリ州 まで彼 と共に旅 をし

ました。彼の言葉を読んでみ ましょう。

「私たちは千数百 キロの距離 を共 に旅

しました。 そのとき私は神 とその予言者

の結 びつ きがいかなるものかを初 めて知

リました。私 は彼が予言者であることを

完全 に理解 しました。示現を読み，彼が

受けた啓示 を読んで，それ らは地上の人

間が考え出したものではなく，全能の神

の霊感によって与えられたものであると

いうことを悟 りました。」(マ シアス・F・

カウリー 「ウイルフォー ド・ウッドラフ」

p.610)

オル ソン ・プラ ットは聡明さと鋭敏な
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精神 を兼ね備 えた人物で したが， ジョセ

フ ・スミスについてこのように言 ってい

ます。

「私 は1830年 に予言者 ジョセフ ・スミ

スを親しく知 るようになり，以来，彼の

死に至るまでその関係 を続けて きました。

私は非常 に恵まれて……彼の家で……寝

起きし……公的な教師としてだけでなく，

ひとりの市民， また夫，父親としての彼

もよく知 ることができました。私は彼が

家族 と共に朝夕熱心 に謙遜な祈 りを捧 げ

る姿を目にし，彼の口か ら家族，隣入，

友人を力づけ励 まし慰める永遠 の生命の

言葉が語 られるのを聞きました。彼が聖

霊の霊感 を受け，かけがえのない啓示 の

言葉 を語 り伝 えるときには， その顔 は輝

いていました。彼が受けたその啓示 は私

たちを導 くために今 では印刷物 になって

います。…

私 は彼が神 の人であることを理解 して

いました。それは私 の単 なる個人的な考

えではあ りません。天から証 を受けたの

です。」(エ ズラ ・C・ ダルビー，p.14)

今 申 しあげてきたのは， ジ ョセフ ・ス

ミスに親 しく接 し，彼のためなら命をも

捨てようと思 っていた人々の賛辞です。

しかし，信仰 こそ違 え， ジ ョセフ ・ス

ミスヘの賛辞 を惜 しまなかった人々 もい

ました。 そのような人物 の例 として何度

もあげられるのが，ニ ューイ ングラン ド

6()
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嶺岱

融

灘 ・　

の聡明な人物 ジョサイア ・クインシーで

す。彼は予言者が殉教する43日 前にノー

ヴーを訪れ， のちにはボス トンの傑出 し

た市長 となった人です。彼 は予言者 ジ ョ

セフ ・スミスについて次のように述 べて

います。

「経済的に最 も貧 しい階層の中に生ま

れ，学校教育 もほとんど受 けず， きわめ

てあ りふれた名前 を持 つこの人物 は，39

歳 の年齢で， この世 においてきわめて大

きな影響力を持つ存在 となったのである。

スミスという姓 を持つ人は数 多くいるが，

このジョセフ ・スミスほど人々の心 を捕

らえ，生活 を変 えた人はほかにいない。

それが良いものであるにせ よ，悪いもの

であるにせよ，彼は今 も強 い影響力を人

人 に与 えているのである。 その力 は人々

の間からいまだに消えていない。」(ジ ョ

サイア ・クインシー 「思い出の人々」p.

400)

この力強い予言者を愛 したある人は，

次のように述べている。

「自分 が唱道する大義のために，命 を

捨てる人は， おのが正直 さと誠実 さを問

う最大 の試練 にこたえるのである。人が

自分の証 に命 を捧 げるとき，批判者は皆

口をつ ぐみ，すべての声 はその犠牲者の
いけ い

前に畏敬の念をもって完黙する。」(エ ズ

ラ ・C・ ダルビー，p.1)

彼 が全能者の力と霊感によって世に出

したモルモ ン経だけを取 っても，彼の名

を歴史の中に永遠にとどめるに十分です。

神の力 によ り， ジ ョセフ ・ス ミスを通 し

て与 えられたこの驚くべき啓示の言葉 に

加 えて，私 たちは取るに足 らない批判者
ワようが

の群れ をはるかに凌駕する予言者が与 え

られています。

もうひとり，ジ ョセフ ・ス ミスを一度

は裏切 り，苦 しめた ものの，のちに彼 か

ら愛 と赦 しを受けた人の言葉 を読 んでみ

ます。

「神権 とみさかえを もて

寺わ鍵 を氷遠 に彼持っ

古 き予言者 とともに
い

主の王国に入 らん」

(ウ ィリアム ・W・ フェルプス 「たたえ

よ，主の召 したまい し」讃美歌144番)

このみ業が人か ら人へ，国か ら国へと

広められていくことに何 の不思議 がある

でしょうか。批判 し，破壊 しようとする

人々をものともせずに，力においても数

において もこのみ業 が成長 し，影響力を

強めていることに何 の不思議があるで し

ょうか。 これは，神 ご自身が予言者 を通

して，地上 に回復 されたみ業なのです。

ジ ョセフ ・ス ミスと共 に働 いたパ ー レ

ー ・P・ プラッ トはこう述 べています
。

「彼の働 きの結果 は
，永遠に続き，ま

だ生 まれていない無数の人々が，神のみ

手 にあって働いた貴い器 として彼の名を

尊ぶようになるであろう。彼はその短い

生涯の間 に，予言者 ダニエルが，ほかの

すべての国を打ち破 って永遠に立つと言

った王国の基 を据 えたのである。」(パ ー

レー ・P・ プラット自叙伝」p.46)

この話の冒頭 にも申しましたが，私 は

このみ業の成長 に驚嘆しています。 しか

し，私 たちが今 目にしているのは， これ

か ら起こるはるかにすばらしい事柄 に比

べれば， ごく小 さなことなのです。私 は

このことを聖霊の力 によって証 します。

永遠の父 なる神 と主 イエス ・キ リス トが

実在 し，予言者 ジョセフ ・スミスとその

あとを継 いだ予言者 たちが神に召された

人々であることを証 します。キリス トの

み名 を受 け，キ リス トのみ業を進めてい

るこの教会が真実の教会 であることをイ

エス ・キ リス トのみ名 によって証 します。

アー メン。



私の隣り人，

私の兄弟たち
十二使徒定員会会員

デビッ ド・B・ヘイ ト

1
●

「夫婦の亘教師は多くの場合
，その成熟さや豊かな経験，洞察力，愛のゆえに

最も有力な亘教師の内に数えられるのです。またその愛のために不思議な万法

で扉が開けられるものです。」

いたレビ人 も，かたわ らを通 り過 ぎてい

きました。イエ スの時代のユダヤ人にと

って， このたとえに現われ る犠牲者 に対

しての無関心 さは，宗教的 に認め られた

妥 当な行動だったのです。彼らの教 えは

こうです。「異邦人 を殺 してはいけない

が，た とえ異邦人が死の危険に瀕 したと

きでも，助けなければならないという義務

はなか った。それは，彼 らにとって異邦人

は隣人 とは見なされていなかったか らで

ある。」(ダ メロー 「聖書注解」p.751)

これ に対 してサマ リヤ人 は， ユダヤ人

「、懸 ・灘 灘灘1灘 麟雛!

に軽べつされていたにもかかわらず，苦

しんでいるその人を見て，3っ のことを

しました。(1)そ の 人に同情を寄せ，(2)

彼 に近づいて傷に包帯を巻き，(3)彼 の

面倒をみたのです。(ル カ10：30-35参

照)

イエスはこのた とえを話 した後， その

3人 のうちだれがこの人の隣人であった

かを律法学者 に問われ ました。祭司だっ

たで しょうか。 レビ人だったでしょうか。

それ ともサマ リヤ人だったで しょうか。

律法学者 は明白な答 えをせざるを得 ませ

んで した。「その人に慈悲深い行 いをした

人です」 と彼 は答えました。それに対 し

て救 い主 は，「あなたも行 って同じように

しなさい」(ル カ10：37)と 言 われたのです。

神 が私 たちすべての父であり，お互い

が兄弟姉妹であるとの永遠の真理 を教 え

るうえで， これほど完壁 なた とえがある

でしょうか。

私 の隣 り人，私の兄弟たち1そ れこ

そ主，救い主の教 えなのです。私たちは

すべての人を自分の兄弟のように， また

隣 り人を自分 自身のように考えなければ

なりません。(教 義 と聖約38：24参 照)

霊 感 に基づ いて世界中で行なわれてい

る伝道活動 は，この真理 を基盤としてい

ます。すなわち，回復 された福音の栄光

ある真理 を，私 たちの兄弟姉妹 である隣

り人と分かち合 うということなのです。

.鱗 一1

r騰瞬

あ
るとき，律法学者 はイエスを試み

て 「わたしの隣 り人 とはだれのこ

とですか」(ル カ10：29)と 尋 ねました。

その問いは，まさに私たち一人一人が投

げかける価値 のある問いです。

主 は期待に反 して，深遠な意味を持つ

たとえで律法学者に答えられ ました。 よ

きサマリヤ人のたとえがそれです。

エ リコに向かおうとしていた旅人が，

不運 にも強盗の手に落ちました。彼 は略
ひ ん し

奪 され，打たれ，瀕死の状態で放 ってお

かれました。

神殿に向かって歩 いていた祭 司は，旅

人に目をくれただけで去 って しまいまし

た。 同じように，当時祭 司の補助 をして

難

、 庁 雛 灘禦
捌 濯 耐 苧 彫 覗

燃 蜂

灘 繍 鑛 「 灘

筋繊

撫 灘

疋r鱗

● 中央 若 い女 性 会 長 会(左 か ら ジ エイ ン ・B・マラ ン第 一 副 会 長 ， アー デ ス ・G・カ ツ プ会 長 ，

イ レイ ン ・L・ジ ャ ック 第二 副 会 長)
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初期の時代以来，ジ ョセフ ・スミスを

はじめ とする私たちの予言者 は， すべて
い ま し

の資格ある会員は証を述べ，隣 り人を警

めるよう教えて きました。多くの神権者

が，準備 らしいことをする時間な どほ と

んどないような状態で伝道 に召 されまし

た。総大会の席上で，何 の予告 もなく自

分 の名前が呼 ばれ るのを聞いた人 もいま

す。にもかかわらず何千もの方が伝道の

召しに応 じたのです。

ベンソン大管長 は， お父さんが教会 の

私書箱Bか ら手紙 を受 けた ときの証を し

てくださいました。私書箱Bの 手紙 とは，

当時，大管長会からの伝道の召 レだった

のです。ベンソン大管長の父親 は妻 と子

供 を残 してその召 しに応じました。その

お陰で，彼 らの家族 は伝道の精神 に恵 ま

れ，多くの人に祝福 をもたらしました。

この私書箱Bの 精神 を土 台とした伝道

の召 しは，今 日すべての若 い男性 に与 え

られています。彼 らは若い ころから主に

仕える準備 をしてきています。何万人 も

の若人がチャレンジにこたえました。奉

仕の召 しであるこの私書箱Bの 精神 は，

すべての若 い男性や召 しを果たしたいと

願 う献身的な若い女性 に注がれてきたの

みならず，年輩の夫婦 にも届いています。

今か ら11年 前， スペ ンサー ・W・ キン

ボール大管長 は次のように宣言 されまし

た。

「宣教師として働 ける夫婦が何百組 も

います。皆 さんのように年輩の方々で，

子供 も成長 し，退職 され， 自分の資金で

伝道 に出，福音 を教 えることのできる夫

婦 です。そういう夫婦がたくさんいるの

です。 どうか監督のところへ行 って，話

してみて くだい。皆 さんがなすべきこと

は，それだけです。そ して監督に，『もし

私たちでよければ，伝道に出る準備 はで

きています』と言ってください。そうすれ

ば，多分伝道 に召されることで しょう。」

(エ ドワー ド・L・ キ ンボー ル編 「ス

ペ ンサー・W・キンボールの教え」p.551)

キ ンボール大管長がその呼びかけを行

なって以来， その必要性 はずっと増 え続

けています。今 日，何百どころか何千 も

のよく準備 された夫婦が必要なのです。

幾 多の経験 を積 み，信仰 深 い夫婦 の

方々， この方々は白髪が混 じり， しわも

多少はあるかもしれ ません。で もそれは

円熟の象徴なのです。仕事を退職 したも

のの，隠居するまでにはまだ数年精力的

に働けるという方，息子や娘たちは独立

した生活 を営 んでお り，体 も健康 でいつ

か監督に 「私 たちは準備 ができています。

主が必要 とされるところでしたら， どこ

へでも参 ります」 と言 う日を夢見てお ら

れる方々が数 多くいらっしゃるはずです。

ホ リス ・カーゼイ兄弟，姉妹 も，その

例 にもれません。彼 らは家 を売 り，小さ

な農場 を買 い，農場の中の家を暖かく快

適 になるように改装 しました。畑 もきれ

いにして菜園を作 りました。「隠居生活 に

入る準備 をしていました。」カーセイ兄弟

姉妹 はそう語 っています。

、ヨ・た りは もともとバプテス ト教会の会

員で， この年 になって宗 旨変 えをするな

どとは夢に も思 っていませんで した。 し

かし，宣教 師や近所の家族のお陰 で， バ

プテスマを受 けることになったのです。

結婚40年 目の記念 日に，ふた りはア トラ

ンタ神殿で結 び固めを受 けました。間 も

なく，彼 らはステーキ部宣教師 に，また

そのあ とで専任宣教師 として召 されまし

た。
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宣教師訓練セ ンターに着いた、言・た りは

こう話 してくれました。

「私 たちは
，ニワ トリと七面鳥， うさ

ぎは人にあげ，子馬 と犬を2匹 息子のと

ころであずかってもらいました。そして

フリーザーを空 にし，猫 を人 にあげ，窓

に板 を打ちつけ，小屋 を封鎖 し，全部の

スイ ッチを切 り，10人 の孫にお別れのキ

スを して ここに来 ました。」何 とすばらし

い生 き方ではあ りませんか。

皆 さんの中で，心配 な方や，十分な能

力がないのではないかと思 ってちゅうち

ょしてい らっしゃる方々があ りましたら，

予言者の勧告に従 って，監督 に相談 して

みてください。 そうすることで，救い主

であられる主の福音 を宣べ伝 える霊感 あ

ふれ る伝道活動 の第一歩を踏み出してほ

しいのです。

私が学 んだ教訓の中に，神の子である

私 たちの能力は，必要 に応 じて増 し加 え

られ るということがあります。直面する

いろいろな問題 に順応 していく私たちの

能力 を過少評価 してはいけません。問題

が大 きいからといって，また複雑だから

といって恐れる必要 はあ りません。人間

の潜在能力ほど偉大 で，かつ十分開発 さ

れていない資源 はこの地上 にはないでし

ょう。

永遠の父なる神 と御子イエス ・キ リス

トについて個人的な知識を持つことに次

いで大切 なのは，学 び，問題を理解 し，

克服するという自由 ではないで しょうか。

皆 さんの多くは， 自分 自身の持つ能力

に目覚 めていないのではないで しょうか。

新 しい支部や活発な会貝の少ないワー ド

部 において，皆 さんは強い基 となること

ができます。

若 い宣教師と同 じ方法で伝道 する必要

はあ りません。夫婦 の宣教師は多くの場

合， その成熟さや豊 かな経験， 洞察力，

愛のゆえに最 も有力な宣教師の内に数 え

られるのです。 またその愛 のために不思

議な方法で扉が開け られるものです。

ある伝道部長が，忘れ難 い夫婦宣教師

についてこのように証 しています。

「実のところ
， レスリー長老 と姉妹が

初めて来 られたとき， うまくいくかどう

か心配で した。 レスリー長老は太 り過 ぎ

ていましたし，補聴器 を付 けていました。

姉妹 のひざには人工 の骨が入 っていまし
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た。で も，彼 らはやさしい雰囲気 にあふ

れ， その情熱はすばらしいものでした。

ごく普通 の方々で したが，愛に満ちてお

られました。

私 はふたりをテネシー州のジェームズ

タウンに送るようにとの霊感 を受けまし

た。そこには長い間，宣教 師もなく苦闘

している小 さな支部がひとつありました。

このふた りに街頭伝道 はできないこと

はわかっていました。最初 の2，3週 間

の報告 には特別なことは記されていませ

んで した。手紙 には，『この地の人と知 り

合 いになっているところです』 と書かれ

ていました。

その後2，3週 間 しますと，今度は教

会に出席 している非教会員 のことが書 か

れていました。最初 はふた り，次 に4人 ，

次に7人 とその数は増 し， ついには一時

に24人 の求道者が来 るほどで した。間 も

な くバプテスマも始 まりました。老若 を

問わず，彼 らほどバプ テスマを多く施 し

た宣教 師はほかにあ りません。

レスリー長老 も姉妹 も， レッスンプ ラ

ンにそのまま添 って教 えることはできな

かったと思います。でもふた りには，人々

への愛 が脈々と流れていました。ふたり

はその小 さな町に溶け込み，友愛 と奉仕，

理解に満 ちた心で町の人々の心 を勝 ち得

ることができたのです。

今 日， ジェームズタウン支部 には新 し

い建物が建 ち，100人以上の会員が出席す

るまでにな りました。 多くの方が，信仰

と力をこの支部のために注ぎましたが，

レスリー長老，姉妹ほど大きな， しか も

惜 しみない働 きをした人はいませんで し

た。」

一己「覗 阜

躍

締

概 騰

雛 誕 鋤
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愛，奉仕，思 いや り， これ らは心 から

自分 を愛するように隣 り人を愛する者に
そな

具わった資質なのです。

皆 さんは夫婦 として幾年月 も共 に過 ご

してこられたことと思 います。 しか し，

そこでは味わ えなかった新 しい祝福 を伝

道地 で見いだされることでしょう。お、ζ・

たりで経験 したことのないほど親密 に，

また熱烈にこの報 い多き業 に携 わるので

す。 あなたの伴侶の心の内に秘 められた

新 しい一面 をも見いだすことになるでし

ょう。 また一致 の精神 も深ま り，天父と
きずな

の絆 も強まることで しょう。

皆さんの隣 り人はだれで しょうか。 よ

きサマ リヤ人のように，待 ち望 む人に真

実の福音 をもたらし，思いや りを示 し，
いや

話 に耳 を傾 け，傷を癒 し， そして特別な

方法で惜 しみない愛 をすべての人 に示す

のです。

リン ・ショークロフト兄弟，姉妹 は，

エクア ドルに着いたときに一種 のカルチ

ャーショックに陥 り，2週 間ほどは人々

と意思の疎通 を図ることがあまりで きま

せんで した。

そして，「1年 半 は何 と先が長 いこと

か」 と思 ったそうです。

「私たちが見たのは
，若 い宣教師 たち

なま

の生の生活で した。 そして最初 に思 った

のは， 自分たちが一人前の働 きができる

ようになるまでは，せめてこの若い宣教

師たちの面倒 をみてあげようというもの

で した。私たちはク ッキーや シナモンロ

ールを作 るための鉄板や材料 の買い出し

に出ました。棒状のチ ョコレー トを買 っ

て きて， それを小 さく切 って， チ ョコレ

ー トチップクッキーを作 りました
。

澱 ・、雛難瀟
灘 灘

己騰 、
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宣教師から多くを学 びました。彼 らが

私たちより先に言葉 を覚えたことも気 に

なりませんでした。彼 らが喜んでクッキ

ーを食べるのを見るだけで
，私 たちの努

力は報 われました。私 たちは彼 らが持 っ

ていなかったもの，そう，家庭 の雰囲気

をかもし出すことができたのです。

私たちは，宣教師のためにク ッキーを

焼く以外は何 もしなかったように聞 こえ

るかもしれませんが， そうではあ りま.せ

ん。地元の教会指導者 と共 に活発化のプ

ログラムに参加 した り，教 えた り，音楽

や系図，福祉の業 にも携わったのです。

また，宣教師や求道者のために毎週 オ

ープンハウスを開きました。力を合わせ
9

て働 きました。

準備 の日には宣教師が来てクッキーや

シナモンロールを作 ったり，聖典 にっい

て話 した りしました。 また，が っかりす

るようなことがあるとよく私 たちのとこ

ろに来て話をしました。本当に彼 らを愛

しています。

若 い夫婦に字 を教 えた り，父親 が再 び

教会 に出席するようになって家族 に幸せ

が戻 ったの を見た りしたとき，私 たちは

鼻歌 まじりで，足どりも軽 く自分 たちの

アパー トに戻 ったもので した。本 を読 む

ことができるようになった若 い母親が，

その喜びを手 をたたいて表わ した とき，

またこの町 に召されていなかったら， 多

分 この小さな赤 ん坊は生命 を取 りとめて

いなかっただろうと考 えたとき， これら

の経験の数々が伝道の一時一時を実 りあ

るものにして くれたことがわかったので

す。

苦 しみなが ら外国語 を学ぶだけの価値

があったでしょうか。 はい，確 かにあ り

ました。若 い宣教師と歩調 を合わせてい

かなければな らないと感 じたでしょうか。

いいえ。私たちは自分な りの方法で奉仕

しました。私 たちは受け入れ られたでし

ょうか。本当に温かく受 け入れて くれま

した。」

ショークロフ ト姉妹は，夫婦で伝道 に

出る人は愛や福音の証 とともにおいしい

クッキーやシナモ ンロールの作 り方を勉

強することを勧めています。それにうん

とたくさんの愛 をもって出ることも勧め

ています。

これ らの宣教師は， 自分 自身を犠牲に

して人に手を差 し伸べるという救い主の

教えの良き模範なのです。そうすること
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で，黄金の時代 を伝道に捧げ， 自分 自身

と家族 と教会 のために多くの貢献 をする

こととなったのです。

2度 目，3度 目の伝道に出られる夫婦

宣教師 もお られます。 また必要性 を悟 っ

て外国語の勉強 を始 められた方 もおられ

ます。

数年前，カ リフォルニア州 の有名な方

が私 とヘイ ト姉妹 がスコットラン ドに伝

道 に出ることを知 って こうおっしゃいま

した。「私 は他人か ら真 に偉大な責任 を託

されるような良い人生 を送 ってこなかっ

たのが残念です」 と。

人間の心の奥底 には，何か役立っこと

をしたい，本 当に大切なものに加 わ りた

いという気持 ちがあるものです。人生に

おいて，毎 日の気楽でマンネ リ化 した生

活 から離れ，予言者の召 しにこたえ， 自

分 たちの霊を高めるとともに他人を祝福

するにふさわしい霊的状態 に到達 すると

きがあるものです。

それがで きる教会の夫婦はすべて，19

歳 の若者 と同様，伝道に出 ることを目標

に掲げるべ きです。子供 や孫にとって，

円熟 した年代 に伝道 に出ることほ ど良い

模範はないのではないでしょうか。

私たちの隣 り人はだれで しょうか。天

父の子供すべてが隣 り人なのです。福音

をもた らし，私たちの従順 さと，愛 と奉

仕 を示 すことができるのは何 と大 きな祝

福 ではないでしょうか。

監督 は祈 りの気持 ちをもって可能性 の

ある夫婦 を検討 してみてください。主は

二一フ ァイ人にこう教 えられました。「さ
なんじ

れば汝 らはわが名 によりてたえず御父に

祈 らざるべからず。
しか

而 して，汝らが必ず受 くと信 じて，わ

が名によりて御父に乞い求むるものは，

その正 当なるものなる限 り， すべて汝 ら

に与えらる。」(III二一 ファイ18：19-20)

この ようにすれば，みたまがどのように

答 えるかを示 して くださいます。

私 は，へ りくだって隣 り人 に仕 えると

きに大 いなる喜 びと満足感 が得 られるこ

とを証 いた します。

この業は神が導 いておられる業 です。

神 は生 きておられます。イエスは神の御

子です。 この証をイエ ス ・キ リス トのみ

名 を通 していた します。 アーメン。



一致の祝福

七十人第一定員会会員

ヒュー ・W・ピノック

「一致があるところでは，すばらしいことが起こっています。一緒に働くと，

私たちは自分の取るに足 らない小さなことを忘れるものです。そ して組織や目

的のために奉仕することをいとわなくなります。」

主
が宣言 された4つ のきわめて重大

な戒 めがあ ります。非常 に影響 力

が大きいために， その前 には 日常 のささ

いな事柄が無意味 に見えてきます。

主の教 えの中からそれを引用 してみま

しょう。「『心 をつくし，精神 をつくし，

思いをつくして，主なるあなたの神 を愛

せよ。』

これが いちばん大切 な，第一のいまし

めである。

第二 もこれと同様である，『自分 を愛す

るようにあなたの隣 り人を愛せ よ。』」(マ

タイ22：37-39)

で は第3の 戒 めとは何で しょうか。「も

しあなたがたがわたしを愛するならば，

わたしのいましめ を守るべ きである。」

(ヨハネ14：15)

そ して第4の 戒 めとは，「もしひとつと

なんじ

ならずば，汝 らはわが ものにあらず」(教

義 と聖約38：27)で す。

この第4の 戒めである，一致 にっいて

お話 ししたいと思います。

私 たちはまず次のように問うてみなけ

ればなりません。「家族はひとっとなって

いるだろうか。家庭の中に真の平安があ

るだろうか。」

ある遠 くの町 に住むひと りの男性が，

生計 を立て，家族を養 い， さらに教会の

召 しを果 たそうと悪戦苦闘 していました。

それで も借金はかさむ一方で，家族 は不

満だらけ，おまけに子供 たちも好 ましく

ない行 ないが目だつようにな リ，家族は

みなば らば らの方向を向いている有様 で
う あ

した。仕事 も突然解雇の憂 き目に遭 い，

精神的苦痛は募るばか りで した。

どうにも算段がつかず思案 に暮 れてい

るところへ， 父親 の挫折感や苦悩 を感 じ

雛
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謙 鐵 耐 苧 騨
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難
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取っていた10代 の娘が言ったのです。「お

父さん，家族ですもの，何 でもできるじ

ゃないの。さあ，一緒 に働 きましょうよ。

放課後 なら私 にもいい仕事 があるし， ビ

ルも新聞配達の口が見つかったのよ。 そ

れに， そろそろ地下室の貯蔵食品に手を

つけてもいいころじゃないかしら。」

やがて家族全員 に一致の精神が伝わ り，

力を合わせて努 力し始め ました。時間を

かけて家族が互 いに支 え合 うようになる

と，事態は好転 していきました。

リーハ イがその生涯 を閉じるにあたり，

愛する者たちを自分 の周 りに呼 び寄せた

ことを覚 えていらっ しゃることと思 いま

す。 みずからも多くの試 しに遭 ってきた

この愛深 き家長 が家族 に願 ったことは，

住み慣れた故郷 を離 れて， はるかかなた

の新世界への旅立 ちでした。そ こで彼 ら

が遭遇 したものは，厳 しい環境 と危険，

そして不和でした。 リーハイは家族 に次

のように語っています。

「さて私がお前たちのことを思 うて喜
うれ

びに満 ち，悲しみ憂 いて墓 の中に入 るこ

とな くお前 たちのために喜 び楽 しんでこ
ちり

の世 を去るよう，わが息子たちよ，塵の

中か ら立ち上 って……そして精神をひと

つに し心をひとつにして決心 を固めあら

ゆる事 に一致結束せ よ。 これはお前たち

が 束縛 の身 の上 にな ら な いた め であ

(る。)」(II二 一 ファイ1：21)

家 族 を愛してやまない父親 としては，

彼 らが繁栄 するためには一致 しなければ

ならないことを承知 していたのです。

さて私たちは隣 り人と一致 しているで

雛
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●七十人第一定員会会員

しょうか。あなたの住 む地域 は， あなた

が住んでいることによって平安 を増 して

いますか。

モンタナ州南西部に，ふた りの牧場主

が隣 り合って住んでいました。ふたつの

牧場を仕切 っているさびた有刺鉄線が正

確な境界線 にはなっていないとお互 いに

思 っていたので， このふた りはいがみ合

っていました。互いに相手が 自分 の土地

に侵入 していると思い込んでいました。

郡 の役所でも不動産 の記録がはっきりし

ないのです。

ふた りは、壱、子同士が遊ぶことも禁 じま

した。争いは日に日に激 しくな り，何年

にもわたるのの しりや脅迫の応酬が続 い

た揚 げ句，一方の牧場主が 自分に言い聞

かせるようにつ、3ぐやきました。「もうたく

さんだ。」自分 の土地か ら田舎道を抜けて

郡道へ出ると， さらにそこから大通 りを

隣の土地まで車 を走 らせました。

「何の用だね。」敵 が聞 きました。

「さあ
，お宅の雇 い人と息子 たちを連

れて来て くれないか。 うちの方 も連れて

来 ることにするから。 そうしたら， お宅

の好 きな場所にへいを設けよう。今まで

のようなことはもうたくさんだ。私 は友

達 にな りたいと思 っているんだよ。」

やせた隣人の表情が和 らぎ，互 いのほ

おに涙が伝 わっていきました。隣人の返

事 はこうで した。「さて，バージニア市 ま

で車 を走 らせて，現在のへいが我々の正

しい境界線を示 していると記録 してこよ

うじゃないか。」

、ζ・たりはそのとお りにしました。そし

て問題 も解決 しました。 どうしてなので

しょう。一方が隣の家族 とひとつにな り

たいと思 ったか らです。

ここからあまり遠 くない地域で も深刻

な問題 があ りましたが，隣人たちが心を

ひとつにしたお陰で，事が重大 になる前

に解決できました。若 く美 しい女性が ス

テーキ部大会で事の次第を話 してくれま

した。「私はニューヨークから来た改宗者

です。両親 は子供たちが永遠の結婚 をす

ることを願 っていましたが，私たちのい

た小 さな支部 には，結婚相手 になるよう

な教会員 はいませんで した。そこで我が

家はユタ州へ引 っ越 してきたのです。

やがて私は夫 となる人を見つけました。

彼はその地方のオー トバ イ ・クラブの会

長を していて，黒皮 のジャンパーにオー

トバイ用のブーツをはいているような人

でした。私 たちはオー トバイの相乗 りも

しました。それは母が望 むような結婚で

はあ りませんでしたが，そのころには私

は もう教 会 か ら心 が離 れ て いたの で

す。」

その後 どうなったで しょうか。「私たち

は新 しい家 に引っ越 しました。そこへは

友達がよく集 まってきました。私たちの

せいで， ご近所 がひどく不愉快な思いで

もしているのではないかと，私な りに心

配 もしました。私 たちがぶらぶらしてい

ると， とうとう隣人のひとりが子供を連

れて我が家 にやって来ました。

それで隣人たちはどうしたと思います

か。我が家 には芝刈 り機がないので，彼

らは芝 を刈 って片づけてくれました。病

気の ときには花 を持 ってきてくれ たり，

食物を届けてくれたこともたびたびでし

た。我が家 の幼 い娘 は子供たちの遊びに

仲間入 りさせて もらい，お誕生 日に皆 さ

んをお招 きしたこともあ りました。」

彼女と夫が隣人たちにお礼を言お うと

すると，彼 らの返事はこうで した。「いや

あ，私たちは皆，好 きで助 け合 っている

んですから。」、忌・た りは愛 と一致 のある隣

人たちから快 く迎 えられたことを感 じ取

りました。

彼女 の話 はさらに続 きます。「10カ月

後，私たちは黒皮の ジャンパーとオート
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バ イ用のブーツを，神殿の白い衣 と靴 に

換えました。聖壇 に向 かい合 ってひざま

ずき，部屋 を見回すとそこにはあの隣人

たちの姿が ありました。我が家の芝を刈

ってくれた り，私たちのためにいろいろ

と心 を尽 くしてくれた人々です。」

彼 らは本当にひとつとなっていました。

彼女 は近所づき合いの中にも， そしてワ

ー ド部にもすばらしい一体感があったこ

とを報告 してくれ ました。 それは決 して

一時的なものではあ りませんでした
。

バスケッ トボールや フットボール， あ

るいはサッカーの試合 でも， チームに完

全 な一体感がみなぎ り，5人 ないしは11

人 の選手が一丸 となっている光景 を目に

することが よくあ ります。 こんなときは，

間違いなく急に試合の流れが変わ ってし
よ

まうものです。事実，チームワー クの善
あ

し悪 しを見れば， どちらのチームが勝つ

かわか ります。

この一致による祝福 は，至 る所で見受

けられます。私はまだ20代 のころに監督

に召 されました。私は未熟でしか も経験

不足で した。 そこで私 よりも知識 も経験

も豊富な年上 の方 を，副監督 として、ζ・た

り選びました。彼 らは どうしたと思 いま

すか。 み業を成 し遂げるために心をひと

つにしました。私 たちが共に働 いた5年

間は， すば らしい奉仕 の時でした。 それ

霧

蟻 蔽鰍 甜 麟

醗

は彼 らが一致 して王国のために働 くこと

を望み， しかもそれにふさわしく物事 を

よくわきまえていたからです。

伝道部 やワー ド部， ステーキ部の中で

も，若 い女性や 日曜学校 のクラスに一致

があるところでは， すばらしいことが起

こっています。一緒に働 くと，私 たちは

自分 の取るに足 らない小さなことを忘れ

るものです。そして組織や目的のために

奉仕 することをいとわなくなります。

総大会でスペ ンサー ・W・ キンボール

大管長が，ふたりの忠実 な副管長 と， も

うひとりのお元気な副管長 にやさしく支

えられながら席 に着かれた姿は，私 たち

の記憶にまだ新 しいところです。現在 と

同様 に，当時の大管長会 もその大切 な在

任期間 を， ひとつとなって働かれたので

した。皆さんがそれぞれの職においてひ

とつであるように，教会の使命 を遂行す

るときにも，私 たちは一体 となるのです。

その使命 とは，福音を宣言 し，聖徒たち

を完成 に至 らせ， この世 を去 った人々を

救 うことです。 しか し私たちは本当 に心

をひとつにして，私たちの知 っている人

人の生活 に， これらの永遠の祝福 をもた

らしているでしょうか。

アイダホでの特別な出来事 は今 でも忘

れられません。それ は春 もまだ浅いころ

のことでした。あるステーキ部長から電

1灘 難 購雛
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話がかかってきたのです。彼は 「ぜひこ

ちらへ来て，見ていだたきたいことがあ

るのですが」 と言 いました。そこで私 は

南 アイダホヘ車を走らせました。 ステー

キ部長 は私 を数 マイル離れた貯水池へ連

れて行 きました。近 くに小 さな町が点在

しているところで した。 ダムはほとんど

満水状態で，今 にもあ.ζ・れそうになって

いました。そこでステーキ部長は言いま

した。「今年は洪水 にな りそうだなどと考

えている人はほとんどいません。貯水池

を下った谷あいでのんびりと暮 らしてい

るのです。水路を作って余分 な水が貯水

池 か ら流れ るように しな い と， どん な

ことになるかよくわかっていないのです。」

このステーキ部長 は少年 のころからず

っとこの辺 りの山を歩 き回ってきたので，

こんな季節に大量の残雪 があ って，貯水

池の水かさが これほど増 しているのを見

たことがないと言 うのです。彼は 自分が

何をすればよいかわかっていました。そ

して私か ら彼に言えることはこれだけで

した。「正 しいと思 うことをやってくださ

い。 あなたが しなければと判断 したこと

を行なってください。」

数週間後にそこを訪れた私 は， 巨大な

土木機械が同 じ動作 を繰 り返 しなが ら水

路 を掘っているのを目にしました。大人

も子供 も手にシャベルを握 り，共 に力を

合わせて働 いていました。数 日で約37キ

ロにも及ぶ溝が掘 られるという奇跡がま

さに起 ころうとしていました。水害にあ

った農地 もいくつかあ りましたが，大部

分 は無事で した。 どのようにして，また

なぜそれができたので しょうか。 それは

勇気ある人々が一致団結 して，なすべき

ことを行 なったからです。少人数では決

してなし得 なかったことです。 しか しス

テーキ部長の陣頭指揮 による一致の精神

で，州の軍隊や各建設会社(支 払 いがど

うして行 なわれ たか見 当 もつ きません

が)，あるいは近隣や遠方の人々か ら貴重

な道具が貸与され，谷あいの土地が守 ら

れたのです。それはまさしく，一致が も

た らした末 日の奇跡 でした。

ところで数週間前 に，私 は著名なビジ

ネス界の リーダーであり，キ リス ト教 の

教師でもあるひとりの人物 とニューヨー

クで話 す機会があ りました。彼はおよそ

220に も及ぶキ リス ト教 各教 派のまとめ
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役 として，精力的に働 いていました。彼

は末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会のすば

らしさを飽 きることなく話 していました

が，特 に教会員 の献身と確 固たる信仰 に

触れながら， そのすばらしさをいくつも

数えあげていました。

彼の意見はこうで した。「末 日聖徒イエ

ス ・キリス ト教会 の特筆すべき特徴 は，

あなたがたが一致 して業 をなすことにあ

るようです。同じ方向を見つめ，ひたす

ら主の望 まれることをなそうとひとつと

なっていることです。同 じ教義 を学 び，

指導者 に従 い， そしてひとつに結ばれて

いることです。」

これは私 にとって貴重な教訓でした。

彼の意見 は私 も十分承知 していたつ もり

ですが，だれよりも他教派の教会 と接触

の多い人物 からそれを聞かされると，私

たちの絆の強さと一致の力を改めて意味

深いものとして実感 したのです。

私 たちの際立 った特徴のひとつに，一

致に向けて努力することがあげられ ます。

私たちは指導者 を支持 し，その勧告や指

示に従います。 なぜ一致すべきかという

ことについては様々な理由があげられ ま

す。 しか し，その中で最 も重要 なのは，

ひとつとなるように求め られているとい

う点だと思 います。主は教義 と聖約 の中

で教会員に， ご自身のみ言葉 とひとつと

なるために集合 せよと求めておられます。

(教義 と聖約41：2参 照)ジ ョセフ ・ス

ミスは安定した統治にっいて触れ，「一致

は力 なり」.(「教会歴史」6：198)と 言 いま

した。まさに一致が教会 と家庭に力 を増

、、灘麓 鞭 耀

構

し加 えているのです。

ここで再び， モルモン経の中で救 い主

がほかの羊に向かって話 しておられる箇

所を開けてみましょう。 イエスは西半球

の人々 と共 に祈 って言われました。「さて

父よ，われはこの弟子たちのために祈 る。

またかれ らの言葉を信ずるすべての者の

ためにも祈 る。」(III二 一 ファイ19：23)

主 は そこに集められた信者 と宣教師のみ

ならず，教 えを聞 くであろう人々のため

にも祈 っていらっしゃいます。「そはこれ

らの者がわれを信 じて父がわれにいます

が如 くこれらの者がわれに在 り，われら

が一 つとならんためな リ。」(III二 一 ファ

ィ19：23)

さ らにイエ スは古代 アメリカの人々の

前 に立 って，祈 られました。「父 よ，われ

は世 のために祈 らず， ただその信仰の厚

き故 に父が世の中より選び出 してわれに

加 えたまえる者共のために祈 り， かれら

がわれによりて清 められんことと， また

父がわれにいます如 くわれ もかれ らに在

りてかれらと一つになり，かれらにより

てわが栄光 を示 さんことをねがう。」(m

二一ファイ19129)そ してこのイエ スこ

そ，旧約聖書の中でエホバ として，次 の

ような霊感あ、言・れるみ言葉 を述べたその

お方 なのです。「見よ，兄弟が和合 して共

におるのはいかに麗しく楽 しいことであ

ろう。」(詩 篇133：1)

私 た ちはどのようにイエスの栄光を讃

美したらよいで しょうか。 またその貝費い

にどのように感謝すればよいでしょうか。

儀式と誓約 に対 してどれほど感謝の意 を
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表 わすことができるで しょうか。それは

まさに神 を愛 し，隣 り人を愛 し，戒めに

忠実 に生 きること，そしてひとつとなる

ことによってできるのです。主の教 えに

心を向けましょう。 まことにパウロが，

「主は一っ，信仰は一つ，バプテスマは

一つ」(エ ペソ4：5)と 教 えたように，

私 たちも主や周囲の人々とひとつにな り

ます。 また私 たちの指導者 として召され

た方々に，つぶやかずに従います。私 た

ちがその指示 を実践することで，指導者

は私 たちの忠実 さを知 るのですか ら。

兄弟姉妹の皆 さんが， この偉大なるみ

業 にあってひとつとなられますように。

まだ教会員 でない方々が心を開いて理解

できるよう，愛 と思いや りの心で彼らと

交 わ りましょう。また群 れか ら離 れ た

方々を見いだして，彼 らが再 び戻 って私

たちと共にひとつとなれるよう，助け ま

しょう。この一致 と， またその一致 を心

から望 むことによって，私たちの生活 に

平安 と力 とが増 し加 えられ ることを，子

供 たちが実際 に目で見て感 じ取ることが

できるよう祈 るものです。

兄弟姉妹の皆 さん，共 に働けることを

心か ら感謝 しています。 そして私たちを

導 くために召 されている予言者や指導者

に一致 して従 うことで，この時代が抱 え

る社会問題 や経済的な危機 を，一人一 人

が解決できるようお祈 りいたします。家

族 や隣人，団体や組織が不一致によって

もた らされる苦 しみや問題 を避けること

がで きるよう，腰い主イエ ス ・キ リスト

のみ名 によって祈 ります。アーメン。
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「私 はもう大人よ」

十二使徒定員会会員

マー ビン ・J・アシュ トン

「自分を裁くのはあらゆる面で非常に危険なことです。自分が今どこにいるか

よりも，自分がどの万向に進んでいるかの万がはるかに大切なことは事実で

す。」

数
週間前，教会で重要な地位にある

人から特別な依頼 を受けました。

「友達 の家族 なんですが，両親 とティー

ンエージャーの娘が話 し合 いを始めるの

で立ち合 って もらえませんか」というの

でした。

私 たち4人 が話 し始 めてすぐにわかっ

たのは， コミュニケーションのチャンネ

ルが，偏見やお どし，批判，憎 しみなど

で、ζ、さがれてしまっていることで した。

言葉の嵐が激 しくなり，私 は聞 き手 は自

分 だけであることに気づきました。彼 ら

は個人としてまた全体 として，私が相談

役，判士，仲裁者，審判となることに同

意をしたものの，気がついてみると，私

は話 を聞いて くれる機会がやって来ない

かと辛抱強 く待 っていたのです。熱気 を

帯びた，感情的な口論の最 中に， ティー

ンエージャーの女の子が憎 しみを次のよ

うに繰 り返 し表現 しました。「そんな話 し

方をしてほしくないわ。私はもう大人 よ。

そんな、ζ・うに私 を扱わないで。私 はもう

大人よ。私の人生 を支配することはもう

できないわ。私 はもう大人よ。」

「私 はもう大 人よ」 と彼女が言 うたび

に，私 は身がすくむような思いでした。

定義 から言えば，大人とは，成熟の年代

に達 した成人のことです。

人がある年齢 に達 したとき，その人が

法的に成人として見なされることは事実

です。 しかし，きょうここで私 たちが話

している大人 とは，行動および態度のう

えで成人であるということです。

だれかに対 してその人が大人であると

宣言する権利や責任がだれにあるのかは，

私 にははっき りわかりませんが，往々に

して，そうするうえで最 も資格に欠ける

のは，自分 が大人であると宣言する人 自

身であることは確 かです。 もしも大人に

なっていたら， 自分でそれを表明する必

要 はあ りません。その人の振 る舞いこそ，

その人の真の成熟度 を示す ものです。態

度に関する限 り，大人であるということ

は，年齢や しわ，あるいは白髪 とともに

やって来 るものではあ りません。大人 と

しての振 る舞 いはひとつの過程であると

言っても過言ではないでしょう。それは，

自己修養， 自立， たゆまぬ努力によって

はぐくまれるものだか らです。

ティーンエー ジャーの女の子が 「私 は

もう大人 よ」 と言う言葉 にあまり感心は

しなかったものの，公平 に見 て彼女の方

がその部屋にいるほかの人よ り大人であ

ると思われることがときどきありました。

年長の人が，議論 の決着 をつけるために，

「自分 の方が年上 なんだか ら」 という言

葉を使 うのを耳に しますが， それはあま

り効果的であるとは言えません。年齢の

聖徒の道/1987年7月 号

相違 を主張するよりも，親 としての振 る

舞いを通 して，愛や尊敬 を得 ることの方

が よほど優れています。

全世 界の若 い男性および女性の皆 さん，

皆さんはご両親共々， 自分が大人である

ことを発表 した り宣言 した りする必要 は

あ りません。それは信仰 と働 きによって

示されるものです。 あなたの結ぶ実によ

って明 らかにな り， そう呼ばれるのです。

口ぎたない口論や，感情的な態度，人を

見下 し傷つける批判，意味のない反論，

無礼は何g得 にもな りません。 自分を滅

ぽす ようなつまらない悪意，反抗，報復

などはやめて， よい羊飼 いによって示 さ

れた安全な道に戻 ろうではあ りませんか。

口論 をやめるには勇気がいります。 し

かし，成熟さが定着すると，生 き方 も大

人の生 き方になるのです。「すべての無慈

悲，憤 り，怒 り，、騒ぎ，そしり， また，

いっさいの悪意を捨て去 りなさい。

互いに情深 く，あわれみ深い者となり，

神がキ リス トにあってあなたがたをゆる

して下 さったように， あなたがたも互 に

、難i一 鰯
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● 「わ た しは神 の 子 」を タ バナ クル 合 唱 団 と共 に歌 う会衆 を指 揮 す る

ジ ェロ ル ド・D・オ タ リー 兄第

ゆるし合 いなさい。」(エペソ4：31-32)

多 くの年長者が，本当の意味で大人にな

ることなく人生を過ごしているというの

は，驚くべきことです。

私 は長年にわた り，イエス ・キ リス ト

が ピラ トの前 に立 っている姿 を心 の中で

はっきりと描 いていました。 イエスをあ

方
一

ざけり， とがめる怒 り狂 った群衆の前 に

イエ スが立つと， ピラ トはイエ スに答 え

させ，報復させ ようとしました。 ピラ ト

はイエ スに自分が王であると言わせ よう

としました。 しか し， イエスは沈黙 を守

りました。その生涯 こそが説教 だったか

らです。 イエスは完全なお方であり，天

70

父の尊 い独 り子でした。 イエスが大人で

あることは，それがおのずと物語 ってい

ます。

「イエ スは総督の前 に立 たれた
。する

と総督 はイエ スに尋 ねて言 った，『あなた

がユ ダヤ人の王であるか。』イエスは 『そ

のとお りである』 と言われた。

しかし，祭司長，長老たちが訴えてい

る間， イエスはひξ言 もお答えにならな

かった。

するとピラ トは言った，『あんなにまで

次 々に，あなたに不利な証言を立ててい

るのが，あなたには聞えないのか。』

しかし，総督 が非常に不、思議 に思 った

ほどに，イエスは何 を言われて も， ひと

言 もお答 え にな らなか った。」(マ タイ

27：11-14〉

教 会 において成熟 した態度 を養 う機会

は数 多くあ ります。先 日も， チャー ミン

グなティーンエージャーが若 い女性 の教

師に次の ような多大な賛辞を贈 るのを聞

きました。「彼女 の模範やレッスンを通 し

て， 身ぎれいにすることの大切 さを学び

ました。人はそれぞれ異なって はいるけ

れ ども，皆等 しく大切な人間で あること

を学 びました。 どな り合 うので はなく，

話 し合いによって，意見の相違 を解決す

ることを教 えてくれたのです。」

ボーイスカウ トプログラムの良い点は，

定め られた道から外れないことを少年に

教えてくれることです。山の頂上に登る

には，岩場や険 しい道 も越えて いきます。

最高賞はやさしいものからむずかしいも

のまで，数々の技能賞を得 ない限 り，受

けることはできないのです。 しかし，少

年たちを成熟させるのは，賞で はありま

せん。 スカウ トプログラムを最後までや

1り通すことなのです
。

「ある人に
，、きたりのむす こがあった。

ところが，弟が父親 に言 った，『父よ，あ

なたの財産の うちでわた しがいただく分

をください。』(私 はもう大人ですから〉

そこで，父はその身代をふたりに分けて

やった。」(ル カ15111-12)

放 とう息子のたとえ話 は非常 によく知

られています。この息子は自分 のものを

持 って遠 くへ行 き，放 とうに財産を使い

果た しました。

「彼 は本心 に立ちかえって言った
，

『……父の ところへ帰 って，こう言お



う，父 よ， わたしは天 に対 して も，あな

たにむかっても，罪を犯 しました。

もう，あなたのむすこと呼ばれる資格

はありません。(しかし私は前 より大人で

す)ど うぞ，雇人のひとり同様 にして く

ださい。』

そこで立 って，父のところへ出かけた。

まだ遠 く離れていたのに，父は彼をみと

め，哀れに思 って走 リ寄 り，その首をだ
せつぷん

いて接吻 した。」(17-20節)

お互 いに別れ別れになっている間に，

父も成熟 したということができます。 ま

た父親 のキ リス トの ような模範を見たこ

の兄にとっても， それが成 熟の過程 とな

ったことは否め ません。

レーマンとレミュエルは不平 を言 い，

弟の二一ファイに激 しい言葉 を使 いまし

た。それは自分たちが年長 であ り，二一フ

ァイよりは大人であると思 ったからに違

いあ りません。「二一ファイ，そのように

私を扱 うのはやめよ。私 は大人なんだか

ら」とレーマンが言う声が聞 こえ ません

か。

二一ファイは次の言葉をもって，成熟

さを表わ しました。「そこで私二一ファイ

は，私の父に 『私 は主の命 じたもうたこ

とを行 って行 う。私 は，主が命 じたもう
な

ことには，人がそれを為 しとげるために

前以てある方法が備えてあり，それでな

くては，主は何の命令 も人に下 したまわ

ないことを承知 しているか らである』と

言 った。父はこれを聞 くと，私が主に祝

福 されていたことを知って非常によろこ

んだ。」(1二 一フ ァイ317-8)リ ー

ハイは大人であっただけに， どの息子が

最 も成熟し，主か ら祝福 を注がれるのか

知 っていました。

さて私 たちの中には，成熟 した態度 と

いうものが常 に努 力しなければ保 ち得な

い ことを理解 していない人が大勢います。

イエス ・キリス トの弟子となるためには，

正義 と主 のみ言葉を実践 し続ける必要が

あ ります。教会員が教会 の活発 な会員で

あることについて熱意 をもってその喜び

を話すのを聞 くたびに，「すばらしい。し

か し，それはいつ まで続くのだろうか」

という思 いが浮かびます。ついでなが ら，

以前 に，保険の勧誘員から声をかけられ

たことがあ りました。「私 は教会 の活発な

会員です」 という言葉で始 まる勧誘 を聞

いたとき， まず思 ったことは 「だれが そ

う言ったのかな」 ということでした。

麻薬中毒 を克服 した人は，(うれ しいこ

とに， そのような人は大勢 います)現 在

の状態 を人に言うことに時間を費やすよ

り，悪癖を避けることにもっと時間を使

● 左 か ら七 十 人 第一 定 員会 会 員 フラ ンク リン ・D・リチ ャ ー ズ長 老 ，

ヤ コ ブ ・デ イヤ ガ ー 長老 ，カ ー ロス ・E・エ イ シー 長 老
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うべ きです。道徳的 に清 い人は， それを

人に言うことより，純潔 によってもたら

され る祝福 について実践 し，教えること

にもっと時間を費やしたならば， より一

層大人 らしく振 る舞 えることで しょう。

什分 の一の完納者は，その ように呼ばれ

たりほめ られた りすることからではなく，

什分 の一の原則 を忠実に守 り続けること

から， より多くの喜 びと報 いを得 るよう

になるで しょう。

高校や大学などで， きちんとした服装

や行動の標準を守 っている指導者や学生
ご

をあざける人がいますが，大人らしく振

る舞 う人々は， 自分 が置かれた状況 を喜

んで受け入れていきます。 どの学校 でも

責任感 にあふれた生徒の態度は喜ばれる

ものです。「名誉 にかけて，全力を尽 くし

ます」という誓いは，それが書面 になっ

たものにせよ， 自分 に言い聞かせたもの

であるにせよ， 人格形成のうえで何 らか

の違いをもたらします。無節操 な生 き方

をする人が多い今 日の世の中では， みず

から何 か責任 を負い， それを守 っていく

などということは，煩わしく，時代遅れ

なことのように見えます。 しかし， それ

がためになるものであることは，大人で

ある人にはよくわかることです。

未熟な人は，カウンセ リングを受けた

り， 自分の行動 について報告 をしたりす

ることを嫌います。 そのようなことは子

供のすることであると考 えるのです。 し

か し，絶 えず成長 しようと努力する人は，

自分 についてもっとよく知 り，問題解決

の糸 口を見いだすうえで，カウンセラー

が助けになることを認識 しています。私

たちの教会では，カウンセラーは，予言

者はもちろんのこと，私 たち一人一人の

ための援助の源です。

自分の振る舞 いに対 して 「私はもう大

人だ。そのように扱わないでくれ」 とい

う言 い訳 をする人に注意 してください。

真の大人となるためには，道徳的な成熟

さと学力のうえでの成熟さが適度に混ざ

り合 っていなければなりません。正 しい

方向に進 もうとする人々の人生 において，

日々進歩 しようとする決意 こそ，最高の

優先順位 が置かれるべ きものなのです。

大管長会がすべての教会員に対 して，

教会 に戻 るように呼 びかけていることに

は，真の 目的と力があります。強さ，成
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長，幸せは， 自分の生 きている方向 につ

いて分析することによって生 じます。道

を見失っ た人，誤解 されている人，気分

を害された人， また活発 に集っている入
　

も皆一緒に教会 に来て， イエス ・キ リス

トの福音の中で友情 をはぐくむように勧

められています。末 日聖徒 イエス ・キ リ

ス ト教会の会員になるだけでは十分では

ありません。 もしも私 たちが，大人 とし

て，真実 かつ永遠 の進歩のために前進 し

ようとするな らば，神権会，扶助協会，

若 い女性，若い男性，初等協会， 日曜学

校 に参加 するのは必要なことです。教会

で個人が活発に活動 に参加することを促

進 しようどする場合 に，良 い資格 を持つ

会員 となることよりも， よく参加 する会

員となることの方 がはるかに良いことを，

私 たちは認識する必要 があ ります。私 た

ちには，未熟な人を励 まし， その進歩 と

成長のための機会 を提供する責任 と特権

があるのです。

ジ ョセフ ・ス ミスは，自分 はごつごつ

した石のようであって，人生の流れによ

って磨かれた， と入々に述べています。

つまずきや落胆，不意の出来事 が，短 い

生涯の中でジョセフを賢明な人物 とした

のです。人の成熟の度合は，忍耐 によっ

て計 られ ることがよくあります。「またも
なんじ あな

し彼 ら汝 を坑 に投 げ入れ， または人を殺
きま

す者の手に引渡 し死刑の宣告決るといえ
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ども，また もし汝海の深所 に投ぜ られ，
の

寄せ くる大波汝 を呑 まんとし，烈風汝の
こくあん

敵 とな り，諸天黒闇 を集め，風雨火石相
ふさ

共に汝の道 を塞 ぎ， なかんずく地獄のあ

ぎと大口開 けて汝を呑 まんとすとも，わ

が子 よ汝この事 を知れ，すなわちこれ皆

汝に善か らんため，汝 に経験を与えんた

めのものなり， と。

『人の子』は一切 これ らのものの下 に

身を落 したり。汝 は彼 より大いなるか。」

(教義 と聖約122：7-8)

若 い友人の皆 さん， 自分 にレッテルを

張ることのないよう，私は愛を もってお

勧め します。全 国一，世界一 となっても，

あなたがひとりで自分 を勝利者 にし， ト

ロフィーを授 けているのであれば，何の

意味 もあ りません。同 じように， 自分 を
ら く ご

敗北者，取るに足らぬ者，落伍者，失敗

者 と見なす権利 はだれにもあ りません。

自分 を裁 くのはあらゆる面で非常 に危険

なことです。 自分 が今 どこにいるかより

も， 自分が どの方向に進 んでいるかの方

がはるかに大切 なことは事実です。私 は，

これまでに本当に教養のある人が 「自分

には教養がある」 と言 うのを聞 いたこと

は一度 もありません。 しかし，世界的に

傑出した人物に数 えられ ようとしている

人の中に， 自分 の知 恵を自分の進歩のた

めや同僚 を助けるために使 わずに， むし
けんでん

ろ自分の能力や知識 を喧伝するために時

間を費や し，それによって名誉 を台無 し

にしている人がいます。

母親，父親，家族 の皆 さん，年を取 っ

た分 だけ内面的にも成熟 していくとは限

りません。 ほかの人に対する思 いや りは，

言葉や行ないをもって伝 えるようにしま
い か く

しょう。威嚇，聞くことのできない耳，

見 ることのできない目，感 じることので

きない心 は，喜びや調和，成長をもたら

すことはあ りません，永遠 に続 く成熟さ

は，他人や 自分，神 に対する忍耐によっ

てもた らされるのです。神の目か ら見て.

また日々の行動により 「もう大人」 であ

ることが認め られるようにしましょう。

神 は私 たちの天父であ り，イエスはキ

リストです。天父 と御子を知ることによ

り，私たちはキ リス トを生活の中心 に置

く大 人となることができます ように。イ

エ ス ・キ リストのみ名により申しあげま

す。 アーメン。



秘められた思い
第二副管長

トーマス ・S・モン、ノン

「その精神，その決意，つまり古い自分を捨てて真の可能性に近づこうとする

心は，人の良心の奥底に秘められているのです。」

数
カ月前私 は，ブ リガム ・ヤング大

学構内のマリオッ トセンターで満

員の聴衆 を前にして壇上 に立ちました。

私 の責任 は，話 をし，高め，啓発 し，霊

感 を与 えることで した。私の話 を聞こう

としているのは前途有望な若人で，親 や

家族，教 師，そして神の望 みや夢，願 い

を一身に受けている人々でした。皆， こ

の死すべき世 でのパレー ドに参加 してい

ます。ある者 は芸術 にたけ， ある者 は人

文科学に，またある者は自然科学 や物理

学 に興味を持 っています。 こうした学生

たちは勉学 に励 み， 人生の様々な道を歩

み， その創造 された目的を達成 しようと

していました。そ して， みずからの人生

を通 して，彼 らの求める昇栄 への準備 と

して数々のことを経験するのです。

また私 は，経験を積 んで熟練 した職工

となろうとしている人々の ことも考 えま

した。そして，次に心に浮かんだのは，

準備 を放棄 し，悪 い友達 とつき合 い，完

成へ と導 く道か らそれさせ，悲 しみ，失

望，破壊が待 ち受 ける多くのまわ り道へ

と誘惑する悪い習慣 や行ないを身につけ

た人々の ことで した。

道 を踏み外 した息子，強情な娘，不 き

げんな夫， 口やかましい妻，すべてが変

われるのです。雲は晴れ，嵐はやむので

す。 やがて人は成熟し，交友関係は変化

し，環境 は変 わ ります。人間の行動 は，

必ずしもひとつの型で説明することがで

きないのです。

永遠の見地に立てば，私 たちのこの世

での生活は，ほんのつかの間です。 まわ

り道 は避 けるべきです。犠牲が大 きいか

らです。私 たちの内にある霊性 を，肉体

に支配 させてはなりません。私 たち一人

一人は， 自分が何者であり，神 からどう

なるように期待 されているかを心に留め

なければなりません。

詩人 ワーズワースは，霊感を受けて記
しよう

したぞの 「不死 を知 る碩」の中で，私 た

ちが来た天の家 に心 を向けるように言っ

ています。

われ らの誕生は，ただ眠 りと前世の

忘却 とにすぎず。

われらと共 に昇 りし魂，生命 の星は，

かつていずこにか沈 みて，

はるかよ り来たれ り。

すぎ去 りし昔 を忘れ しにはあらず，

また赤裸 にて来 たりしにもあ らず，
ひ

栄光の雲 を曳 きつつ，

われらの故郷 なる神 のもとより

来た りぬ。

(『幼年時代 を追想 して不死を知 る頒』

岩波文庫 「ワーズワース詩集」田部重治

訳，岩波書店)

この永遠 との霊的な交わ りを見 いだし，

追 い求めるとき，私たちは霊感を肌で感

じ，神 が私たちの信頼 に応 じて導 きを与
そうめい

えてくださることを悟 るのです。聡明で
こうまい

義 なる人物であったヨブは，その高適な

真理についてこう述べました。「人のうち

には霊が あり，全能者 の息が人に悟 りを

与 える。」(ヨ ブ32：8)私 た ちは時折，

心が鈍 くなったり，また到達できる水準

よ りもはるか下のところでさまよったり

することがありますが，それ はすべてこ

の霊感 を受 けられなくなっているからな

のです。

大恐慌 のころのことですが，家 を失い，

うちひしがれ，職 を失 った者たぢが，私

たちの家からさほど遠 くないところを列

車で通 り過 ぎました。 また何度 も何度 も

裏の ドアを弱々しくノックする音がしま
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した。 ドアを開 けると， そこにはよれ よ

れの服を着 た，やせごけた人が立 ってい

ました。、きたりのときもあ りました。 そ

して大抵の場合，手にあのなつかしい帽

子を持 っていました。髪はぽさぽさで顔

はひげだらけで した。 そしていつも同 じ

言葉を口にしました。「何か食べるものをい

ただけませんか。」私の母 は，「お入 りくだ

さい。どうぞテーブルヘ」と快 く応 じるの

でした。そして，ハムサンドイッチを作 り，

ケーキを切 り， ミルクをつぐのです。母

は，その訪問者 に，家や家族のこと， そ

れに生い立 ちについても尋ねた りしまし

た。母 は希望を与え，激励の言葉 を投 げ

かけました。 こうした訪問者 は，去 ると

きには 「あ りがとう」 と心 を込めて言う

のでした。失望 の顔は満足のほほえみに

取って変わ り，曇っていた 目は希望 にあ

ふれました。人の最 も高貴なる属性であ

る愛 は，驚 くべ きことを成 し遂げるので

す。

私 たちは人生の旅の途 中で，人生 が多

くのチャレンジに満 ちていること， しか

もそのチャレンジの内容 が人によって異

なることに気がつ きます。私たちは成功

を願い， ワンダーウーマンやスーパーマ

ンになろうと努めるのです。少 しでも失

ろうばい

敗の徴候 があれば，狼狽 し，失望 さえす

るのです。失敗 したことのない人などど

こにいるでしょう。

そのような時がバスケ ットの選手とし

ての私にもあ りました。 その試合は接戦

で した。 ところがコーチはその試合 の明

暗を決するような大切なプ レーに私 を使

ったのです。 そして， どうしてそうした

かいまだもって理解できないのですが，

私 はボールを受け取 るとドリブルで相手

のチームの間を通 り抜け，バスケ ットに

向かって高 くジャンプ しました。そして

ボールが指先 を離れた瞬間，私は相手チ

ームのバスケッ トに向かって投 げたこと

を悟 りました。私 は今 まで祈 った中で一

番短 い祈 りを しました。「どうか父 よ，ボ

ールが入 りませんように
。」祈 りは答 えら

れましたが， その瞬間に苦難 が始 まった

のです。私は聴衆 から 「モンソン，モ ン

ソン， モンソン，退場1」 という叫びを

浴 びせられ， コーチはやむなくそのとお

りにしました。

私 は少 し前， ハ リー ・トルーマン大統

領 についてのエ ピソー ドを読みました。

大統領の任 を終 えて， ミズー リ州 インデ

ペンデンスに戻 った後の話です。彼は ト

ルーマン図書館 で小学生の質問に答えて

●大会の合問に訪問者とあいさつを交わす七十人第一定員会会員の菊地良彦長老ご夫妻
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いました。やがてノ」・さな， しかつ めらし

い顔 をした少年が尋ね ました。「大統領，

あなたは子供の ころ，人気者でしたか。」

大統領はその子を見つめてこう答 えまし

た。「いいえ，私は人気者 ではあ りません

で した。人気者 は， スポーツがうまく，

けんかも強 い連中でした。私はそんな人

物ではありませんでした。 コウモ リのよ

うにめがねをかけないと何 も見えません

でした し，本当のことを言うと，私 は臆

病者だったんです。」それを聞 いたその少

年 は，拍手をしました。するとみんなが

それに続 いたのでした。

私 たちの責任は，平凡な人間から秀で

た人間 になることであ り，失敗を土台 に

して成功 に到達 し，最上の 自分 になるこ

とです。神の最大の賜 のひとつは， もう

一度やってみることの喜 びです。失敗 を

した らそれで もう終わ りということで は

ないのです。1902年 の こと，「月刊ア トラ

ンティック」 という雑誌の編集長は28歳

のある詩人に次のようなメモとともにそ

の分厚い詩集 を送 り返 しました。「私たち

の雑誌には， あなたのひどい詩 を載せる

余地 はあ りません。」その若 き詩人はのち

の有名なロバー ト・フロス トで した。18g4

年 に英国の弁論の教師は，16歳 のある少

年の通信簿 に 「成功の見込 みほとんどな

し」 と書 きました。 その16歳 の少年 は，

ウィンス トン ・チャーチルだったのです。

セオ ドア ・ルーズベル ト大統領 は言い

ました。「批評家 や，失敗 を指摘 する人

や， どうやった らもっとうまくできたか

などと横から言 う人のことはどうでもい

い。実際 に物事 を行なっている人にこそ

名誉の冠が与えられ るべきだ。」

私 たちは人が変わ り得 ることを知 って

います。人は良 くなれ るのです。その好

例はタル シシのサウロです。聖典には，

サウロが主の弟子たちをおびやかしたと

書かれています。す ると天から光が降 り，

声 が聞こえて きました。「サウロ， サウ

ロ，なぜわたしを迫害するのか。」サウロ

は尋ねました。「主 よ，あなたは，どなた

ですか。」すると主は，「わた しは，あな

たが迫害 しているイエスである」と言わ

れ ました。次 のサウロの答 えは私たちが

見習うべきものです。「主よ，わたしは何

を した らよいで しょうか。」(使 徒9：

4-6参 照)こ うして，迫害者 サウロは，



伝道者パウロとなったので した。昼 は夜

にとって変 わり，暗やみは光 に道 を譲 っ

たのです。

網 を捨 てて主に従 ったシモン ・ペテロ

にも，苦悩の時があ りました。彼 も弱 い

時があ り，誓いをもって主 を否定 しまし

た。 そして変 わったのです。それからは，

主 を拒 むことは決 してあ りませんでした。

こうして彼は神の王国に迎えられたので

す。

アルマの子 アルマの模範 もあります。

彼 はよこしまな道 を捨て，改心 しました。

彼は真理 を教 える者となりました。彼 の

息子であるヒラマンやコリアン トンヘの

やさしい勧告 は，文字 どお り珠玉 と言 え

るでしょう。 ヒラマンに 「わが子 よ，忘

れずに青年の時智 恵を得 よ。青年の時か

ら神の命令を守ることを習慣 とせよ」(ア

ルマ37：35)と 言 い，コ リアン トンには
むな
「空 しくて愚 なことは何事 であっても惑

わされてはならない」(ア ルマ39：11)と

言 っています。

そして今の世で も， デビッド・0・ マ

ッケイ大管長 が繰 り返 し述べたように，

イエス ・キ リス トの福音は悪人を善 人に，

善 人をさらに善い人へ と変 えることがで

きます。人間の性癖 を変 え， その生活を

変 えることができるのです。

この変化はだれにで も訪れます。1985

年12月 ， 大管長会 は教会 をお休 み してい

る人々に対 して，再 び戻 ってくるように

お招 きいたしました。その宣言では，教

会を遠ざかっている人，批判的な人，罪

を犯 した人に対 して 「立ち返 りなさい。

そして主 が備 えられたテーブルにつ き，

聖徒の交 わりという甘 く，心を満た して

くれる木 の実 を再 び味わいなさい」と呼

びかけております。数百，何千 という人

がこの招 きにこたえて くださいました。

その方々の人生は新 しい意味 を持 ったの

です。 その方々のご家族 は祝福 を受 けら

れました。神 に近づい.たのです。

その精神，その決意，つま り古 い自分

を捨てて真 の可能性 に近づこうとする心

は， 人の良心の奥底 に秘められているの

です。 しかしその道 は険 しく， っらいも

のです。スウェーデ ンのゴテボルグに住

むジョン ・ヘランダーもそのことに気づ

きました。26歳 のジ ョンは身体障害者で

す。自分 の体 の動 きをコントロールする
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●タバナクル合唱団にほほえみかける大管長会

ことができないのです。

ところがジ ョンは， スウェーデンのカ

ングスバ ッカのユースカンファレンスで，

1，500メ ー トルの レースに出場 したので

す。彼 には勝つ見込みなどありませんで

した。 ばかにされ，笑 い者 にされるのが

関の山で した。おそらくジョンは，遠 い

昔 に遠 いところに住 んでいたある方を覚

えていたので しょう。 その方 もあざけら

れたのではなかったでしょうか。笑い者

にされたのではなかったでしょうか。侮

鵬

辱 されたのではなか ったでしょうか。 し

かし， その方 は打 ち勝 ちました。 レース

に勝 ったのです。ですから， ジョンも勝

てるかもしれません。

その レースは実にすばらしいものでし

た。懸命 に走 り，突進 し， ほかの走者 は

ジ ョンをどんどん引 き離 して行 きます。

人々 は驚 きの目で見つめていました。 こ

んなに遅 い走者はだれだろう。 ジョンが

1周 の半分 まで しか行 かないうちに， ほ

かの走者 は2周 目を走っていました。先

75
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頭 グループの走者たちがゴールに近 づく

につれて，緊張が高ま りました。だれが

勝つだろうか。2位 はだれだろう。最後

の力 を振 りしぽって皆 は走 り，テープが

切 られました。群衆 は歓声 をあげ，勝者

が決 まりました。

レースは終わ ったかの ようで した。で

も， レースが終 わっても走 り続ける人が

いました。彼 はゴールライ ンを通過 しま

した。でもそれは第1周 目のものでした。

その走者 は負けたことがわからないので

しょうか。 コースに残っているのは，彼

だけです。これは彼の レースです。勝利

を収 めるのは彼です。だれ も席 を立 つ者

はいませんで した。すべ ての 目が この

雄々 しいランナーに注がれ ました。彼 は

最後 のコーナーを曲がると，，ゴールに向

かいました。人々は驚 きと賞賛の 目でジ

ョンを見つめています。 ジョンの姿 に自

分 自身を見たのです。 ションがゴールに

近づ くと，人々は一斉 に立 ちあがりまし

た。そして大 きな拍手がわき起 こりまし

た。疲れ果て， よろけて転 びながらも，

ジョン ・ヘランダーは再 び張 られたテー

プを堂々 と切 ったのでした。係員 も，血

も涙 もある人間です。声援 は遠くまで響

きました。そしておそらく耳 をすまして

いたなら，偉大 なる審判貝である主も「良

い忠実な僕 よ，よくやった」(マ タイ251

21)と 言 われるのが聞 こえたことで しょ

う。

私 たち一人一人は人生の レースの走者

です。走者が多いことは慰めでもあ りま

す。永遠 の審判員がすべてを理解 してお

られることを知れば，力がわいて きます。

一人一人が走 らなければならない真理の

道はチャレンジに満 ちています。でも，

皆さんも私 も， ひとりで走 るわけではあ

りません。家族や友人，指導者 という観

衆が私たちの勇気をたたえ， つまずいて

も立 ちあが ってゴールに進む決意をした

ときに拍手を送 ってくれるのです。人生

の レースは，短距離の選手が走 るような

平坦でやさしいコースではあ りません。

落とし穴 や障害物 で満ちています。 しか

し，次の讃美歌は私たちを勇気づけて く

れます。

な

おそるな，われは汝が神
なんじ

常に汝 と共 にあ り

助け与 え，強 くして

わが正 しき力 をもて

汝をささえ励 まさん

主われにたよる者の霊

敵の手には渡し得ず

地獄かれに追るとも

われその霊を見捨てはせ ず

必ずわれは見捨てず

(讃美歌96番 『主のみ言葉 は』)

挫 折感を捨て去 りましょう。進歩を妨

げるような悪習を捨てま しょう。すべて

の者 に備 えられた賞，つまり神の 日の光

栄の王国での昇栄 を求め，それ を得 よう

ではあ りませんか。 これが私の強い願 い

です。 イエス ・キリス トのみ名 によって

申しあげます。 アーメン。
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●1987年4月5日(日)午 後の部会

「わたしが勝利を得た

と同様に勝利を

得なさい」
十二使徒定員会会員

二一ル ・A・マックスウェル

「私たちは生活の中にイエスの徳を取 り入れ，イエスのような人にならなけれ

ばなりません。たとえ欠点が多く，不完全であっても，この聖なる過程を怠っ

てはならないのです。」

末
日の世 に起 こる出来事 や状態を考

えると，私 たち教会員は，足をし

っかり地 につけ，根 を深 くおろし，揺 ら

ぐことのない確 固たる信仰 を築 くことが

ぜひとも必要 になってきます。(コロサイ

1：2312：7;IIペ テ ロ1：12参 照)

イ エスは弟子 たちにこのように言われ ま

した。「私があなた方に教 え，戒めること

を行なうよう，心 しなさい。」(ジ ョセフ・

ス ミス訳 ルカ1412臼)

この言葉を心 に留めていないと，世の

嵐 は容赦 なく私たちに吹 きつけて きます。

しかし常に心に留め，注意 していれば，

うわさ話や間違 った教義， この世的な哲

学や行 ないに惑 わされることはあ りませ

ん。またテ レビのつ まらない番組 にうつ

つを抜 かし，古代 アテネ人のように，「何

か耳新 しいことを話 したり聞いた りする

ことのみに，時を過 ご」 した りする(使

徒17121)こ と もないでしょう。この世

のはかない流行 を追 いかけてはな りませ

ん。「この世の有様 はすぎ去」っていくの

です。(1コ リント7：31)

私 た ちは， まず主 に対 するしっか りし

た証がなければ，イエスに命 じられたこ

とを，心 して守 っていくことはできませ

ん。 イエスがいかに善人であったとして

も，人間としてしか見なされなければ，その

助言 は歴史上の一道徳家の教えに過 ぎな

いのです。 しか し，私たちの幸福 を心 に

かけてくださる無数 の世界 の創造主であ
なんじ かんいん

られる主が，「汝，姦淫 を犯 すべからず」

と命 じられれば， それはまった く違 った

もの となるのです。「神のみこころに従 っ

て……肉体 の意志 に従」わないこと(II

二一 ファイ10：24)， これが私 たちに課せ

られた責任と言 えます。

詩人でもあった予言者ヤ コブは，誓約
やす

を破 ることがいかに 「感 じ易い心」 を傷

つけ，いかに心 に 「深い傷を負」わせる

聖徒 の道/198ア 年7月 号

かを目のあた りに見 ました。(モルモン経

ヤコブ2：9，35)ま た，誓約 をあまり

にも軽々 しく考 える人々がいるために，

ヤコブの心 は悲 しみ，「重 く」沈み まし

た。(ヤ コブ2：3参 照)今 日，傷 を負 っ

た人々を巨にして，私 は今 まで以上にこ

のヤコブの気持ちがよくわかるようにな

りました。

悲 しいことに，教会員の中に 「神 のみ

こころに従 う」ことをせず，交わした誓

約に十分心 していない人々がいるのです。.

た とえば，結婚の誓約 を破 り，ふさわ
コ

しくない まま主の聖餐 にあずかっている

人がいます。

身の入 っていない時間だけの奉仕 をし

ている人，体だけが出席 している人，真

の聖徒 としての深い思 いを持たず，単な

る教会員 としてうわべだけの活動 をして

いる人がいます。

福音の中の見出しだけを読んで済 ませ，

キ リス トについてあまり語 ることもせず，

キ リス トにあって喜 びを得 ることもなく，

主の誓約 を載せた聖典 を軽視 している人

もいます。

また高慢なために，従順さや霊的素直

さに欠ける人 もいます。 このような人は，

すべてのひざが主に対 してかがむ裁 きの

日に，ひざまずくことができず，たとえ

才能 を見せび らかそうとしても，それを

たたえてくれる人に会 うことはないので

す。

自分だけの都合で会員資格 を保持 して

いる人は，キ リス トの真 の弟子ではあり

ません。

真の弟子は，片手 で信仰の盾 を高 くか

かげ，襲 いかかる悪 の矢を払いのけなが

ら， もう一方の手で鉄の棒 にしっかりつ

か まっている人です。(エペソ6116;1

二一 ファイ15：24;教 義 と聖約27：17参

照)誤 解 のないようにしてください。真

の弟子 となるのには， あくまでも両手が

必要 なのです。

真 の弟子はまた，規則 に規則を加 えら

れ，経験に経験を加 えられながら，自分

たちの仕える主に近づく人です。私 たち

は「キ リス トの思い」(1コ リント2：16)

を持 ち合 わせているようにならなければ，

「キリス トを頼る」(ヒ ラマン3：29)男

性 ，女性 になることはできません。これ

は，パウロの言葉 にあるように，「かつて
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し

は悪い行 いを して……心 の中で……敵対

していた」者について も言 えることです。

(コロサイ1：21。 ピリピ2：5参 照)

私 たちは，たとえサタンの ように賢 く

なったとして も，神 のみこころを知るこ

とはできません。(モ ーセ4：6参 照)

また 「常に学んではいても」人生の荒

波の中にあっては，永遠の真理を見失 っ

てしまうこともあるのです。悲 しくも，次

の短い詩の中にこのことが歌われています。

毎 日の生活の忙 しさに真の命 を失 い，

知識を求める途 中で知恵を失 い，

情報の中に知識が失われていく。

(T・S・ エ リオッ ト 「岩」 より)

私 たちが強められて真 の弟子 となれる

よう，主は私たちに予言者 と聖典 を与 え

てくださいました。
さた

「弱き者 に世 に来るべ きことに対 して

備 えしめ，また……主の使 とな る備 えを
しか

なさしむるな り。而 して世 の弱 き者 によ

り，主はその『みたま』の力によりて国々

の民をむち打つなり。」(教義 と聖約133：

58-59)

灘 漿 謬
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完全 な福音 を身につけることによって，

私 たちはサタンに打 ち勝つ ことができま

す。 そしてさらに誓約 を守れば，私 たち

は霊的にも守られるのです。

近 い将来，教会員 は次 の二一ファイの

予言 を成就するに違 いあ りません。
ちか ら

「神の子羊の能力が子羊の教会の聖徒

らと，主 の誓約 を受 けて世界の各所 にち

りぢ りとなった民の上 とに下 り， これら

の人々が義 と大 きな栄光 にかがやく神の

能力とを以て武装 した……。」(1二 一フ

ァイ14：14)

しか しなが ら，教会員の全体的な善の
くにたみ

力は.ま だ「よろずの国民のはたじるし」

(教義 と聖約115：5)と な って，光 を輝

かせるには至 っていません。

世 の罪悪がなければ，教会は数字のう

えで も霊的な面 でももっと急速 に発展 す

るはずです。(1二 一ファイ14：12参 照 〉

また，私 たち一 人一人が，立派なクリス

チャンになることによって もそれは可能

です。(ル カ9：23参 照)そ のためにも，

私 たちはまず肉欲 や誘惑 を避 けなければ

灘

年

雛

1鰯 「
農轍-F

覆

な りません。

復活 されたイエスはこう言 われました。

「汝 らはかくの ごとき情欲を抑えてその
まさ

十字架 を負う方(が 〉……勝れ り。」(m

二一ファイ12：30)

す なわち， 日々良 きク リスチャンとし

て生活 するには， 日々それ らの肉欲 に打

ち勝つ努力をしなければな らないのです。

誘惑 を受 けながらもそれ を 「心に留め

たまわ」なかった主にならえば，私 たち

も「世の常」(1コ リン ト10：13)で あ る
え

誘惑 に満ちたこの世にあって，立派に生

きていくことができます。 もちろん， イ

エスはご自分 に降 りかかってきた途方 も

ない誘惑 に気づいてお られ ました。 しか

しイエスはそれ らをいつまで も心 に留 め

ておくことはされず，即座 にそれ らを退

けられたのです。私たちも受 けた誘惑 に

心を留め， もて遊 んでいると，誘惑にも

て遊 ばれて しまうようになります。誘惑

に 「心 を留めない」 ようにするには， そ

うした歓迎 されない来客 を門前払 いにし

て しまうことです。なぜならこの来客 は，

いったん中に入れると追 い出すことがむ

ずか しくなる無法者のような ものだから

です。

このような朽 ちた環境の中にあって，

私たちの心 は義の最後 のと りでと言える

で しょう。 このとりでを，私 たちは悪 の

刺激 という弾丸か ら守 っていかなけれ ば

なりません。キ リス トは私 たちの心をよ

くご存 じです。

「主 ご自身
，試練 を受 けて苦 しまれた

からこそ，試練の中にある者たちを助 け

ることができるのである。」(ヘ ブル2：

18)

また約東 されているように，主 は私 た

ちに 「試練 に耐 える」道や 「逃れる」道

を備 えてくださるのです。(1コ リン ト

10113参 照)

私 たちの住む今の時代について，確 か

に数 多くの警告がなされています。 この

時代 にあっては，なすべ きことが多過 ぎ

て，1年 が10年 に も感 じられて しまうほ

どです。教会貝 たちは，世 の人々の高慢

を象徴する「あの大 きな建物」(1二 一フ

ァイ8：26;11：36〉 の 中にいる人々に

よって， あざけられ， ばかにされるよう

なことがあるかもしれません。 しかし気

にすることはあ りません。 なぜなら，3



}

羅 懸

灘

繋 惣

事

難
幾・ 難

羅鍵 ，
，、、 懸

闘

垂

謬

雛

日目によみがえられたあのお方 が， 間も

なくこの大 きな三流 の建物 を焼 き払われ

るからです。

私 たちの住 むこの時代 は，善 を悪 と呼

び，悪を善 と呼ぶ大 いなる倒錯 の時代で

す。(イ ザヤ5：20;II二 一 フ ァイ15：

20： 教 義 と聖 約64：16;II二 一 フ ァイ

2：5)ま た霊的真理 に無知な人々が，

「自分 の知 りもしないことをそ しる」(ユ

ダ10;IIペ テロ2：12参 照)時 代で もあ

ります。

平和はすでにこの世か ら取 り去 られて

しまってい ます。(教 義 と聖約1：35参

照)国 々は互 いに争 いを始め(マ タイ241

7参 照)， 人々の愛 は冷 え，代わ りに悪が

横行 するようにな ります。(教 義 と聖約

45：27参 照)世 の人々な混乱 し，「諸国民

が悩 み……お じ惑い」(ル カ21：25)人 間

の表面的な解決法では手に負えなくなっ

てきます。

人間の心の問題で，

王 や律法 によって解決できる ものの

いかに少 ないことか

(サ ミュチエル ・ジョンソン 「ゴール ド

ス ミス ・トラベラーへの追加詩 よ り」)
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私たちは，この ような状況から完全 に

逃 れて生活することはできません。 しか

しそうした状況下 にあっても， なお誓約

を守 っていくことはできます。

私 たちの置かれた状況をよくご存 じの

主は， このほんの「束の間」(教 義 と聖約

122：4)の 時期 をうまく克服できるよう

助 けてくださいます。私たちが心 を落 ち

着けていれば， それ らに 「よく……耐 え

忍」ぶ ことが で き(教 義 と聖 約121：

8)， 「守って」いくことがで きます。(1

テサロニケ5：21参 照)ま た義を もって
よ

耐 え忍 ぶな らば，「これ皆(我 々 に)善 か

らんため，(我 々に)経 験 を与えんため」

(教義 と聖約12217)の ものとなるので

す。ペテロは弟子 たちに，「火 のような試

練」が降 りかかってきても 「驚 きあや し

むこと」(1ペ テロ4112)が な いように

と言 っています。

それでもなお神 の聖徒 たちは，予言さ

れているように 「日夜， それらの試練 か

ら解 き放 たれるまで主に泣 き叫ぶ」ので

す。(「ヒーバー ・C・ キンボールの予言」

P.6)

この ような中で，霊的足場のしっか り

している人々は最後 に勝利 を得，栄えあ

るすばらしい約束 を受 けるのです。

「勝利 を得 る者 には
，わたしと共にわ

たしの座 につかせよう。 それはちょうど，

わたしが勝利を得 てわたしの父 と共 にそ

の御座 についたのと同様である。」(黙 示

3：21)

さて， ここで 「(私たちは)い かなる人

物 にてあるべ きか」(IIl二 一 ファイ27：

27)と い う問いについて考 えてみましょ

う。まず，私 たちは生活の中にイエスの

徳 を取 り入れ，イエ スのような人になら
ロ

なければな りません。たとえ欠点が多く，

不完全であって も， この聖 なる過程を怠

ってはならないのです。た とえ歩みは遅

くとも着実 に進 んでいくのです。人生 に

どんなことが降 りかかってこようと，少

しで もキ リス トに近づこうと努 力してい

る人は， それに打 ち勝つ ことができます。

また過 ぎ去 ったことに心痛むことがあ

ったとして も，謙遜であれば 「われはか

れらを赦(す)」(III二 一フ ァイ18：32)

とい うイエスの約束を受け，「キ リス トを

信ずる信仰 によって」(II二一フ ァイ25：

25)「生 き返」ることができるのです。(ル
あがな

カ15：32)永 遠 の瞭 いの一要素 として，

イエスは(肉 体 をもつ者 として 〔アルマ
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7： .11-12〕)私 たちがこの世で経験する

ことをすべてご存じなのです。主はすべ

ての罪や悲しみを背負われ，すべての男

性，女性，子供たちの苦痛 をその身に受

けられたとヤコブは語 っています。(II二

一 ファイ9：21参 照 〉私たちに完全 な愛

を注いでくださっている主には，私たちを

どの ように助けたらよいかがわかってお

られるのです。

ですか ら，私 たちはペテロの勧めにあ

るように，すべての思 いわずらいを主 に

.ゆだねることができます。(1ペ テロ5：

7参 照)主 は，見捨 てられた者 の気持 ち

を含 め，すべての思 いをご存 じなのです。

(マルコ14：50;15134参 照)主 の順 い

の力やすべてを取 り巻 く主の愛 に勝 るも
の

のはほかにあ りません。いば らの冠 をか

ぶられたお方のことを思 えば，私たちの

生活が必ずしも幸福でないからと言 って

不平 をならすことはで きないはずです。

最後 に， イエスの贋 いについて触れたい

と思 います。ルカは，ゲツセマネでのイ

エスの汗が 「血の したた りのように地に

落ちた」・(ルカ22：44)1と 記 しています。

このことは， ほかの回復 された聖典(1

二一ファイ13：39-40)に よってもはっ

きりど裏づけられています。「その苦 しみ

80

罐
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うち

たるや，われ神，すなわちすべての中最

も大 いなる者な りといえども痛苦のため
あな

に身をふるわせ，あ らゆる毛の孔 より血
わ ふた

を湧かせ，身 と霊 と両つなが らを苦 しめ，
の

すなわちこの苦 きさかず きより呑 まずし

てしりごみするも可ならんことを欲 した

り。」(教 義 と聖約19：18)

イエ スが血を流されたというこの重要

な心揺さぶる事実は，主 が激 しくむち打

たれる以前に，すでにゲツセマネの園 に

おいてあったことなのです。

数人の医学者によって発表 された 「イ

エスの肉体 の死」にっいての最近の詳 し

い文献には，「イエスは激 しくむち打 たれ

たために，相 当の血 を流 し， その苦痛に

よりひん死の状態になった」 と記されて

います。(そのような弱 り果 てたイエスが

十字架 を運 ぶには，助 けが必要 だったは

ずです)「 したがって，実際 にはりつけに

なる以前に，イエスの肉体 は弱 り果て，

死 にひん していたと思われる。……むち

による虐待 には相当の流血が伴 ったと思

われるが， それに反しては りつけ自体 は，

比較的流血の少 ない刑であった。」(「アメ

リカ医学協 会誌」1986年3月21日 ，pp.

1458，1461)

しか しながら，むちに打 たれる以前に主

はすでにゲツセマネで尊 い血を多量に流
ふた

されていたのです。主 は 「身と霊 と両つ

ながら」(教 義 と聖約19：18)に お いて苦

しまれたのです。ベンジャ ミン王は，キ

リス トが受けられるはずの苦痛 にっいて

このように言っています。「死ななければ
た

人間に堪え難いほどひどいものであるも
け あな

なぜな らば，見よ，このお方 は全身の毛孔

か ら血を流 したもうほどに……苦痛を感

じたもうからセある。」(モーサヤ3：7)

ゲ ツセマネであ らゆる毛穴から血を流

された主の衣 は，深紅 に染 まったに違 い

ありません。 その主が力と栄光の うちに

来 られる再臨のときに，怒 りを表わす酒

ぶねを踏む者の象徴 として，また主が私

たちのためにゲツセマネやカルバ リの丘

でどれほど苦しまれたかを思い起 こさせ

るために，「赤 き装いをなし」て(教 義 と

聖約133：48)来 られたとして も，不思議

ではあ りません。

ここ数年，私 は主の腰いに関する讃美

歌 を特 に心 を込 めて， そして 「主 イエス

の愛に」「流されたる血 に身 はふるう」「お

ごれるわれを救 うために」「主 にお どろ

く」「ああ，くすしき主のみわざ……」(讃

美歌76番)と いった歌詞を特 に声 を上 げ

て歌 うようにな りました。

兄弟姉妹，主の瞭いによ り 「死 のなわ

めが断ち切 られ」(ア ルマ11：41参 照 〉，

復活できることを感謝 するだけでなく，

さらに主が用意 して くださった永遠の生

命の賜 も手にしようではあ りませんか。

私 たちは最終的に，主 のような生き方 を

するか，主のような苦 しみを味わうか を

選 ばなければな りません。すなわち 「わ

れと同 じ苦 しみを受け」(教義 と聖約19：

17)る か，主が 「勝利 を得 たように」(黙

示3121参 照)勝 利を得 るかを選 ばなけ

ればならないのです。主 は私 たちに 「わ

れ と同 じ人物」(III二 一 ファイ27：27)に

なるよう招いておられ ます。霊的 に安定

した人々は，その招 きを受け入れ，「キ リ

ス トの瞭罪 によ り」すべてに打 ち勝ち，

勝利 を得 るのです。(モーサヤ3118-19

参照)

不 安定なこの世の中にあって，決意 を

固め，心落 ち着 いた生活ができますよう，

イエス ・キ リス トのみ名によりお祈 り申

しあげます。アーメン。



すべての事は信仰と

希望によって
七十入第一定員会会員

ボ ー2レ 。H・ダ'ン

「この時代に生きている限り
，不愉快な現実に直面しなければならないことも

ありましょう。しかし，私たちの周囲にある数限りない美しい話を常に心にと

どめ，たたえていこうではありませんか。」

一》 の近 くに26階 建 て
の高層 ビルがあ

も一 ります。その中に2種 類のエレベ

ーターがあ りますが
，ひとつは高速エ レ

ベーター， もうひとつはごく普通 のエ レ

ベーターです。

少 し前に，私 はその高速 エレベーター

に乗 りました。 そのエ レベーターに?い

て， その ビルで働いている人の中には，

ディズニーラン ドの乗 り物 に匹敵すると

言 う人 もいます。 とにか く，そのとき，

ひとりの男の子 とその父親 が乗 り合わせ

ました。すると，突然エレベーターが昇

り始めました。その男の子は，予期 しな

かったスピー ドに、冒、を詰 め，大 きな信仰

と信頼 とをもって父親を見上げて， こう

言いました。「お父 さん，天 のお父様は，

ぼ くたちがもうすぐ行 くって，知 ってる

の。」

この経験 からは偉大な教訓を引き出す

ことができます。

ソル トレークシテ ィーで家庭問題 のカ

ウンセリングにあたっているジョア ン ・

ラーセン博士が，最近子供 の教育 と自尊

心の育成について，実 に賢明かつ実際的

な助言を しました。 それによれば，大部

分の親は子供たちに教 えるという責任 を

果たすにあたって， 間違いや誤 った判断

といった子供たちの行な う否定的な面，

あるいは子供たちがいるがために起 こる

不便 さや問題などの方 に心 が奪 われがち

であるということです。さらに，平均的

な子供は， その誕生 から20歳 になるまで

の間に，親 や教師，兄弟，遊び仲間など

から，おそらく10万 回ほ どの否定的な言

葉を聞かされる一方， それに見合 うだけ

のほめ言葉 をもらうことはめったにない，

とも言 っています。 きわめて恵まれた子

供の場合 でも， おそ らく否定的な言葉10

に対 して， ほめ言葉1と いう割合だそう

です。 このため博士 は， こうした傾 向は

子供 の自尊心に， しばしば生涯 にわたっ

て，大 きな傷を与 える可能性があると強

く指摘 しています。

そして，博士 は否定的な面よ りも積極

的な面に もっと焦点 をあてるようにと助

言 しています。 そして，そうするな らば

時には奇跡 を引き起 こすことさえ可能で

あり，教育の成果 も親子関係 も，間違 い

聖徒 の道/1987年7月 号

なくはるかによいものにしていくことが

で きると言 っています。けなしたり，そ

しることを控え，前向きの姿勢で，信 じ

る気持 ちを忘れずに問題 に対処 し， より

よい世界を造るために努力 していくなら

ば，想像 もつかないほどのすばらしい結

果を得 ることができるで しょう。

良い面がたくさんあるというのに，私

たちは人間として悪い面ばかりを強調 し

たがるのはなぜでしょうか。私 たちは絶

えず， 自分の子供 を批判 し，互 いに批判

し合 い，零点を探 し，すぐに決 めつけ，

人の美点 を探 した り成功 を助 けたりせず

に，欠点 を探 した り足を引 っ張 ったりし

ているだけでなく，同時に自分の人生 に

ついて，四六時中心配 している人もいま

す。成功 したいといういくばくかの信仰

と希望 とを抱 いて様々な問題 に積極的 に

対処 しようとせずに，抱え込む可能性の

ある問題 にばかり心を奪われて心配 して

います。 しかし， そのような問題はほと

んどが取 り越 し苦労なのです。私たちの

社会 はどういうわけか，一風変わった，

悲劇的で，不敬 で， かつ現代の諸悪 に満

ちた基盤 の上に築かれているように、思わ

れ ます。新聞やテレビの報道は，そのほ

とんどが人生の否定的な面 に向 けられて

います。十代 の若者の 自殺，麻薬，エイ

ズ，殺 人，不貞，不正直，そのほかあら

ゆる種類の社会悪 が対象です。

各地 の教会 を回ってみますと，時に，

別 の形の きわめて否定的な要素を含んだ

考 え方 に出会 うことがあります。重荷 を

背負った会貝たち，時には過酷なまで に

重荷 を背負 った会員 たちがそれです。何
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とか しな けれ ばな らない重要 な仕事 が

山ほどあります。生活費を稼 ぐこと，抵

当を支払 うこと，子供 たちを養育 するこ

と，教会の召 しを忠実 に果 たす こと，学

校や地域の責任を果たすこと，正 しくふ

さわしい生活 をすること。 まだ まだ続 き

ます。

私 はよく考 えるのですが， このような

人々の中には，喜 びも感動 もない生活 を

している人がいます。また大体 において，

つらいことの多かった過去 の思い出ばか

りにこだわっているのです。そ して必要

なことはすべて完成 させ ようとか，今 す

ぐに完全な人間にな らなくてはなどと考

えて自分 自身をがんじが らめに し，罪悪

感に陥っている人が多くいます。否定的

な態度 がこのような形で私 たちに影響 を

及ぼしてくるのは，非常に興味深 いこと

です。

さて， もちろん生 きていくというのは

生やさしいことではありません。子供には

教育を施 さなければな りません し，借金

も支払わなければなりません。正 しい生

活を送る必要 もあ ります。 これはみな，

主が私 たちに勧告 されていることです。

時には心配せざるを得 ないような問題 も

あるで しょう。私 たちの周囲 には， きち

んと顔を向け，対処 し，解決 しなければ

ならない否 定的なことが現実 に存在 して

82

甦、 矩

羅

脳
懸 、涯、

いますし， これからも決 してな くなるこ

とはないでしょう。 しか し，そうした問

題やチャレンジ， ときには絶望 的にさえ

思 える難局 の攻撃 に絶 えずさらされてい

ると， それが個 人的なものであれ，国家

にかかわるものであれ，欲求不満や失望

感，絶望感が助長 され，場合 によっては，

本来な らば私 たちを否定的な場か ら引 き

上 げ，必要とする積極的な答 えを探 し出

してくれるはずの原則から外れ させ るよ

うな心の状態や態度 にまで落 ち込 むこと

があるのではないで しょうか。

人生には悪 いことがたくさん起 きます

が，善 い面を見るこつを持 っているので

はと思われる人 もいます。ある若 い実業

家が，新 しい支店 を開いたときのことで

した。友人のひ とりがお祝 いに花輪を贈

りました。 ところが， その友人が開店祝

いに駆けつけてみると， 自分が贈 ったは

ずの花輪に 「安 らかに眠れ」 と書かれて

いるのです。びっくりした彼は怒 って花

屋に抗議 しました。 ところが一応謝 罪し

たあ とで花屋はこう言 ったのです。「こん

な風 に考 えて もらえませんか。 きょうど

こかで，だれかが埋葬 されたとき，『新天

地でのご多幸を』 と書かれ た花輪をもら

ったということですよ。」

モルモン経からは，問題の解決にあた

って多くの解答や指針を見つけ出すこと

ができます。 そしてこれまで話 してきた

ことを理解するのに役立つ と思われる聖

句があります。つまり，人生の様々な問

題 を失意 と絶望の混 じった気持 ちで対処

するのではなく，信仰 をもって積極性 と

信頼 と希望 とに満ちた態度で接するとい

うことです。その予言者の言葉に耳を傾

けてみましょう。希望 と信仰 の基盤 とし

て，神 を知 り，神 を信 じるように， その

予言者 は強く訴えています。

「すべての事は信仰 によって成るか ら

して， すべて神 を信ずる者 はこの世 より

も勝 っている世，すなわち神 の右手の場

所 を少 しも疑わずに望 むことがで き， こ

のような望 みは信仰から生 じて人の心の
いかり

錨 になるものであるから， この錨 のため

に入は しっかりしてびくともせぬように

な り， いつ も多くの善 い行いをして神 を
あが

崇 めるようになることができる。」(イ テ

ノレ12：3-4)
一このすば らし

い章では，全体にわたっ

て，信仰 と愛 と希望 とによって成 し遂 げ

られる様々な奇跡について教 えています。

消極的な考 え方や接 し方を基盤 として生

活することは，実に，主や 自分 自身や他

人 に対 して希望や信仰，信頼 を抱 くこと

とはまったく正反対の ことであり，絶 え

ず暗い気持 ちに陥る原因になるのではな

いか と思われます。一方，積極的 な態度

は，気持 ちを高め，支 え，前進 しようと

いう勇気を与えます。 これこそ，育てて

いかなければならない態度， また培 うこ

とので きる習慣なのです。

美 しいものを心から喜び，不幸 な出来

事 は見過 ごしにするという態度の典型 は，

トマス ・モアの物語に見ることができま

す。

19世 紀のアイルランドの有名 な詩人，

トマス ・モアの結婚直後の話です。ある

とき，仕事のために家 をしばらく空けて

いました。モアが仕事 から帰 うて くると，

玄関で待 っていてくれたのは，あの美 し

い花嫁ではなく，モアの家の主治医で し

た。

「奥様 は二階です。で も， お会 いした

くないそうです。」このときモアは，大変
てんねんとう

つ らい事実を知 りました。妻 は天然痘 に

かかっていたのです。その病気のために，

かつて傷 ひとつなかった肌があばたと傷

跡 だらけになってしまいました。 自分の

ヨ



顔 を鏡で一 目見 た彼女 は，雨戸 を閉 じて，

夫 には二度 と会 わない， と断言 しておい

たのです。 しかし， モアはそんな話 には

耳を貸 しません。走 って二階へ行 くと，

急いで妻 の部屋の ドアを開 けま した。部

屋の中は真 っ暗で した。暗やみの中から

物音 ひとつ聞こえてきません。 モアは壁

に添 って手探 りで進む と， ガス燈が手に

触れ ました。

そのとき，真 っ暗 い部屋 の片隅から大

きな叫び声がしたのです。「やめて。明か

りはつけないで」 という妻の叫びで した。

モアはためらいました。必死に願 う声

に動揺 したのです。

「出て行 って
。お願 いだから出て行 っ

て。私があなたにしてあげられることは，

これ しかないんです。」

モアは出て行 きました。・そして自分 の

部屋 に入ると， ほぼ一晩中かかって，祈

りの気持 ちを込めて， ひとつの作品を書

きあげました。 それは，詩ではなく歌で

した。 モアはそれまで歌 を作曲 したこと

はありませんで したが，今 は単なる詩 よ

りも歌 を書 く方が自分 の気持 ちにぴった

りすると感 じたのです。歌詞だけでな く，

曲もつけました。翌朝， 日が昇るとす ぐ

に，妻の部屋 に戻 って行 きました。

手探 りでいすのところまで行 くと，腰

を下 ろしてこう尋ねたのです。「起 きてる

かい。」

「ええ」と言う声が部屋の遠 くの隅か

ら聞 こえてきます。「でも，私の顔が見 た

いな どとおっしゃらないで。 トマス，お

願いだか ら，私 を困 らせないで。」

「それじゃ
，君に歌を歌 ってあげるよ」

と答 えた トマス ・モアは，初めて妻に歌

を歌 って聞かせました。今 なお歌 い継が

れている歌です。

「我が引かれし君が若 さ
，明 日消え失
さわせる とも

，今君を愛すそのごと，永久 に

変わ らずあらん。」

モアは，妻がひとリ寂 しく横 たわって

いた暗が りの中で動 きだす物音を聞 きま

した。 さらに，歌 い続 けます。

「すべてのもの枯 れ果つとも
，君愛す

心 は， なおその上 に絡 ませて，青々 と繁

りなん。」

歌は終わ りました。最後 の調べに乗せ

て，モアの歌声が次第に消 えていくと，

妻が立ち上がる気配 がしました。妻 は部

屋を横切 って窓辺 まで行 くと，手を伸ば

し， ゆっくりと雨戸 を開けたのです。

世界中で必要 とされているのは実 にこ

のような態度なのです。新 しい車を買 う

●七十 人第 一定 員会 会 員ハ ンス ・B・リンガ ー長 老(左)と エ リオ ・ダ ローチ ャ ・カマ ルゴ 長老

羅 ，
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ために，必死でお金をため続けた夫婦の

話があ ります。新車が持ち込 まれたあと

で，夫 は妻 に，法的に必要 な文書や保険

に関する資料はグローブボ ックスの中に

入 っていると教えました。 ところが，新

車 で初 めて外出 した日，妻 は事故 に巻 き

込 まれ，車の前部 を大破 してしまったの

です。 けがはなかったものの，どうした

らよいのか もわからず，涙 を流 しながら，

警官に書類 を見せるためにグローブボッ

クスを開けました。するとそこには，夫

の手書 きのメモが置いてあ り，こう書 い
り

てあったのです。「とうとう事故に遭って

しまったね。で も覚えておいてほしい。

車 はいつで も買.い換えができるが，君 は

かけがえのない存在だということを。心

から君を愛する夫より。」

最初 に申しあげましたように，子供 に

接 するときには， どうして も良い面よ り

も先 に悪 い面の方に目がいきがちです。

次 にご紹介するのは， 自分 の気持 ちを何

とか表現 しようとしたのに，大人の無理

解 のためにそれが押 しつぶ されそうにな

ったひとりの男の子の話です。私 はこの

麗 しい話 を，親友の トマス ・マイヤーズ

博士か ら聞 きました。

ひと.りの男の子が父親，祖父母 と一緒

にある病院 にやって来 ました。お じいさ

んはその子の伸 ばした両手 に寄 りかかる

ようにして歩いています。その子は，「頑

張って， おじいちゃん。で きるよ。あ と

もう少 しだよ， おじいちゃん。……先生

がきっと足 を治 してぐれるか らね」と一

生懸命励 まします。 その後 ろにはやさし

そうなおばあさんも歩 いています。

診察が終わると，4人 ともまた同じ通

路を弓1き返 して行 きました。その男の子

はちょうど出口の所 で風船 をもらいまし

た。おじいさんを車まで連れて行 くと，

その子 は走 って戻 ってきて，受付の窓 口

に身を乗 り出すと，こう言 ったのです。

「もうひとつ風船を もらえませんか。」

まだそこにいたおばあさんは，その子

をしかりました。「そんなことできません

よ。 あの風船 を放 しちゃいけないと言 っ

ておいたでしょ。」おばあさんは受付 の人

に謝 りました。「この子 は先週 も同じこと

をしたんです。外へ出るとす ぐに，風船

を放 して しまったんですよ。きょうもち

ゃんと注意 しておいたんですけどねえ。」
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その男の子 はおばあさんに何か言おう

としていました。 おばあさんはかがみこ

んで， じっと耳を傾けてい ましたが，や

がてしわだらけの顔 に涙 を浮かべなが ら

やって来て，こう言 ったのです。「すみ ま

せんが，あの子 にもうひとつ風船 をや っ

てもらえませんか。 あの子の妹が2，3

カ月前 に死んだんです よ。 それで， あの

子はその妹 にも風船 を送 って，遊ばせて

あげたいって言っているものですから。」

批判 した り，善悪 を判断 した りしなけ

ればならないことも， 多くあるでしょう。

正さなければな らない過ちも数 多くあ り

ます。またこの時代 に生きている限 り，

不愉快 な現実 に直面 しなければならない

こともありましょう。 しか し，私 たちの

周囲にあるこうした数限 りない美 しい話，

徳高い生活を送 っている人たちの多くの

すばらしい模範， 多くの人々の示して く

れる強 さと勇気，家族や隣人，同僚の驚

くほどの才能 と成功談，私 たちに与えら

れているあ リ余 る祝福， こうした ものを

常に心 にとどめ，たたえて いこうではあ

りませんか。たびたび引用 されている言

葉ですが，次の言葉 は今申しあげた内容

をよく伝えています。

「ふた りの囚人が鉄格子から外 を見た
。

ひとりは土 を見， もうひ と りは星 を見

た。」(フ レデリック・ラングブ リッジ『静

かな思い』.「オックスフ ォー ド引用句辞

典」 より)

予 言者モルモ ンは次のように教 えてい

ます。

「この愛 〔この場合，他人のことを思

い，感謝するという愛です〕はキリス ト

の純粋 な愛であって永遠につずくもので

ある。従 って終 りの 日にこのような愛 を

持っている人はさいわいである。」(モ ロ

ナイ7：47)
の

兄弟姉妹 の皆 さん，特に若人の皆さん，

キリス トが来 られたのは私 たちを高める

ためであって， おとしめるためではない

ことを忘れないでください。私 は，この

壇上 におられる偉大な幹部 の方 々と共 に，

ひと りの証 人として，皆さんがこのキ リ

ス トのみもとに来 られるよう，心 よりお

勧め します。

イエス ・キ リス トのみ名 により申しあ

げます。 アーメン。
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「疑いをいだく人々が

あれば，彼 らを

あ わ れ み … … 」

管理監督

ロバー ト・D・ヘ イルズ

「人の値は神の前に大いなることを憶えよ。J

ど
の神権時代 にあ って も，民は生け

る予言者か ら，互 いに助 け合 うよ

うにとの勧告 を受 けて きました。

モーサヤの息子たちについてこう書か

れています。「また万民 に救 いの道 を教 え
いえど

たいと思った。 それは一人 と錐も亡 びる

ことを考えるに忍びず，また一人 と錐 も
せ め く

永遠の責苦 を受 けることを思ってさえも

かれ らはふるえおののいたからである。」

(モーサヤ28：3)

さて，福音の祝福 にあずかっていない

人々の世話 に積極的に従事 する精神は，

羊飼いとして召された者だけに限 られた

ものではなく，神の子すべての生活の一

部 となるべきです。

真の羊飼 いは群れにいるすべての羊 を

養 い，その世話 をし，決 して配慮 を絶つ

ことはありません。単 に羊の数を数 える

だけではな く，その群 れを知 り，群れの

世話 をするのです。群 れの中の1頭 が迷

子になったとしたら，羊飼いは落ち着い

てはいられ ません。若 いころ，私 は牧場

で働 く機会を得 ました。経験豊かなフラ

ンクおじさんは羊の世話 について大切な

ことを教 えてくれました。子羊が 自分を

愛 し守ってくれ る母や群れの もとから何

かに誘惑されて離れ る様子 を話 してくれ

たのです。

悪知恵の働 くオオカ ミは，羊の群 れの

そばで自分 の子供を遊ばせます。 オオカ

ミの子供たちは，走ったり，転 げ回った

り，跳 びはねた り'して，子羊 には大変楽

しそうに見えます。その様子があまりに

も楽 しそうなので，子羊は群れ という自

分 を守ってくれる環境 から， そして 自分

を養 って くれる母親 のもとから抜け出そ

うという誘惑に駆 られるのです。無邪気

な子羊には，大 きなオオカ ミが忍び寄 り，

今 にも跳び出してきて子羊をその群 れか

ら断 ち切 り，ついには殺そうとしている

のがわからないのです。

これはサタンのや り方でもあ ります。

サタンは私 たちの自由意志 を甘 い誘惑 を

使 って利用しようとしているのです。す

ぐに私 たちはわなにかかり， もし群 れに

戻 らなければ，神殿に行けなくなり，誓

約 に入らず，永遠の生命を得るために必

要 な儀式 を受けることができな くなるの



です。

私 たちの中には， これまで群 れから離

れたことのある人が何人かいることで し

ょう。多くの人が悔 い改めて戻 ってきま

した.し かし， また多くの人が，何 らか

の理由でいまだに戻 るための機会や， そ

の機会を提供 する人や，状況を待 って い

るのです。

天父の羊の群れの羊飼 いの一員 として，

私 たちはどうしてある人々が迷 ってしま

うかを裁 くべきではあ りません。むしろ，
いや

イエスだけが彼 らをお癒 しになれること

を知 っている私 たちは，彼 らを群 れに戻

す努力を怠 らずに続ける必要があります。

1829年 に主は，末 日の最初の予言者 ジ

ョセフ ・ス ミスを通 して，私 たちにこう
あたい

教えられ ました。「人の値は神の前 に大い
おぽ

なることを憶えよ。」(教義 と聖約18：10)
しか よろこ
「而 して

，悔 い改むる人を見て彼の悦 び
い か

は如何に大 いなるか。」(教 義 と聖約18：

13)ま た主 はモルモン経の時代 にこう言

われ ました。「私が心に望 むところは，お

前たちが永遠の福利安泰 を受 けることの

ほかに何 もない。」(II二一 ファイ2：30)

この最後の神権時代には， その勧告の

言葉 をもって私たちを導 く予言者がいる

のです。

さて， ひとつの大 いに意味 のある宣言

が1985年 の ク リスマスの時期 に大管長会

からなされました。それは，「教会 から遠

のいている人々への呼 びかけ」です。現

鷺 ，¥

¥� ｲ�

灘 、

「教会 の中には活発でない人や
，ほか

の人に対 して批判的な目を向け，・あら探

しをする人， また重大な罪 によって会員

資格 の制限や破門などの処分 を受けてい

る人 もいます。

私 たちはその ようなすべての人々 に向

かって手 を差 し伸 べ，『主 なるわれは，そ
ゆる なんじ

の赦 さんと欲 する者 を赦 す。されど汝ら

にはすべての人 を赦 すことを求め らる』

(教義 と聖約64：10)と い う主の精神 を

もって赦 しを与 えたいと思います。

私 たちは教会員に対 して， 自分 に罪を

犯 した人々を赦すように勧告 します。 ま

た教会に活発 でなくな り，ほかの人々に

対 して批判的 になっている人々には，『立

ち返 りなさい。そして主が備 えられたテ

ーブルにつき
，聖徒 の交わ りという甘 く，

心 を満 たしてくれる木 の実 を再 び味 わい

なさい』 と呼びかけるものです。

私 たちは，戻 りたいと望 みながらも，

きまり悪 さを感 じてそうできないでいる

人々が多 くいると確信 しています。 しか

し， そのような人々に申しあげたいと思

います。私たちは両手 を広 げて皆さんを

歓迎 し，喜んでお助 けしたいと願ってい

麟緯

代の予言者 たちによるこの特別 なメッセ

ージの重要 さを考 え
，私は私たちが互 い

に助 け合ううえで鍵 となる勧告 をいくっ

か皆さんにご紹介 したいと思います。

大管長会 からのこのメッセー ジにはこ

う書 かれています。

●左 か ら七 十 人 第 一 定 員会 会 員の ジ ャ ック ・H・ゴ ー ズ リン ド長 老 ，

ロパ ー ト・L・バ ック マ ン長 老 ， ジー ン・R・ク ッ ク長 老

灘 撒

翫
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●管 理 監 督 会(左 か らヘ ン リー ・B・ア イ リン グ第 一 副 監督 ， ロバ ー ト・D・ヘ イル ズ 監督 ，

グ レン ・L・ペ イ ス 第 二副 監 督)

るのです。… り

罪 と苦 しみの重荷 を負っている人々は

数 多くいますが， そのような人々に対 し

てこう申しあげます。『重荷 を下ろし，主

のみ言葉 に従 いなさい。「すべて重荷を負

うて苦労 している者は，わたしのもとに

きなさい。あなたがたを休 ませてあげよ

う。

わたしは柔和で心のへ りくだった者で

あるから，わたしのくびきを負うて，わ

たしに学びなさい。 そうすれば，あなた

がたの魂 に休 みが与えられ るであろう。

わたしのくびきは負 いやすく，わたし

の荷 は軽 いか らで あ る。」'(マ タ イ111

28-30)』

これらのことを皆さんにお願 いしたい

と思います。私たちも皆さんのために祈

っています。愛 と感謝 の念をもって皆 さ

んをお迎 えしたいと思います。」

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の会員

である皆 さんと私 の責任 は明らかです。

私たちは愛 をもって手を差 し伸べ，私た

ちに対 して過 ちをした人々 を進 んで赦 し，

友達 になることによって助 け，戻 りたい

と望む人々を世話 し，「両手を広げて」彼

らを歓迎 し，助 けることです。

ヤ コブの兄弟のユダが勧告 しているよ

うに，私たちは行 なわなければな りませ

ん。「疑いをいだく人々があれば，彼 らを

あわれみ……。」(ユ ダ1122)

私 たちが人々を 「あわれむ」 うえで助

けとなる原則があります。 それはルカに

よる福音書第15章 に書かれています。 こ

こでイエ スは，失われた人々を見つける

ことの重要 【生について3つ のた とえを使

って話 しておられます。

失われた羊のたとえでは，羊飼いは迷

った羊を懸命になって捜 し，見つけ出 し

ました。そ して大いに喜 びました。

失われた銀貨 のた とえでは， やもめは

ろうそくをともし，家のすみずみまで掃

いて捜し，失われた銀貨 をついに見つけ

て大 いに喜びました。

どちらのた とえも，見つけ出すための

行動 や暗やみで火をともすこと， また失

われた物 や人が戻 るまで捜 し続 けること

の例 です。
ほうとう

一方
，放蕩息子のたとえでは，やさし

い父は，その息子が戻 って来るまで忍耐

強く待 っています。彼 は愛 に満ちた家庭

86

環境 を作 り出し，両手を広 げて息子 を迎

えたのです。そして共に喜 び合 いました。

ポイン トは，その息子が家 に帰れば，父

から愛 され歓迎 されると，知っていたこ

とです。

しかし，家に戻ること自体，決 して生

やさしいことではあ りません。放蕩息子

が家 に帰 ると，忠実な兄は悔 い改めた弟

への もてなしにしっとしました。、忠実な

兄 は批判的で，弟 の帰宅 を喜ぶ ことがで

きるほどには霊的に成熟 していませんで

した。そこで父 は，忠実 な息子 に父の愛

を再確認 したのです。

さて，帰 ってきた放蕩息子 自身 も，父

親が 自分 に対 して示 した赦 しと愛を， し

っとしている兄に対 して示す機会を得 ま

した。帰 って来る者 にとっても，ほかの

人々 を赦すという態度が必要です。そう

でなけれ ば，完全 な悔 い改めは不可能で

す。

もし私 たちの過ちを主 やほかの人々か

ら赦 して もらいたければ， まず第1に ほ

かの人 を赦す ことです。戻 って来る人は

人を裁 いてはいけません。完全な人はい

ないのだということをしっかりと心 に刻

みつけることです。

私 たちは末 日聖徒イエス ・キリスト教

会の会員 として， どのようにしたら私た

ちの家庭や教会に思いやりのある雰囲気

をもた らすことができるでしょうか。戻

れば歓迎 されるという気持ちから戻って

来る人に本当の安 らぎを与 えるにはどう

したらよいのでしょう。

この思 いや りと奉仕の精神 をよく示 し

たのが， ドン ・サマーズとマ リアン ・サ

マーズ夫妻です。それは，ほかの多くの

宣教師の経験 を包括するものと言 えるで

しょう。 ふた りは， イギ リスのロン ドン

伝道部で伝道 していた間，最後の6カ 月

間をスウィン ドン支部で会員の活発化 の

ために働 くように要請 され ました。スウ

ィンドン支部は80年 もの間，忠実 な教会

員はごくわずかで， あとはお休み会員 だ

けの支部 だったのです。

ドンとマリアンは当時を振 り返 りなが

ら，手紙 にこう書いて くれました。「スウ

ィンドン支部 に初めて訪問 して底冷えの

するホールで聖徒 たちと会 ったときは，

少々が っか りして しまいました。 出席者

が全部で17人 でした。 それ も，ヘイルズ



支部長夫妻 と4人 の宣教師 を含めてです。

みんな冬の コー トを着たまま，小さなス

トーブの周 りに集まって 日曜学校 の レッ

スンに聞き入 りました。」

手紙は続 きます。

「ある 日ひと りの会員が私のところに

来てこう言 いました。『サマーズ長老，少

し忠告 させて もらいたいんですが。』彼 は

こう続 けました。『スウィンドンの会員 た

ちに什分 の一のことを話さないようにし

てください。だれ も什分 の一の教 えを信

じてません。話 した ら怒 らせるだけです

から。』

そうです。私 たちは什分 の一 のことも

ほかの福音の原則 とともに教えました。

支部長の模範と励 ましによって，教会員

の気持ちに変化が起 こりました。 そして，

信仰 と行 ないが増 し加 えられていったの

です。私 たちはすべての会員を訪問 し，

会員記録 の情報 を最新の状態に しました。

指導者の思 いや りに対 して，会員が反応

するようになりました。そして新 たなス

ピリットが支部 にみなぎるようにな った

のです。 こうして会員 たちは，再 び福音

に対 して積極的にな りました。

フ ァイヤサイ ドが私 たちの家で開かれ，

私たちはステーキ部宣教師やほかの宜教

師たちと綿密 に協力 し合いました。私 た

ちは主 に， スウ ィン ドンにいる間，新 し

踏 「 野 、揖

鍵

鱗
一隠梓Fr配

騒 翻.
ギ 匙 、 雛

， 、㌍ 、-一?㈱
、 『 羅

鱗

い会員 や再活発化 した会貝をひとりも不

活発 にすることはしないと約束をしまし

た。

会員 になるまでジプシーの生活をして

いた若 い夫婦がいました。習慣や服装が

違 うので，なかなか皆に溶け込めないで

いました。そして，生活習慣 を変 えるよ

うにとの教会 からの指導 に傷 つけられ，

監督 に2度 ほど教会の記録 から自分たち

の名前を除いて くれ るように頼んだので

す。最後の手紙 には，教会員 の訪問 はだ

れであって も断わると書 いてありました。

そこでマ リアンと私 は花屋で美 しい菊の

花 を買い，小 さな手紙を添えてそれを配

達 して もらいました。その手紙 にはこう

書 きました。『おふた りを愛 しています。

おふたりがいないと， とても寂 しく思い

ます。私 たちには， おふたりが必要です。

どうか戻 って来て ください。スウィン ド

ンワー ド部』

次の 日曜 日は，断食証会で，私たちに

とってスウィンドンでの最後の日曜 日で

した。6カ 月前 の17人 に比べて，今 回は

103人 が出席 していました。その若い夫婦

も出席し，ご主人の方は証とともに，スウ

ィンドンワー ド部の人々が自分 たちを見

離さなかったことに対 してお礼 を述 べた

のです。

私 たち一人一 人が 自分 のワー ド部 や支
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部で同 じ経験をす ることがで きます。お

休 みしている人々 を愛 し，何 かをしてあ

げることによってです。自分 がだれなの

かを見 いだし，教会 に戻 りたいと願 う人

人 に思 いや りを示 し，援助の手を差 し伸

べ ることは，何 という喜びで しょうか。」

主の民に数 えられていない人々 につい

て，イエスは二一ファイ人たちにこう言

われました。「されど悔 い改めざる者にて

も， これを汝 らの会堂 や礼拝堂よ り追 い
いだ

出すべからず。何 となれば，汝 らはかく

のごとき者にひきつず き道を伝 うる義務

あればなり。 かれらは悔 い改 めて真心 よ
がた

りわれに立ち帰るやも知れ難 し。真心 を
もつ

以てわれに立ち帰 らば，われはかれらを

赦 し， また汝らはかれ らを救 いに導 く者

となる。」(III二 一 ファイ18：32)

兄 弟姉妹の皆 さん。信仰の祈 りと 「あ

われみ」(ユ ダ1：22)を 通 してた とえひ

，とりの人でも救 いと昇栄への道 に連れ戻

すのだとの新たな決意 を胸 に， この大会

を後 にしようではあ りませんか。アルマ

と共 に こう祈 ろうで はあ りませんか。

「『主よ
，私 の身 も霊 も慰め，私 と私 と一

しょにいる同僚 たちの働 きを成功 させた

まえ。私 の同僚 たちとは， アンモ ン， ア

ロン，オムネル， アミュレク，ゼーズロ

ムおよび私の二人の息子である。かれ ら

もみな慰めたまえ。キ リス トによってか

れ らの身 も霊 も慰めたまえ。

この民の罪悪のためにこの後 かれらの
かんなん

身 に、ζ・りかかる顛難を耐え忍べるように

かれらに力 を与えたまえ。

主よ，私 たちが再 びこの民を感化 して，

キリス トによってかれらを神 の道に入 ら

せ る働 きを成功 させたまえ。

主よ，この人々の身も霊 も貴く，民の
はらから ゆえ

中には私 たちの同胞が多く居る故に， こ

の同胞 を再 び神 の道に入 らせることがで
ち か ら

きるよう能力 と智恵とを私 たちに与えた

まえ』 と。」(ア ルマ31：32-35)

「私 たちは皆さんを愛 しています。皆

さんがいないので寂 しく思 っています。

皆 さんが必要です。 どうか戻ってきて く

ださい。」どうか神殿に行 けるように，誓

約 に入れるように，そして永遠 の救いの

儀式を受けられるように戻 ってください。

主であり腰い主であられるイエス ・キ

リス トのみ名により申しあげます。アー

メン。
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救い主に心を向ける
七十人第一定員会会員

ア ドニー ・Y・小松

「救い主は，神の御子として，皆さんにも私にも，御父 の戒めを守るうえで従順

という偉大な模範を示してくだ さいました。」

愛
する兄弟姉妹 の皆さん，復活祭の

季節が近づき，私 たちの心 も思 い

も主イエス ・キ リス ト， その十字架上の

死，復活， そして世の罪のために行 なわ
あがな

れた贈 いの犠牲 に向けられています。

救い主の時代 にあって主の先駆けをな

す者として使命 を授 けられていたバプ テ

スマのヨハネは，天の父なる神 はこの地

上 に送 られた子供たちのことを忘れては

おられない， と高 らかに宣言 し，次 のよ

うに言 いました。
み こ

「父は御子を愛 して
，万物をその手 に

お与えになった。

御子 を信 じる者は永遠の命をもつ。御

子 に従わない者 は，命 にあずかることが

ないばかりか，神の怒 りがその上にとど

まるのである。」(ヨ ハネ3：35-36)

救 い主の降臨は，聖書やモルモン経の

中で数 多くの予言者が予言 していました。

旧約聖書の予言者イザヤは，救 い主の誕

生の しるしを次のように予言 しています。

「それゆえ
，主はみずから一つのしる'

しをあなたがたに与 えられる。見 よ，お

とめがみごもって男の子を産 む。その名

はインマヌエルととなえ られる。」(イ ザ

ヤ7：14〉

「ひとりのみどりごがわれわれのため

に生れた， ひとりの男の子がわれわれに

与えられた。まつ りごとはその肩にあ リ，

その名は，『霊妙なる議士，大能の神，と

こしえの父，平和 の君』ととなえられる。」

(イザヤ916)

イ エス ・キ リス トについてのもうひと

つの証であるモルモン経 には， キ リス ト

の降臨 に先立つこと124年 前 に，ひと り

の天使がベンジャ ミン王のもとに現 われ

て，大いなる喜 びのうるわしいお とずれ

を伝 えた と記録 されています。 その天使

は次 のように言 っています。

「現在 この世 を治 めたまい
， また無限

わた

の過去か ら無限の将来 に亘 ってまします

全能 の主が権能 をもって天か ら人間に降

臨 して土から成 る身体 に宿 りたまい，人
いや

人の間をめぐって病人たちを医し，死ん
いか

だ者 たちを活 し，あしなえを歩かせ，め
きこ

くらを見えるようにし， つんぼが聞える

ようにし，あ らゆる病いをなおし……。

このお方 は神の御子，天地の父，創世

の時から万物 を造 りたもうている造 り主

イエス ・キ リス トと呼ばれ，その母 はマ

リヤと呼 ばれる。」(モ ーサヤ3：5，8)

モ ルモ ン経の1千 年 にわたる歴史を通

じて，数 々の予言者 たちが，イエ ス ・キ

リス トは神の御子であり，前世では神の

ごとき存在であったと厳粛 に証 をしまし

た。 また主の地上での働 きについて，主

の苦 しみや死，復活について， そして救
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いの計画 についても証 しました。 この計

画 なくして，私 たちは主の願 いの成果 を

日々の生活にもたらすことはで きません。

こうした予言者たちは皆， その知識を純

粋 な知識の源か ら受けて語 っていました。

救 い主から個人的な訪 れを受けてもたら

された知識，予言者たちと語 った天使 た

ちの証 から得 た知識，示現 によって もた

らされた知識，聖霊の力によってもたら

された知識などです。予言者 たちは自分

の語 っていることの源を知 っていました。

だか らこそ， その証 を揺 り動 かすことは

できなかったのです。

ここで， ヤコブの例 を考えてみましょ

う。ヤコブはシェレムという男 と対決 し

たことがあ ります。 この男はキ リス トを

否定 し，ヤコブに論争 を挑 み， しるしを

示せ と迫 りました。 シェレムは人の気に

入るようなことを言い，たいそう巧みに

話 して，ヤコブの証に疑いを抱かせ よう

としました。ヤ コブはこう言 っています。

「私は多くの啓示 を受け， またキ リス

トの降臨 についていろいろのことを先見

している者であるにもかかわらず， シェ

レムは私 を動か して信仰 を捨てさせよう

と思 ったけれども，私 はすでに確 に天使

らを見て天使か ら導 きと恵みとを授けら
もつ

れ， また， たびたび主 が御 言葉を以て私

に仰せになる声を確に聞 いていたから，

私 を動 かすことはできなか った。」(モ ル

モン経 ヤコブ7：5)

私 た ちの愛 す る予 言者エ ズ ラ ・タフ

ト・ベンソン大管長は，モルモ ン経を研

究するよう，私 たちに強 く訴 え られまし

灘



た。「その教 えに従った生活 をすることに

より，他 のいかなる書物 にもまして人 を

神 に近づけることのできる書物」 を絶 え

ず研究する必要があるとおっしゃったの

です。

私 は，皆 さんが愛する予言者ベンソン

大管長の勧告に従 って，絶 えずモルモ ン

経 を研究するよう願い， また祈 ってお り

ます。私たちは皆，神 の戒めに従順に従

った生活 をしているという確信を持つ必

要があ ります。そうすれば，私たちはみ

たまを受け， 日々の生活で もみたまの導

きを受 けることができるの です。

救い主 は，神の御子 として，皆さんに

も私 にも，御父の戒めを守 るうえで従順

という偉大な模範を示 してくださいまし

た。二一ファイはキ リス トがバプテスマ

をお受けになったのは，人 がその後に従

い，聖霊 を受 けるようになるためである，

と教 えています。

「あなたたちは子羊が聖 かったことを

知っていないのか。子羊はたとえ聖 くま

しまして も，肉体を受 けた もうによって

天の御父の前にへりくだることと，天 の

御父に従 ってその命令 を守ると証明をす

ることとをバプテスマによって世の人に

示 した もうの であ る。」(II二 一 ファイ

31：7)

数週 間前，私 はプ ロボのあるステーキ

部大会 を管理す る責任を受けました。 日

曜 日の朝の福祉部会 は午前7時30分 に始

まることになっていたため，私 は午前6

時15分 ご ろには家を出なければなりませ

んでした。私 が高速道路の進入路へ入 ろ

うとして交差点 に差 しかかった ときのこ

と，信号がちょうど赤 に変 わりました。

信号 で止 まったその ときは， まだ朝 も早

い6時30分 ごろだったで しょうか。・ほか

の車の姿はどこにも見えませんでした。

赤信号で停車 していたのは，私の車だけ

だったのです。

ある考 えが私 の脳裏 をよぎ りました。

たとえ私が赤信号 を無視 したところで，

けがをする人もいなければ，危険 もない。

こんな早 い時間には1台 の車 も見あたら

ないのだから， という思いです。 しかし，

私は信号 が変わるのを待 ち，青信号 に従

って進み ました。 もしそこで左に曲がっ

たとして も，だれも気づかなかったでし

ょう。 しかし， 自分 自身で交通法規 を犯
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す ことになるのは知 っていました。そし

て， もちろん主 も知ってお られたのです。

私の胸 には次のような聖句が浮かんでき

ました。

「人が
，なすべき善を知 りなが ら行 わ

なければ，それは彼 にとって罪である。」

(ヤ コブ4117)

兄 弟姉妹の皆 さん。私 たちはそのとき

の状況 に合わせて妥協 しようという誘惑

にか られることがよくあります。 しかし，

私たちはいかなるときであっても，細心

の注意 を払 い，正 しい生活の原則に従 っ

て生活 していかなければな りません。 そ

うすることにより，私たちははるかに重

要な決定を下すよう求 められたときにも，

何 をしたらよいかがわかるのです。私 た

ちは，主の王国の一員 として絶えず世 に

対 して模範を示す必要 があ りますし， 自

分 の国の法律 を守 り，神の律法を守 らな

ければなりません。

主 は末 日の啓示 の中で次のように言わ

れ ました。
な

「この故 に善 を為す にうむことなかれ。
なんじ

これ汝 ら今偉大なるず事業 の基礎 を置 き

つつあればなり。それ，小 なることより
おこ

偉大なる事起る。

見よ，主 は真心 と喜 びて事に従 う精神

とを求 む。喜びて従順 に従 う者たちは，
おい よ

この末 の世 に於てシオンの地の善 きもの

獺

陪灘

鼻

辱

霧 ・

縫灘 　 _簾 灘
，

螺

器

蒙

蓼

翻

鯉
く
を食わん。」(教 義 と聖約64：33-34)

最 近，私はユタ南部地域会長会の一員

として， ユタ州立刑務所 に収容されてい

る男女のインスティテユー ト・プログラ

ムに参加 するよう招待 を受けました。 そ

うした人々を訪問 した私 の心は，彼 らに

対する思いでいっぱいにな りました。彼

らもまた，皆私 たちの天のお父様の子供

だか らです。彼 らは， 目の前の誘惑に出

会 ったとき，人生の中で誤 った選択をし

た人々でした。私 はそうした人々のひと

みの中に痛みや苦 しみを見て取 りました。

また，彼 らの愛する人々，つまり両親や

兄弟姉妹，そして妻や子供 たちのことを

考 えるとき， そうした人々 も同様 に，大

変苦 しみ，そ しておそらくはこれから先，

さらに多くの苦 しみに出会 うことであろ

うと考えたのでした。キンボール大管長

は，罪は憎 んでも，罪人は愛さなければ

な らないと言われました。 さらにまた，

人 は我慢 し，長 く耐え忍び， 自制心 を養

うときに，苦 しみの中から聖徒 として生

まれ変わ る， とも言われ ました。

またキンボール大管長 は，救い主が苦

しまれたのは救 い主 となる訓練の一部で
み こ

あった，と言われました。「彼は御子であ

られたにもかかわ らず， さまざまの苦 し

みによって従順 を学 び， そして，全 き者

とされたので，彼に従順 であるすべての

89



すくい

人 に対 して，永遠の救の源 とな(ら れた

のである。)」(ヘ ブル518-9)

ジェームズ ・E・ タルメージ長老は次

のように書 いています。「この地上で人が

経験する苦悩 は，・…・・忍耐強 く耐え忍 ば

れる限 り，必ずそれに見合 うだけの補償

が存在する。」(ス ペンサー ・W・ キ ンボ

ール『悲劇 か宿命 か』「1955-56年 度 講話」

プロボ，ブ リガム ・ヤング大学刊，1956

年 ，pp.5-6よ り引用)

一 方
，私 たちが弱さや不平，批判 に身

をゆだねるならば，私 たちは誤 った選択

をして しまい， その巨大 な衝撃のために

身を滅ぽして しまうことになるで しょう。

話 を終 えるにあたって，オルソン・F・

ホイ ットニーの言葉 を引用 しましょう。

「私たちの味わう苦痛や試練が無駄 に

なることはない。忍耐，信仰，不屈，謙

遜 といった資質を伸ばすための訓練 とな

るのである。私 たちが悩み，苦 しむこと

により，特 に長 く耐え忍ぶことにより，

人格は磨かれ，心 は清め られ，人間性 は

豊 かになり， もっとやさしく愛の深い人

間とな り，神の子 と呼 ばれるにさらにふ

さわしい者 となる。一… こうした悲 しみ

や苦 しみ，苦痛，試練 を通 じて初 めて，

この地上 に送 り込 まれただけの意味を持

つ訓練 を受 けることができるのであり，

天におられる御父や御母にさらに似た者

となるのである。」(『悲劇 か宿命か』p.6

よ り引用)

全 人類の罪のために苦 しまれ，十字架

にかけられ，復活 された主 は次のように

言われました。

「もしわたしのいましめを守るならば
，

あなたがたはわたしの愛のうちにおるの

である。それはわたしがわたしの父のい

ましめを守 ったので， その愛のうちにお

るのと同 じである。.

わたしがこれ らのことを話 したのは，

わたしの喜 びがあなたがたのうちにも宿

るため， また，あなたがたの喜びが満 ち

あふれるためである。

わたしのいましめは， これである。 わ

たしがあなたがたを愛 したように，あな

たがたも互 に愛 し合 いなさい。」(ヨ ハネ

15：10-12)

イエ ス ・キリス トのみ名 により申しあ

げます。アーメ ン。
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「幸せ になれるか しら
」

十二使徒定員会会員

ジェームズ ・E・ファウス ト

「今日の社会において多くの家庭が暗礁に乗り上げているとしても，家庭は道

徳的な価値観を教える最高の教育の場ですから，私たちはそれを放棄すること

はできないのです。家庭以外に，そのような効果的な教育のできる場所はあり

ません。」

一》 のすばらしい大会 も間 もなく終わ

一 ろうとしていますが，これ まで語

られた霊感あふれる勧告 と希望の言葉 に

より，私 たちの心は和 らぎ，高められて

います。私 は人を裁 くためではなく，教

えと警告 を与えるために，祈 りの気持 ち

でこの説教壇に立 っています。

最近，私 がオース トラ リアのブ リスベ

ーンを訪れたときのことです
。あるステ

ーキ部長の部屋に入ると
，壁 に，悲 しげ

な顔を した女の子 の写真がかけてありま

した。上 にはこう書かれています。「私 は

幸せになれ るかしら。」これ は，世 界中の

あらゆる人々の問いかけではないで しょ

うか。救い主ご自身は，主のすべての弟

子たちに，「喜びが……満ちあふれる」(ヨ

ハネ17：13)よ うにと祈っておられます。

私 はひとつの希望についてお話 しした

いと思 います。その希望 とは，子供 たち

が幸福 と望 みにあふれた未来があること

を理解するようになる， というものです。

私たちに授 けられている賜 で，子供 ほど

貴 いものはありません。子供は私たちへ

の神 の愛の証であ り，未来への希望 です。

私はいぶか しく思わずにはいられない

のですが，今 日の世の中で，子供 を幸せ

にで きるほどの愛を持っている人がいる

でしょうか。信仰 と道徳 の価値 を子供 に

教 えるほどの愛を持 っている人がいるで

しょうか。子供たちは，生き残ることや

欲求を満足させることよりも， もっと多

くの事柄 を学ばなければな りません。知

識 を与 えて教化 するだけでは不十分です。

心の教育がまさに必要 とされているので

す。子供はどとで徳を身 につけるので し

ょうか。子供が道徳的な特質を身につけ

られるように， だれが助けてあげ られる

で しょうか。 どうすれば子供 たちが慈悲

深 く親切 で，幸せな人になり， 自分 自身

やほかの人々のためにより豊 かな生活を

送れるようになるのでしょうか。

数 多くの根本的な信念が失 われつつあ

る世 の中では， こうした教えを次の世代

に伝 えるのは，容易 なことではあ りませ

ん。 これまで大切にされてきた人間の価

値観が，雑誌やテレビの悪影響 によって，

ことごとく脅 かされています。その背後

では，個人の 自由 という旗の下に，行 き

過 ぎた容認主義が まかり通っているので

す。次の世代 にどのような価値観を教え

るべ きで しょうか。 この点について世論
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の一致 を得 ることは， まず不可能で しょ

う。人々はほとんどすべての事柄 に強 く

異議 を唱え，社会的な抑止力は弱まって

います。

すなわち，私 たちは自分 のライフスタ

イルを子供 に教 え，周囲 を取 り巻 く放縦

や誘惑，強欲などから彼 らを守 らなけれ

ばならないのです。

こうした誤 った価値観の流れ を変える

には， どうすればよいでしょうか。 この

チャレンジに立ち向かうために，何がで

きるで しょうか。私の望みは，次の世代

の人々が永遠の幸せ を見 いだす機会 に恵

まれて成長することですが， この望 みを

確 かな ものにするために，3つ の方法を

提案 したいと思います。

第1に ，個人の選択 が本人だけでなく，

社会全体 に影響 を及ぼすことを，大人 は

よく理解 し，子供 に教 える必要があ りま

す。

自分 の好 きなことをするのは個人の勝

手であ り，周囲の人々 には関係がないと
まんえん

いう考 え方が，世 間一般 に蔓延 していま

す。世界中に広がっている恐ろ しい病根

が， この一般的 な考 えの裏 に潜 んでいま

す。 しか し，この考 え方は明 らかに間違

っているのです。

不道徳 な行ないはすべて，社会 に直接

影響 を与 えます。 その影響 は罪 のな い

人々にまで及びます。薬物 の乱用やアル

コール中毒 は，違法行為やポル ノグラフ

ィー，わいせつ行為などと同じように，

社会に重大 な影響 を与えています。 こう

した 「個人の自由」 と呼 ばれるもののた

めに，社会生活や税金 の面で支払われる

代価は，測 り知 れません。貧困，犯罪，

教育 を受 けない労働者層，金銭で解決で

きない問題 へつぎ込む予算要求の増大な

ど，様 々です。個 人的な行 ないは本人だ

けの問題 だというのは，明 らかに間違っ

ています。私 たちの社会は，無数の個人

による各々の生活の中の行 ないが集まっ

たものなのです。一人一人の行 ないの総

和が，全世界にきわめて重大な影響 を及

ぼ します。完全に個人的な選択 というも

のは，あ り得 ないのです。

第2に ，大人 も子供 も，社会や個人の

道徳が時代遅れではないことを理解する

必要があ ります。道徳や倫理 にかなった

法律，政策，公共プログラムなどは，生
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産性 が豊 かで思 いや りのあふれた，幸福

で平和な社会を守るのに欠かすことがで

きません。私 たちはこのことを，愛をも

って子供 に教 える必要があるのです。 も

し，高潔，正 直，献 身， 貞節，尊敬，誠

実，徳行 などの特質 がなければ， 自由で

開かれた社会は立 ち行かないで しょう。

最近の ことですが， ダリン ・H・ オー

クス長老は，「法律で道徳 をつくるな」と

主張する人々 に次のように答えています。

「よく知 られているこのスローガンを口

にする人 は，何 か深遠 なことを語 ったつ

もりでいるようです。 しかし実際 には，

もし何 らかの論拠があるとしても，それ

は非常 に表面的なもので しかあ りません。

教養 のある人 は口にするのを恥 じること

でしょう。思慮深 い人には明 らかなこと

ですが，大半の法律は道徳 にその基盤 を

置 いています。刑法はすべてそうですし，

家族の関係 や商取引に関する法律 も， ほ

とんどが そうです。財産管理 についての

法律やほかの多くの法律 も， その大部分

があてはまります。」(「ギャンブル 不

道徳で誤 った政策」 リックス ・カ レッジ

での説教，1987年1月6日 ，p.20)

最近 までは，倫理や道徳 にかなった哲

学 が高度な学問の根底 にあ りました。そ

れらは時代 を越 えて受 け継がれてきた遺

産 でした。その価値 は， アリス トテレス

が教 えた時代 と同じように，現代 にも通

じるのです。ア リス トテレスは次 のよう

に語 りました。「あらゆる動物 の中で最 も

優 れているのは，社会によって完成され

た人間であ り，最 も恐 ろしいのは，法律

や正義 と無縁 の生活をしている人間であ

る。」(「政治学」1.1253a31-34〉 した

が って，いず この地にあって も，社会 と

個人の道徳 をよ り一層強調する必要があ

るのです。

第3に ， これが最 も重要 ですが，子供

たちを永遠 の幸福 に備 えさせるための方

法 は，家族 を強めることです。家庭は何

世紀 もの間，合衆国をはじめとする多く

の国々でその基盤 をなすもので した。社

会 をひとつにっなぎとめる 「接着剤」の

役割を果た していました。現在 では多く

の家庭 が暗礁 に乗 り上げ，「接着剤」とし

ての役割 を失 いつつあ ります。その結果，

大勢の子供たちが当惑 しています。体 だ

けは大きくなって も，堅固 な家庭 で愛と
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た。「その教 えに従った生活 をすることに

より，他 のいかなる書物 にもまして人 を

神 に近づけることのできる書物」 を絶 え

ず研究する必要があるとおっしゃったの

です。

私 は，皆 さんが愛する予言者ベンソン

大管長の勧告に従 って，絶 えずモルモ ン

経 を研究するよう願い， また祈 ってお り

ます。私たちは皆，神 の戒めに従順に従

った生活 をしているという確信を持つ必

要があ ります。そうすれば，私たちはみ

たまを受け， 日々の生活で もみたまの導

きを受 けることができるの です。

救い主 は，神の御子 として，皆さんに

も私 にも，御父の戒めを守 るうえで従順

という偉大な模範を示 してくださいまし

た。二一ファイはキ リス トがバプテスマ

をお受けになったのは，人 がその後に従

い，聖霊 を受 けるようになるためである，

と教 えています。

「あなたたちは子羊が聖 かったことを

知っていないのか。子羊はたとえ聖 くま

しまして も，肉体を受 けた もうによって

天の御父の前にへりくだることと，天 の

御父に従 ってその命令 を守ると証明をす

ることとをバプテスマによって世の人に

示 した もうの であ る。」(II二 一 ファイ

31：7)

数週 間前，私 はプ ロボのあるステーキ

部大会 を管理す る責任を受けました。 日

曜 日の朝の福祉部会 は午前7時30分 に始

まることになっていたため，私 は午前6

時15分 ご ろには家を出なければなりませ

んでした。私 が高速道路の進入路へ入 ろ

うとして交差点 に差 しかかった ときのこ

と，信号がちょうど赤 に変 わりました。

信号 で止 まったその ときは， まだ朝 も早

い6時30分 ごろだったで しょうか。・ほか

の車の姿はどこにも見えませんでした。

赤信号で停車 していたのは，私の車だけ

だったのです。

ある考 えが私 の脳裏 をよぎ りました。

たとえ私が赤信号 を無視 したところで，

けがをする人もいなければ，危険 もない。

こんな早 い時間には1台 の車 も見あたら

ないのだから， という思いです。 しかし，

私は信号 が変わるのを待 ち，青信号 に従

って進み ました。 もしそこで左に曲がっ

たとして も，だれも気づかなかったでし

ょう。 しかし， 自分 自身で交通法規 を犯

聖徒の道/198ア 年 ア月号

、醐

・・郷「 礎麟 撃

製 霧 辱 ，灘

騰

醗

す ことになるのは知 っていました。そし

て， もちろん主 も知ってお られたのです。

私の胸 には次のような聖句が浮かんでき

ました。

「人が
，なすべき善を知 りなが ら行 わ

なければ，それは彼 にとって罪である。」

(ヤ コブ4117)

兄 弟姉妹の皆 さん。私 たちはそのとき

の状況 に合わせて妥協 しようという誘惑

にか られることがよくあります。 しかし，

私たちはいかなるときであっても，細心

の注意 を払 い，正 しい生活の原則に従 っ

て生活 していかなければな りません。 そ

うすることにより，私たちははるかに重

要な決定を下すよう求 められたときにも，

何 をしたらよいかがわかるのです。私 た

ちは，主の王国の一員 として絶えず世 に

対 して模範を示す必要 があ りますし， 自

分 の国の法律 を守 り，神の律法を守 らな

ければなりません。

主 は末 日の啓示 の中で次のように言わ

れ ました。
な

「この故 に善 を為す にうむことなかれ。
なんじ

これ汝 ら今偉大なるず事業 の基礎 を置 き

つつあればなり。それ，小 なることより
おこ

偉大なる事起る。

見よ，主 は真心 と喜 びて事に従 う精神

とを求 む。喜びて従順 に従 う者たちは，
おい よ

この末 の世 に於てシオンの地の善 きもの

獺

陪灘

鼻

辱

霧 ・

縫灘 　 _簾 灘
，

螺

器

蒙

蓼

翻

鯉
く
を食わん。」(教 義 と聖約64：33-34)

最 近，私はユタ南部地域会長会の一員

として， ユタ州立刑務所 に収容されてい

る男女のインスティテユー ト・プログラ

ムに参加 するよう招待 を受けました。 そ

うした人々を訪問 した私 の心は，彼 らに

対する思いでいっぱいにな りました。彼

らもまた，皆私 たちの天のお父様の子供

だか らです。彼 らは， 目の前の誘惑に出

会 ったとき，人生の中で誤 った選択をし

た人々でした。私 はそうした人々のひと

みの中に痛みや苦 しみを見て取 りました。

また，彼 らの愛する人々，つまり両親や

兄弟姉妹，そして妻や子供 たちのことを

考 えるとき， そうした人々 も同様 に，大

変苦 しみ，そ しておそらくはこれから先，

さらに多くの苦 しみに出会 うことであろ

うと考えたのでした。キンボール大管長

は，罪は憎 んでも，罪人は愛さなければ

な らないと言われました。 さらにまた，

人 は我慢 し，長 く耐え忍び， 自制心 を養

うときに，苦 しみの中から聖徒 として生

まれ変わ る， とも言われ ました。

またキンボール大管長 は，救い主が苦

しまれたのは救 い主 となる訓練の一部で
み こ

あった，と言われました。「彼は御子であ

られたにもかかわ らず， さまざまの苦 し

みによって従順 を学 び， そして，全 き者

とされたので，彼に従順 であるすべての
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叢

』灘

藝

● 十二 使 徒 定 員 会会 員 の 二 一 ル ・A・マ ック ス ウ ェル 長 老(左)と 七 十人 第 一 定 員 会会 員

ジ ェー ム ズ ・M・パ ラモ ア長 老

理解をもっては ぐくまれた道徳的基盤 や，

支援のよりどころがないのです。

子供 たちが価値観 を身につけ，伝統 を

受 け継 ぎ，思いやりを育てるのは，家庭

においてであり，家族 と共 にあって初 め

て達成 されるものです。これに代わるも

のは存在 しません。教会，学校，公のプ

ログラムは，家庭で身 につけたものを強

化 し，補 うことしかできないのです。

家族 を強めるには，性道徳の回復が必

要 にな ります。ブライス ・クリスチャン

センは最近，次のように記 しています。

「互いに愛と礼儀 をもって接 している両

親 を見 ながら育 った子供 は，学校 の性教

育のクラスで学 ぶよりも，男女の関係 に

ついて，はるかに多くのことを理解 して

いる。」(「アメ リカの家族」1987年3月

号，Vol.1，1：3)

主 のみ言葉 によれば， すべての男女は

結婚 するまで純潔 を守 り，結婚後 も貞節

を守らなければな りません。主は次の よ
かんいん

う に 命 じ て お ら れ ま す 。「あ な た は 姦 淫 し

て は な ら な い 。」(出 エ ジ プ ト20：14)「 ま
な

た何事にてもこれに類することを為すこ

となかれ。」(教 義 と聖約59：6)使 徒 パ

ウロは，モルモ ン経の中でアルマが行 な

ったように(ア ルマ39：1-13参 照)， コ

リント人ぺの書簡の中で この点をさらに

はっきりと指摘 しています。(1コ リン ト

6：9参 照)

愛 情に基づく合法的な結婚 に代 わる男

女関係が，人間社会の土台の崩壊 を速め

ています。この土台 とは， もちろん家族

のことです。従来の もの に取 って替わる

これ らの ライフスタイルは，神 の戒めに

反するので，受 け入れることはできませ

ん。生命を生み出す男女間の交 わりは，

合法的な結婚生活の中でのみ行 なうよう

に，神 は命 じてお られ ます。(創世1：28

参 照)こ の戒 めに反する行為 をすべての

大人がするようになれば，家族 は崩壊 し，

人類 は消滅 して しまうでしょう。

聖典 にはっきりと， また絶 えず述べ ら

れているように，合法的な結婚以外のす

べての性関係は，不道徳な行為 として罪

に定められます。なぜでしょうか。神 が

そう言われたからです。人は神 のかたち

にかたどって，男 と女 に造 られたか らで

す。(創 世1：27参 照)人 は神 の霊の子供

で(教 義 と聖約76：24参 照)， 初めに神 と

共にいました。(教 義 と聖約93：23参 照)

人 に昇栄 をもたらすことが，神の業であ

り栄光 なのです。(モ ーセ1：39参 照)私

たちは光の子 となるように命 じられてい

ます。(教 義 と聖約106：5参 照)永 遠 の

生命を受け継 ぐ者 なのです。みたまは，
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この世 に生 まれるすべての男女に光 を与

えて くださいます。(教義 と聖約84：46参

照)

家庭で最 も効果的に教 えられる価値観

は何 でしょうか。主の戒 めによれば， こ

の教会の両親 は，子供たちにキ リス トを

信 じる信仰，悔 い改め，バプテスマ，聖

霊 の賜 について教 えなければなりません。

(教義 と聖約68： 、25参照)私 たちは家庭

において， しつけと愛 という温かい守 り

の中で，変 わることのない価値観 を身に

つけていきます。 また，善悪の区別 につ

いて学 び， 自制，克己，個人の責任，人

格者に欠かせない特質，思 いや り，礼儀

作法なども身につけます。

価値観 は，社会のものであれ個人のも

のであれ，宗教的な信条 によって命 を吹

き込 まれ，支 えられていなければ，やが

て消 え去 ってしまいます。絶 えず新たに

する必要があ ります。宗教的 な価値観 を

信 じる信仰や信念に目覚めさせることが

不可欠なのです。家族 は教会が奨励 して

いる家庭教育 を行 ない，教会 は誓約 と儀

式 を通 して，家族 を永遠に結 びつけてい

ます。私たちの神殿は，永遠の家族に対

する信仰を表わす証なのです。

家族が本来の役割を果たせないのは，

家族 を持 たない人が大勢いるからだと言

われます。非常 に多くの家庭が家族 とし

ての機能 を果た していないのは事実です。

また，あま りにも多 くの家族が崩壊 して

いるとも言われます。残念 ながら， これ

も事実です。 しか し，あらゆる欠点を も

ってしても，家族 はなお社会 で最 も重要

な単位 であり，歴 史上の様々な問題に対

する最善 の解決策 なのです。家族 の絆を

これ以上弱めるのを食い止め，逆 に強め

る必要 があります。教会では両親 を助 け

る た め に，「両 親 の ガ イ ド」(PBIC

O507JA， 邦 訳刊行予定，ただし詳細は未

定)と いう配慮の行 きとどいた小冊子を

用意 しています。負いきれない重荷に苦

しんでいる両親 は，いかなる援助 をも受

け入れて ください。祖父母 や兄弟姉妹，

おじ，おば，いとこ，友人たちも，模範

と勧告 によって，広い意味 での家族の一

員に対 し，愛 と関心を深めることができ

ないでしょうか。

私 のおばのアンジーは，子供 や孫，お

い，めい，そのほかの人々のために，175



枚のキル トを縫 いました。 どれも立派な

芸術 品ですが， それ以上に大切 なのは，

1枚1枚 に愛が込 もっているということ

です。アンジーは特製のキル トを渡 しな

がら，親戚の人にこう言 うことができま

す。「指 を刺 した ときは別だけど，一針一

針 にあなたへの愛 を込 めて縫 いました

よ。」

幸せな家庭 というものは，貧富とほ と

んど関係がないようです。世界中のどこ

でも，貧 しくとも幸せで堅固な家庭 を築

いている人々が多く見 られ ます。子供を

育 て，よい隣人 となるために，全 力を尽

くしています。経済的には貧 しくても，

心 は豊かです。家族の問題は，富んで い

る人 にも貧 しい人にもやって来 るようで

す。

ホワイ トハウスの家庭 問題協議会 は，

次のように勧告 しています。「健全な家庭

は，経済的 に裕福 でも貧 しくて も，ある

いはその中間であっても，子供 に励 まし

と援助 を与え，決 して弁解 はしない。子

供の人格 を築 き，標準 に従 うことを求 め，

敬意を払うことを要求 する。 そこでは，

行動が求められるのである。」(「家庭に関

するホワイ トハウス報告」1986年11月 ，

P.32)

ホ ワイ トハウスの報告 はさらに続 いて

います。

「ほ とんどの人にとって，立法のため

の闘争や判決，行政府の決議 などは，生

活 と直接結びついていない。生活 を織 り

なしているのは，援助の手 とよき隣人，

寝 る前のおとぎ話 ど家族の祈 り，愛情の

辱 ， 鷲「騰 醐r酵

.纒.

一隔'制

聖徒 の道/1987年 ア月号

込 もった弁当と家計 のや りくり，ぬぐい

去った涙と先祖代々の貴重 な遺産，激 し

い労働 と将来のための少 しの蓄 えなどで

ある。健全 な社会における英雄 とは，立

派な家庭 を築 くことで社会 に貢献する大

人や子供であり， 自分の楽 しみを後 回し

にし，節約 し，欲 しい物をがまんし，市

民の名誉ある仕事 に人生の大半 を捧 げる

両親 や祖父母である。彼 らの育 てる子供

たちは，前 の世代の残 した業績 の上に立

って さらに広 い視野を持ち， より高い地

点 に到達できるのである。」(同 ，pp.8-

9)

今 日の社会 において多くの家庭が暗礁

に乗 り上 げているとしても，家庭 は道徳

的な価値観を教 える最高の教育の場です

か ら，私 たちはそれを放棄することはで

きないのです。家庭以外 に，そのような

効果的な教育ので きる場所はあ りません。

ブ リガム ・ヤ ングは次のように勧告 して

います。「子供たちをむちではなく信仰 に

よって教 え，正 しい模範 によってあ らゆ

る真理 と聖なるものへ，やさしく導いて

あげなければならない。」(「説教集」12：

174)

信念 や帰属意識の もたらす安 らぎを子

供たちに取 り戻 すことが，個人的にも社

会的にも非常 に必要 とされています。富

や科学，工業技術 のあ らゆる産物 をもっ

てしても，霊的な飢 えを満たすことはで

きないのです。

次の世代やその子供，孫に，倫理的，

霊的，道徳的な面でどのような価値観を

教 えるべきで しょうか。創造主のみ言葉

　 び　累
汀難 騰 訪， 撃

灘 灘 黙 欝 鎌 ， 繋灘

脇 一

聯

羅

羅麟

雛

に立ち返 らなければ， それを識別する知

恵は得 られません。

望みはあ ります。 これまで以上 に多く

の人々が，社会への働 きかけでは家庭へ

の働 きかけほど効果があが らないことに

気 づいているようです。家長の権威も回

復 のきざしを見せています。 しかし，最

も重要なことは，多くの大人が，その大

半は両親 と祖 父母ですが，子供 に夢中に

なっているという点です。 もしその過程

で，私たちの生活や家庭 の中に，神聖な

霊的真理 や道徳的な真理を取 り戻すこと

ができれば，私 たちは今一度，聖なる貴

い遺産 を手 にすることでしょう。

子供 たちを深 く愛 して，以上の事柄 を

実行する方 がいらっしゃるに違いありま

せん。 そして，それが至 る所で行 なわれ

るなら，「わた しは幸せ になれるか しら」

と問いかける少年少女に，次の ように答

えることができるでしょう。「もちろん，

幸 せになれ ますよ。 とどまるところを知

らないくらいに。神様の誓約 と戒めを守

れば，救い主が地上 にお られたときに約

束された喜 びを味わって，『この世に在 り

ては平和を得，次の世 に在 りては永遠の

生命を得』るでしょう。(教 義 と聖約59：

23)」これは，私 たちの教会 が世 に向けて

送 る究極のメッセー ジにほかな りません。

イエス ・キ リス トのみ名 によって申しあ

げます。 アーメン。
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モルモン経と教義と聖約
大管長

工ズラ ・タフ ト・ベンソン

「モルモン経は私たちの宗教の 『かなめ石』であり，教義と聖約は，末日に続

けて与えられる啓示とともに，『かさ石』と言うことができます。主はこのかな

め石とかさ石のふたつに承認の印を押 しておられます。J

愛
する兄弟姉妹 の皆さん，すばらし

い大会 に出席でき，心か らうれ し

く思 っています。私はこの大会に出席 し，

前 よりも成長 できたと思 っています。 こ

れまでに偉大 な記録が与 えられて きた こ

とを主 に感謝してお ります。今回 も実 に

すばらしい大会で した。教会幹部の方々
ロ

が皆さんに語 られた勧告 に従うようにお

勧 めします。私 は教会幹部の方々一人一

人を愛し，支持 しています。 また，全世

界の教会員 を愛 しています。

私 は現代 のふたつの聖典，すなわちモ

ルモン経 と教義 と聖約 についてお話 しし

たいと思 います。

モルモン経 と教義 と聖約 は，神 の民を

集め，主の再臨 に備 えさせ るために， イ

スラエルの神 から与 えられた啓示 として
ドすた

ひとつにまとめられています。「荒れ廃れ

たる世 を救 う目的」でこれ らの聖典 が世
お

に出 されるためには，「第19世 紀 に於 ける

最 も貴き血潮」(教義 と聖約135：6)， す
'なわちジ

ョセフ ・ス ミスとその兄弟ハイ

ラムの血が求 められました。

この神聖な証 には，それぞれ に世のす

べての人 に対 するすばらしい宣言が載せ

られています。モルモン経のとびらのぺ

一ジと主がはしがきとして与えられた教

義 と聖約 の第1章 がそれです。主はジ ョ
なんじ

セ フ ・ス ミス に， 「今 の代 の 人 々 に は ， 汝
ことば あと

にタ りてむが言 を与 うべ し」(教義 と聖約

5：10)と 言 われ ました。そ して確 かに

人々は， モルモン経 と教義 と聖約， また

ほかの現代の啓示を通 して神のみ言葉 を

与えられてきました。

モルモ ン経 と教義 と聖約 はお互いに証

し合 っています。片方を信 じて， もう一

方 を信 じないということはできません。

モルモン経 は現代 に与 えられたほかの

聖典 を証 しています。モルモ ン経には，

それ らの書物 について，聖書 が 「真理で

あることを確 かに証」する 「いくらかの

書物」また 「最後 の記録」 と書かれてい

ます。また，モルモン経 は，聖書 から「抜

き取 られたはっきりしていて貴 いところ

を人々に知 らせ」てくれています。(1二

一ファイ13：39-40参 照)

モルモン経 の見証者を別 にすれば，教

義 と聖約 はモルモ ン経が真実であること

を述べた，主 から与 えられた最 もすば ら

しい証です。少な くとも，教義 と聖約の

中の13の 章が，モルモン経が神のみ言葉

であることを確認 し，証 しています。(教

義 と聖約1;3;5;8r;10-11;17-

18;20;27;42;84;135参 照 〉

教義 と聖約 は，モルモ ン経 と，予言者

ジョセフ ・スミスやその後継者 を通 して

進 められてきた回復 のみ業 を結 びつける

ひとつの輪です6

私 たちは教義 と聖約か ら，神殿事業，

永遠の家族，栄光の階級，教会 の組織，

また，回復 に関する数 多くの偉大な真理

を学 ぶことができます。

主は教義 と聖約 について次のように言
いましめ

われました。「人々よ，これらの誠命をし
たしか

らべよ。そはこれらは真実 確 なる誠命 に

して， その中に言われたる予言 も約束 も

すべて成就 さるべければな り。

主，われ言 いたることは，われ言いた
のが

るな り。われ言い逃れせず。天地 は過 ぎ

●タバナクル合唱団とあいさつを交わすベンソン大管長

郵

・ 一鴇

.催

鱈

騒
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行 くとも，わが言は過 ぎ行 くことなくし

て成就すべし。わが声 にて言わるるも，

僕 らの声にて言わるるもみな一つなり。」

(教義 と聖約1：37-38)

モ ル モン経 は人々をキリス トのみもと

へ導 き，教義 と聖約は神の王国， すなわ

ち末 日聖徒 イエス・キ リス ト教会，「全地
お

の面 に於 ける唯一の真 にして生命 あ〔る〕

教会」に人々を導 きます。(30節)私 はそ

のことをはっきりと理解 しています。

モルモ ン経は私たちの宗教の 「かなめ

石」であり，教義 と聖約は，末 日に続 け

て与えられる啓示 とともに，「かさ石」と

言 うことができます。主 はこのかなめ石

とかさ石のふたつに承 認の印を押 してお

られます。

古代 に記録 されたモルモン経が守 られ，

世に出 されたことは，二Fフ ァイの言葉

の正 しさを証 明しています。二一ファイ

は次のように言いました。「しか し，主 は

始めから一切のことを知 って居た.もうか

ら，そのすべての御業 を世 の人の中に成

就するためにある方法 を備 えて置きた も

う。 ごらん，主はその一切 の言葉 を成就

させるに必要なすべての力をもちたもう。

まことにその通 りである。」(1二 一ファ

ィ9：6)

外 的 な証拠 はたくさんありますが，私

たちに求 められているのは，モルモ ン経

が真実確 かな記録 であることをそのよう

な証拠 によって立証 することではあ りま

せん。モルモ ン経の真偽 のほどが学者 の

研究によって明らかにされたというよう

なことはこれ までに一度 もありませんで

した。 それは今 も同 じです。モルモ ン経

の起源，記録の作成，翻訳， またそれが

真実かどうかの証明はすべて主のみ手に

よってなされて きたことです。主が過ち

を犯 されることはあ りません。皆さんは

そのことを強く確信することがで きます。

神 はモルモン経が真実なものかどうか

を判断するための方法をみずか ら備 えて

くださいました。それはモロナイ書 第10

章， また3人 の見証者や8人 の見証者，

教義 と聖約の数 多くの章の中に書かれて

います。

私 たちは皆，聖霊を通 してモルモン経

に対する証 を得 なければな りません。そ

してモルモン経に添 えて私 たちの証 を人

人に分 かち与える必要 があります。 それ

聖徒の道/198ア 年7月 号
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幹、撃 蔦

によって，彼 らもまた聖霊 を通 してモル

モン経が真実なものであることを知 るこ

とができるようにな ります。

二一ファイは，モルモ ン経の中には「キ

リス トの言葉」が書かれてあり，「もしも

キ リス トを信ずれば」，モルモン経も信ず

るようになると証 しています。(II二 一フ

ァイ33：10参 照)

聖典 の中に書かれているみ言葉を用い

て人々を教 えることは非常 に大切です。

アルマはこう言 っています。「私 アルマも

また命令 を私 に下 したもうたお方の言葉

を借 りて，……あなたたちに告 げた言葉

を守って行 えとあなたたちに言う。」(ア

ル マ5：61)

私 た ちは主がモルモ ン経の中で示 され

た言葉 や方法 を元 に，物事を判断 し，福

音 の原則 を教 えなければなりません。

神はモルモ ン経 に書かれたみ言葉が持

つ力によって人々の生活を変 えていかれ

ます。「神 の道 を宣べ伝 えるのは民 に正 し
こう

いことを行 わせるのに非常に効があって，

剣やそのほか これ までに用いたことのあ

るすべての方法よ りも強 く人の心 を感化

するから，アルマは神 の道の力を用いる

必要があると、思った。」(ア ルマ31：5)

アル マは教会の兄弟 たちに，神 が彼 ら

の先祖 の身と霊を地獄 から救われたこと

について次 のように話 しました。「ごら

ん，神 はかれ らの心 を改め，かれ らの深

い眠 りを覚 したもうたか ら，かれ らは目

を覚 して神 を信 じた。 かれらは暗やみの

中に居 たけれども，後 にかれらの身も霊

も永遠 の言葉の光 に照 らされた。 まこと

にかれ らは死の縄 目と地獄 の鎖にとり巻

かれて永遠の滅亡 がかれらを待ちもうけ

ていた。」(ア ル マ517)

私 たちは，深 い眠 りの中にある人々を

目覚 めさせ，彼 らが神 に対 して目を開 く

ことができるようにするため，永遠の言

葉を用 いなければな り孝せん。

モル モ ン経 と教 義 と聖 約 には，イエ

ス ・キ リス トの福音が完全 に，また明確

に教 えられています。私 は，聖徒 たちに

完全明確 に福音 を教 えるために， どのよ

うなことがなされているかに非常に深い

関心 を抱いています。私 たちは 「永遠の

神が定め たもうた大計画」(ア ルマ34：

9)を 教 えるのです。

私 たちは永遠 の神 が定めたもうたこの

大計画 を教 えるために，モルモ ン経や回

復のみ業 を通 して与 えられたほかの聖典

に説かれているメッセージや教授法を用

いているで しょうか。
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この偉大な計画を教 えるための方法は

たくさん示されていますが，私 はここで

そのひとつだけを取 りあげてみたいと思

います。それは，モルモ ンが宣教師 とし

てのアロンの務 めにっいて簡潔 に述べた

言葉です。

「そこでアロンは王が 自分の言葉 を信

ずるのを認め，聖文 を王 に読 んで聞かせ

たが，アダムの造 られたことから始 めて，

神が自分 の形 にかたどって人を造 りたも

うたことと，神 はこの人に命令 を下 した

もうたが， この人が神の命令 にそむいた

がために堕落をしたことを教 えて示 し，

アダムが造られてこのかたの聖文 を解 き

明 し，人類が神 の前か ら堕落 をしたこと

とその肉欲に、ζ・ける有様 と， キリス トの

御名 を信 ずる一切 の者のために，キ リス
あがな

トにより創世 の前 から用意 された晒い救

う計画 とを宣べ伝 えた。

それからまた人類は堕落 をしたのであ

るから自分 で何者 も受 ける価 はないけれ

ども，信仰 と悔改 めなどによ リキ リス ト
あがな

'の苦 しみと死 とがその罪を腰 うことがで

きるのを説 き明し， またキリス トが死の

縄 目を断ち切 りたまい，墓 はもはや勝利

を得 ず，また栄光が得 られると言 う望み

によって死 の苦 しみが消え失せることを

知 らせた。アロ ンは以上のことをみな王

に説 き明した。」(ア ルマ22：12-14)

モル モン経 に登場する聖徒たちは，貝費

いの計画が与えられたのはアダムの堕落

があったからであることを理解 していま

した。モルモ ンは次の ように書 いていま

す。「アダムによって人類 の堕落が生 じ

た。人類の堕落が あ ったか ら……イ エ

ス ・キ リス トがこの世 に来 りた もうた。

そしてイエス ・キ リス トによって人類 の

瞭いが来 たのである。」(モルモ ン9：12)

人 は飢 えを感 じなければ本 当に食べた

いとは思いませ ん。 それと同 じように，

人はなぜキ リス トが必要かを理解するま

で，キ リス トの救いを得たいとは思いま

せん。

堕落に関する教義 と堕落 が全 人類 に及

ぼした結果を理解 し受 け入れるまで は，

なぜキリス トが必要 なのかを，正 しくま

た十分に理解 することはできません。 ま

たモルモン経 ほど， この大切 な教義 をよ

く教 えて くれる書物 は世界中のどこにも

あ りません。
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兄弟姉妹 の皆さん，私たちは 自分 自身

とまた自分 の管理下にある人々が，永遠

の神が定めたもうた偉大な計画を教 えて

いるか どうか， 自分が していることを注

意深 く見直 さなければな りません。

私 たちは創造，アダムと人類の堕落，

キリス トの贈罪による堕落 からの瞭いな

どについて，啓示を通 して与え られた知

識を受 け入れ，教 えているでしょうか。

私たちは， モルモン経 のアルマ書第5章

に書かれている， アルマが教会の兄 弟た

ちに向 けた重要 な質問 を何度 も自分 自身

に問いかけているで しょうか。

私 たちは腰いについて理解 しているで

しょうか。またそれ を効果 的に教 え，宣

べ伝 えているで しょうか。ゲツセマネ と

カルバ リにおける主の苦 しみは，私 たち

一人一人にとって， どのような意味 を持

つもので しょうか。

堕落か らの腰 いは，私たちに とって個

人的にどのような意味 を持 つもので しょ

うか。アルマの言葉にあるように，「員費い

を与 える愛を讃美す る歌 を唱いたいと思

った ことがある」で しょうか。(ア ルマ

5：26)

さ て，永遠の神が定めたもうた偉大な

計画 を教 えるときに何 を基 としたらいい

ので しょうか。 もちろん聖典です。特 に

モルモン経を使 って ください。末 日に与

えられたほかの啓示 も使 うようにして く

ださい。 さらに使徒や予言者 の言葉， ま

た，みたまのささや きの言葉 に基づいて

教えてください。アルマは 「自分が教 え

たことと，聖 い予言者 らが言 ったことの

鰭

ほかは何 ごとも教 えてはならないとこの

祭 司たちに命 じ」ました。(モ ーサヤ181

19)
戸

教 義 と聖約 には， こう書 かれています。
しか

「而 して彼 らは， そこよ り旅 して途中行

く行 く次の言 を説きて言 うべし。すなわ
しる

ち予言者 たちと使徒 たちの誌 したるとこ

ろ， および信仰の祈 りによ り 『慰め主』

によりて教 えらるることのみを説 きて言

うべ し。」(教 義 と聖約52：9)

さて私 たちは，永遠の神が定めたもう

た大計画 を教 えた ら，それが真実である

ことを個 人的に証 しなければな りません。

アルマは，生 まれ変わることと，心が

「非常 に改まる」体験 をすることの必要

性 について，聖徒 たちにすばらしいメ ッ

セー ジを与えた後 に，次の証 を添 えて，

その教 えを結 び固めています。

「こればか りではない。あなたたちは

1私自身 これ らのことを知 らない者である

とは思わないか。・ごらん，私は自分 がこ

れまでに話 したことはみな本 当であると

自分で知 っていることを証する。 どのよ

うにしてそれが確 であることを知 ってい

るかと問うならば， これは神 の聖 い 『み

た ま』が私 に示 したもうたのである。私

は自分 がこれを知るために長い間断食を

して祈 った。そこで主なる神 がその聖い

『みたま』 によってこれを私 に示 したも

うたので，私 は自分 でこれが真理である

ことを知 っている。この聖 い 『みたま』

とはすなわち私 の中にある啓示 の 『みた

ま』である。」(ア ルマ5：45-46)

ア ミュレクはのちにアルマの同僚 とし
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て一緒に伝道するようにな りました。 ア

ルマがゾーラム人 にキ リス トヘの信仰 に

ついて教 えを伝 えると，次 にアミュレク

が自分の証 を述べて， アルマのメッセー

ジを結び固め ました。彼はこのように言

っています。

「今
，私 は自分でこれが真実 であるこ

とを証する。 ごらん，私 ははっきりと言

うが，キ リス トはその民の罪を瞭 うため

に世 の人の中へ降 り， また世 の人の罪も

瞭いたもう。主なる神がそう仰せ になっ
たしか

たから，私はそれが確であることを知 っ

ている。」(ア ルマ3418〉

主 は教義 と聖約のはしがきの中で 「こ

の末 の世 にわが選びたる弟子たちの口よ
いまし

り， すべての人々に警めの声は及ばん」

(教義 と聖約1：4)と 言 われました。

私 たちはアブラハムの子孫 として，宣

教師とな り，「万国の民にこの導 きと教 え

を施す職 と神権.とを携えて行」 く責任が

あ ります。(ア ブラハム2：9)モ ー セは

カー トラン ド神殿でジョセフ ・ス ミスに

イスラエル集合の鍵 を授 けました。(教義

と聖約110：11)

この集合のために神はどのような手段

を備 えておられるのでしょうか。それは，

世の人々にイエスがキリス トであり， ま

た ジョセフ ・ス ミスが神 の予言者である

ことと末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会が

真実 であることを，世の人々に信 じさせ

るために備 えられたと同 じ道具 です。 そ

れは私たちの宗教のかなめ石 と呼ばれる

聖典 です。

それは最 も正確な書物であ り，人がそ

の教 えに従 うことによって最 も神 に近 づ

くことのできる書物，すなわちモルモ ン

経です。(モ ルモ ン経序文参照)

神 が私 たちを祝福 し，私 たちがすべて

の聖典，中で も特 に，人をキ リス トのみ

もとに導 くために備 えられ，私 たちの宗

教のかなめ石 と呼ばれているモルモン経

と，人をキ リス トの王国へ導 くその友な

る書物，すなわちかさ石 と呼 ばれている

教義と聖約 をともに用いることができる

ようになることを望 んでいます。

私は， 自分 に授 けられている神聖な神

権 の力によって，末 日聖徒 と全世界の善

良な人々のうえに主の祝福 があるように

祈 っています。

この大会において，私 たちは悪の力に

聖徒 の道/1987年7月 号
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ついて多くのことを聞いてきました。悪

の攻撃が激しさを増 し加える中にあって，

正義のうちに踏みとどまるための力 をさ

らに授けられるよう，皆 さんを祝福 いた

します。

福音についてもっと熱心 に近代の啓示

か ら学ぶならば，教 え，宣べ伝 える力が

強められ， シオンの大義 を強 く推 し進め

ることができるようにな り，よ り多くの

人々が改宗するだけにとどまらず，主の

宮居 にも参入するようになるで しょう。

また，皆 さんがモルモ ン経を世 に広め，

真理 に飢え渇いていなが らそれをどこに

求めたらよいか知 らないでいる神の選民

鐸

を集めるために， さらに強い望 みを持つ

ことがで きるように祝福 いたします。

皆さん にお約東 いたします。神の神殿

への参入回数 を増や していくなら，死者

に祝福 をもたらすことができるだけでな

く，さらに多く個人的な啓示 を授 けられ，

自分 自身 も祝福 にあずかることができま

す。

モルモン経が神のみ言葉 であること，

またイエスがキリス トであり，ジ ョセフ

が神の予言者であることを証 します。末

日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 は真実の教

会です。 イエス ・キリス トのみ名 によっ

て申しあげます。 アーメン。
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。
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及

。
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受
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の
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を
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の
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Ｂ
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３
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を
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は
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佐
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を
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を
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に
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を
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４
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・
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て
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て
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を
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に
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て
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と
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と
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を
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は

し

ま

人

そ

老

ま

い

十

は

長

ひ

て

七

分

ン

学

つ

，
自

イ

を

願

た

「

テ

頃

と

ま

て

一

従

い

は

見

㎎ユ



　

は

ン

ろ

よ

場

に

が

労

で

分

長

農

な

た

い

供

方

一

。
老

ア

い

物

農

派

妻

，

た

長

イ

，
作

。

き

一

デ

い

，
た

か

一

責

る

事

一

の

た

て

し

ち

ほ

」

た

，
し

も

，

ｄ

子

信

農

た

用

つ

と

に

私

ち

ま

の

て

す

，

の

も

果

の

き

妻

き

「
。
持

て

も

つ

で

は

へ

ち

に

会

し

た

働

る

を

育

な

よ

の

の

主

た

心

教

り

ま

の

い

場

を

切

に

た

た

，
供

熱

が

取

て

妹

て

農

物

大

と

れ

つ

さ

子

で

分

を

し

姉

つ

な

作

と

こ

く

買

切

。
ん

自

事

と

一

語

さ

な

つ

く

て

を

大

た

進

，
仕

母

夕

う

小

う

も

働

っ

場

の

つ

ら

は

の

，

一

こ

に

い

ワ

で

育

農

働

あ

か

老

場

く

ポ

む

め

自

一

に

で

れ

な

子

の

ポ

で

が

た

れ

い

れ

福

ポ

老

な

し

一

立

夫

任

た

を

タ

間

け

く

ま

か

か

と

す

娘

き

離

も

だ

祝

と

長

要

た

ポ

彼

尽

の

よ

う

対

す

う

る

と

神

あ

は

の

て

ら

人

の

す

る

一

必

果

は

「
。
を

分

の

ろ

に

も

よ

い

る

が

て

て

タ

リ

飼

も

し

ち

タ

に

え

仕

ポ

守

た

し

惜

た

を

す

娘

り

け

か

る

孫

ら

あ

タ

に

に

妹

る

力

自

と

だ

け

最

る

て

き

れ

ら

し

一

メ

を

で

ま

た

一

ち

教

の

。
留

れ

示

を

私

け

ま

の

た

助

族

え

，

た

か

一

す

心

姉

い

全

は

に

の

か

る

て

え

で

こ

か

に

ポ

は

畜

。
て

供

ポ

た

を

て

た

で

く

て

辞

「

助

い

人

ふ

を

家

考

供

も

の

ポ

た

熱

一

て

，
彼

め

る

い

き

持

答

が

「

」

切

ち

家

た

育

子

供

頼

場

し

事

て

し

賛

な

思

４

と

き

と

子

か

も

果

も

タ

つ

で

た

い

問

て

を

と

れ

は

る

む

う

と

る

子

働

よ

い

い

層

の

じ

し

て

の

道

同

ほ

つ

り

伝

と

て

語

た

の

た

け

は

ふ

妻

け

受

老

，
夫

受

も

長

し

一

ら

に

一

婚

タ

か

々

タ

結

一

に

ポ

ウ

　

た

親

任

る

る

に

で

　

語

徒

の

て

の

に

証

る

そ

彼

い

牲

両

責

あ

い

実

と

ポ

う

聖

々

つ

そ

め

と

あ

は

ら

て

犠

，

の

り

て

忠

こ

。

こ

日

人

思

，
た

仰

で

老

な

し

は

が

道

余

つ

を

な

る

て

末

ｄ

の

と

は

の

信

と

長

せ

信

と

い

伝

て

語

し

う

い

い

な

す

カ

い

老

人

，
こ

｝

な

確

こ

な

，

つ

は

召

よ

て

つ

的

で

り

た

長

か

は

る

タ

。
と

る

れ

も

補

老

の

の

え

に

身

人

メ

し

一

ち

き

え

一

る

る

す

し

て

を

長

分

と

考

老

献

く

ア

を

タ

た

働

与

ポ

い

あ

活

も

つ

牲

［

自

，
と

長

に

働

南

き

一

私

い

を

て

て

で

生

か

と

犠

タ

，
は

い

一

当

て

の

働

ポ

，
し

け

し

し

業

て

る

に

は

一

は

ら

た

夕

本

し

地

な

。

て

ら

助

そ

信

み

。

は

く

任

う

か

し

は

に

。
確

の

る

６Ｍ）

詔
％
リ

ニ
・
臣鋼

轡

た

に

い

ま

れ

う

近

い

さ

よ

に

て

託

る

主

つ

に

き

思

分

で

は

と

自

か

に

い

「
。

と

め

な

る

こ

た

ら

い

る

の

な

て

え

そ

は

つ

た

Ｑ
れ

語

こ

す

け

う

分

ま

な

こ

十

い

し

は

に

て

を

。

彼

頼

つ

活

司

る

信

願

生

す

の

と

は

彼

て

こ

老

，

の

て

へ

た

長

き

こ

へ

す

れ

ン

働

は

述

ら

イ

に

と

と

は

え

テ

共

こ

う

ら

与

一

と

る

ろ

彼

を

マ

員

し

あ

。

権

。
会

感

で

い

特

る

の

を

る

な

る

い

会

力

な

い

げ

て

員

い

に

て

捧

ん

定

し

福

つ

に

喜

一

ら

祝

思

主

に

第

は

い

は

を

常

人

す

な

と

間

非

十

の

も

念

時

を

七

ら

え 釧
撫
犠
濾

謂
　摂
黛
心匹｝嘗

．

孝｝
鍾

ご
㍍
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∴

．

～
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∴
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』
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露
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∵

・
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鵬

∴

．

げ

∵
∵

惰

溶

。

，

ソ

ポ

ダ

フ

央

，
リ

は

。

の

を

地

回

ア

任

し

殿

功

，
大

す

し

ｄ

に

・

一

ホ

中

に

一

り

る

長

員

，
今

イ

責

任

神

成

は

を

ま

愛

す

日

ト

ポ

ダ

部

後

ヤ

た

い

部

役

長

。
デ

の

兼

で

の

妻

庭

い

を

で

３０

イ

・

イ

西

た

シ

ふ

て

道

の

部

る

リ

師

を

殿

。
り

夫

家

て

々

り

月

ロ

ト

ア

。
い

の

。
れ

伝

社

キ

い

メ

福

長

神

た

な

老

も

・

一

州

た

働

身

た

ま

に

会

一

て

祝

殿

シ

い

か

長

り

し

方

も

６

信

の

つ

年

Ｊ

ワ

ホ

し

て

出

し

恵

年

険

テ

し

よ

の

神

イ

て

，

一

よ

く

部

く

３１

父

イ

ダ

こ

し

ン

婚

に

８６

保

ス

た

コ

部

副

ホ

い

け

タ

事

繕

∴
妖
詔
継
響
鷲
凝
樵

禦
膿
繭
挙
酬

謎
転
縦
酵

孫

隷
厳
喧
ｂ
茄
蜀
既
翻
は
頒
胱
蒜
⇔
輪
倣
髄
焼
謎

く

私

言

一

ク

母

生

て

部

州

マ

供

一

れ

て

と

受

ダ

ホ

姉

補

仕

い

な

て

も

助

タ

一

と

に

ス

道

ス

一

子

夕

さ

会

な

を

イ

，

。
の

の

て

う

つ

妹

の

一

レ

一

間

ル

伝

サ

バ

の

一

召

教

表

し

ア

り

た

人

険

め

よ

補

姉

ら

ポ

ト

タ

の

【

州

キ

・

人

ポ

に

，
代

召

・

あ

い

夫

保

収

の

か

彼

ル

一

一

オ

諸

テ

一

６

職

し

区

の

ン

に

て

長

を

と

伝

ら

や

。
接

ン

。
て

ユ

か

う

た

面

ヒ

た

い

シ

て

よ

つ

の

・

け

つ

［

け

か

あ

と

Ｂ

受

に

ル

受

妻

て

ち

．

を

道

・

を

夫

う

た

ン

話

伝

　

ン

任

長

こ

師

ト

電

と

た

管

員

ト

責

部

た

教

一

の

つ

い

イ

る

道

き

宣

コ

ら

き

て

｝

へ

す

伝

て

は

，
か

は

つ

レ

第

あ

か

し

・

理

一

れ

長

に

長

長

思

ク

人

て

ほ

と

，

ナ

管

ダ

慣

部

き

管

部

と

ン

十

の

に

員

は

ア

を

一

に

道

と

副

道

う

ヒ

七

も

日

会

ら

シ

部

ポ

務

伝

る

一

伝

う

か

，
る

４

会

か

イ

道

，
職

一

い

第

一

あ

ろ

は

え

月

員

し

月

の

タ

て

一

レ
カ

そ

一

し

レ

一

話

と

内

を

，

一

ワ

９

く

ポ

を

ク

ポ

の

話

召

老

人

部

定

の

の

長

十

道

予

話

へ

一

七

伝

る

電

口貝

タ

に

Ｑ
れ

の

会

一

共

た

さ

長

会

ポ

と

れ

任

Ｑ
人

さ

解

副

定

た

７

召

れ

一

っ

の

て

すい

　

　

タ

て

こ

容

伝

４

定

召

る

一

の

た

か

た

一

教

て

の

あ

ポ

か

こ

た

け

ポ

か

し

の

し

は

第

長

て

ほ

に

え

受

ち

た

の

待

考

を

会

期

も

し

員

て

と

召

定

し

か

の

一

た

う

こ

第

は

う

て

人

か

た

つ

十

分

る

た

七

自

き

く

，

，
て

り

は

て

か

へ

老

見

と

に

長

を

こ

虚

［

員

る

謙

ク

会

え

た

果

主

私

を

は

「
。
れ

う

る

そ

こ

い

と

て

て

い

つ

れ

な

語

入

り

う

け

足

こ

受

，

は

を

は

、

老

し

ら

長

召

な

一

の

く

ダ

会

い
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を

な

て

る

取

お

す

彼

リ

を

彼

ム

病

媒

の

よ

血

央

も

彼

て

が

い

を

に

に

。

フ

法

。

ラ

の

か

カ

に

任

中

に

，

け

と

て

号

学

う

た

ア

療

た

グ

こ

虫

リ

れ

，

，
気

は

だ

こ

し

士

医

よ

し

も

冶

き

ロ

。

の

フ

こ

も

力

病

々

る

る

価

博

防

い

得

度

る

て

プ

る

状

ア

か

に

り

な

人

あ

す

評

で

予

な

取

何

す

い

防

い

線

西

々

か

フ

々

く

て

解

と

学

は

れ

を

に

対

働

予

て

く

，

人

ほ

ア

様

物

理

る

大

に

遅

位

め

に

に

の

し

つ

で

の

は

東

る

騨

人

く

あ

ル

後

に

字

た

病

的

症

を

り

気

く

彼

翫

か

た

気

か

下

う

に

と

ま

な

い

病

と

廊

よ

日

か

り

へ

磨

，

こ

た

る

た

え

あ

か

を

に

る

い

た

ま

飢

も

浮

歯

き

く

き

う

。

，

と

を

て

と

て

く

の

す

ら

こ

涙

水

る

ん

よ

ル

ま

か

す

に

な

い

か

か

グ

り

な

出

目

い

て

浮

調

ン

あ

し

い

，

れ

し

か

空

ヤ

も

を

思

は

き

り

顔

，

シ

と

事

を

「
。
だ

の

た

，

こ

食

か

司

に

重

す

に

レ

組

十

体

に

面

題

も

ま

題

ア

り

七

肉

題

な

問

最

き

問

，
取

。

の

問

た

な

う

て

の

も

の

る

々

の

新

う

い

か

生

て

老

い

入

と

を

よ

と

と

衛

し

長

て

か

な

目

私

考
，

て

て

い

き

つ

て

に

ん

在

組

存

り

な

取

要

の

モ

込

と

的

私

て

康

・

か

員

霊

，
る

健

Ｂ

意

会

，

は

れ

の

．

執
、
会

緒

さ

く

霊

一

，
員

情

心

て

，
ダ

は

定

，
熱

せ

も

ン

に

一

康

る

か

て

サ

方

第

健

け

開

し

ク

み

人

の

向

に

共

な

よ

て

ネ

年

歩

の

の

疾

身

力

献

取

病

多

。

ア

ら

と

能

を

人

【

９

進

学

究

の

献

ル

貢

に

る

は

る

ピ

見

。

老

有

ち

た

コ

の

の

理

研

性

に

セ

な

膚

き

て

い

オ

に

る

老

長

て

持

え

に

そ

究

薬

’

悪

め

コ

き

皮

起

域

て

チ

と

い

長

た

い

々

ま

ら

う

た

の

ン

し

気

鷲
具

年

，
研

，

て

，
た

ン

大

の

て

流

し

エ

な

て

ン

つ

す

人

。

か

思

れ

も

ソ

と

の

を

５６

か

品

に

ま

れ

る

オ

に

人

つ

川

明

や

カ

ん

ソ

語

ゆ

む

す

な

を

ま

な

。

リ

家

人

力

１９

た

薬

め

れ

訪

す

に

発

，

な

タ

失

病

リ

組

リ

う

を

し

ま

き

さ

恵

う

の

間

こ

衆

に

ン

れ

彼

康

の

う

モ

門

，

る

は

し

る

た

こ

を

見

特

開

は

と

ル

て

虫

メ

り

モ

こ

口

苦

り

歩

暑

度

よ

。

こ

人

る

公

題

ソ

ら

て

健

ち

ろ

専

く

き

彼

得

け

る

は

力

発

は

の

気

体

ホ

つ

吸

ア

取

ら

り

に

あ

を

な

３

の

す

は

え

問

リ

め

し

な

た

あ

Ｇご

．診。¢
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・

れ

よ

た

て

え

初

番

れ

ユ

前

ラ

与

一

と

書

キ

う

し

イ

に

抱

こ

つ

な

１８

て

イ

ま

の

し

つ

教

曝

’２
．諺

儲
勧
響

」
晩
鍬
ト
に
厳
一
謙
駐

乱
砂
勉

贈

仁
好
暁

砒
縁
詠

嫉

老

い

う

と

け

長

影

’
て

老

ス

い

で

は

る

問

い

プ

備

ト

テ

グ

間

私

く

則

き

長

言

言

長

つ

一

な

は

い

長

か

て

部

の

あ

の

て

祉

な

ノ

シ

母

の

は

て

原

ヘ

ト

と

と

管

で

り

き

老

働

一

弟

し

キ

た

て

く

し

福

き

つ

ク

と

ト

父

え

な

す

ノ

一

一

大

ん

ウ

大

長

て

リ

兄

進

一

ん

て

多

理

の

大

・

一

ト

ツ

「
。
教

要

仕

ラ

リ

ユ

一

な

カ

に

ト

し

ウ

一

推

テ

学

い

の

管

会

て

ン

レ

ソ

ラ

る

を

重

奉

・

は

シ

リ

ち

と

常

ノ

と

カ

リ

を

ス

を

お

上

を

教

え

キ

ト

ラ

・

い

か

の

に

」

前

マ

・

に

長

非

ラ

師

た

は

ム

ア

則

に

祉

部

か

う

一

ル

・

ン

て

い

生

う

・

名

は

Ｂ

老

管

に

。
教

つ

彼

ラ

ニ

原

部

福

ト

彼

す

ラ

ソ

Ｐ

マ

つ

よ

人

よ

ン

の

前

・

長

大

生

る

宣

た

。
ク

オ

の

キ

て

一

，

た

・

，

・

一

語

ら

の

レ

子

名

ト

一

一

人

あ

で

長

た

ロ

イ

祉

一

し

ワ

て

果

ノ

に

ス

パ

う

た

私

。

の

ル

リ

リ

の

て

ト

部

い

プ

パ

福

テ

と

な

べ

を

レ

日

ル

・

こ

い

グ
供

ロ

ウ

Ｑ
老

物

ン

道

働

祉

じ

か

ス

督

き

す

任

グ

ー８

一

一

子

ハ

カ

る

長

人

ラ

伝

て

福

同

彼

ア

監

大

は

責

月

ヤ

リ

彼

に

労

ま

ｄ

の

た

長

伝

一

と

し

ン

手

・、・

を

一

む

鶏

た

つ

養

つ

帰

の

通

に

親

に

家

父

学

，

に

大

し

ろ

タ

を

こ

ユ

道

の

，
伝

代

ら

で

１０

か

園

は

な

ン

老

い

つ

は

た

も

ま

レ

は

働

働

し

母

れ

グ

業

ユ

く

事

二
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了

払

酒

る

場

い

球

て

。

野

見

た

，

を

い

み

合

か

鉢

試

人

を

て

る

校

つ

く

ｄい

学

座

て

か

し

の

で

か

曜

に

け

い

日

席

か

ろ

く

い

い

週

ス

そ

よ

，
客

し

し

つ

て

な

何

ラ

は

く

て

観

話

も

ひ

つ

え

ら

ク

ス

行

く

。

ら

お

は

座

見

か

の

ラ

に

　

父

の

た

曜

。

ツ

な

に

子

つ

日

う

一

く

席

息

た

の

い

ポ

な

の

は

の

子

と

ス

し

隣

親

た

息

た

に

も

と

父

き

は

し

日

度

ん

。

に

親

席

曜

一

な

る

し

父

出

日

は

。

あ

捜

，

に

，
と

た

て

，

は

緒

来

こ

一

以

な

り

た

の

間

に

れ

う

　

た

た

か

「

彼

か

か

れ

校

グ

見

た

ス

で

え

見

つ

隣

親

姿

そ

学

タ

を

つ

の

の

た

仕

神

ト

監

副

表

て

責

緒

た

ち

た

た

に

に

ア

，

，
代

ま

る

一

果

た

が

。
主

年

の

督

員

区

る

す

と

を

族

た

い

に

４１

権

監

議

地

け

行

妹

任

家

な

さ

共

１９

神

副

評

，
受

執

姉

責

，

あ

な

は

ー

ン

，
等

長

を

を

ス

の

は

「
。

ひ

と

１５

ロ

長

高

部

し

式

ミ

師

一

る

選

家

ア

会

は

キ

召

儀

ス

教

ト

い

，

の

２４

は

会

に

一

の

の

た

て

ノ

て

う

し

ア

彼

員

後

テ

回

め

ま

ス

モ

れ

よ

た

ユ

，
定

，

ス

今

固

，

ラ

の

ら

き

わ

シ

後

老

し

，

。

ひ

き

ク

老

知

，

と

ヨ

た

長

任

長

た

結

働

義

長

く

を

し

ー

し

，
歴

部

め

で

て

教

ス

よ

者

た

司

婚

一

ミ

も

る

わ

す

結

サ

と

一

ま

で

イ

な

テ

と

ウ

む

業

得

た

イ

る

就

セ

ヨ

保

め

盾

会

卒

を

ま

フ

い

に

テ

シ

や

務

も

議

を

職

。

ネ

て

職

は

一

融

も

に

協

学

に

た

べ

つ

の

彼

レ

金

と

動

ト

大

社

し

．
な

長

も

ポ

，
な

盾

ウ

タ

会

任

は

と

社

に

一

め

事

の

カ

ユ

険

就

に

長

の

か

コ

務

理

で

ス

に

保

に

年

社

社

ほ

・

を

，

年

災

長

７２

の

会

。

ト

人

長

社

一

む

会

イ

る

る

を

い

４２

火

社

１９

社

の

る

ン

配

員

域

ホ

て

う

こ

誓

い

た

気

は

ｄ

１９

庭

の

の

会

こ

あ

メ

支

委

地

，

ね

こ

の

を

に

し

の

私

す

は

家

杜

後

険

前

か

シ

総

て

。
会

連

は

し

身

す

ま

そ

ん

ま

老

タ

同

年

保

以

と

一

，
織

る

協

を

老

召

献

わ

し

，

ろ

い

長

ユ

は

１４

命

も

こ

ネ

長

組

あ

ん

名

長

の

の

失

し

は

ち

て

，

に

ら

生

親

た

マ

社

の

か

か

も

ス

こ

へ

も

話

の

も

つ

・

副

係

と

，

に

ミ

ら

主

て

お

る

。
思

管

昔

い

こ

れ

か

た

大

，

を

た

わ

う

え

ン

き

ち

き

問

と

た

ソ

と

持

て

に

か

こ

ン

た

気

つ

ち

実

に

べ

い

の

願

た

真

し

「
。
聞

そ

と

私

か

召

，

い

今

ち

の

語

と

い

た

。
持

・王

　

を

キ

務

殿

け

の

た

ス

を

神

受

音

い

ミ

と

後

か

ル

父

い

を

福

て

ス

る

年

れ

ヤ

の

て

ト

の

関

こ

で

と

ス

か

ら

ま

を

い

す

と

間

仕

し

え

殿

ハ

督

ス

な

は

任

に

し

す

１６

そ

シ

彼

い

レ

ン

険

た

発

な

長

か

つ

と

て

て

い

＊

阻

轟
岬卿℃臣

鑑
レ

リ』瑞マ臼グ記
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・
協
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削
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瞬
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警
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∵

牌

ヨ

サ
∴

・
∴嘗∵

η

∵
凧

幽∴ご
講

℃

．

Ｈ
、
疹

∵

擁

一
∵
蹴

『
助

∵
噌

“

二

…

謙
』

藩
臨

．

・
ス

、
ｑ

ラ

町

ぶ

ログー
ヅ
こ
鷺肋

岬

争
ぺ
梱

脅

壽

画
ぜ

再

堀

つ
ヒ

ド

伽
㌍

∴

矧

岬

爺
ゐ

ロ

師

。

『

』

轍

『

恥∴『岬
“

画

画

誘

『

恥∴乱叢だ∴
鐸

。

年

教

て

総

会

で

５

，

い

「

大

の

む

こ

に

開

る

族

く

こ

象

を

い

家

い

て

対

会

て

，

て

し

を

大

つ

を

れ

そ

員

族

言

話

入

。

全

家

う

の

り

す

の

て

こ

部

取

こ

上

つ

ま

幹

に

麟

譲

鵜
艸

間

１２

に

勲

た

活

時

年

会

ミ

い

生

い

毎

大

ス

聞

て

し

，
総

。

で

し

楽

は

の

る

会

通

日

間

会

い

大

を

す

む

族

慮

ム

る

の

ス

度

ま

か

家

配

一

あ

の

の

ケ

て

人

い

に

た

居

父

湾

な

間

こ

へ

や

の

の

な

週

い

同

の

台

女

い

。

ん

ち

ト

る

家

ら

で

て

な

妹

ｙ
月
少

長

る

長

う

た

ン

れ

ス

ま

ま

し

々

姉

た

た

を

あ

ス

ち

供

セ

さ

ミ

と

る

に

様

ス

し

来

人

か

ミ

ル

ル

レ

は

の

き

か

こ

司

も

子

レ

備

ス

と

な

う

，

ミ

居

ら

い

度

ス

シ

一

ト

老

活

生

い

の

な

プ

準

は

く

よ

間

ス

同

か

な

何

一

ハ

ル

長

生

て

迷

日

さ

嬬

か

小

な

と

は

い

な

に

て

事

き

れ

行

と

ら

い

の

れ

し

会

忘

楽

大

も

，

に

亡

る

い

，

間

力

の

も

け

か

す

長

は

年

リ

家

と

た

親

を

は

に

２０

フ

む

こ

中

母

事

に

中

は

ア

住

た

の

は

食

家

の

女

南

た

せ

家

老

に

ス

そ

彼

・

ま

わ

，
長

緒

ミ

。
ー

年

。
ま

は

ス

一

ス

た

母

少

た

住

愛

ミ

は

た

い

叔

の

い

に

，
身

か

緒

々

。

１

。
人

親

出

と

一

ハ

・

ソ

ス

の

つ

に

曜

か

父

ト

，

ミ

ち

持

道

日

合

，

ノ

て

ス

た

を

う

る

試

に

レ

し

。

私

証

違

あ

の

日

フ

と

た

も

い

，

。

球

１ー

二

供

し

つ

強

も

う

野

月

イ

子

生

い

も

て

言

も

５

ウ

の

誕

は

つ

れ

と

て

年

母

ス

で

会

い

そ

る

し

２１

と

ミ

一

教

は

ｄ

あ

う

１９

ス

ス

イ

「
。

私

た

か

と

は

ミ

・

テ

る

し

と

は

老

ス

ル

シ

語

で

ま

こ

彼

Ｈ

ヒ

ク

う

毛

き

た

，

・

・

」

こ

中

て

け

と

長

・

に

弟

よ

つ

管

Ｂ

任

兄

る

語

大

・

責

ス

せ

と

ル

つ

の

ミ

た

」

一

ハ

長

ス

果

い

ホ

一

会

る

を

た

ン

ハ

会

あ

任

き

キ

，
協

で

責

た

・

に

助

夫

の

た

Ｗ

月

扶

の

こ

い

・

１０

央

女

が

て

一

年

中

彼

妹

け

サ

７４

を

，
姉

助

ン

ー９

妹

き

ス

ひ

ぺ

は

姉

と

ミ

せ

ス

た

ス

ス

£

乳

う

上

く

と

そ

た

よ

以

て

こ

ｄ

け

の

年

け

る

す

助

こ

３０

助

け

ま

を

は

は

，
助

い

女

弟

妻

に

を

思

彼

兄

・
う

女

く

に

ス

す

よ

彼

し

り

ミ

て

る

が

れ

お

ス

ん

せ

私

う

と

・

う

た

は

も

葉

Ｈ

ち

果

度

て

言

・

も

を

今

と

の

ス

「
．

任

。

，

そ

た

島

第

ま

っ

々

・

か

自

場

の

事

家

る

お

は

て

と

人

は

な

人

こ

備

れ

の

日

食

の

い

十

老

に

の

し

準

そ

く

毎

て

れ

て

高

の

語

な

七

長

と

家

二

る

れ

近

と

つ

そ

し

」

め

は

に

つ

要

伴

必

に

を

し

け

召

助

の

の

会

族

員

家

定

，

一

助

れ

子

か

老

し

あ

せ

・

況

ス

々

３

か

そ

の

る

長

を

に

載

一

近

と

人

，

か

て

人

い

ス

話

繁

を

り

と

」

の

２

れ

ん

７

て

ミ

電

頻

事

、、、

い

す

家

，

た

喜

。
え

ス

に

も

記

ア

合

で

ス

り

の

も

る

構

’

ら

と

て

ワ

れ

段

ミ

ま

族

コ

い

を

み

彼

こ

い

ス

触

手

ス

集

葛

轟
蝶
認
∴

∵
耀

ー

「

す

つ

る

　

　

つ

た

責

た

て

は

る

の

ス

こ

ス

要

え

そ

に

ん

集

れ

出

ス

た

妹

夏

グ

え

が

し

き

彼

あ

回

ミ

る

ミ

必

た

皆

い

と

か

そ

月

一

の

姉

年

。
ダ

答

私

ま

で

て

で

今

ス

す

ス

を

こ

は

互

ほ

族

。
毎

ユ

告

ス

毎

う

た

に

も

れ

か

し

の

て

と

け

に

供

皆

は

家

る

て

二

報

ミ

は
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を

は

。

期

ど

証

。
導

い

み

・王

す

定

は

，
す

を

て

休

，

で

。

を

証

来

ま

私

し

夏

て

の

た

曲
ハ

の

以

き

に

謝

。

つ

た

し

聖

私

。

い

期

感

た

な

つ

ま

て

た

て

時

ら

し

に

さ

出

し

く

し

つ

な

か

ま

段

た

に

着

な

ま

な

切

心

い

る

く

道

到

も

き

く

大

’

か

戻

て

伝

に

問

い

強

も

に

親

に

え

て

地

と

で

く

最

主

両

校

答

け

道

る

ん

な

の

た

る

学

に

受

伝

め

ら

と

生
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｢若器犠説驚萬
ス･S･モ ン ソン副管長が 中央若 い女性

会長会第二副会長 の召 しを伝 えたとき,

ジャック姉妹の口から出た言葉である。

彼女は会長 のアーデス･G･カ ップ姉妹

と副会長のジェイン･B･マ ラ ン姉妹 の

ことを尊敬 していたが,も う成人してい

る息子だけで娘をひとりも持 たない自分

が,少 女たちのプログラムで一体何がで

きるだろうと考 えたのである。

それに対 してモンソン副管長は,今 回

の召 しにあたっては彼女の独特の個性 と

才能が必要 であったことを話 した。 しか

しまだ不安 であ ったジャック姉妹 は,翌

日カップ姉妹 に電話をかけている。｢私は

こう言ったんです。アーディー,何 で私

なんか選んだの,っ て。するとカップ姉

妹は,こ う答えてくださいました。『選 ん

だのは私 じゃな くて主 です。』｣

ジ ャック姉妹 はカップ姉妹 と同様,カ

ナダにそのルーツを持 つ。彼女はスター

リング･0･ロ ー とラビナ･ア ンダー ソ

ン･ロ ーの間にアルバータ州のカー トス

トンで生 まれた。 その後ユタ大学に進み,

英文学を学ぶ。後 に夫 となるジ ョセブ･

E･ジ ャックと会ったのは,ユ タ大学 に

おいてであった。 そして1948年 に結婚,

ニ ューヨークの ステイ トン･ア イラン ド

に移 り,彼 女が言うには,そ こで初めて

自分が証 を持 っていることを自覚 したと

いうことである。

｢教会 に行 くのに片道,地 下鉄 とハス

で1時 間半かかるんです。｣夫は医師 とし

てニューヨーク市の病院に勤務,多 忙 な

毎 日で,一 日中ふた りで過 ごせるのは隔

週 の日曜 日だけであった。｢マンハッタン

での断食証会 で証 をしました。 自分に本

当に証があるんだと思 ったのは,そ のと

きです。そうでなければ頑張 って教会 に

集 おうなど とは考 えなか った と思 いま

す。｣

ジャック家はその後,ホ ス トンとアラ

スカのマウン ト･エ ジカムに移 った。マ

ウン ト･エ ジカムでは移 住初 日の朝に,

その町でたったひとりの末 日聖徒が温か

いハ ックルヘリー･パ イを持 ってきて く

れた。 そして2年 間 その町の小 さな支部

に集 ったが,出 席人数 は10人 に満たなか

った。

｢証 が強 まりましたね,こ の ときは。

何 とか頑張 ってその少 ない人を私の家 に

集めなければな りませんで したから。｣そ

して1958年 に ジャック家はソル トレーク

シティーに移 り,ジ ャック姉妹 は1972年

か ら1984年 まで扶助協会の中央管理会員

として奉仕 した。 ジャック兄弟は最近独

身ワー ド部の監督を解任になったが,こ

れまで監督 として2度 働いている。

ジャック姉妹 のモ ットーは,何 であれ

全 力を尽 くす ことである。グラン ドピア

ノを音楽 の教 師をしていた友人から譲 り

受けた彼女 は,発 奮 して今 ピアノのレッ

スンを受 けている。 ピアノはカナダで子

供のころ少 し弾いただけだ。 またコルフ

とスキーもたしなむ。 これ らはジャック

家のファミリー･ス ポーツである。

彼女のこの音楽 とスポーツ,そ れ に人

生それ 自体への熱意は,ほ かの人々 にも

大きな影響 を与 えている。彼女はこう語

る。｢楽 しみなのは,自 分の人生 を振 り返

ったときに,自 分は成長 しているんだと

いうことを実感 できるときですね。｣そし

て,彼 女にとってその鍵 となるのは,福

音の実践である。

｢勉 強 したり
,い ろいろな知 識を身に

つけたりして も,そ れを日々の生活の中

で実践 しなか ったら,十 分 だとは言えな

いですね。｣彼 女はそう語 ってくれた。
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ズ ラ･タ フ ト･ヘ ン ソ ン大 管 長 は,

工 総大会 に先立ち,4月3日 金曜 日

に開かれた年次地区代表セ ミナーにおい

て,教 会 の使命 は｢神 のすべての息子娘

を永遠の生命 という最大の祝福 に向けて

前進 させる｣こ とにあると語 った。

ベンソン大管長はまた,1981年 に大管

長会 と十二使徒定員会が教会 の使命 とし

て以下の3点 を発表 したことに触れた。

1.す へての国家,国 民,血 族,国 語 の

民,民 族に福音を宣べ伝 える。

2.聖 徒 に福音 の儀式 を受 けるよう備 え

させ,ま た,救 いを得 させ るために

教育 と訓練 を与え,完 全な者 とする。

3,死 者のために福音の代理の儀式 を行

ない,死 者 を蹟 う。
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●6月 に3年 の任期を終えるふたりの伝

道部長に代わる新伝道部長が大管長会に

よって発表されました。7月 りEヨから着

任となります。

〈任期を終える伝道部長〉

青柳弘一(日本仙台伝道部)

ロパート･D･グ ッドウィン

(日本東京南伝道部)

みたりの新伝道部長を

ご紹介します

どうぞよろしく1

灘,
　囁霧
FPp

騰{

日本仙台伝道部
伝道部長

新山 靖雄
歳 。 東 京 ス テ ー キ部 三 鷹 ワ ー ド部 出 身 。 前 東 京 ス

42 テーキ部 ステーキ部長。 これ まで地区幹部書記,
ステーキ部幹部書記,高 等評議員,副 監督 などを歴任。

1963年 か ら1965年 まで北部極東伝道部 の専任宣教師であ

った。

インタラック株式会社の取締役会長。ブ リガム･ヤ ン

グ大学で経営学の学士課程 と修士課程 を収めた。

神戸市で新山芳雄 と村川つじ子 との間に生 まれ,登 美

子･モ ル トン姉妹 と結婚 し,6人 の子をもうけている。

仙台でアロ･モ ル トンと畠山英子との間に生 まれた登美

子姉妹 は,ワ ー ド部の初等協会会長,扶 助協会会長,扶

助協会教師などの責任を歴任 している。

■

日本東京南伝道部
伝道部長

M･ジ ム･松 森

64
歳。 ドレイパーユ タステーキ部 ドレイパー第7ワ

ー ド部 出身
。 これ まで に高等評議員,監 督,副 監

督 などを歴任。召された ときは高等評議員の任にあった。

アパー ト,ビ ル経営 に携わるかたわら,農 業 も営んで

いる。 ソル トレークシティーのスティーブ ンス･ヘ ネガ

ー ビジネスカ レッジ
,ユ タ大学の公開講座 に学ぶ。

ユタ州 マー レーで松森吉兵衛 と山本 トメとの間に生ま

れ,後 にマリー･テ ツ ミ･岩 田姉妹 と結婚 し,3人 の子

をもうけている。ユタ州 ソル トレークシティーで岩田忠

兵衛 と佐々木 ミヤとの間に生 まれた松森姉妹 は,ワ ー ド

部扶助協会の副会長 を務 め,こ れ までにステーキ部初等

協会副会長,初 等協会教師などを歴任 している。
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ちの訪問には,ふ たつの目的があるとブラ

ッドフォー ド会長は語 った。ひとつは日本

の教会の現状を把握 し,管 理会の一員とし

て人々によい奉仕ができるように,彼 女た

ちが日本の教会員から学ぶため,も うひと

つは,教 会の原則,プ ログラムの進め方な

どを教 えることである。｢一番大切なことは

一致することです
。年齢別に補助組織は3

つに分かれてはいますが,3つ の別々のプ

ログラムがあるのではなく,ひ とつの同じ

目的を持っています。すなわち,社 会的,

物質的,霊 的に天父のみもとに帰るに必要

な備えをさせるように教えることです。神

権指導者は,神 権組織と3つ の補助組織 と

の間に一致の精神をはぐくむようにしてく

ださい｣と ブラッドフォー ド会長は述べた。

中央扶助協会会長のウインダー姉妹は,

同 じぶどう園で養い育てる責任を持つ者と

して一致して働くために｢3つ の補助組織

が定期的に会って話し合 うことをお勧めし

ます。そうすることによってお互いにどう

いうところに問題があるかを知ることがで

きるからです｣と 語った。

中央初等協会の第一副会長のキャノン姉

妹は,昨 年から実施されているカリキュラ

ム年度の変更について触れ,｢以 前は世界各

国の習慣の違いのために6つ の年度があっ

て繁雑をきわめていましたが,統 一化を図

ったことにより同時進行できるようになり

ました。両親とのオリエンテーションなど

でそれについて理解が得られるように努め

てください｣と 話 した。

また中央若い女性管理会会員のモーリッ

ツェン姉妹は,北 部極東伝道部時代の宣教

師であったことから日本語を交えて語った。

｢プログラムのために人があるのではなく
,
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人のためにプログラムがあ ります。 まず大

切なことは,一 人一人の姉妹の必要を知る

ことです。そしてその必要を最優先して考

えなければなりません。それを具体化 し,
のつと

福音の原則に則って計画を立て,プ ログラ

ムを実行するのです。｣

翌4月18日 の土曜日,ウ インダー姉妹は

広島ステーキ部大会に,キ ャノン姉妹 とモ

ーリッツェン姉妹は仙台ステーキ部大会に

出席 し,指 導者会で話をした。
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｢そ れ死にたる者の救いは必要 にして,
死 にたる者の救わるることはわれ

ひつす

らの救いにとりて必須なることなり。｣(教

義と聖約128:15)

死者の救いの業は,私 たち教会員の大切

な責任のひとつです。もちろん青少年 も例

外ではありません。先祖の身代わりの業に

携わることによって,死 者が救われると同

時に,私 たち自身も霊的な糧 を得ることが

できるのです。

しかし,神 殿から遠く離れているために,

札幌に住む青少年はこの業に参加する機会

になかなか恵まれずにいました。そこで3
の

月26日 から28日 までの3日 間,札 幌ステー

キ部始まって以来の青少年神殿ツアーが計

画され,準 備が進められました。

ところが,い ざ準備に取 りかかると,解

決 しなければならない問題がいくつか持ち

あがってきました。まず金銭的な問題です。

団体旅行のため格安とはいえ,往復で35,000

円以上かかります。これは中,高 校生にと

っては大きな負担でした。 また両親が非教

会員の場合,東 京に行 く許可を得るのもと

ても大きなチャレンジでした。そのうえ,

初 めて神殿に参入する人がほとんどで,そ

のための備えも必要です。

このように,い くつかの間題がありまし

たが,青 少年が少しでも多くの祝福を得 ら

れるように,で きるだけ彼 ら自身の力で問

題を克服することになりました。

神殿ツアーの計画が発表 されてから,青

少年がまず自分でお金をためる努力を始め

ました。毎月のお小遣いの中から少しずつ

貯金 したり,ア ルバイトをしたり,ま た正

月のお年玉で欲しい物を買わずに神殿ツア

ーの費用に充てた人もいました
。

両親から許可を得 るためにも彼らは精い

っぱい努力 しました。父親が教会員ではな

いある姉妹は,絶 対に許してくれないだろ

うと思い,最 初ツアーのことについて話す

のをためらっていました。 しかし,断 食し

てよくお祈 りをしてから父親に話 してみた

112ロ ーカル
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どで話を聞くたびに,伝 道への思いが膨ら

み,｢伝 道に出なければ必ず後悔する｣と思

うようになりました。

少 しずつですが伝道の準備を始めました。

会社に退職をいつ願い出ようか迷ってい

たある日,上 司の面接がありました。それ

は以前からの夢だったデザイン設計のセク

ションへ引き抜きたいとのお話でした。私

はあまりに突然な話に驚きました。あれほ

ど就 きたかった仕事だったのですが,口 か

ら出た言葉は,｢申 し訳ありませんが……｣

という返答でした。伝道に出たいという思

いにより,証 と聖霊の助けが強 くなってい

るのを感じました。その後 も何度か面接が

ありましたが,そ れでも答 えは同じでし

た。

また両親の反対 も大きな試練でした。以

前から｢教 会に行 くのは構わない廿れど,

伝 道に出るなどとばかなことは考えるな

よ｣と 言い,伝 道に対 してよいイメージを

持っていませんでした。私は何度も手紙や

電話で自分の気持ちを伝え,理 解してくれ

るように願いましたが,あ まり効果はなく,

それどころか母は,｢お 前が伝道に出るなら

自殺するよ｣と まで言うのです。なぜ,主

の業を行なおうとするのに家族 との仲が悪

くなるのか,ま ったく理解できませんでし
ささ

た。それから何度 も断食と特別な祈 りを捧

げました。

そのようなとき,伝 道を終 えて帰ってき

たばかりの兄弟が｢わ たしは,す べての人

に対して自由であるが,で きるだけ多くの

人を得るために,自 ら進んですべての人の

奴隷になった。……福音のために,わ たし

はどんな事でもする。わたしも共に福音に

あずかるためである。｣(1コ リン ト9:

19-23)と いうパウロの言葉 をプ レゼン

トしてくださいました。それまで私は両親

を変えようと努力していましたが,ま ず自

分が変わる必要があることに気づきました。

会社を退職 した私は,1週 間帰省し,両 親

のためにできるだけのことをしようと決め

ました。

家に着くと両親は稲刈 りに出かけていて

留守でした。私もすぐ着替えて手伝いに行

きましたが,母 が二言三言話 してくれただ

けで,ふ たりとも機嫌が悪 く,ど う話した

らいいのか迷ってしまいました。それから

1週 間,ど こにも行かず,ま た伝道につい

ては口にしないで,両 親のためにできる限

りのことをしました。きょうが最後の夜と
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いう日,祈 っていると両親に証をしたらい

いと強い力を感じました。両親を前に,改

宗して初めて証をしました。｢父は聞こうと

はしませんでしたが,母 は｢お 前は言い出

したら聞かないからね｣と 言ってくれまし

た。

翌朝,大 阪に帰るために,母 が空港 まで

見送 りに来てくれました。別れぎわに｢こ

れは,母 さんがタベー生懸命書いた手紙だ

から,飛 行機の中で読みなさい｣と,封 筒

を渡されました。どんなことを書いてくれ

たのだろうと,機 内で開けてみると,私 が

働いていたころに得ていた給料1カ 月分以

上のお金 と｢皆 さんに愛される人になりな

さい｣と 書いたメモ書きが入 っていました。

胸に熱いものを感じて,ど うしようもなく

涙があふれてきました。母 に心から感謝し

ました。

それから1カ 月後,私 は主のしもべとし

て召されました。伝道に出て,毎 週,両 親

から手紙が届きます。父も,帰 省 したとき

に共に刈った新米を送ってくれました。今,

本 当に家族と強い絆で結ばれているのを感

じます。

伝道の準備をする間に,サ タンはあらゆ

る方法で誘惑を強くし,伝 道の業をとどめ

ようと試みます。しかし私たちが正しい道

を選び,主 に頼るならば,主 は必要なとき

に助けと導 きを与えてくださいます。ジョ

セブ･ス ミスが語ったように,い かなる汚

れた者の手もこの業をとどめることはでき

ません。主の証人としてこの責任にあずか

れることを心から感謝 しています。ひとり

でも多くの兄弟姉妹とこの祝福を分かち合

いたいと思います。この伝道の喜びは,経

験した人だけにしか味わうことのできない

ものです。(た けした･み つはる1965年

生 まれ,大 阪北ステーキ部茨木ワー ド部出

身)

き　ま

轟認叢誌鞍∴碍
･ボ
.,.,篇.

(高擁2年)舗,

薩 府些部鯉76ト 蔀欝 糞締 ､.

｢》 れまでセミナリーを,重 要なものだ

一 とは,あ まり考えていませんでした。

そんな思いを180度 変 えたのが昨年度のセ

ミナリーでした。

寝ぼうで怠け者の私にとって,毎 週朝6

時半に始まるセ ミナリーに参加するのは厳

しいものでした。毎週｢起 きれ!｣の 声 で

飛び起き,姉 とセ ミナリーに向かいました。

時には教会員ではない父の車に乗せてもら

い,｢こ んなに朝早くから,勉 強もしないで

何しに行 く｣と,し かられたこともありま

した。でもそんな父も毎週通う熱心さに,

何 も言わないで送ってくれるようになりま

した。私たちが一生懸命集っている祝福と
の

して,神 様が父の心を和らげてくださった

のでしよう。

毎週の レッスンはいつも生徒がたくさん

参加 して,皆 やる気で燃えていました。特

に皆の神経が集中するのは,マ スター聖句

探 しです。｢どうしよう,ひ とつも覚えてい

ない｣と 言う姉妹が,3秒 もしないうちに

手を上げて皆をあぜんとさせたりしていま

した。｢よ し,私 も や って み よ う｣と,姉 と

必死 に な って 暗 記 し ま した。.

マ ス タ ー聖 句 は心 の支 え と な って い ます。

人 か らい や な こ と を言 わ れ た と き,｢… …
なんじ ゆ る

汝 らにはすべての人を赦すことを求 めら

る｣(教 義と聖約64:9-10)の 聖句を思い

出し,心 を落ち着かせ,ま た夜道をひとり

で歩いているとき,こ わいことを考えない
よろこ

ように,｢す べて心の歌は,わ れの悦びなり

……｣(教 義と聖約25:12)の 一節を思い出

して,好 きな讃美歌を歌い,心 に平安 を得

たこともあります。このように,日 常生活

で私を助け励ましてくれるマスター聖句を,

今年度も覚え,信 仰生活を充実させたいと

思います。

昨年7月 のセミナリー大会で,姉 と玲子

姉妹,美 智子姉妹が優勝したことが皆を活

気づけ,｢次 の大会での聖句探 しは,首 位を

首里ワー ド部で制 覇しよう!｣を 合言葉に

し,9月 のセ ミナリー大会で見事に トロフ

ィーを持ち帰ることができました。仲間の
か のう

笑顔 と嘉納姉妹の100万 ドルの笑顔が忘れ
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灘 灘
と末日聖徒イエス･キ リス ト教会の

私宣教師との出会いは昨年6月 のこと
でした。とても心地よいお話でしたので,

ついつい回を重ね,最 後までレッスンを聞

きました。｢外国の宗教だから｣と いう思い

と｢本 当に真実なのだろうか｣と の半信半

疑の気持ちから,お 話を続けて聞くことに

少しためらいがありました。 しかし,私 の

知 らないことでしたので｢知 らないより知

っていた方がいい。知っていても損はしな

いだろう｣と いう安易な考えでお話を聞き,

モルモン経を手にしました。

もともと頭の良くない私が文字を読んで

理解するなどということは,と うてい及ひ

もつかないことと考えていたのですか,モ

ルモン経の予言者の言葉を心の支えとする

ことができるまでになりました。このよう

な私を見放さすに教えてくださった宣教師

たちに感謝の気持ちでいっぱいです。

途中数々の苦難はありましたが,昨 年7

月20日,13歳 になる娘と共にバプテスマを

受けることができました。私の生活は大き

く変わり,喜 んで家族のために,ま た主人

のために模範となれるよう神様に頼 りなが

ら,全 力で主の教えを実行しました。

しかし,私 が改宗 したことで少し気むず

かしくなっている主人の前で家族の祈 りを

することはむすかしく,ひ そかに娘と共に

行なっていました。神様はそんな私に主人

を含め家族て祈るチャンスを与えてくださ
めい

いました。高校1年 生の姪か我が家に遊ひ

に来たとき,食 前のお祈 りをとうやってす

るのか聞きたいと言うので,家 族みんなで

お祈 りをして食事をいただいたのてす。そ

の日から我か家では,家 族の祈りとして,

夕食時に毎 日祈ることかてきるようになり

ました。

私は毎日主人のために祈 りました。｢主人

のために特別な宣教師が召されますように,

そして1日 も早い時期に改宗できますよう

に｣と,日 に何度も何度 も祈 りました。

そんなある日,洗 濯を終えて干そうとし

ていたとき,急 に体が温かくなり,主 人か

バプテスマを受ける姿が目の前に浮かひ上

がってきたのです。私はとてもうれしくな

って涙が流れました。さらに主人を教えて

くれる宣教師の姿を数日後 に夢に見ました。

私は子供たちに｢近 い内に宣教師の転任が

あって,背 の低い外人宣教師が来るよ｣と

話 していました。私はこれらのことを信 じ

てその日が来るのを待ち望みました。

そして,つ いに夢に見たのと同じ人が召

されて来たのてす。私はますます自分の見

たことが実現すると強く確信 しました。ア

メリカから来たはかりのその宣教師は,主

人にとって,本 当に特別なつながりを持つ

ことのできる人でした。その宣教師が写真

を見せながら家族の紹介をしてくれたとき

に,彼 の弟さんも我が家の息子と同じ障害

を持っていることを知ったのです。主人は

その宣教師に興味を覚え,福 音に耳を傾け

るようになりました。

私は主入が改宗することは確信していて

も,何 度 も何度も福音から離れようとする

主人でしたのて,そ の度に改めて自分の信

仰を見つめ直し,主 人のためにまた自分自

身のために神様のみ言葉(モ ルモン経)に

すがりました。1イソスンを中断することも

何度かありましたか,宣 教師の多大な努力

と信仰とによって,主 人はバプテスマを決

意しました。そして,主 人かハプテスマを

決意したのを見届けるようにして,そ の宣

教師は転任しました。 しかし,私 が前もっ

て見ていたことはすべて実現 し,神 様か生

きているということへの確信は一層確 かな

ものになりました。
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バプテスマの面接を残すたけとなってほ

っと一息ついたとき,神 様はまた私に大切

な導きを夢を通して与えてくださいました。

これは私にとってあまりにも重大なことで

したので,驚 きのあまり,自 分の見た事柄

をとのように考えたらいいのか思いあぐね

ました。しかし,考 えに考えた末,こ れを

このまま捨ておくわけにはいかないと思い,

宣教師にお話ししました。

我が家の16歳 の息子 は脳性小児マ ヒの

ため,重 度の言語 機能障害があります。

息子は私のときと主人のときの2度 にわた

って一度も欠かさずにすべての福音を聞き

ました。しかし,彼 は罪を犯すことはない

ように私には思え,バ プテスマを受ける必

要はないと考えていました。

ところが私の見た夢では彼が必死に訴え

ているのです。息子はハプテスマを受けた

いと思っていたのです。しかも,彼 はそれ

を前から何度も何度も私 に訴えていたのて

す。私には彼の気持ちを理解することがで

きませんでした。神様は夢によって彼の恐

怖にも似た不安な気持ちを,同 じ恐怖 と不

安で私に伝 えてくださいました。神様が彼

を代弁されたのです。
の

彼が水に沈んでいるときには,主 は必す

お守 りくださると私 に約束 してくださいま

した。このようなことをたれかできるでし

ょうか。まさに神のみ業でしかあり得ない

のです。 しかし,彼 がバプテスマを受ける

ことは決 して簡単ではありませんでした。

(モロナイ822-23参 照)彼 は果たして

このみ言葉に従わなければならないのか,

神様のみこころかとこまで彼に及ふのか,

私 はひたすら祈 り求めました。｢どうそみこ

ころのままに…｣と 。

そのことを宣教師に伝えると,早 速伝道

部長が我が家に来て息子に会ってください

ました。そして神様は息子かバプテスマを

受 けることを許 してくたさり,2月15日,

主人と息子は晴れてバプテスマを受けまし

た。

また,4月5日 に息子はアロン神権を授
せいさん

けられ,執 事に按手聖任されました。聖餐

会では車イスを押してもらい,パ ンと水の

トレイをささえてもらいなから,緊 張した

面持ちで聖餐のパスをしていました。ある

へ 　ノ の
ウ〈5
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